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プロローグ　～紅蓮の記憶～







　気づくと俺おれは、灼しやく熱ねつと真しん紅くの中にいた。

　全身が熱く、視界が真っ赤に染まっている。まるで俺自身が炎ほのおそのものに変じてしまったかのような、そこは灼熱の感覚と真紅の情景だけが支配する世界であった。

　熱い。

　地じ獄ごくのように熱い。

　それ以外のことは、まともに考えることができない。

　身体からだはどこも動かず、声さえ出ない。こんな地獄の中でどうして正気を保っていられるのか、それが不思議なぐらいであった。

　いや、俺は本当に正気であったのだろうか。

　そもそも「俺」とは誰だれであっただろうか。

　人間らしい思考や感情などといったものはとっくにどろどろと溶とけ崩くずれて、もはや俺は紅蓮の世界でただ熱い熱いと苦しむだけの無意味な存在に成り下がってしまっていた。

　その中で、たった一つだけ失われていない感覚がある。

　右手――たぶん右手の指先に握にぎられた、堅かたくて細い木の手て触ざわりだ。

　今ではそのほのかな感かん触しよくだけが、俺を俺たらしめている唯ゆい一いつのよすがであった。この感触を失ったとき、きっと俺という存在はこの世界の中で完全に燃もえ尽つきてしまうのだろう。

（これは、親父おやじの三徳包丁だ）

　そんな思いも、すぐに散り散りになってしまいそうになる。

　俺は地獄のような苦く悶もんの中で、ひたすらその思いにだけ取りすがった。

（俺の家は、たぶん悪党どもに火をつけられて……俺は、親父が何よりも大事にしていた三徳包丁を取とり戻もどすために、玲れい奈なが止めるのも聞かずに炎の中に飛び込んじまったんだ……）

　だから、このように苦しむことになってしまったのか。

　あんな火の海に飛び込んで助かるわけはないのに、どうして俺はあのような真似まねに及およんでしまったのか――今となっては、その前後の記憶も曖あい昧まいになってしまっていた。

　赤い炎と黒こく煙えんに満たされた店の中に、無む我が夢む中ちゆうで俺は飛び込んだ。

　すぐに手足に火が燃え移り、衣服や皮ひ膚ふを焦こがす嫌いやな臭においがした。

　しかしそれも、もっと圧あつ倒とう的てきな黒い煙けむりによって有う耶や無む耶やにされてしまう。

　肺の中が、黒煙で満たされた。

　酸素が欠けつ乏ぼうし、意識が遠ざかった。

　そんな中で、奇き跡せき的てきにまだ燃えていなかった三徳包丁をひっつかみ――それから記憶は寸断されて、今の状じよう況きように直結している。

　呼吸もできず、全身を焼かれていく。その途と上じようで時間の進行が止まり、俺の感覚だけが同じ場所に取り残されたかのようだった。

（これは、罰ばつなのか？　自分の生命いのちを粗そ末まつにして、家族や幼おさな馴な染じみを悲しませることになった――途と方ほうもなく大おお馬ば鹿かな俺に対する罰だとでもいうのか？）

　俺だって、好きでみんなを悲しませたわけじゃない。

　気づいたら、勝手に身体が動いてしまっていたのだ。

　まるで、何かに導かれるように――そうする以外に道はないと、そのような思いに頭を満たされてしまったのだ。

　だけどきっと、こんな地獄にもいつか終わりは告げられるだろう。俺は、建物が崩ほう壊かいして自分の身体を押おし潰つぶす、その感覚もはっきり覚えていた。

　どんなにもがいても、どんなに三徳包丁の存在に取りすがっても、やがて俺という存在は消えてなくなる。たった十七年間しか生きられず、最後の最後で大きく道を踏ふみ外はずしてしまった俺という大馬鹿の存在は、もうすぐ木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちってしまうのだ。

　それが嫌なら――

　今度は、あの光の中に飛び込むしかない。

　……光？

　気づくと、荒あれ狂くるう紅蓮の向こうに、かそけき金色の光が灯ともっていた。

　ごうごうとうなりをあげる炎の中ではあまりにか細い、ちょっと乱暴に扱あつかったらすぐに消えてしまいそうな、淡あわくぼんやりとした光である。

　俺はまた、何かに導かれるようにその光のもとへと這はい寄よっていった。

　本当にそんな光が存在するのか、そこに近づくのが本当に正しいことなのか、そんな疑念を感じる余地もなく、俺は三徳包丁を握りしめたまま、そのか細くて温かい光を欲ほつした。

　そして――

　俺の意識は、いささかならず乱暴に現世へと引ひき戻されることになった。




◇




「おい、しっかりしろ！　目を覚ませ、アスタ！」

　アイ＝ファが俺の肩かたをつかみ、がくがくと揺ゆさぶっていた。

　世界が正常な色しき彩さいを取り戻していき、やがて褐かつ色しよくの綺き麗れいな細ほそ面おもてで俺の視界が埋うめ尽くされていく。

「大だい丈じよう夫ぶ……なんでもないよ……」

　別人のようにかすれた声が出た。

　間近に迫せまったアイ＝ファの目が、青く爛らん々らんと光っている。

「何が大丈夫だ！　いいから、これを飲め！」

　と、口もとに柄ひ杓しやくが突つきつけられた。冷たい水がものすごい勢いで口の中に入ってきて、俺は溺おぼれそうになってしまう。

　だが、それで今度こそ俺はしっかり覚かく醒せいすることができた。左手を床ゆかにつき、重い身体を何とか引き起こしてみせる。

「大丈夫だ……ちょっと悪い夢を見ていただけなんだ。何も心配はいらないよ」

「本当に大丈夫か？」

　アイ＝ファの両手が俺の頬ほおを包つつみ込み、その顔がまたぐっと鼻先に寄せられてくる。その青い瞳ひとみを見つめ返しながら、俺は「大丈夫だ」と繰くり返かえした。

　アイ＝ファは小さく息をつき、俺の顔から手を離はなした。

　そして今度は、壊こわれ物ものでも扱うかのように、俺の身体をそっと抱だきすくめてきた。

「あまり心配をさせるな……何か病びよう魔まにでも憑つかれたのかと思ってしまったではないか」

「ごめん。俺はうなされていたのかな？」

「うなされているどころの騒さわぎではなかった。身をよじり、全身に脂あぶら汗あせをかきながら、熱い熱いとずっと譫うわ言ごとを口走っていたのだ」

　アイ＝ファに触ふれている部分から、その体温がゆっくり流れ込んでくる。その温ぬくもりが、身体に残っていた悪夢の残ざん滓しを完全に駆く逐ちくしてくれた。

　鼻からは、アイ＝ファの髪かみの甘あまい香かおりが忍しのび込んでくる。視界の半分はアイ＝ファの金きん褐かつ色しよくの髪にふさがれて、もう半分には薄うす明あかるいファの家の様相が見えていた。

　感覚のぼやけていた手足にも、力が満ちてくる。

　もう大丈夫だ。

　アイ＝ファさえいてくれたら、俺は絶望せずに、生きていくことができる。

「……実は、前の世界で生命を失うときの夢を見ていたんだ」

　アイ＝ファは答えず、俺を抱きすくめる両りよう腕うでにぎゅっと力を込めてきた。

「再さい認にん識しきさせられたよ。俺はやっぱり、一回生命を失ってるんだなって。……まあこんな話、誰にも信じてもらえないだろうけどさ」

「過去の話など、どうでもよい。お前はファの家のアスタとしてこの森辺に生きているのだ、アスタ」

「うん。それがどれほど幸福でかけがえのないことか、それを再認識させられたんだよ」

　俺はアイ＝ファの頭にぽんと手を置いた。

　アイ＝ファはむずかる幼子のごとく、俺の頬にぐりぐりと自分の額をおしつけてくる。

　その幸福な痛みに身をゆだねながら、俺は思っていた。

　もう絶対に間ま違ちがえたりはしない――と。

　この生命が尽きるその日まで、悔くいのない生を送るのだ。

　取り返しのつかない失敗をしてしまった、この痛みを絶対に忘れることなく、自分と自分のそばにいてくれる人々のために、力を惜おしまず生き続けるのだ。

　そんな思いを噛かみしめながら、俺はアイ＝ファのやわらかい髪を撫なでた。

「さ、それじゃあ朝の仕事に取りかかろうか。今日からまた慌あわただしい十日間の始まりだ」

「…………」

「ん？　どうした？」

「窓からは、いまだ日の光も差し込んではいない」

　アイ＝ファの腕に、いっそうの力がこめられていく。

「夜明けとともに仕事を始める。それが森辺の習わしであり、ファの家も例外ではないのだ」

「う、うん。だけどもうこれだけ薄明るくなってるんだから、家の外には日が差してるんじゃないのかな」

「しかしその光は、まだ家の中には差し込んできていない」

　そう言って、アイ＝ファは肋ろつ骨こつがきしむぐらいの力であらためて俺の身体を抱きすくめてきたのだった。







第一章★★★新たな出会い







１




　そうして、黒の月の十九日は始まった。

　十日ごとに訪おとずれる休業日を経へて、本日からまた商あきないの日々である。

　数えてみたら、屋台の商売もこれが十一期目の契けい約やくであった。ということは、すでに百日ばかりも俺たちは屋台の仕事をこなしていることになる。

　もちろん諸事情があって契約中に休業する日もあったし、時には半月以上も店を開けなかった時期もある。記念すべき屋台の開店日から数えれば、あと一週間ほどで四ヶか月げつに到とう達たつするぐらいの月日がすでに過ぎ去っていた。

　俺がファの家に住みついてからは、およそ五ヶ月。ジェノスの貴族サイクレウスとの争乱におおよその決着がついて、無事にファの家へと戻ることができた灰の月の五日からは、およそ一ヶ月半だ。この一ヶ月半の間に、俺たちの周りでは実にさまざまな変転が巻き起こっていた。

　まずは、罪人たちの処しよ遇ぐうである。

　サイクレウスとその弟シルエルは、ジェノスの法で裁かれることになった。その審しん問もんは十日間にも及んだが、ジェノスの領主マルスタインから告げられていた約定は、おおむね守られることになったのだった。

　サイクレウスに与あたえられたのは終身の禁きん固こ刑けいであり、シルエルに与えられたのは二十年の苦く役えきの刑けいであった。貴族に死罪よりも重い苦役の刑が与えられることはないと聞きき及んでいたのに、今回は特別にその刑が執しつ行こうされたのだという。どうもシルエルは審問の場でも狂きよう乱らんし、ジェノスの法務官や西方神セルヴァを口くち汚ぎたなく罵ののしる事態に至ってしまい、それがいっそう罪を重くしてしまったようだった。

　そしてズーロ＝スンにも、十年の苦役の刑が言いい渡わたされることになった。

　苦役の刑とは、鉱山などでも特に危険な区域に放ほうり込まれ、奴ど隷れいよりも過か酷こくな仕事に従事させられる刑けい罰ばつである、とのことであったが――それがどんな場所であるかは、誰にも知らされない。万が一にも罪人を救おうと目もく論ろむ者たちにその居場所を悟さとられぬよう、いったんセルヴァの王都に護送されたのち、一いつ切さいの身分を剥はぎ取られてそれぞれの働き場へと割わり振ふられるのだそうだ。

　十年を生き抜ぬいた者はいないという苦役の刑をやりとげて、ズーロ＝スンが再び森辺の集落に戻ってくることはかなうのか。その答えは、十年後まで決して得られることはない。

　そして、サイクレウスたちへの処断が下されたのち、マサラのバルシャは解放されることになった。この点においても、マルスタインとの約束は守られたのだ。

　だが、その処置には森辺の民たみばかりでなく、市し井せいの人々をも懐かい柔じゆうしようという思おも惑わくが働いていた。要するに、《赤あか髭ひげ党とう》の所業とされていたいくつかの事件はサイクレウスたちによって示し唆さされたザッツ＝スンらの悪行であったという事実を大々的に公表すると同時に、《赤髭党》の残党たるバルシャに恩おん赦しやを与えてみせたのである。

　俺の周囲で大きな動きはなかったが、宿場町の一部や他ほかの町などではそれこそ大おお騒さわぎになっていたらしい。それぐらい、当時の《赤髭党》というのは市井の人々から英えい雄ゆう視しされていたようなのだ。

　そんな《赤髭党》が他者の生命を害したという罪をかぶせられて処断されたのだから、それを無念に思っていた人々は決して少なくなかったに違ちがいない。ジェノス侯こう爵しやくマルスタインは、そんな人々の無念を晴らすとともにバルシャを解放し、ジェノスの支配層に対する不満や反感を少しでもやわらげようと試みたのだろう。

　何にせよ、《赤髭党》の誇ほこりは救われたのである。

「まったくあの領主様は、転んでもただでは起きないなあ」

　バルシャが解放された当時、そのように述べていたのは《守護人》のカミュア＝ヨシュであった。このたびの騒そう乱らんを収めた立役者の一人である彼かれは、いくぶん皮肉っぽい笑えみを浮うかべつつ、実に満足そうな様子であったものだった。

　そのカミュア＝ヨシュは、サイクレウスたちに処断が下されるのを待ってから、ウェルハイドの故郷バナームへと旅立っていった。宣言通りそちらで新たな仕事を見つけたのか、この一ヶ月ほどは姿を見せていない。今回は、レイト少年とともに数ヶ月単位で西の領土を放ほう浪ろうするつもりだと言い残して、風ふう来らい坊ぼうは本来のあるべき生活に回帰していったのである。

　そして、俺たちだ。

　俺たちの商売にも、かなりの変転が訪れてしまっていた。

　いったい何から説明すればいいのか困ってしまうぐらい、それはもう激動の日々であったのだ。

　まず最初に取り沙ざ汰たされたのは「ギバ肉の価格」についてであった。

　サイクレウスたちの審問が始まるのを待っている空白の期間に、ポルアースがマルスタインの代理人として、俺と俺に縁えんある宿場町の人々に面談を求めてきたのである。

「《黒き風》とかいう死罪人たちが捕ほ縛ばくされたら、アスタ殿どのたちはまた屋台の商売を再開させる予定なのだろう？　その前に、ちょっと考えてもらいたいことがあるのだよ」

　本来、領主の代理人として森辺の民と交こう渉しようするのは、近この衛え兵へい団団長メルフリードの役割である。しかし今回は内容が内容だけに、俺たちの商売について一番熟知しているポルアースに白羽の矢が立てられたようだった。

　場所は《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で、そこには《玄げん翁おう亭てい》の主人ネイルと《南の大樹亭》の主人ナウディスも招かれることになった。これは彼らにとっても密接に関係のある話であったのだ。

「端たん的てきに言ってしまうとね、ギバの肉の値段というものを見直していただきたいのだよ」

　ギバ肉はその当時、カロンの足肉と同じていどの値段で売りに出だされていた。宿屋に卸おろされている生せい鮮せん肉にくしかり、屋台で売られている料理もしかりである。その価格設定に問題がある、という話であった。

「ギバの肉は、カロンの胴どう体たいにも匹ひつ敵てきするぐらい美味じゃないか？　それがカロンの足肉やキミュスの皮なし肉なんかと大差のない値段で売られてしまうというのは、ちょっと問題になってしまうのだよね」

「それは、このままだとカロンやキミュスの肉が売れなくなってしまう、ということでしょうか？」

「うん、そうさ。キミュスの皮なし肉なんかはまだギバ肉よりも安値だから救いがあるけれど、カロンの足肉なんかはほぼ同じ価格であるわけだからね。脂あぶら身みがなくて筋張ったカロンの足肉と、脂のたっぷりのった美味なるギバの肉が同じていどの価格だなんて、まったく勝ち目のない勝負になってしまうだろう？」

　それにまた、カロンの肉というのはジェノスがダバッグの町から買い付けている商品でもあった。ジェノスはダバッグに野菜や果実酒を売り、ダバッグはジェノスにカロンの肉を売る。この流通のバランスが崩れてしまうのは、両方の町にとってきわめて都合が悪いらしい。そこにはどうやら、ジェノスと同じくフワノとママリアの果実酒を特産品としているバナームの存在も絡からんでくるようであった。

「もしもカロンの足肉がジェノスでまったく売れなくなってしまったら、ダバッグはバナームとの絆きずなを深めてしまうかもしれない。そうすると、トゥラン伯はく爵しやく領りようのフワノや果実酒も大きな商売相手を失ってしまうことになる。……そんなことになったら、ただでさえ大わらわのトルスト殿もひっくり返ってしまうと思うのだよねえ」

　トルストというのは、サイクレウスを失ったトゥラン伯爵家の立て直しを命じられた人物である。現当主のリフレイアはすべての権限を封ふう殺さつされ、事実上はトルストがトゥラン伯爵家の最高責任者と定められることになったのだ。

「それにまた、肉屋だけでなく屋台を出している宿場町の民からも、ちらほら不満の声があがっているようだよ？　あんなに美味うまい料理をあんなに安い値段で売りに出されたら、太刀たち打うちできるわけがないってね。……もちろん自由競争というのはそういうものなのだから、致いたし方かたのない面もある。だけど、森辺の民が宿場町の人々と正しい縁を結びたいと考えているならば、反感を買うのは望ましいことではないはずだよね？」

「ええ、それはもちろんその通りですが――」

「それに、もう一つ大きな問題がある。このままだと、ギバの肉はごく限られた量しか宿場町で流通させることがかなわなくなってしまうかもしれないんだ」

「ええ？　それは何故なぜですか？」

「それはね、ギバの肉がそんなに安値であったなら、城下町の人間が買かい占しめに走ってしまいかねないからだよ」

　ふにゃふにゃと笑いながら、ポルアースはそのように言った。

「この前の晩ばん餐さん会かいにおいて、ジェノス侯こうマルスタインがギバ肉の美味おいしさを認めただろう？　あれで城下町の人々もギバの肉に強い関心を抱いだくことになってしまったんだ。今はまだ災さい厄やくの象しよう徴ちようとされていたギバに対して忌き避ひの感情をぬぐえずにいるけれども、誰か一人が足を踏み出したらもう止まらなくなってしまうだろうね。で、カロンの胴体と同じぐらい美味であるギバの肉がうんと安値で手に入るなら、いかに裕ゆう福ふくな城下町の民だって、そちらばかりを求めるようになるかもしれない。そんなことになってしまったら、いよいよダバッグとの関係性も壊かい滅めつ的てきに破は綻たんしてしまうのだよ」

「はあ、そういうものなのですか……」

「で、ここで内情を明かしてしまうと、すでにサトゥラス伯爵家のリーハイム殿なんかは、ギバ肉の買い入れを本気で検討し始めてしまっている。それを知ったジェノス侯が、今後の混乱を避さけるために僕ぼくを派は遣けんしてきたというわけなのだね」

　あくまでも朗ほがらかに、ポルアースはそう言った。

「僕だってね、森辺の民との関かかわりがなかったら、リーハイム殿と同じことを考えていたと思うよ。何だったら、安値のギバ肉を丸ごと買い占めて、それを城下町で転売しようぐらいのことは思いついたかもしれない。そうなったら、宿場町でギバ肉を口にする機会もごっそり奪うばわれてしまうわけさ」

「だ、だけど、誰に肉を売るかはこちらで判断することですよね？」

「うん、もちろん。だけど現時点でギバ肉を購こう入にゆうしているのは、こちらのおふた方のみなのだろう？　宿場町の人々がそうやって二の足を踏んでいる間に、ギバ肉の美味しさを認めた城下町の人間が正式に買い取りの話を持ち込んできたら、森辺の民は正当な理由でそれを断ることができるのかな？　まさか、貴族と商売などしたくないなんて、そんな悲しいことは言わないでくれるよね？」

「それは――確かにそうかもしれませんけれど……」

「言ってみれば、それだって自由競争の結果さ。だけど、森辺の民がそのような結末を望んでいるとは思えない。そんな風に考えたからこそ、ジェノス侯は今回このような提案を申し入れてきたわけだよ。ギバの肉がそこまで安値でなければ、城下町の貴族たちだって買い占めだの転売だのに手を染めることはできなくなるからさ」

　売る相手が城下町の貴族だろうと宿場町の民だろうと、そこまで大量にギバ肉を購入してくれるなら、森辺の民はたくさんの富を得て、豊かな暮らしを手に入れることができるだろう。

　しかし、ギバの肉が安値で買われて、別の人間の手によって転売されるとか、それによって宿場町の人々がギバの肉を口にする機会を失ってしまうとかいうのは、言われるまでもなく、どこか歪ゆがんでいるように感じられてならなかった。顔も知らない城下町の人々よりも、身近な宿場町の人々にこそ、ギバの肉を食べてほしい――そのように思ってしまうのは俺個人の感傷に過ぎないのかもしれないが、それにしたって、ちょっと危あやうい話に思えてしまう。

　そしてまた、森辺の民はまだ総意として肉を売る商売をしているわけではないのだ。それが正しい行いなのか、森辺に明るい未来をもたらすのか、グラフ＝ザザやベイムの家長たちなどは、じっくりと腰こしを据すえてファやルウの行いを見定めようとしてくれている最中なのである。宿場町の人々をないがしろにして貴族とばかり懇こん意いにするというのは、森辺の民の気風に合がつ致ちする行いだとはとうてい思えなかった。

「それにね、宿屋の諸君らなどはご存じの通り、ジェノスにおけるキミュスの飼育や販はん売ばいにだって、ダバッグへの配はい慮りよから大きな制限をかけられているんだ。たとえばキミュスを飼育するにはジェノス城への届け出が必要になるし、現在のところ、それはダレイムの農村部と城下町の一部でしか認められていない。また、キミュスの料理はカロンより安い値で売らなくてはならないという取り決めもあったはずだよね？」

「ええ。結果的に、キミュスよりもカロンの料理を売ったほうが宿屋や屋台の人間にとってはいい稼かせぎになるという、そういった値段に取り決められておりますな」

　初めて間近に接するという貴族を前に、いくぶん緊きん張ちようの色を漂ただよわせつつ、それでもナウディスは決然と答えていた。

「ですが、ギバに関してはどうなのでしょうかな。もとよりギバの肉というのは部位によって値段が変わっておりましたから、現時点でも胸や背中の肉などは、カロンの足肉よりも高額なのであります。また、アスタから買った料理についてもアスタ分の利ざやが生じるので、カロンの料理よりは割高になっているのですぞ？」

「うん。カロンの料理が赤銅貨四枚だとしたら、ギバの料理は赤銅貨五枚、だったっけ？　それでもカロンの胴体の肉を使うよりは、よほど割安な値段になっているだろうねえ」

　鷹おう揚ように笑うポルアースに対して、今度は無表情のネイルが応じる。

「確かに現在、ギバ肉を使った料理は圧倒的な人気を誇っております。このままではカロンやキミュスの肉を仕入れる必要もなくなってしまうのではないかと思えていたところですので、ジェノス侯爵が憂ゆう慮りよするお気持ちもわからなくはないのですが――しかしそれでも、あまりに値段が跳はね上あがってしまえば、宿場町でギバの料理を売ることもかなわなくなってしまうでしょうね」

「もちろん、いきなりカロンの胴体と同じ値段にしろ、などと言うつもりはないよ。ただ、ダバッグの肉屋や他の料理を売っている人々の気持ちをなだめるためにも、ちょっと値段を見直してほしいのさ。それでもアスタ殿の料理やギバの肉が売れ続ければ、誰にも文句は言えなくなるだろうしね。……それに、僕の正直な感想を言わせてもらえるなら、少しぐらい値上がりしたところで、アスタ殿の料理が売れなくなることはありえないよ。だって、アスタ殿の料理はあれほどまでに美味なのだからさ！」

「はあ……おほめにあずかり、光栄です」

「それで、もしもお客が不満を述べるようなら、今の話を包み隠かくさず打ち明けてしまえばいい。このままだと貴族たちにギバ肉を買い占められてしまいそうだから、しかたなく値上げの要よう請せいに応じたんだってさ。そうすれば、誰からも文句は出ないと思うよ？」

　ネイルとナウディスは押し黙だまり、それぞれの考えに打うち沈しずむ様子であった。その難しげな顔を見やりつつ、ポルアースは快活に言葉を重ねていく。

「でね、実はもう一つ、これは嘆たん願がんとしてアスタ殿たちに届けたい言葉があるのだけれども」

「ジェノス侯爵が、俺たちに嘆願ですか？」

「そう。アスタ殿には多少の話が伝わっていると思うけれども、トゥラン伯爵家に届けられる山のような食材の処分について協力を願いたいのだよ」

　サイクレウスはこれまで、病的とも思えるような独どく占せん欲よくでもって、さまざまな食材を買い占めてきた。しかしそのサイクレウスは投とう獄ごくされ、食材の大半は無用の長物と成り果ててしまっている。が、他国や他の町と結んできた商売の契約を一方的に打ち切ってしまってはジェノスそのものが信用を失ってしまうということで、今でもトゥラン伯爵家には毎日のように膨ぼう大だいな量の食材が届けられているそうなのである。

「何とか不義理のそしりを受けぬ範はん囲いでその商売は縮小していく予定なのだけれども、向こう数ヶ月は問答無用で食材が届いてしまうしね。それに、かなうことなら、せっかく結ばれていた他国との縁は上手うまく活いかしていきたいじゃないか？　届いた食材をジェノスの領内できっちり使いきることができれば、何の問題もないわけだしさ。……そのために、アスタ殿のお力を拝借したいのだよ」

「それはもしかしたら、宿場町の料理に城下町で使われていた食材を取り入れてほしい、というお話なのでしょうか？」

「そう、まさにその通り！　我わがダレイム伯爵家の料理長ヤンが乳にゆう脂しや焼きポイタンを流通させるために、それを使った料理を宿場町で売りに出していただろう？　あれをもっと大がかりにした感じで、宿場町の民に未知なる食材の味を知らしめてほしいのだよ。もちろんこちらでもサトゥラス伯爵家を通してさまざまな宿屋や料理屋に働きかけるつもりではあるけれども、そこにアスタ殿にもご協力をいただきたいわけさ」

　この言葉に、ちょっと目の色を変えたナウディスが身を乗り出してきた。

「横から失礼いたしますぞ。それはひょっとして、タウ油ばかりでなくジャガルの砂糖や蜜みつなども宿場町で扱うことができるようになる、というお話なのでしょうかな？」

「そうだね。一個で赤銅貨五枚もするミンミの実や、ひとかたまりで白銅貨二枚もするギャマの乾かん酪らくなんかはなかなか買い手がつかないだろうけど、ジャガルの蜜や砂糖、レテンの油、ママリアの酢すといった調味料なんかは、宿場町の人々にも喜ばれるのじゃないのかなあ」

　ナウディスが、いきなり俺の指先をつかんできた。

「アスタよ、ジャガルの砂糖を使えるようになれば、わたしの店で売られている料理も飛ひ躍やく的てきに質が高まるのではないでしょうかな？」

「そうですね。俺の故郷でも『肉チャッチ』や『ギバの角かく煮に』に似た料理には、砂糖がふんだんに使われていました」

　しかし宿場町には砂糖が存在しなかったので、俺は糖度の高い果実酒だけを頼たよりにしていたのである。肉じゃがや豚ぶたの角煮から着想を得た『肉チャッチ』や『ギバの角煮』に砂糖を使えるようになるならば、本当にありがたい話であった。

「それならば、多少の値上がりがあっても、これまで通りにアスタの料理を売り続けることは可能だと思われます。あの美味なる『ギバの角煮』に砂糖の甘さが加えられるなど、想像しただけで胸が高鳴ってしまいますからな！」

「あ、ナウディスも砂糖の味をご存じなのですね」

「むろんです。幼き頃ころは母に連れられて、父の故郷を何度も訪れておりましたからな。……だからわたしは、ジャガルの砂糖や蜜などを買い占めているジェノスの貴族たちの行状を、前々から忌いまわしく思っておったのです」

　後半は、囁ささやくような声になっていた。ポルアースは聞こえているのかいないのか、変わらぬ表情でにこにこと笑っている。

「ちょうど現在は、フワノの代わりにポイタンが流通されつつある時期だからね。一食分では赤銅貨一枚にも満たない差額でも、一日に百食も二百食も売る宿屋においては、それなりの差額になるはずだろう？　その浮いた銅貨を使って色々な食材を買い付けてくれると、僕たちとしてもありがたいところだね」

　ナウディスとネイルは、無言でポルアースを見る。

　ポルアースの目は、何やら子供のようにきらきらと輝かがやいていた。

「そうして宿場町にさまざまな食材の味が浸しん透とうされれば、やがて市井の人々も砂糖やシムの香こう草そうなどを求めるようになるかもしれない。そうなったら、他国との商いも縮小するどころか拡大する道さえ開けるわけさ。……僕はね、これを契けい機きに城下町ばかりでなく、宿場町やダレイムやトゥランなどでも美食を尊ぶ気風が蔓まん延えんしないかなあと期待しているのだよね」

「美食を尊ぶ気風、ですか？」

「うん。もうちょっとやわらかい言葉で言うと、美味おいしいものを食べる喜びを知るっていうことかな」

　それは、俺が森辺の民に伝えたかったことだ。

　俺は驚おどろきに息を呑のみ、ポルアースは楽しそうに笑う。

「ジェノスは非常に豊かな町だ。こんなに誰も彼もが不自由なく肉を食べられる町なんて、西の版図でもごく限られていると思う。それをもう一歩おし進めて、気軽に世界中の料理を食べられる町になったら、いっそう多くの旅人がこのジェノスを訪れるようになるのじゃないのかな。タウ油や砂糖を使ったジャガルの料理、香草をたっぷり使ったシムの料理、レテンの油やママリアの酢やさまざまな野菜を使ったセルヴァの料理――それを城下町だけでなく宿場町でも口にすることができるようになれば、ジェノスは今よりも豊かな町であると世界に誇ることができるようになると思うのだよ」

「……ジェノス侯爵はそこまでの展望をもって、俺たちに呼びかけているわけですか？」

「うん？　いや、いま言ったのは、すべて僕個人の展望だけれども」

　と、ポルアースがふくよかな頬を震ふるわせる。

「でも、ジェノス侯もそれぐらいのことはすでに考えているのだろうね。だからこそ、今回の交こう渉しよう役やくをメルフリード殿ではなく僕に託たくしたのだろうと思う。……で、そういった思惑が心中に秘ひめられているからこそ、ギバの肉が城下町に独占されてしまうことを、よしとしなかったのかもしれないね」

「……なるほど」

「さらにうがった見方をするならば、ギバの料理を値上げすることによって、美味い料理には今まで以上に銅貨を支し払はらう必要がある、という気風が宿場町に生まれることを望んでいるのかもしれない。そうすれば、足肉の倍ぐらいはするカロンの胴体の肉を買うという気風が宿場町に生まれるかもしれないからね」

　それは、何とも遠大なる展望であった。

　しかしとにかく、そうして俺たちは「ギバ肉の値上げ」に「新たな食材の買い付け」という二つの大きな変転を迎むかえ入いれることになったのだった。

　値上げに関しては、とりあえずギバの料理も生鮮肉もこれまでの一・五倍の値段で売り買いされることになった。この数字も、ポルアースから提案された通りのものである。

　肉の値段が一・五倍になるから料理の値段まで一・五倍になるというのは、本来おかしな話であった。それで使う食材の量に変化がなかったら、野菜が値上がっていないぶん、売る側の利益が増えてしまうのだ。しかし、屋台の料理の値段としては、むしろそれぐらいが適正なのだという話であった。

「要するに、アスタ殿の料理は最初から安すぎたのだよ！　カロンの足肉の料理だって、あれぐらいたっぷりと肉を使っていたら、もっと高額になるはずだろう。僕の感覚的には、赤銅貨三枚でもまだ安すぎるぐらいだねえ」

　ポルアースは、そのように述べていた。

　ともあれ、これまで赤銅貨二枚で売られていた『ギバ・バーガー』と『ミャームー焼き』は一・五倍の価格、赤銅貨三枚で売られることになった。

　いっぽうで、ナウディスたちのほうはもう少し頭をひねる必要が生じた。俺に支払われる手間賃や、セットで販売されていた焼きポイタンの値段を据え置おきにしたとしても、ギバ料理の値段は赤銅貨六枚ぐらいに跳ね上がってしまうのだ。カロンの料理が赤銅貨四枚であることを考えると、これではさすがに手をのばすお客も激減してしまうであろうとの予測が立てられたのだった。

　よって、ナウディスたちはどの料理も半分の量を半分の値段で売ることを基本方針と定めた。カロンなら赤銅貨二枚、キミュスなら一・五枚、ギバなら三枚ということだ。懐ふところにゆとりがある者はギバ料理を二食分買えばいいし、そうでなければ安価なキミュスの料理と一食分ずつ買えばいい。そういうスタンスである。

　それを聞いて、俺も彼らにならうことにした。『ギバ・バーガー』と『ミャームー焼き』に関してはすでにルウ家に任せられる状態に仕上がっていたので、俺のほうでは新たに屋台を二つ借り入れて、これまでと異なる料理を売りに出す決断をしたのである。

　そういえば、焼きポイタンと乳脂の普ふ及きゆうにつとめていたヤンなどは、初見のお客さんが手をのばしやすいように、最初からミニサイズの料理を赤銅貨一枚で販売していたし、俺が初めて宿場町で食した『キミュスの肉にく饅まん頭じゆう』なども、大人用が赤銅貨二枚、子供用が赤銅貨一枚という価格で売られていた。もともと宿場町においては、そういうミニサイズの軽食というのも一つの主流であったのである。

『ギバ・バーガー』と『ミャームー焼き』は、ギバの肉を百八十グラムも使用しており、ボリュームもたっぷりだ。だから今度は、ボリュームをおさえて低価格の料理を売りに出してみようと、俺はそんな風に思い至ったのだった。

　そうして屋台の商売を再開させてから、はやひと月半――

　さまざまな試し行こう錯さく誤ごを経て、我が店もルウ家の店も、まずは上々の成果を上げることができていたのだった。
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「それじゃあ行ってくるよ。今日もおたがいに頑がん張ばろう」

「うむ。気を抜かずに、無事に戻ってくるのだぞ」

　朝方は俺の見た悪夢のせいでさんざん騒がせてしまったが、その日、黒の月の十九日も、俺は無事にファの家を出発することができた。

　家に残るアイ＝ファに別れを告げて、ギルルの引く荷車で森辺の道を南に駆かける。御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握る俺のすぐ後ろには、トゥール＝ディンの小さな姿があった。かねてより俺の手伝いをすることを望んでいた彼かの女じよは、血族の長おさたるグラフ＝ザザに、ようようその了りよう承しようを取りつけることがかなったのである。

　しばらくすると、トゥール＝ディンはひかえめな声で「あの……」と俺に呼びかけてきた。

「うん、何だい？」

「いえ、まったく大したことではないのですけれど……」

「うん、何でも遠えん慮りよなく言っておくれよ」

「あの……とても気持ちのいい風が吹ふいていますね？」

　真まっ直すぐな道が続いていたので、俺は後方を振り返り、にっこり微笑ほほえんでみせた。

「本当だね。今日も気持ちよく仕事に取り組めそうだ」

　トゥール＝ディンも、おずおずと笑い返してくる。相変わらずシャイな少女であったが、それでもその表情は日を重ねるごとに明るくなっていた。

　トゥール＝ディンが商売に参加してからは、まだひと月ていどしか経たってはいなかったが、その幼さに似合わぬかまど番としての腕うで前まえを持った彼女は、すでに我が店にとって欠かせぬ戦力となっていた。

　もともとは、スンの分家の生まれであった少女である。スン家の罪が暴あばかれた後、彼女は父親とともに眷けん族ぞくたるディン家の家人となり、正しく生きることでかつての罪を贖あがなっている。かつての族長ザッツ＝スンのもたらした歪んだ掟おきてに縛しばられて、生ける屍しかばねのごとき存在に成り果てていた彼女も、ついにここまで人間らしい情感を取り戻すことがかなったのだった。

　そんなトゥール＝ディンとぽつぽつ言葉を交かわしている間に、二十分ていどでルウの集落に到とう着ちやくする。集落では、すでに自分たちの荷車にスタンバイしたルウ家のかまど番たちが待ち受けていた。宿場町での商売を拡大するにあたって、ルウ家でも荷車とそれを引く新たなトトスが購入されたのである。

　新たなトトスは、「ジドゥラ」という勇ましげな名前が与えられていた。何でもそれは東の王国シムにおいて「赤」を示す言葉であり、このトトスがいくぶん赤っぽい毛並みをしているゆえの命名であったそうだ。

「おはよう、アスタ……今日もよろしくねぇ……？」

　そのジドゥラのかたわらに立っていたヴィナ＝ルウが、けだるげかつ色っぽく微笑みかけてくる。今日のメンバーは、ヴィナ＝ルウ、レイナ＝ルウ、ツヴァイであるようだった。

　この内で固定メンバーはツヴァイのみであり、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウは一日置きの二交代制、ヴィナ＝ルウとララ＝ルウとリミ＝ルウは三交代制のローテーションになっていた。

　ルウ家の側の責任者であるレイナ＝ルウとシーラ＝ルウが交代制になったのは、その一方が集落に居残って、翌日分の下ごしらえをすみやかに開始するためであった。この一ヶ月半ですべてのメンバーが屋台で『ミャームー焼き』をこしらえることができるようになったので、このような編成を組むことが可能になったのだ。

　残りの三姉妹が交代制になったのは、全員が宿場町での仕事を希望したためであり、また、ついに若じやく年ねんたるリミ＝ルウも参加することがドンダ＝ルウたちに認められたためであった。なおかつ、年長組のヴィナ＝ルウとレイナ＝ルウが毎日いっぺんに宿場町に下りると、ルウ本家での仕事に支障をきたしてしまうため、その双そう方ほうが交代制になった、という背景もあるらしい。

　これで、中天から一名が俺おれとともに屋台を離れる際は、アマ・ミン＝ルティムかモルン＝ルティムのどちらかが交代で手伝いに来る手はずになっている。二つの屋台を切り盛りするのに、常に三名の人間が現場に居残れるように人員が強化されたのだ。

　そして、我がファの家の屋台のほうは、というと――

「あ……きょ、今日もよろしくお願いいたします……」

　トゥール＝ディンが、俺とは逆のほうを向きながらそのように発言した。

　見ると、我が店のメンバーたる女衆が優ゆう雅がな足取りでこちらに向かってくるところであった。

「こちらこそ、どうぞよろしくね」

　かつてのスン本家の長ちよう姉しにして、現在はレイ本家の家人である、ヤミル＝レイである。

　俺の屋台でも人員を強化するにあたって、ルウの血族に新たな働き手を募ぼ集しゆうすることになった。その際に、レイ家の家長ラウ＝レイが、ヤミル＝レイを使ってくれるようにと頑がん強きように頼たのみ込んできたのだ。

「力はないしぶきっちょな女衆だが、わりあい料理に関しては資質がなくもないようなのだ。こいつがアスタと同じぐらい美味い料理を作れるように、手ほどきをしてやってくれ！」

　レイ家の若き家長は、そのように言っていた。

　これに、中天から手伝いに来るリィ＝スドラを加えた四名が、我がファの家の屋台のフルメンバーであった。

「それでは出発いたしましょう。荷物が崩くずれないように、よろしくお願いします」

「ええ」
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　言葉少なく、ヤミル＝レイが荷車に乗り込んでこようとすると、トゥール＝ディンは慌てた面おも持もちで道を空けた。

　が、以前のように、ヤミル＝レイの姿を見ただけで青ざめるようなことはない。まだ若じやつ干かんの緊張感を残しつつ、トゥール＝ディンはヤミル＝レイとも正しい縁を結べるように励はげんでいるさなかであった。

　かつてはスンの集落において、支配する側とされる側の関係性であった、ヤミル＝レイとトゥール＝ディンなのである。そんな彼女たちが、新たな家の氏うじを得て、新たな生を生きようとしている。そんな二人とともに、宿場町での仕事を果たしていくというのも、何やら数すう奇きな巡めぐり合あわせであった。

　ともあれ、目指すは宿場町である。あらためて御者台に陣じん取どり、道を南に下りながら、俺は背後のヤミル＝レイに呼びかけてみた。

「さっき、シン＝ルウの家のほうから歩いてきましたよね。もしかしたら、ミダと会っていたんですか？」

「ええ」

「ミダもずいぶん体力がついてきたみたいですね。そろそろ森に出してもいいころかもなーって、ルド＝ルウが言っていましたよ」

「そう」

　べつだん、不ふ機き嫌げんなわけではない。これが最近の、ヤミル＝レイの常態であった。

　いざというときには以前と変わらぬ舌ぜつ鋒ぽうを飛ばしてくるが、普ふ段だんの表情はずいぶん穏おだやかで、思いつめた気配もだいぶん緩かん和わされてきたように感じられる。かつての毒どく蛇へびみたいな眼光や冷れい笑しようも、今では思い出すのが難しいぐらいであった。

「……それにしても、毎朝毎朝よくこれだけの料理を作りあげられるものね」

　と、今度はヤミル＝レイのほうからそんな風に呼びかけてくる。

　最近は《玄翁亭》と《南の大樹亭》に卸す料理は朝方に作っておく方針になっていたので、荷車にはその分の料理も積まれていたのである。

「どうってことはないですよ。簡単な下ごしらえは近在に住む人たちが手伝ってくれますし、簡単でない部分はトゥール＝ディンの手を借りていますからね」

「ふうん。だけど、その手伝いをさせている女衆にも、代価の銅貨が支払われているのよね？」

「はい。だけど、安いものです。作業時間も、せいぜい二、三時間ていどですからね」

　ただしこのひと月半で、手伝いの給金は時給赤銅貨二枚プラス能力給と、大おお幅はばにアップさせていた。七時間以上も拘こう束そくしていながら代価は赤銅貨六枚であった時代を思えば、二倍以上も上がっていることになる。その辺りの設定は、宿場町における日ひ銭ぜに稼かせぎの賃金というものを参考にさせてもらっていた。

「まあ、ファの家にとっては、どうということもない値段なのでしょうね。ルウ家の富は、ついに銀貨二十枚以上にもなったそうよ」

「へえ、荷車を二台とトトスを二頭買っても、まだその数字ですか。本格的に商売を始めてからはまだひと月ちょっとしか経っていないのに、大したものですね」

　ルウ家は屋台の商売用だけではなく、眷族のためにも荷車とトトスを購入していた。そちらは買い出し用の幌ほろのない簡易型の荷車であったそうだが、すべてを換かん算さんしたら銀貨三枚以上の出費であったはずだ。

　ちなみに銀貨というのは、赤銅貨で千枚、白銅貨なら百枚に換算される。宿場町においては、もっとも価値の高い貨か幣へいである。

「きっとツヴァイがきちんと銅貨の管理をできているからでしょうね。素す晴ばらしい成果だと思いますよ」

「いちいちツヴァイを持ち上げる必要はないわ。ルウ家がそこまでの富を稼ぐことができたのは、あなたがそれだけの仕事をルウ家に割り振ったからでしょう？　……宿屋に卸す分もファの家で問題なく作りあげることができるなら、それをルウ家に割り振る必要はなかったんじゃないの？」

　宿屋の料理に関しては、かねて計画した通り、一日置きにファとルウの家で受け持っていた。

　当初はルウ家が『ギバ・スープ』を、俺が残りの『肉チャッチ』や『ギバのソテー・アラビアータ風』を受け持っていたが、現在はレイナ＝ルウらもそれらの料理を作製することが可能になったので、等分に割り振っている。そして現在は《キミュスの尻尾亭》で新たに卸されることになった料理も作製できるように、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウは修練を積んでいる最中であった。

「でも、ルウ家は眷族のためにも荷車やトトスを買ったりして、うまく富を配分していますからね。ファの家ばかりが富を貯ため込むよりは、よほど健全な姿じゃないですか？」

「……ファの家はどれほどの富を得ることができたの？　聞いてよければ、教えてほしいものね」

「何も隠す理由はありませんよ。えーと、現時点での蓄たくわえは、銀貨三十七枚ほどですね」

「あら、ルウ家の倍にも至っていないのね」

「ええ。ファの家では、ルウ家以上に他の氏族から肉を買い上げることが多いですから」

　現在、宿場町で売りに出されているギバの肉の総量は、屋台の料理、宿屋の料理、宿屋に卸される生鮮肉まで合わせて、一日でおよそ百三十キログラムほどである。それなりの大きさをしたギバで換算すると、これは三頭分ていどの肉であるのだ。

　で、この内のおよそ半分ていどをファの家で準備することになるわけだが、さしものアイ＝ファとてそのすべてをまかなえるほどのギバを狩かれるわけではない。なおかつファの家は、灰の月の中ちゆう盤ばんから半月ほどが休息の時期であったのである。

　よって、足りない分は他の氏族から買いつけることになる。その価格は一頭あたりで赤銅貨百二十枚の値に改正したので、それだけでも相当な銅貨を出費しているはずであった。

　まあ裏を返せば、ファの家はそうして肉を買い上げることにより、なんとか他の氏族にも富を配分できている、と言うこともできた。

「何にせよ、大きな負担もなく、それだけの肉や料理を宿場町で売ることができているのですから、万ばん々ばん歳ざいです。何も問題はありませんよ」

　俺は素す直なおに、そのように答えることができた。

　人員の強化と作業の効率化。それを見直したことによって、俺たちはこれだけ作業量が増えたにも拘かかわらず、以前よりも負担のない形で仕事を継けい続ぞくすることができていたのである。その理由の大なる部分は、やはりルウ家にこれまで以上の仕事を任せられるようになったことと、あとは営業時間の改正にあっただろう。

　これまで俺たちは、準備や後片付けも含ふくめて、五時間半ばかりも宿場町に居い座すわっていた。それを、現在では三時間半ていどに短縮しているのである。

　今までは、朝一番のラッシュから中天の間にちょっとした空白の時間が生まれていたし、また、中天のピークが過ぎても定刻まできっちり宿場町に居残っていた。そういった時間を排はい除じよして、中天の前後にのみ勝負をかけることにしたのだ。

　それでも問題がないぐらい、屋台の売上は跳ね上がっていた。料理の価格を一・五倍に改正して、営業時間も短縮したのに、俺たちの店は倍増以上のお客さんを獲かく得とくすることに成功できていたのだ。

　それはやっぱり、ジェノスの貴族たちがギバ肉の味を認めたという効果と、罪人たちが正しく裁かれたことによって森辺の民を忌避する感情が薄うすらいできたという、双方の理由からもたらされたものなのだろうと思う。

　また現在、宿場町には未知なる食材が次々と流通してきて、ちょっとした混乱期を迎えているところでもあった。それらの食材の使い方をあるていどわきまえている俺は、かなりのアドバンテージを有しているのだ。その甲か斐いあって、ギバ肉の値上げという悪条件をひっくり返せるほどのスタートダッシュをかますことができたのだろう。

　いい意味で、現在は正念場なのだ。これが歴史の徒あだ花ばなで終わってしまわぬよう、ジェノスの町にギバ肉の料理を定着させる――俺たちの仕事は、そういった段階に来ているのだろうという実感があった。
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　そうこうしている内に、宿場町に到着した。

《キミュスの尻尾亭》から屋台を借り受けて、ドーラの親父おやじさんの店で野菜を購入し、完成した料理と生鮮肉を宿屋に運ぶ。大人数の利を活かして、それぞれがそれぞれの役回りを果たすのだ。

　現在は、この世界で言うところの、上りの六の刻――俺の感覚で言うと、午前の十一時頃であるはずだった。ここから下りの二の刻、午後の二時二十分ぐらいまでが、新たに定めた営業時間である。

　このように正確な時間割で動けるのも、ポルアースを通じて城下町から購入した日時計のおかげであった。現在、ファの家とルウの家、それに俺の荷車には、一つずつの日時計が備えられているのだ。

　荷車に持ち込んだ日時計は、露ろ店てん区域の所定のスペースに落ち着いたのち、雑木林の日当たりのよい場所に設置する。その角度は、衛兵の許可をもらって木の根もとに印をつけさせていただいている。十分やそこらの誤差は生じてしまうかもしれないが、それでも太陽の位置の目算だけで動いていた頃に比べれば、格段に規則正しい時間割で行動できているはずであった。

　所定の位置では、すでに三十名ていどのお客さんたちが待ってくれている。商売の再開当時はそれこそ百名近いお客さんが集まって大変な騒さわぎになってしまったのだが、そこまで並ばずとも売り切れることはないのだから行動をつつしむように、という言葉が兵士たち――宿場町の衛兵ではなく、当時の俺たちを護衛してくれていた近衛兵団の兵士たちからもたらされて、何とか収束したのである。

　しかしそれでも、毎朝これぐらいのお客さんたちは集まってくれている。その大半は、西や東の民たみよりも我が慢まんのきかない南の民のお客さんたちであった。

「お待たせしてしまって申し訳ありません。すぐに準備しますので、もう少々お待ちくださいね」

　お客さんたちに呼びかけつつ、俺は商売の準備に取りかかった。

　まずは鉄具屋のディアルから購入した平ひら鍋なべに水を張り、火にかける。その上に、木の皮を加工して作られた筒とう状じようの蒸せい籠ろうをセットする。これもまた、ポルアースに頼んで城下町から取り寄せてもらった、俺の新しい調理器具であった。

　直径は鉄てつ鍋なべと同サイズで、硬かたい竹のような木の皮で作られており、底部は目の粗あらい網あみ状じようになっている。煮に立たった鍋からたちのぼる蒸気で食材を蒸すことができる、俺の故郷では「せいろ」と呼ばれていた蒸籠である。

　その蒸籠を二段セットして、俺は料理に熱が通るのを待った。蒸籠の中で眠ねむっているのは、肉饅頭だ。それは肉まんをイメージして開発した料理であったので、俺は『ギバまん』と命名していた。

　肉はたっぷり百二十グラムほども使っており、そしてこの料理には城下町から流れてきた食材を駆く使ししてもいた。味付けはお馴な染じみのタウ油がベースであるが、隠し味あじに果実酒を使っている他ほか、ジャガルの砂糖とレテンの油も使用している。具材のほうも、ミンチにしたギバ肉とアリアの他に、ラマンパの実とチャムチャムという野菜を使っていた。

　ラマンパの実は、かつての城下町の晩餐会でティマロが前菜に使っていた、落花生のような食材である。これは隠し味というか、ほのかな風味をつけるために、一人前につき一粒つぶの見当ですり潰つぶしたものを加えている。

　チャムチャムという愉ゆ快かいな名前を持つ食材は、どうやらセルヴァの他の町から買い付けているものであるらしい。茹ゆでるとほのかに甘あまくなり、さくっとした独特の食感が生まれる。この食材を、俺はタケノコの代わりとして使うことにした。

　大きさは俺の知る肉まんよりもひと回りは大きく、皮が薄い代わりに具材がたっぷり詰つまっている。『ギバ・バーガー』などに比べれば肉の量は三分の二ていどであるが、ボリュームに申し分はないだろう。これでお値段は赤銅貨二枚であり、現在は毎日百食分が売れていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　足の上に落とさないように気をつけてくださいね」

　そんな声に振ふり返かえってみると、トゥール＝ディンとヤミル＝レイが二人がかりで鉄板を運んでいるところであった。

　鉄板は、せいぜい十二、三キロていどの重量である。それでも森辺の女衆としては極度に腕わん力りよくの足りていないヤミル＝レイには大荷物であったため、トゥール＝ディンが力を貸してあげているのだろう。

　微笑ましい光景だな、などと考えていたら、うっすらと額に汗あせを浮うかべたヤミル＝レイにきろりとにらまれた。

「何よ。何か言いたそうな顔ね、アスタ」

「い、いえ、そんなことはないですよ。……それじゃあ、ヤミル＝レイはこちらで火の番をお願いいたします」

　蒸籠の火の番をヤミル＝レイに託し、俺は鉄板のセットされたもう片方の屋台の前に立つ。

　こちらで作製されるのは、一転してシンプルな献こん立だてであった。タレをからめたギバのバラ肉を鉄板で焼き、それをキャベツのごときティノの千切りとともに、ポイタンの生き地じで包つつむ。『ミャームー焼き』の簡易版みたいな料理であった。

　こちらはギバ肉を九十グラムていどしか使わず、ポイタンの生地も半個分、直径十二、三センチていどのサイズである。城下町の食材と調理器具を駆使した『ギバまん』に対して、こちらは如何いかにギバ肉をシンプルに、そしてお手軽に味わえるかを追求した献立であった。

　しかしその分、タレの作製には気合いを入れさせていただいている。こちらもタウ油がベースであり、果実酒やアリアやミャームーやチットの実といった馴染みの深い食材を使用しつつ、研究に研究を重ねて理想的なる焼肉のタレの作製に励んだのだ。

　こちらは命名のしようがなかったので、『ギバ肉のポイタン巻き』と呼んでいる。お値段は赤銅貨一・五枚であり、こちらは一日に百二十食が売れていた。

　女性や子供の軽食ならこの一食で十分であるし、成人男性でも二食分を購入すれば『ギバ・バーガー』などと同じ値段で同じボリュームを楽しむことができる。食欲旺おう盛せいなジャガルの民であれば、この『ギバ肉のポイタン巻き』と『ギバまん』を一食ずつたいらげてしまうことも珍めずらしくはなかった。

　そうして『ギバ肉のポイタン巻き』で使われるティノを刻んでいると、先頭に並んでいたジャガルのお客さんに「おい、まだなのか？」と切なげな目つきで問われてしまった。

「申し訳ありません。まもなく準備ができますので。……あ、それじゃあ特別献立を希望する方がおられたら、今の内に受け付けましょうか？」

「おう！　今日こそは当ててやるからな！」

　俺が振り返ると、トゥール＝ディンは小さくうなずいて、荷車のほうにちょこちょこと駆けていく。やがて戻もどってきた彼女の手には、何十本もの細い木の棒が差し込まれた、ひとかかえもある木製の筒つつが抱かかえられていた。

「どうぞ」とそれをお客さんに差し出だすと、最前列に並んでいた五名がいっせいに手をのばした。どうやら、全員が特別献立を希望していたらしい。

　二十センチていどの長さを持つ棒が、五名分いっぺんに引ひき抜ぬかれた。「外れだ」「あーあ」と肩かたを落とすお客さんたちの中で、一名だけが「当たったぞ！」と快かい哉さいを叫さけぶ。見ると、確かに棒の先には赤い点が記されていた。

「おめでとうございます」とトゥール＝ディンははにかむように笑い、また荷車のほうに駆けていった。そうして今度は、大きな木の箱を抱えて戻ってくる。その中に封ふう入にゆうされていたのは、我が店の第三の商品――特別献立の『ギバ・カツサンド』である。

　内容は、説明するまでもないだろう。森辺の民にも大好評であった『ギバ・カツ』をポイタンの生地ではさみこんだ料理である。揚あげ物もの料理を屋台の設備で仕上げるのは色々と手間であったため、これは朝方に家でこしらえているのだ。

　しかし、この料理は宿場町でも好評であった。むしろ、好評でありすぎた。普ふ通つうに売り出したら他の料理が売れなくなってしまうのではないかという危機感をあおられるぐらい、試食の段階で大好評であったのだ。

　しかしまた、『ギバ・カツ』というのは他の料理と比べてやや作製に時間がかかる上、食材費のコストも馬ば鹿かにならない。それに、十分な数が準備できないとまた朝方にとてつもない行列ができてしまうことにもなりかねないので、個数を限定した上で抽ちゆう選せんによって販売するという、いささかならず奇き異いなる販売方法を選せん択たくした次し第だいなのである。

　個数は、一日に三十個。価格は『ギバ・バーガー』などと同じく、赤銅貨三枚。購こう入にゆうを希望するお客さんにはくじを引いてもらい、外れた場合はその場で別の料理を買っていただく。また、そのくじには四つの屋台の料理の総数と同じだけの外れくじが準備されているため、どの時間帯にご来店をいただいても確率に変動はない。

　こんなやり口が受け入れられるかどうか、実際に施し行こうした際にはなかなかの不安であったのだが、お客さんの反応を見る限り、おおむねは楽しんでいただけているようであった。

「くそっ！　これでもう三日連続の外れくじだよ。……まあ、他の料理も美味うまいからいいんだけどさ」

　最初にくじを引いたお客さんの一人が、実に複雑そうな面持ちでそのようにつぶやいていた。

「しかし、好きに食べられないとなると、いっそう食べたくなってしまうもんなんだ。まったく、小こ憎にくたらしい売り方を考えついてくれたもんだな」

「あはは。恐きよう縮しゆくです」

「明日こそは、絶対に当ててやるからな！　さ、とっととそっちの料理を食べさせてくれよ」

「はい、少々お待ちくださいませ」

　そろそろ『ギバまん』にも熱が通ったことだろう。俺は菜切り刀をまな板の上に置き、鉄板の火ひ鉢ばちに火を灯ともした。

「アスタ、こちらは販売を開始いたします」

　と、『ミャームー焼き』の屋台からレイナ＝ルウが呼びかけてくる。

　俺はうなずき、肉の詰まった革かわ袋ぶくろを台の上に引き上げた。

「長らくお待たせいたしました。こちらも販売を開始いたします」

　そうして今日も、俺たちの仕事は至し極ごく平へい穏おんに始まったのだった。
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「よお、今日も盛せい況きようだな」

　ロイが姿を現したのは、もうじき太陽が中天に差しかかろうかという頃ころ合あいであった。

　ローテーションで『ギバまん』の屋台に移っていた俺は、「いらっしゃいませ」と笑え顔がおを返す。城下町の若き料理人ロイも、すっかり我が店の常連客になってくれていたのだ。

　どうやら彼かれはトゥラン伯はく爵しやく邸ていでの仕事を失った後、もといた料理店には戻らずに、独学で料理の勉強に励んでいるらしい。トゥラン伯爵邸では十分な給金をもらっていたので、一年やそこらは働かずに済むぐらいの蓄えがあるとのことであった。

　宿場町の荒あらくれ者ものの目を避さけてか、いつも旅人のようなフードつきマントを着込んだロイが、その内側から赤茶けた銅貨を差し出してくる。

「一つ頼む。この料理は赤銅貨二枚だったよな？」

「はい。毎度ありがとうございます。熱いので、食べるときは火傷やけどしないようにお気をつけくださいね」

「わかってるよ。こいつはもう数えきれないぐらい食べてるんだからよ」

　そばかすの目立つ顔に怒おこったような表情を浮かべつつ、ロイは『ギバまん』を受け取った。

『ギバ・バーガー』などに比べれば小ぶりではあるものの、肉まんとしてはボリュームたっぷりである。真っ白い生地から湯気があがっており、こちらまで食欲をそそられてしまう。

　ちなみにこの生地には、ポイタンではなくフワノを使用していた。水を加えるだけでは固形化しないポイタンでは、生の生地を作ることは不可能であったのだ。それに、ヤマイモのごときギーゴを加えずとももっちりとした食感を得られるフワノのほうが、この料理には合っている。

　その『ギバまん』にかじりつきながら、ロイは低く「うん」とつぶやいた。いつもと同じ味わいで出で来き栄ばえに文句はない、という意であろう。その間もお客さんは途と切ぎれなかったので、俺は次々と商品を手て渡わたしていく。

　やがて上段の蒸籠の中身が尽つきたので、トゥール＝ディンの準備してくれた新たな蒸籠を下段にセットし、空になった分を補ほ充じゆうするために荷車へと向かう。すると、『ギバまん』をかじりながら、ロイがてくてくとついてきた。

「おい、本当に盛況だな」

「はい、ありがたいことです」

「まあ、この味で赤銅貨二枚だったら、売れないほうがおかしいからな。宿場町の貧びん乏ぼう人にんにだって文句はないだろうさ」

「あの、宿場町のど真ん中で、そういう発言は控ひかえたほうがいいと思うのですが」

「だから、お前にしか聞こえないように言ってるんだろ」

　相変わらず、口の悪いロイであった。

　まあ、俺が親しくさせてもらっている人々に面と向かってこのような暴言を吐はかない限りは、許容するべきなのだろう。ただ、俺はこの口の悪い若者にもそれなりの好感を抱いだいていたので、いささかならず歯がゆいところではあった。

「なあ、お前の店は、どれぐらいの数の料理をさばいてるんだっけ？」

　蒸籠に『ギバまん』を補充していると、ロイがなおも語りかけてきた。

「えーっとですね、いまロイが食べている『ギバまん』が一日に百食分、もう片方の『ギバ肉のポイタン巻き』が百二十食分、特別献立の『ギバ・カツサンド』が三十食分です。……ちなみにルウ家の屋台のほうでは、『ギバ・バーガー』と『ミャームー焼き』がそれぞれ八十食分ずつ売られていますね」

　それが、一日に三時間強の営業時間できっちり売りさばくことのできる量であった。合計で百五十食分の料理を用意しつつ、五時間かけても何食分かは売れ残っていた時代を思えば、飛躍的に売り上げはのびている。

　というか、売り上げについては値段自体が上がっているので比ひ較かくにもならないが、販はん売ばい数すうはルウ家の屋台だけでもやや上回っているぐらいなのだから、ファの家の屋台で売り出した新商品の分がまるまる増加されたという計算になるのだった。

　また、何より嬉うれしかったのは、西の民のお客さんが増えたことである。これまでは全体の二割ていどであったのに、今では四割ぐらいの比率になっているだろう。それで来客数ののび率まで考えたら、少なくとも五倍ぐらいの人数が店に来てくれていることになる。それは、森辺の民やギバに対する差別感情が薄れてきているという何よりの証左であった。

「でも、値段は赤銅貨二枚とか三枚なんだよな。それじゃあ大した稼かせぎにはならねえだろう？」

「そんなことはありませんよ。俺たちには十分すぎる報ほう酬しゆうです。……それにですね、森辺の民には今のところ、租そ税ぜいというものが存在しないのですよ」

「はあ？　何でだよ？　お前らだって、いちおうはジェノスの住人だろ？」

「はい。ですが、これまでの狩人かりうどとしての仕事だけでは、租税を支払えるような稼ぎは得られなかったのですよ。だから、田畑を耕したり森の恵めぐみを収しゆう穫かくしたりという行こう為いを禁じられた代わりに、租税を免めん除じよされていたそうです。森辺の民たちは、そもそも租税とは何かという知識すら持ってはいなかったみたいですよ」

「はん！　そんなんだから、森辺の民は――」

　そこでロイは、言葉を呑み込んだ。そんなんだから、蛮ばん族ぞくと呼ばれるんだ――とでも言うつもりであったのだろうか。気まずそうに口をつぐみ、そっぽを向いてしまっている。

　しかし、そこで気まずいと思えるなら、きっと宿場町の人々に対してだって、いつかは認にん識しきを改めることができるだろう。だから俺は、この口の悪い若者をあまり嫌きらいになれないのだった。

「ま、何がどうでもかまわないけどよ。……そういえば、宿場町ではダレイム伯はく爵しやく家けの料理長も店を開いてるって話だったよな。そっちのほうは、どんな調子なんだ？」

「ヤンの店ですか。そうですね、最近は屋台ばかりじゃなく宿屋の食堂を主しゆ軸じくにして、色々な料理をお披ひ露ろ目めしているそうです。あちらはもう城下町からあふれた食材を宿場町に流通させる、というのが一番の目的であるわけですからね」

「ふうん……あそこの料理長も、そこそこ評判はよかったんだけどな。ずいぶん愉快な騒ぎに巻き込まれちまったもんだ」

「当人は、やりがいのある仕事だと思っているようですよ。まあそれ以上に、雇やとい主ぬしのほうが熱を入れているようですが」

　笑いながら蒸籠を抱えて、俺は屋台へと帰き還かんした。

　すると、そこにはまた俺にとって見知った客人が待ちかまえており、一いつ緒しよについてきたロイをハッとさせることになった。

　痩やせてはいるが骨格のしっかりとした、樫かしの木で彫ほられた彫ちよう像ぞうのように厳いかつい顔立ちの、初老の男性――それは、かつての城下町の料理人にして、現在は炭焼き小屋の労働者たる、トゥランのミケルであった。

「いらっしゃいませ。毎度ありがとうございます」

　そのように呼びかけつつ、俺が横目でロイの様子を確かく認にんすると、彼は愕がく然ぜんとした面持ちで立ちすくんでしまっていた。この両名は、おそらくかつては同じ料理屋で厨くりやを預かっていた身なのである。

「ああ、ようやく姿を現したか。……今日はお前に用事があったんだ」

　何だかいつも以上に不機嫌そうな面持ちで、ミケルはそう言った。その背後から、褐かつ色しよくの髪かみをした小さな頭がちょこんと覗のぞいている。

　これは誰だれだろうと思っていると、やがてその人物がおずおずとミケルの背後から進み出てきた。

「は、はじめまして！　わたしはミケルの娘むすめで、マイムと申します！」

「え？　き、君がミケルの娘さん？」

　俺は、思わず反問してしまった。ミケルに家族がいるという話は聞いていたのだが、それがこのように小さな娘さんだとは思っていなかったのだ。

　ミケルはどう見ても五十前後であるのに、この娘さんはトゥール＝ディンと同じぐらい、せいぜい十歳さいぐらいにしか見えない。褐色の長い髪を三つ編みにして胸むなもとに垂らした、実に可愛かわいらしい女の子だ。

　肌はだの色は黄おう褐かつ色しよくで、茶色い瞳ひとみが明るく輝かがやいている。その身に纏まとっているのは宿場町でもよく見るワンピースのような装束で、その上から刺し繍しゆうの入ったベストを羽織り、持ち手つきの大きな草くさ籠かごをほっそりとした手に提さげていた。

「お会いできて光栄です、ファの家のアスタ！　あの……ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いいたします！」

「はい？　えーと……はじめまして。どうぞよろしくです」

　何をよろしくすればいいのかもわからないまま、俺も頭を下げてみせると、マイムという娘さんは面おもてを上気させつつ嬉しそうに微笑んだ。何というか、リミ＝ルウやターラにも通ずるところのある、無む邪じや気きで人なつっこい魅み力りよく的てきな笑顔である。

「わたし、父さんにアスタの料理を食べさせてもらって以来、ずっとお会いしたいと思っていたんです！　今日はようやく、その願いがかなうことになりました！」

「それはどうも」と応じながら視線を転じると、父親のほうは厳つい顔に苦りきった表情を浮かべてしまっている。

　灰の月になって商売を再開させて以来、ミケルは二名分の料理を買って、それをトゥランに持ち帰るようになっていたのだ。それはそれでいっこうにかまわないのだが、両者の表情にはずいぶんな落差が存在するようだった。

「えーと、ちょっとお待ちくださいね」

　とりあえず俺は蒸籠を屋台に置き、心配そうな顔をしているトゥール＝ディンにうなずきかけてから、改めてミケルたちの前に立った。

「それで、俺に用事とは、いったい何なのでしょう？」

「用事があるのは俺じゃない。この馬ば鹿か娘むすめのほうだ」

「ひどいなあ。人前で娘を馬鹿呼ばわりしないでよ」

　なかなか気の強そうな一面を垣かい間ま見みせつつ、マイムは俺に向きなおって、その手に携たずさえていた大きな籠を差し出してきた。
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「あの、実は、わたしもアスタの料理に感かん銘めいを受けて、色々な料理に挑ちよう戦せんしてみている最中なのですけれど……よかったら、それを味見していただけませんか？」

「料理の味見？　どうして俺が？」

「わたし、アスタの作る不思議な料理に、とても感動してしまったんです！　この料理の味付けに関してはその影えい響きようがとても大きいので、アスタに味見をお願いしたいのです」

　わかるようなわからないような言い分だ。

　しかし、かつては城下町でも指折りの料理人であったというミケルの娘さんなのである。俺は内心で、大いに好こう奇き心しんを刺し激げきされていた。

「えーと……ここだとお客さんの目がありますので、ちょっとあちらに移動しましょうか」

　俺はトゥール＝ディンにも一声かけてから、再び荷車のほうに戻ることにした。

　ミケルとマイムと、それにロイも追従してきたが、まだミケルはロイが何者であるかを察していないらしい。ロイのほうも、少し思いつめた目つきでミケルの様子をうかがいつつ、口を開こうとはしなかった。

「ど、どうぞ！　火傷するほどの熱さではないと思いますので！　……あと、中に木き匙さじも入れておきました！」

「うん、どうもありがとう」

　マイムから手渡された草籠の中には、蓋ふたつきの陶とう磁じの容器と木匙が収められていた。

　さわってみると、容器はまだほかほかと温かい。それを荷台の上に移動させて、重みのある蓋を外してみると、なんとも芳かんばしい香かおりがあふれかえった。

（なるほど。キミュスの足肉を煮に込んだ料理か）

　キミュスというのは、ニワトリとよく似た肉質の鳥である。

　骨を外していないキミュスの足が、赤いスープで煮込まれている。この甘い香りは、きっと果実酒をベースにしているのだろう。というか、他に具材も見当たらない。これはもう『キミュスの足肉の果実酒煮込み』と称しようしてもいいような料理であるようだった。

　陶磁の容器が分厚い作りをしているせいか、トゥランからはるばる持ち運んできたわりには、まだけっこうな温かさを残しているようだ。いくぶんとろみのついたスープに半ば浸ひたされた足肉が、実に美味おいしそうである。

「アスタが料理に果実酒の甘みを活いかしているのだと父さんに聞いて、わたしも色々と試ためしてみたんです。どうぞお召めし上あがりください」

　緊きん張ちようと興奮に頬ほおを火ほ照てらせつつ、マイムはそのように述べてくる。礼れい儀ぎは正しいが情熱的で、物もの怖おじしない気き性しようなのだろう。年の近そうなトゥール＝ディンとは、実に対照的なタイプであるようだ。

　そんなひそかな感かん慨がいを胸に、俺は木匙を取りあげて、その料理と向かい合った。が、そこではたと思いあたる。切り分けられていない骨つきの肉を、木匙一本でどのように食すればよいのだろうか。

「あ、肉はやわらかくなるまで煮込んでいるので、木匙でも問題なく食べられると思います」

「そっか。ありがとう」

　木匙を足肉におしあててみると、確かに問題なく肉は骨から剥はがれ落おちた。

　肉の内側は象ぞう牙げ色いろに染まっており、骨は白くつやつやと輝いている。実にシンプルな外見であるが、香りからして味には期待できそうだ。

　そのように考えながら、俺は果実酒のスープにひたした肉を口に運び――そして、慄りつ然ぜんとした。予想を遥はるかに上回る旨うまみが、口の中で爆ばく発はつしたのである。

　このまろやかな甘みは、確かに果実酒のそれだ。しかし、そればかりではない。きっとさまざまな野菜をすりおろして加えているのだろう。アリアと、タラパと、ネェノンと――それ以外に、もしかしたらチャッチやプラなどもほんの少しだけ加えられているかもしれない。その配合と、そして塩加減が抜ばつ群ぐんであった。

　その抜群にして絶ぜつ妙みようなるスープが、キミュスの肉にしっかりしみ込んでいる。そしてまた、キミュスの出汁だしがしっかりスープにも溶とけ込んでいる。肉ばかりでなく骨ごと煮込んでいるのが功を奏しているのに違ちがいない。

　皮つきでないキミュスの肉は、ササミのように淡たん白ぱくな味わいである。カロンの足肉より安価であるのだから、いまやこのジェノスにおいてはもっとも安価な肉といえるだろう。そのキミュスの肉が、とてつもなく美味かった。噛かむ必要がないぐらいやわらかくて、スープと溶け合いながら心地ここち好よく咽喉のどの奥おくに通りすぎていくのだ。

　何も特別な食材は使われていない。俺が多用するピコの葉やミャームーすら使われていない。宿場町で簡単に手に入る野菜と肉と塩、それに安値の果実酒だけでその料理は構成されており――そうであるにも拘わらず、素晴らしく美味であった。

　俺は内心で戦せん慄りつしつつ、ふた口目を口に運ぶ。

　それを入念に味わって、確信する。これは、このジェノスで口にしたどの料理よりも美味である、と。

　ネイルやナウディスやミラノ＝マスがこしらえた料理よりも――それどころか、ヤンやロイやティマロがこしらえた料理よりも――この料理は、遥かに美味であると思えてならなかった。

　もちろんそれは、あくまで俺個人の判断基準である。宿場町ではこれまでごく限られた食材しか使うことができなかったのだから、調理の技術が未発達であるのはしかたのないことであるし、いっぽう城下町ではいささかならずトリッキーな味付けが好まれる風潮にあったようなので、俺の好みから外れてしまうのはしかたがないことだ。

　しかし、マイムの作ったこの料理は、そんな小こ理り屈くつとは無関係な、問答無用の美味しさがあった。宿場町の限られた食材を使い、城下町の料理人であった父親の指導で作られた料理であるのに、異世界生まれの俺でも文句のつけようのない美味しさなのである。

　俺も《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》においてはキミュスの肉の料理を伝授しており、そちらもかなりの評判である、というお言葉をいただいていたものの――この料理は、それよりも美味い。俺が考案した『キミュスのつくね』や『キミュスの肉オムレツ』よりも、こちらの料理のほうが格段に美味である、と思えてしまったのだった。

「すごく――すごく美味しいよ」

　俺がそのように述べてみせると、マイムはぱあっと表情を輝かせた。

　俺はこっそり冷ひや汗をぬぐいつつ、ミケルのほうに視線を転じる。

「すごいですね。砂糖やタウ油などを使わずに、こんなに美味しい料理を作れるだなんて……さすがはミケルの娘さんです」

「俺は関係ない。果実酒を料理に使ったのは、お前の案だろうが？」

「だけどそれでも、俺にはここまでの味を練りあげる腕うではありません」

「何を言ってるんですか！　アスタの作る料理のほうが、わたしなんかより何倍も美味であるはずです！」

　マイムがそのように述べてきたので、俺は「いや」と首を横に振ってみせた。

「そうだとしたら、それは俺がギバの肉を使っているからだよ。キミュスの肉でここまで美味しい料理を作ることには、まだ成功できていないからね」

「えー、そんなことはないはずです！」

　マイムは不服そうに言い、可愛らしく頬をふくらませてしまう。

　そのとき、ふいにロイが割り込んできた。

「ミケル、その料理を俺おれにも食べさせていただけませんか？」

「うん？　お前は……」

「以前、《白き衣ころもの乙おと女め亭てい》でお世話になっていた、ロイです。あのときの俺は見習いの小こ僧ぞうに過ぎなかったので、あなたは覚えていないでしょうね」

　ロイは、何やら挑いどむような目つきをしていた。

　ロイのことを覚えているのかいないのか、ミケルは不機嫌そうに眉まゆをひそめている。

「何にせよ、許しを求める相手を間ま違ちがえている。俺の知ったことではない」

　ロイは同じ目つきのまま、マイムをにらみつけた。

　マイムは、きょとんと目を丸くしている。

「あなたは、アスタのご友人なのですか？」

「俺はこいつの屋台の客だ。以前は城下町の料理屋で働いていた」

「ああ……それで父さんとも同じ店で働いていたことがあったのですか。そんな方にわたしの料理を食べてもらえるなんて、すごく光栄です」

　マイムはにっこりと屈くつ託たくなく微笑ほほえんだ。

　ロイは無言で、俺の手から木匙をひったくる。

　そうしてマイムの料理を口にすると、ロイは固くまぶたを閉ざし、しばらく押おし黙だまってから、ミケルのほうを見た。

「ミケル、これは本当にあなたの娘さんがこしらえたものなんですか？」

「だから、さっきから何べんもそう言っているだろうが？」

「そうですか。……だけど、これはあなたの料理の味です」

　そう言い捨てるや、ロイは木匙を皿に置いて、そのまま後も見ずに立ち去ってしまった。

　それと入いれ替かわりで、すらりとした人ひと影かげが俺たちのほうに近づいてくる。

「アスタ、お待たせいたしました。交代のお時間です」

「あ、リィ＝スドラ、お疲つかれ様さまです」

　いつのまにか、太陽は中天に差しかかってしまっていた。

　リィ＝スドラはミケルたちのほうにも会え釈しやくをしてから、屋台のほうに歩み去っていく。きっとモルン＝ルティムも到とう着ちやくしたのだろう。ルウ家の屋台のほうからは、レイナ＝ルウが近づいてきた。

「アスタ、どうかされたのでしょうか？」

「あ、レイナ＝ルウ、君もこの料理を――」

　そのように言いかけて、俺は言葉を呑のみ込んだ。森辺の民は、家族でない限り、同じ皿から食べかけの料理を口にしてはならないのだ。無念ではあったが、残りの料理はすべて俺の腹に収める他ないようだった。

「ごめん、少しだけ待っていてもらえるかな？」

　レイナ＝ルウとマイムに見守られながら、俺は残っていた料理を口に運んだ。

　そうして食べれば食べるほど、その美味しさが舌に焼きつけられていく。

　どうしてこの料理は、これほどまでに美味なのだろう。

　まるで魔ま法ほうでもかけられたかのようだ。

　俺はこれまで森辺やジェノスの人々に与あたえてきた驚おどろきを、そのまま自分にぶつけられているかのような心境であった。

「本当に、言葉にならないぐらい美味しかったよ。君はすごいね、マイム」

「アスタにそのようなお言葉をいただけるなんて、とても光栄です。勇気を振り絞しぼって宿場町までお会いしに来た甲斐がありました」

　マイムは、本当に嬉しそうであった。

　そして、その目が俺とレイナ＝ルウの姿を見比べてくる。

「あの……もしかしたら、これから宿屋に料理を作りに向かわれるのでしょうか？」

「うん、そうだよ」

「でしたら……あの、わたしもご一緒させていただくことはできないでしょうか？」

「ええ？　どうしてだい？」

「アスタが料理を作るさまを、この目で見てみたいのです。アスタはわたしの――その、憧あこがれの存在なので……」

　言いながら、その可愛らしい顔をタラパのように赤く染めていく。

　他の誰かに言われたのならば光栄の限りであるが、俺としては複雑な心境であった。

「俺なんて、そんな大したものではないんだよ。君のほうが、よっぽどすごい腕うで前まえじゃないか？」

「何を仰おつしやっているのですか！　わたしなんて、父さんやアスタの後を追いかけているだけの若じやく輩はい者ものに過ぎません」

「うーん、そう言ってもらえるのは光栄なんだけど……でも、部外者を宿屋の厨に入れるわけにはいかないんだよね。宿屋のご主人に迷めい惑わくをかけることになってしまうからさ」

「そうですか……」と、マイムはうつむいてしまう。

　が、次の瞬しゆん間かんには、また敢かん然ぜんと俺を見つめてきた。

「それならば、アスタの家で料理を作る姿を見せてはいただけませんか？」

「何を言っているのだ、お前は。こいつらは森辺の集落に住んでいるのだぞ？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでミケルが言ったが、マイムの目つきに変化はない。

　そこにきらめいているのは、レイナ＝ルウやシーラ＝ルウにも負けない情熱の光――ただひたすら料理の道を極きわめたいと願う、至し極ごく純じゆん粋すいな向上心の炎ほのおであった。

「これも許されないことなのでしょうか？　絶対にアスタのお邪じや魔まをしたりはしません！　いったいどのようなわざを使えばあのような味を生み出すことができるのか、わたしはそれを知りたいだけなのです！」

「マイム、ジェノスにはな、みだりに森辺の集落に踏ふみ込んではならじという法があるのだ。お前は料理なんぞのために、ジェノスの法をないがしろにするつもりか？」

「いや……それは森辺が危険な場所であるために定められた法であったのだと聞いています。何も悪いたくらみがないのであれば、足を踏み入れること自体は罪にならないはずですよ」

　俺は、そのように言ってみせる。

「俺の家でも、東の民を客人として招いたことがありました。家長や族長の許しさえ得られれば、あなたがたを森辺にお招きすることは可能だと思います」

「それじゃあ――」と、マイムは瞳を輝かせる。

　それを真まっ直すぐに見つめ返しながら、俺は答えてみせた。

「君が望むなら、家長や族長に話を通してみるよ。でもその代わりに、俺の願いも聞き入れてもらえないかな？」

「アスタがわたしに？　いったいどのような願いなのでしょう？」

　きょとんと目を丸くするマイムに、俺は笑いかけてみせる。

「同じことだよ。俺にも君の料理を作る姿を見せてほしいんだ、マイム」




４




　そうして俺とレイナ＝ルウは、慌あわただしく《キミュスの尻尾亭》へと移動することになった。

　歩きながら、レイナ＝ルウはぷりぷりと怒ってしまっている。

「そのような話は、とうてい信じられません」

「いや、だけど本当のことなんだよ。あの娘さんは、俺よりも確かな調理の技術を備え持っているみたいなんだ」

「あのように小さな娘に、そのような真似まねが可能であるわけがないではないですか。アスタはきっと、何か大きな勘かん違ちがいをしてしまっているのです」

「勘違いというか、実際に料理を食べた上での素す直なおな感想なんだけどなあ」

「……そのようなことが、ありうるわけはないのです」

　と、レイナ＝ルウは可愛らしくそっぽを向いてしまう。

　だけど俺には、自分の言葉を取り消すことはできなかった。それはもう、混じりけのない厳然たる事実であったのだ。

　むろん、そこまではっきりと自分の腕がマイムに劣おとっていると確信しているわけではない。が、たとえば同条件で味比べなどをしてしまったら、現段階では敗北を喫きつしてしまう可能性が濃のう厚こうである。他の誰が認めなくても、俺自身の舌がそのように感じてしまうことだろう。

　思えば、ロイやヤンやティマロたちに、自分が負けているなどと感じたことはなかった。生まれ育った環かん境きようが異なるのだから、俺と彼らでは求める味が違いすぎている。彼らがどんなに優すぐれた料理人で、その手て際ぎわや発想に感心したり驚かされることはあっても、その料理を心の底から美味であると感じることはできなかったのだ。

　しかし、俺の料理は何故なぜかしら、森辺の民にも宿場町の人々にも城下町の貴族たちにも喜んでもらうことができた。時には厳しいお言葉をいただきつつ、根っこの部分では「美味である」と認めてもらうことがかなったのだ。

　ならばきっと、マイムの料理だってみんなの心を動かすことは可能であろう。少なくとも、俺は心を動かされることになった。だから俺は、あのマイムという少女を見過ごすことができなかったのだった。

「まあ、ドンダ＝ルウやアイ＝ファたちに許しをもらえれば、彼かの女じよを森辺に招くことができるからさ。そうすれば、何もかもがはっきりするんじゃないのかな」

「そうですね。アスタがそこまで仰るのでしたら、わたしもその料理を口にせずにはいられません」

　そうして話に一段落がついたところで、《キミュスの尻尾亭》に到着した。《キミュスの尻尾亭》に卸おろす料理だけは、今でも午後のこの時間に、現場で作製していたのだ。

「すみません、少々遅おくれてしまいました」

　扉とびらをくぐると、ミラノ＝マスの仏頂面に出で迎むかえられる。

「別に遅おそいことはない。たとえ遅れたところで、お前さんたちの帰りが遅くなるだけのことなのだからな」

「ごもっともです。それでは作業に取りかからせていただきますね」

　厨に入ると、朝方に届けておいた食材が台の上に並べられていた。

　気を取りなおしたように、レイナ＝ルウは笑顔になっている。

「それでは、本日もよろしくお願いいたします。あと何回か手ほどきを受けることができれば、わたしもシーラ＝ルウもこの店の料理を作ることができるようになると思いますので」

「うん、頑がん張ばってね」

　ひと月半前に屋台の商売を再開させてから、俺はこの《キミュスの尻尾亭》でも二種類の料理を卸すようになっていた。本日作製するのはその内の一つ、『酢すギバ』である。

　名前から察せられる通り、それは酢す豚ぶたに該がい当とうする料理であった。城下町から流通してきたママリアの酢や砂糖などを駆使した料理だ。

　まずはギバのモモ肉を木の棒で叩たたき、筋切りをしたのち、二センチ角に切り分ける。切り分けたら、少量のタウ油と果実酒をまぶし、下味をつけておく。

　その間にアリアとネェノンとプラ、それに『ギバまん』でも使用しているタケノコ代わりのチャムチャムを切り、レテンの油で素す揚あげにする。

　しかるのちに、今度はモモ肉に薄うすくフワノ粉をまぶし、揚げ焼きにする。どちらも後でまた熱を通すので、旨みを凝ぎよう縮しゆくさせるのと食感をよくするための揚げ焼きだ。

　油の過度な摂せつ取しゆを控えるために、揚げる時間はほどほどを心がけている。そうして揚げ作業が完かん了りようしたら、合わせ調味料の作製である。

　タウ油と砂糖を鍋で煮立てて、ママリアの酢と水みず溶ときチャッチ粉を投入し、ダマにならないよう念入りに攪かく拌はんしつつ、若じやつ干かんのとろみが出てきたら具材を入れて、熱を通す。お客さんに提供する際はまた温めなおすことになるので、煮に汁じるが煮に詰つまりすぎない段階で火を止めて、完成だ。

「ミラノ＝マス、『酢ギバ』の評判はいかがですか？」

　厨の入口に立っていたミラノ＝マスに呼びかけると、「まあまあだな」という無愛想な声が返ってきた。

「相変わらずもう片方の料理のほうが売り切れるのは早いが、それでも売れ残りを店の人間が片付ける必要はなくなった。ひと月とちょっとが過ぎて売れ行きはよくなってきたのだから、まあ問題はないのだろうさ」

「そうですか。それなら、よかったです」

　ちなみに一日置きに提供されるもう一種類の料理は、ロールキャベツを模した『ロールティノ』であり、そちらは初日から大好評であったらしい。

　いっぽうで、『酢ギバ』はようやく完売が見込める商品に育ってきたようだ。新たな食材を宿場町に知らしめるにあたって、最初の壁かべとなったのがこのママリアの酢であったのだった。

　酸味といえば、レモンのごときシールや、イチゴのごときアロウや、梅干のごとき干しキキぐらいしか馴な染じみのなかった宿場町の民たみにとって、「酢」というのはなかなかに目新しすぎたようなのだ。ヤンが料理を卸している宿屋でも、野菜の酢す漬づけやカロンの酢す掛かけ料理などが考案されたようだが、今一つ売り上げはふるわないのだという話であった。

　しかしポルアースは、このママリアの酢が宿場町に浸しん透とうすることを強く願っていた。宿場町では着々とポイタンがフワノに取って代わりつつあったので、それがトゥラン伯爵家の財政を早くも圧あつ迫ぱくし始めたらしいのである。

「それが当初の目的であったとはいえ、サイクレウスは無事に処断されることになったわけだしね。トゥラン伯爵家の立て直しに心血を注いでいるトルスト殿どののためにも、このママリアの酢は大いに売れてほしいのだよ」

　このママリアの酢というものは、果実酒とともにトゥランで作られている商品なのだった。ポルアースにしてみれば、背中からばっさりとトゥラン伯爵家を斬きりつけたものの、思いのほか深い傷を負わせてしまったようなので、慌ててその容態を心配する羽目になった、というような状じよう況きようなのかもしれなかった。

「どちらかといえば、キミュスの肉おむれつで使っているあの調味料のほうが、評判はいいようにも感じられる。ええと、名前はけちゃっぷだったか？」

「はい。だけどあれはタラパが大元で、ママリアの酢は隠かくし味あじていどにしか使っていないのですよね。どちらかといえば、マヨネーズのほうがママリアの酢を多く使っています」

「そうか。まあ何にせよ、お前さんがそこまで貴族どもの行く末を心配する必要はあるまい。あいつらも、少しは貧しさの苦しみを思い知ればいいんだ」

　そのように発言しながらも、ミラノ＝マスの表情に深刻な色はなかった。

　すべての大罪人が裁かれた現在では、トゥラン伯爵家に対する怒いかりなども残っていないのだろう。ザッツ＝スンが裁かれたことによって森辺の民に対する不信感を解いてくれたミラノ＝マスなのだから、それは間違いのないことだと思えた。

「何だか《キミュスの尻尾亭》に貧びん乏ぼうくじを引かせるような格好になってしまって申し訳ありません。もう『酢ギバ』の販はん売ばいは取りやめて、他ほかの料理を考案いたしましょうか？」

「べつだん売れ残っているわけではないのだから、問題はない。新しい味を広めるのに、ひと月やそこらであきらめてしまうつもりなのか？　案外こらえ性しようのない人間なのだな、お前さんは」

「いえ、ですが、その負担が《キミュスの尻尾亭》に降りかかってしまうのが俺としては――」

「だから、何の負担にもなってはおらんと言っているだろうが？　いつまでもうだうだとうるさいやつだな」

　ぶすっとした顔で、ミラノ＝マスは言い捨てる。

　その不ふ機き嫌げんそうな態度にだまされて、俺はついついミラノ＝マスの厚こう意いに甘あまえてしまっているのではないかという不安を禁じ得ないのだった。

「何にせよ、お前さんのおかげで客足は明らかにのびたんだ。宿の客でもないのに食事のためだけに客がやってくるなんて、今までにはなかったことなんだからな」

「ええ、それは本当にありがたいお言葉なのですけれども」

《キミュスの尻尾亭》においてはギバの料理ばかりでなく、俺が考案した『カロンの細切り肉の果実酒炒いため』『カロンの乳スープ』『キミュスのつくね』『キミュスの肉オムレツ』といった料理も販売され、晩ばん餐さんの際にはなかなかの賑にぎわいであるようなのだ。

　それに、肉や野菜に掛かけるウスターソース、ケチャップ、マヨネーズ、ドレッシングといった調味料の類たぐいも、軒のき並なみ好評であるという。これまでさんざんお世話になってきたミラノ＝マスに、少しでも恩返しができていれば幸いであった。

「何か他に上等な料理を思いついたんなら、それはそれでかまわんがな。そうでないなら、無理に献こん立だてを変える必要はない。その娘だって、ようやくこの料理の作り方を覚えきれたところなんじゃないのか？」

　レイナ＝ルウは、お行ぎよう儀ぎのよい笑顔でうなずいている。

　俺は頭のタオルを取り、ミラノ＝マスに礼をしてみせた。

「ありがとうございます。ミラノ＝マスの厚意を無にしないよう、今後も頑張ります」

「だから、いちいち頭を下げるな」

　最後まで仏頂面であったミラノ＝マスに別れを告げて、俺たちは《キミュスの尻尾亭》を後にした。

「レイナ＝ルウの手際がよくなった分、少し時間が余ったみたいだね。ちょっと《西風亭》にも寄っておこうか」

「ええ、それはいっこうにかまいませんが――」

　と、レイナ＝ルウは愛くるしい上目づかいで俺をにらみつけてくる。

「何だか今日は、いつも以上にアスタの気持ちを読み取ることができるようです。現在のアスタが何を考えているのか、言い当ててみましょうか？」

「ええ？　こわいことを言うねえ。俺は別におかしなことなど考えていないよ？」

「そうですか。では、わたしの戯ざれ言ごとと思って聞き流してくださいね。……アスタはあのマイムという娘であったらママリアの酢でどのような料理を作るのだろう、と考えていたのではないでしょうか？」

　俺は驚いて、レイナ＝ルウの顔を見つめ返すことになった。

　レイナ＝ルウは、すねた子供のように俺をにらみつけてくる。

「アスタはもともと酢という食材を知っていたから、あのように難なく使いこなすことができるのでしょう？　あの娘にそんなアスタを上回る料理が容易たやすく作れるとは思えません」

「うん、それはそうかもしれないね」

　俺も仮定の話でまでマイムという娘を持ち上げるつもりはなかった。

　それでもなかなかご機き嫌げんの回復しないレイナ＝ルウとともに《西風亭》を目指す。

《西風亭》は、人ひと気けの少ない裏通りの一画にあった。日が暮れてからは決して単身で踏み込んではならないという、ちょっと危険な区域である。宿屋の規模は《玄翁亭》以上《キミュスの尻尾亭》以下といったところだ。

「やあ、アスタ！　こんな時間に訪ねてくるなんて珍めずらしいじゃん」

　宿屋の受付台に陣じん取どっていたのは、ユーミであった。

　扉をくぐってすぐに食堂という造りになっており、受付台はその奥にある。食堂では、五名ていどの荒くれ者たちが昼間から酒をあおっていた。

「うん。最近は、なかなかゆっくり会話をする時間もなかったからね。……ギバ料理の売れ行きはどんな感じかな？」

「ばっちりだよ！　もう十人前ぐらい肉を買い入れても、売れ残ることはないんじゃないのかなあ」

　この《西風亭》においても、俺は商談をまとめることができていた。

　ただし、料理は卸していない。売っているのは、生せい鮮せん肉にくのみである。

　ユーミの父親は森辺の民に対して強い差別感情を有しているために、ギバの料理は取とり扱あつかわず、俺にカロンやキミュスの肉で料理を作らせたいと願っているのかもしれない――俺はかつて、ユーミからそんな前情報を伝え聞いていた。

　ゆえに、俺も搦からめ手てを使うことにした。すなわち、ギバの美味しい食べ方のみを伝授して、ギバの肉を購こう入にゆうしたいと思わせるように仕向けたのである。

　俺の作った料理を転売するならば、他の料理よりも値が張ってしまう。なおかつポルアースに価格の見直しを勧かん告こくされた直後であったので、その影響もいっそう顕けん著ちよである。そこで、自分たちで調理すればギバ肉の料理でもいい具合いに利益を上げることは可能ですよと、そのように提案させていただいたのだ。

　そこで俺が《西風亭》に伝授したのは、『お好み焼き』と『カロン乳のスープ』であった。これらの料理であるならば、それほど多量の肉を使わずに作製することができるし、価格もカロンの料理と同じていどに抑おさえることが可能であろう。なおかつ、調理の手順もきわめてシンプルだ。

　そうして俺は《西風亭》においてそれらの料理を実食してもらい、何とか生鮮肉を買い付けていただく契けい約やくを結ぶことがかなったのである。

　最初は一日に五キロていどであったのが、現在では十五キロにまで増えている。生鮮肉のみであれば、これは宿屋で一番大きな商売相手である《南の大樹亭》の倍にもなる数値であった。あちらはあちらで俺からギバ料理の完成品を買いつけていたので、生鮮肉をそこまで買いつける必要は生じていなかったのだ。

「ほら、タウ油とかが宿場町に出回るようになってから、うすたーそーすとかまよねーずとかの作り方をアスタが教えてくれたじゃん？　あれでいっそう『お好み焼き』の売れ行きがよくなったみたいなんだよねえ」

「うん、俺の故郷でも『お好み焼き』にはウスターソースやマヨネーズを掛けていたからね。塩を掛けたりスープにひたしたりして食べるよりは人気も出るんじゃないかなと期待していたんだ」

「狙ねらい通りだね。父さんなんかは嬉しいやら悔くやしいやらで、毎日おかしな顔をしているよ」

　そんな風に述べるユーミは、至極純粋に嬉しそうな顔をしてくれていた。もちろん俺にとっても、これは大満足の結果であった。

　ギバの料理ではなくギバの肉そのものを売ることが、俺たちにとっては本願であったのだ。ネイルやナウディスたちも生鮮肉を購入してくれていたが、それはあくまで俺の卸す料理だけでは足りない分を補強するのが目的であった。俺の料理ではなくギバ肉のみを購入してくれたのは、この《西風亭》が初めての相手なのだった。

「でもさ、いくら肉が売れたって、アスタの稼ぎにはならないんでしょ？　そういう意味では、あたしも口くち惜おしいところなんだよね」

「そんなことはないよ。生鮮肉が売れれば売れるほど、俺の家だけじゃなく他の家にまで富が行いき渡わたるんだ。親父おやじさんを説得して商売の話を持ちかけてくれたユーミには、どれほど感謝してもし足りないよ」

「やだなー、照れくさいこと言わないでよ！」

　ユーミは笑いながら、俺の背中をばしんと引っぱたいてきた。森辺の女衆たるララ＝ルウなんかと比べればまだ優やさしい力加減であるが、それでもなかなかの痛つう撃げきだ。

「いや、本当にね。たった四ヶか月げつやそこらでこれだけのギバ肉が宿場町で売られることになるなんて、商売を始める前には想像できなかったよ」

　完成品であるギバ料理の分まで含ふくめると、現在では一日に百三十キロ分のギバ肉が宿場町に流通している。のべ人数なら、きっと六百名から七百名ていどの人間が毎日ギバの肉を口にしていることになるだろう。

　ジェノスの総人口を考えれば、実にささやかな数字なのかもしれない。しかし、四ヶ月前までは誰だれ一人ひとりとしてギバの肉を食べようなどとは考えていなかったのだ。

　ましてや、売れすぎて困ることになるから値段を見直せと勧告されるなど、誰に想像し得ただろうか。ユーミとレイナ＝ルウの笑え顔がおにはさまれながら、俺はひそやかに喜びと充じゆう足そく感かんを噛みしめることができた。
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　そうして俺たちは宿場町での仕事を終えて、まずはルウの集落へと帰還した。

　時刻は下りの二の刻と半分、俺の感覚では午後の三時前後である。ここから二時間ばかりはルウの集落に居残って、明日のための下ごしらえを進めるとともに、料理の手ほどきをするのが俺の日課であった。

「やあ、今日も一日お疲れさん」

　荷車を引いて本家の裏手に回り込むと、薪まき割わりをしていた大おお柄がらな女衆がそのように出迎えてくれた。

　義ぎ賊ぞく《赤あか髭ひげ党とう》の生き残りにして、マサラの狩人たる、バルシャである。ジェノス城から解放されたバルシャとジーダは、いまだルウの集落に留とどまっていたのだ。

「あたしが《赤髭党》の生き残りってことが暴ばく露ろされちまったからさ。マサラの故郷には、ちっとばかり帰りづらくなっちまったんだよ」

　ジーダとの再会を果たしたのち、バルシャはそのように述べていた。

　しかし、《赤髭党》は貴族の恨うらみを買う反面、市し井せいの人々には英えい雄ゆう視しされていたはずだ。俺がそのように指し摘てきすると「だから帰りづらいんじゃないか」と返されたものだった。

　それでバルシャは、森辺の集落にしばらく住まうことをドンダ＝ルウに懇こん願がんした。森辺の民の一員にしてほしいとまでは言わない。ただ、息子むすこのジーダがもう少し立派な狩人としての魂たましいを育はぐくむまで、しばし逗とう留りゆうさせてはくれないかと願ったのだ。

「森辺の族長ドンダ＝ルウ、あんたのもとでだったら、ジーダも狩人としての生き様を学ぶことができると思うんだ。あたしなんてもう狩人としては息子に及およばないていどの力しか持ってはいないから、これ以上は上手に導いていく自信がないんだよ」

　ミーア・レイ母さんの後あと押おしもあって、ドンダ＝ルウはその嘆たん願がんを受け入れることになった。

　そういった経けい緯いで、現在のバルシャとジーダはルウの集落の空き家に住まう身の上なのである。

「お疲れ様です、バルシャ。今日も薪割りですか」

「ああ。あたしにはこの仕事が一番合ってるからね」

　そのように答えるバルシャは、様子が一変していた。きゅうきゅうに引ひっ詰つめられていた褐色の長い髪はゆるやかにたばねられて、革の鎧よろいや男ものの装束の代わりに、一枚布の装束を纏っているのである。

　手首には毒虫除よけの腕うで飾かざりをつけ、足には革の巻きサンダルを履はいている。首に祝福の首くび飾かざりがない他は、森辺の女衆と変わらぬ装いだ。

「家の仕事をしている間は、この格好のほうが楽だからね」とバルシャは述べていたが、最初にこの格好を見せつけられたとき、俺はたいそう驚かされたものだった。

　似合っていなかったからではない。むしろ、その逆だ。そうして女衆の装いに身を包つつむと、バルシャはれっきとした女性にしか見えなかったのである。

　むろんその唐から獅じ子しみたいに厳いかつい顔に変化はないし、腕や肩かたには男のような筋肉が盛り上がっている。胴どう体たいの図太さもジザ＝ルウに負けていないぐらいだったし、身長なんかはダルム＝ルウを上回るほどだ。
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　しかしそれでも、バルシャはまぎれもなく女性であった。より正確に言うならば、彼女は「母」であった。

　顔つきや言動は変わっていないのに、その瞳ひとみには以前になかった穏おだやかさが宿り、その力強さも強き母としての力感に感じられてしまう。そんな印象であったのである。

　サイクレウスとの争乱を経へて、バルシャにも何か心境の変化が訪おとずれたのかもしれない。これまでは狩人としてジーダを導こうとしていたが、今後は母として導いていきたい――もしかしたら、バルシャはそのように考えているのだろうか。

　ただし、それでもバルシャは、狩人としての仕事を捨て去ったわけではなかった。ギバが眠ねむっている中天までは森に入り、ジーダとともに野鳥を狩かっているのである。

　むろん、ジェノス側の許可は取っている。ギバの餌えさにはならないモルガ山さん麓ろくの鳥を狩ることは、ジェノスの法でも禁じられていなかった。

「バロバロほどじゃないけど、立派な鳥がいくらでも飛んでるからねえ。どうして今までこいつを狩ろうとする人間がいなかったのか、そいつが不思議なぐらいだよ」

　それはきっと、森辺の民はギバを食べ、町の人間は畜ちく産さんされたキミュスやカロンを食べていたからだろう。ギバを狩らずに鳥を狩ることに力を注ぐことなど森辺の民には許されなかっただろうし、町の人間にしてみれば、ギバと森辺の民が支配する森に足を踏み入れてまで鳥を狩る気にはなれなかったに違いない。

　そうしてバルシャたちは森で鳥を狩り、ポルアースを通してその肉を銅貨に換かえた。二人の人間が狩るていどの肉ならジェノスの流通を乱すことにはならなかったし、また、城下町には珍しい野鳥の肉を喜ぶ好こう事ず家かも多数存在したようである。

　なおかつ、中天より後は、ジーダもギバ狩りの仕事に参加していた。狩人としての卓たく越えつした力量を認められて、ギバ狩りに参加することをドンダ＝ルウに認められたのだ。

「マサラの山でガージェの豹ひようを相手にするんだったら、あたしだってもう何年かは頑張れたと思うけどさ。今からギバなんていう恐おそろしい獲え物ものを狩る修練を積む気にはなれなかったから、こうして女衆としての仕事を手伝わせてもらっているんだよ」

　それが、バルシャとジーダの現状であった。

　で、俺たちが帰き還かんするとかまど番の仕事に参加するのも、今では通例となっていた。

　ちなみに、これまでは家の仕事のためにすぐ帰還していたリィ＝スドラも、営業時間を短縮してからは、この下準備および勉強会に参加している。もとの契約より一時間ていどが延長されるだけであるし、その延長分にも代価を支し払はらうと俺が提案したために、スドラの家長も彼女の参加を承しよう諾だくしてくれたのだった。

「ありがたい話です。わたしもアスタのおかげで家の人間たちに少しは美味なる料理をふるまえるようになりました」

　リィ＝スドラも、なかなか優ゆう秀しゆうなメンバーの一人である。あんまり格付けばかりをするのは忍しのびないが、いまだヴィナ＝ルウやララ＝ルウに追いつかれてはいないことだろう。リミ＝ルウやトゥール＝ディンほど目立ったところはないが、きっともとからかまど番としての資質があったに違いない。

　さらに、本家のかまどの間では、シーラ＝ルウも待ち受けていた。明日の商売のための下ごしらえに励はげんでいたのだ。芳しい香りを発する鉄てつ鍋なべの中身を攪拌しながら、シーラ＝ルウはゆったりと笑いかけてきた。

「タラパのそーすと、ぱてで使うアリアは仕上がっていますので、あとは肉を挽ひいてぱてをこしらえるだけです」

「ありがとう。それじゃあ、みんなで仕上げちゃおうね」

　レイナ＝ルウ、ツヴァイ、モルン＝ルティム、バルシャの四名がそちらに参加する。こちらのメンバーであるトゥール＝ディンとヤミル＝レイとリィ＝スドラは、ファの家の屋台で売る料理の下ごしらえだ。

「それじゃあいつも通り、ヤミル＝レイとリィ＝スドラはポイタンの焼き作業をお願いしますね。俺とトゥール＝ディンは肉を切り分けておきますので」

　本格的な下ごしらえは明日の午前中に片付けるので、前日に必要なのはそれらの仕事のみであった。

　ポイタンは、ダレイムにおける研究と調査によって粉状にしてからも十分に保存がきくことが判明していたので、数日置きにまとめて煮詰めるのが通例となっていた。また、ポイタンはフワノと違って一日でカチカチに干ひ上あがることもなかったので、こうして前日の内に焼きあげておくのが毎日の仕事になっている。

「今日は何の手ほどきをしようかな。トゥール＝ディンは、何か希望などあるかな？」

　ルウ家で預かってもらっていたギバ肉をブロック状に切り分けつつそのように問うてみると、トゥール＝ディンは「うーん」と可愛かわいらしく首を傾かしげた。

「やっぱり、新しい食材の使い方でしょうか。タウ油や砂糖といったものの使い勝手はだいぶん身についてきたと思うのですが、ママリアの酢やパナムの蜜みつなどは、いまだにどのように使えばよいのかわからないのです」

　宿場町に流通し始めた食材は、森辺においても少しずつ流通し始めていた。特に調味料は少量でも料理の味を激げき烈れつに変化させるので、森辺の女衆にも大いに歓かん迎げいされることになったのである。

　そしてまた、ディンやスドラやフォウの家などは、ファの家の仕事に関わることによって、それらの調味料を買えるだけの富を有してもいた。小さき氏族であるスドラとフォウに関しては、少し前まではアリアやポイタンを買うことにさえ不自由していたのだから、それもまた大いなる変化であった。

「そうだなあ。パナムの蜜なんてのは、俺も菓か子しの他にはあんまり使い道がわからないんだよね。ママリアの酢も、『酢ギバ』以外では甘あま酢ずやケチャップやマヨネーズなんかの材料にするぐらいかなあ」

「そうなのですか。アスタでも、それぐらいの使い道しかなかったのですね」

「うん。もちろんいくらでも応用はきくと思うんだけど、これっていう料理はまだ思いついていないんだよね」

　そんな風に言葉を交かわしていると、にわかに外のほうが騒さわがしくなってきた。

　早くも男衆がギバ狩りから戻もどってきたのかなと思ったが、そうではなかった。男衆は男衆でも、それはルウの眷けん族ぞくの男衆であった。

「おおい、モルンは帰っておるのかな？　本家の女衆が見当たらなかったので、この戸をそちらから開けてもらえるとありがたいのだが！」

「あれ、ダン父さんだ」と、モルン＝ルティムが目を丸くする。

　ヴィナ＝ルウが汚よごれた指先を布でぬぐいつつ、かまどの間の出入口に足を向けた。

「おお、仕事の最中にすまなんだな！」

　戸板が開かれると同時に、ルティムの家長たるダン＝ルティムがのそのそと入ってくる。

　その豪ごう放ほうなる笑顔に変わりはなかったが、ダン＝ルティムは頑がん丈じようそうなグリギの木の杖つえをついており、右の足を地面から浮うかせていた。ダン＝ルティムは俺たちが商売を再開させるのと時を同じくして、右の足首を負傷してしまったのである。

　何でも崖がけから転落して足首の骨を脱だつ臼きゆうしてしまったらしく、そんな足で傷ついた同どう胞ほうを抱だきかかえて何時間も歩いたものだから、かなり深刻なレベルで筋を痛めてしまったらしい。それでも時間さえかければ元通りに治ち癒ゆするだろうと言われてはいたが、実に痛々しい姿であった。

　しかし本人は至って元気そのものであり、これを機にルティム家で購入した新たなトトスで毎日あちこち飛び回っているそうである。

「どうしたの、父さん？　わたしに何か用事？」

「うむ！　お前さんとドンダ＝ルウにだな！　ドンダ＝ルウはどうせ日が暮れるまでは戻ってこないだろうから、まずはお前さんへの用事を果たしておこうと思う！」

　そのように言いながら、ダン＝ルティムは木の壁に寄りかかった。

「実はな、北の集落に貸していた狩人らが戻ってきたのだ。北の集落は、今日から休息の期間に入るらしい。ルティムの集落に留まっていた北の集落の狩人らも、入れ替えで自分たちの家に戻っていった」

「え……それじゃあついに、今度は女衆の番なのね？」

　北の集落はルティム家と三名ずつの男衆を交こう換かんして、血ち抜ぬきや臓物の摘てき出しゆつ、および臓物の洗い方などの手ほどきを受けていたのだ。

　宿場町における商売については来年の家長会議まで判断を保留するという立場であったが、ついにグラフ＝ザザも美味なる食事というものを一族の生活に取り入れる決断を下したのだった。

　そうして男衆の手ほどきが終しゆう了りようしたということは、いよいよ女衆の手ほどきだ。休息の期間に差しかかるのなら、タイミングとしてもちょうどよかったことだろう。

　だが、ダン＝ルティムはとぼけた顔で「いや？」と首を振ふっていた。

「かつてダルム＝ルウやルド＝ルウが述べていた通り、北の集落はギバの縄なわ張ばりのすぐそばに家を築いてしまっているらしい。あれでは女衆も昼間からギバやムントを警けい戒かいせねばならぬので、とうていルティムの女衆を貸し出せるような状態ではないそうだ」

「ええ？　それじゃあ……どうするの？」

「うむ。だからこの休息の期間を利用して、集落の周りをもう少し切り開き、獣けものを除けるための備えをしてくれるそうだぞ。だから、女衆を貸し合うのはその仕事が終わった後、おそらくは休息の期間が明ける半月後からになるわけだな」

「何だあ、そうなのかあ……」

　モルン＝ルティムは、しょんぼりと肩を落としてしまう。

　事情は知らぬが、彼女は北の集落に出向くことを熱ねつ烈れつに希望しているようなのだ。そうすると、屋台の商売にも欠員が出てしまうので、そこは義ぎ姉しのアマ・ミン＝ルティムが肩かた代がわりするのだと、俺は聞いていた。

「あとな、これはドンダ＝ルウに伝えてほしいのだが、本家の長ちよう姉したるお前さんに言こと伝づてを頼たのめるかな、ヴィナ＝ルウよ？」

「ええ、何かしらぁ……？」

「その女衆を貸し合うのに先立って、この休息の期間にドム家の女衆を一名預かってほしいそうなのだ。預かる場所はルウでもルティムでもかまわんが、まずは一族の長おさであるドンダ＝ルウの了りよう承しようが必要であろう」

「ふうん……？　その女衆は、いったい何の用事でやってくるのかしらぁ……？」

「よくは知らんが、料理の腕前を上げるのに熱心であるということなのであろうな。余所よその氏族にたった一人で乗り込んでこようなどとは、なかなか根こん性じようの据すわった女衆ではないか」

　ダン＝ルティムは笑っていたが、俺おれのかたわらではトゥール＝ディンとヤミル＝レイがこっそり目を見み交かわしていた。

「北の集落に、そこまでかまど番の仕事を重んじる女衆など存在するのでしょうか……？」

「うん、ちょっと考えにくい話よね」

　両名はスン家の生まれであったので、北の集落の人々は、かつての眷族にあたるのだ。

　で、北の集落に住まうザザ、ドム、ジーンの狩人たちは、頭からギバの毛皮や頭骨をかぶっており、その勇ゆう猛もうさで知しれ渡っている。俺が名前を知っているのはグラフ＝ザザとディック＝ドムぐらいのものであったが、彼かれらはそれぞれドンダ＝ルウにも負けない巨きよ躯くと迫はく力りよくを有する狩人であった。

（北の集落の女衆ってのは、いったいどういう人たちなのかな。狩人ではないんだから、毛皮や頭骨をかぶったりはしていないと思うんだけど……）

　とりあえず、どんなに勇ましげな女衆が登場しても驚かないように、俺は心の準備をしておくことにした。

「もしも了承するならば、俺がトトスを走らせて、その旨むねを北の集落に届けてやろう！　ドンダ＝ルウには、そのように伝えておいてくれ！」

「承うけたまわったわぁ……ダン＝ルティムは、もう帰られてしまうのぉ……？」

「うむ！　ラウ＝レイが森から帰ってきたら、トトスの走り比べをする約束をしているのだ！」

　モルン＝ルティムとヤミル＝レイが、同時に溜ため息いきをついた。無む邪じや気きに過ぎる家長を頂く家人のささやかな苦く悩のう、といったところであろうか。

　俺がそんな風に考えていると、ダン＝ルティムがぐりんと振り返かえってきた。

「ところでアスタよ、俺のトトスはミム・チャーと名付けることにしたのだ。よき名であろう？」

「ミム・チャーですか。可愛い名前ですね」

「可愛いか？　東の言葉で『明日』という意味であるらしいのだが」

「へえ、『明日』ですか」

「うむ。アスタの名にも『明日』という意味が込められているのであろう？　それにあやかって、ミム・チャーとしたのだ。俺に新しい子供でも生まれればそのように名づけたかったが、新しい嫁よめを娶めとる気はないのでな！」

　そうして俺を絶句させてから、ダン＝ルティムはひょこひょことかまどの間を出ていった。
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　夜である。

　研究中の『ギバのうま煮に』を主菜にした晩餐を終えた後、俺とアイ＝ファはいつも通り燭しよく台だいの火の下でくつろいでいた。

　アイ＝ファは金きん褐かつ色しよくの髪かみをほどき、壁にもたれて座すわっている。それと向かい合う格好で、俺はのんびりと寝ね釈しや迦かの体勢を取っていた。

「……まあ、そんなわけでな。そのマイムって娘むすめさんを森辺に招待したいんだ。ドンダ＝ルウからは明日の朝に返事をもらえるはずなんだけど……アイ＝ファとしては、いかがなものだろう？」

「私はいっこうにかまわんが、私のいない時間に見知らぬ人間を家に招き入れるのは、あまり気が進まぬな」

「うん、おたがいの調理の手際をお披ひ露ろ目めするなら、一いつ緒しよに晩餐をこしらえるのが一番だろうからさ。アイ＝ファが狩りから戻るまでは、外のかまどで調理に取り組むことになると思うよ」

「そうか。ならば、問題はない。ともに晩餐を取るならば、私がその後にトゥランまで送り届けてやろう」

　アイ＝ファは思いの外、トゥランのマイムに対して友好的な見解を述べていた。アイ＝ファはジーダにトゥラン伯はく爵しやく邸ていの場所を教えたミケルに対して、強い感謝の念を抱いだいているようなのだ。

　まあ確かに、ジーダとミケルの存在がなければ俺の身もどうなっていたかはわからないので、俺だってもっと彼らには感謝するべきなのだろう。

「それにしても、アイ＝ファはマイムが俺以上の腕うで前まえかもしれないって聞いても眉まゆ一つ動かさないんだな。レイナ＝ルウなんかは、かなりぷりぷりしていたのに」

「私はそこまで狭きよう量りような人間ではない。世界は広いのだから、中にはお前を上回るかまど番だって存在し得るものなのであろう」

　そのように言ってから、アイ＝ファは静かに俺を見つめ返してくる。

「それにお前は、レイナ＝ルウにすーぷの腕前で追いつかれそうになったとき、すぐさまそれを上回る力を身につけたからな」

「……えーと、それはもしかして、マイムが俺を上回る腕前であったとしても、すぐさまそれを追おい越こすべし、と仰おつしやっているのでしょうか？」

「お前は自分よりも優れたかまど番が存在することを許せるのか、アスタよ？」

　アイ＝ファの眼まな差ざしに変化はない。

「それに、優れた好敵手が存在するからこそ己おのれの技量はより磨みがかれるのだと、お前はかつてそのように言っていた。あの言葉は偽いつわりであったのか？」

「いや、偽りではないですけれども……」

「ならば、何も問題はない」

　かつてはレイナ＝ルウよりも美味なるスープを作るべし、と対たい抗こう心しんを燃やしていたアイ＝ファが、今は全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを込めた眼差しで俺を見つめている。それはそれで嬉うれしくもあり、誇ほこらしくもある変化であったものの――いずれにせよ、俺が他の人間に遅れを取ることは許さない、という信念に変わりはないようだった。

「もちろん俺だって、修練を怠おこたるつもりはないよ。森辺やジェノスではさんざんもてはやされることになったけど、俺はれっきとした半人前なんだからな」

「ふむ。お前は謙けん遜そんの気持ちでそのように述べているのであろうが、あまり外ではそのような言葉を口にするのではないぞ、アスタよ」

「え、どうしてだ？」

「どうしても何も、お前は城下町の料理人にも味比べで勝利しているのだ。そんなお前が自分を卑ひ下げすれば、お前に負けた相手はそれ以下のどうしようもない存在ということになってしまうではないか？」

　言いながら、アイ＝ファはゆったりと前まえ髪がみをかきあげる。

「私とて、自分の力量に満足しているわけではない。しかし私が自分を卑下すれば、それは私よりも収しゆう穫かくをあげられていないすべての狩人を卑下することになる。人間は、己を卑下することなく、誇りを胸に抱いて生きていくべきなのだ」

「うん。俺だって内心には誇りを持っているつもりだよ」

「そのようなことは、私が一番わかっている。お前のように誇り高たかくて負まけず嫌ぎらいな人間など、そうそういないのだろうからな」

　そのように言ってから、アイ＝ファはふっと口もとをほころばせた。

「だから私はお前の言葉を聞きき違ちがえることもないが、私ほどお前のことを知らぬ人間であれば、自分を侮ぶ辱じよくされているのかと思い違う危険がある。だから、迂う闊かつなことを外では口走るなと掣せい肘ちゆうしているのだ」

「わかったよ。何だか今日は、いつも以上に威い厳げんたっぷりだな」

「何だ、普ふ段だんの私は子供じみているとでも言いたげだな」

　と、アイ＝ファはいきなり不満そうに唇くちびるをとがらせてしまう。

　そういう部分が子供じみているのだが、どちらのアイ＝ファも俺にとっては大事な存在であるので、問題はなかった。

「それにしても、次から次へと慌あわただしいことだ。ようやく宿場町での商売が落ち着いてきたと思ったら、今度は幼き身でアスタと同等以上の腕前を持つ料理人の娘か」

「ああ、さすがはミケルの娘さんだよ。俺も一度でいいから、ミケルの料理を食べてみたかったものだなあ」

「……お前がそのようなことを口にするのは初めてだな」

「そうか？　ヤンが新作の料理をお披露目するたびに、俺は楽しみにしていたよ。……でも、マイムが作る料理っていうのは、そういうのとも違うんだ」

　俺がヤンに抱いているのは、異国というか異世界の料理人に対する好こう奇き心しんや興味といったものだった。

　しかし、マイムに感じているのは――素す性じようや立場など関係なく、ただ純じゆん粋すいに美味なる料理を作りあげることのできる存在に対する憧しよう憬けいのような思いだった。

　敵てき愾がい心しんなどは、一いつ切さいない。ただ、むやみやたらと胸のあたりが熱くなってくる。

　それは、同じ感性を有する相手に対する仲間意識のような感情であるのかもしれなかったし、また、同じ目線で切せつ磋さ琢たく磨まできる相手を見つけた喜びの感情なのかもしれなかった。

「……何にせよ、その娘との出会いは、お前にとって喜ばしいものであったのであろう」

　と、まるで俺の心中を見み透すかしたかのように、アイ＝ファが言ってきた。

「ならば私も、その娘を歓迎したいと思う。その娘が訪れる日を楽しみにしているぞ、アスタよ」

「うん、あくまでドンダ＝ルウのお許しが出てからの話だけどな。……それじゃあ、そろそろ寝ねるとするか」

「うむ」

　アイ＝ファは窓の燭台を消してから、あらためて俺の正面に寝ね転ころがった。

　その手が、俺の指先をきゅっとつかんでくる。

「今日は悪い夢など見るのではないぞ、アスタよ」

「俺もできるなら見たくはないけど、こればっかりは運まかせだよ」

「どのような悪夢を見ても、私がかたわらにいる。それだけは忘れるな」

　暗がりの中で、アイ＝ファの青い瞳が穏やかに光っている。

「何も恐れるな。お前は大だい丈じよう夫ぶだ、アスタ」

「うん」

　同じ力で、俺はアイ＝ファの指先を握にぎり返す。

　大丈夫だ。

　アイ＝ファがともにある限り、俺は大丈夫だ。

　そんな風に考えながら、俺はそっとまぶたを閉ざした。

　その夜は、何の夢を見ることもなく、朝まで眠りこけることができた。
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　翌朝である。

　その日も俺はつつがなく下ごしらえの仕事を終えて、定刻通りにルウの集落に向かうことができた。

　そうして俺とトゥール＝ディンがルウの集落に到とう着ちやくすると、本家の母おも屋やの前で笑顔のミーア・レイ母さんが待ち受けていた。

「待ってたよ、アスタ。家の中で家長が待ってるから、ちょいと話していってもらえるかい？」

「え？　ドンダ＝ルウがこんな時間から起きて、俺を待っていてくれたのですか？」

「そりゃあうちの家長だって、必要があればいくらだって早起きできるんだよ。まあ、早起きって言えるほどの時間でもないけどねえ」

　しかし普段のドンダ＝ルウであれば、ほとんど中天近くまで眠りこけているものである。マイムの件については伝言が残されているのだろうと思い込んでいた俺は、ひたすら恐きよう縮しゆくしながら母屋の戸板をくぐることになった。

「ようやく来たか。そこに座るがいい」

　ドンダ＝ルウはいつも通り、上座にあぐらをかいて俺を待ち受けていた。

　が、その左右には三名の息子たちがずらりと並び、おまけに横合いには客分のジーダまでもが控ひかえていたので、俺はますます恐縮することになってしまった。

（これはちょっと想像してなかったな。もしかして、俺はドンダ＝ルウの逆げき鱗りんに触ふれてしまったんだろうか）

　以前はシュミラルを客人として招くことにもまったく反対はされなかったので、俺は今回もあまり気構えずにマイムのことを相談してしまったのである。

　三名の息子たち、ジザ＝ルウとダルム＝ルウとルド＝ルウは、普段通りの感じでそれぞれが俺を見やっている。ジザ＝ルウは糸のように細い目つきでにこやかに、ダルム＝ルウは不機嫌そうに、ルド＝ルウは気安い微び笑しようをたたえながら、俺が下座に腰こしを落ち着けるのを待ちかまえていた。

「話は、ミーア・レイとレイナから聞いた。また森辺の集落に、町の人間を客人として迎むかえたいそうだな」

「は、はい。ドンダ＝ルウもすでにご存知のミケルと、その娘さんであるマイムです。マイムのほうが、俺の料理の腕前を拝見したいと言ってくれたので……それに俺も、彼かの女じよの腕前を拝見してみたくなってしまったのです」

「ふん……」と、ドンダ＝ルウは鼻を鳴らした。

　特別に不ふ機き嫌げんそうな様子ではないものの、普ふ通つうにしているだけで威厳と迫力に満ちあふれまくったドンダ＝ルウなのである。青い瞳をぎらぎらと燃やしながら、たてがみのごとき黒こつ褐かつ色しよくの髪をかき回すその姿は、食いでのなさそうな獲物を眺ながめるライオンさながらであった。

「ジーダよ、貴様はそのミケルという男と顔をあわせているという話だったな。貴様から見て、そいつはどのような人間だったのだ？」

　ドンダ＝ルウの言葉を受けて、ジーダは「ふむ」と考え込むような顔をした。こちらは燃えるような赤毛と不思議な黄色い瞳をした、年若くも強きよう靭じんなマサラの狩人かりうどである。

「俺もひとたび顔をあわせただけなので、そこまで確かなことは言えないのだが……ただ、果断な気き性しようを持つ男なのだろうとは思った。あの頃ころの俺と対たい峙じしても心を乱してはいなかったのだから、それは確かだろう」

　あの頃のジーダは、復ふく讐しゆうの念に凝こり固かたまっていた。しかも、父親の仇かたきと目されているジェノスの貴族が、森辺の民たみ――つまりは俺を誘ゆう拐かいしたのではないか、という騒ぎのさなかであったのだから、いっそう心中は穏やかでなかったはずだ。

「それに、サイクレウスという貴族のために人生をねじ曲げられて、激しく苦悩していたのだろうとも思う。そうでなければ、たとえ刀を突つきつけられたとしても、俺のようにあやしげな人間の言葉には答えなかったに違いない。俺もまたサイクレウスに怒いかりを燃やす人間だと察したゆえに、力を貸す気持ちになったのだろう」

「ふーん？　ってことは、ジーダも自分の境きよう遇ぐうを話したりはしなかったのか？」

　ルド＝ルウが好奇心をかきたてられた様子で問いかけると、ジーダは「当たり前だ」と言い捨てた。

「どうして俺が、初めて顔をあわせた人間に自分の境遇などを語らなけらばならないのだ。俺はただ、サイクレウスの居場所を教えろと問とい質ただしただけだ」

「なるほどなー。でも、そもそもジーダは、どうしてそのミケルっておっさんがサイクレウスの居場所を知ってるってわかったんだ？　それまで顔をあわせたこともなかったんだろ？」

「……ミケルという男は、ルウ家の女衆の屋台に出向いて、アスタがさらわれたと聞いたとき、怒りで我を失っていたのだ。だからあのような貴族には関かかわるなと言ったのに、どうして俺の忠告を聞かなかったのだ――とな。その口ぶりから、サイクレウスと縁を持つ人間だと察して、ミケルが一人になったときに声をかけたのだ」

　縁は縁でも、それは悪あく縁えんである。サイクレウスは、ミケルを自分の家の料理人として雇やといい入れようと考えたが、それを断られたために、腕うでの筋を断たち切きるという許し難がたい行いに及んだのだった。

　ジーダの説明を聞いて、今度はジザ＝ルウが「なるほど」と声をあげる。

「そもそもミケルという人間は、サイクレウスの罪を知る人間として、アスタが縁を結んだのだったな。それで、その話をアスタにもたらしたのが――例の、シュミラルという東の民であるわけか」

「はい。森辺の民がサイクレウスともめているという話を知ったシュミラルが、わざわざミケルの存在を捜さがし出だしてくれたのです。現在のミケルはトゥランに住んでいるので、シュミラルはわざわざそちらにまで足をのばしてくれたのでしょうね」

　シュミラルがミケルと出会い、ミケルがジーダと出会い、そしてジーダがリフレイアにさらわれた俺を救い出すための突とつ破ぱ口こうを開いてくれた。そのように考えると、俺はすべての人々との出会いを祝福せずにはいられなかった。

「シュミラルってのも、親切な男だよなー。東の民ってのは何を考えてるかわかりにくいけど、俺、あいつのことはけっこー気に入ってるぜ？」

　ルド＝ルウがにやにやと笑いながらそのように言いたてると、ドンダ＝ルウは仏ぶつ頂ちよう面づらで「うるせえぞ」と言い捨てた。

　シュミラルは商団としての仕事を果たすためにジェノスを出立してしまったが、その前にヴィナ＝ルウへ愛の告白を果たしていたのである。

　半年後、無事にジェノスに帰還したあかつきには、正式に婿むこ入いりの話を願い出たいと言い残して、シュミラルは旅立っていった。ヴィナ＝ルウの父親たるドンダ＝ルウとしては、さぞかし悩なやましい案件であるのだろう。

「この場にいない人間のことを取り沙ざ汰たしても、始まらねえだろうが？　今はそれよりも、ミケルという男についてだ。……その男は、すでにかまど番としては働けぬ身であるという話だったな？」

「はい。サイクレウスによって、右腕の筋を断ち切られてしまいましたので。……ただ、ミケルは城下町でも高名な料理人であったという話なので、その技術を娘であるマイムに伝授したのでしょう」

「ふん……その娘は、それほどの腕を持つかまど番であるのか？」

「ええ。俺もキミュスの料理を味見させてもらいましたが、ちょっと尋じん常じようでない力量だと思います」

　するとルド＝ルウが、あぐらをかいたまま身を乗り出してきた。

「アスタはそいつが自分よりも凄すご腕うでのかまど番だって感じたんだろ？　昨日の夜、レイナ姉がそう言ってたぜ？」

「あ、うん。俺はそんな風に感じたよ。とにかくその料理が驚おどろくぐらいの出で来き栄ばえだったからさ」

「信じられねーなー。だってそいつは、まだ十歳さいぐらいの餓が鬼きだってんだろ？　それでアスタより腕が立つなんて、ありえねーだろ」

　ルド＝ルウばかりでなく、ジザ＝ルウとダルム＝ルウまでもが疑い深げに眉をひそめている。そんな中で、ドンダ＝ルウが重々しい声こわ音ねで発言した。

「では、その言葉も貴様の冗じよう談だんではなかったということなのだな？　レイナもまた、そのようなことはありえないと頭に来ている様子だったが」

「マイムの料理を口にしたのは、俺だけですからね。やはり話を聞いただけでは、なかなか信じ難いのではないでしょうか。……だからこそ、レイナ＝ルウたちにもマイムの料理を食べてほしいな、と考えたのですが……」

　ルウ家の家長とその息子たちは、何やら深刻げな様子で目を見交わしている。俺は今一つ事情がわからないので大人しく口をつぐんでいると、横合いのジーダが「どうしたのだ？」と声をあげた。

「ドンダ＝ルウたちは、ずいぶんアスタの言葉を疑っているようだな。そんなにアスタの言葉を信じ難いと考えているのか？」

「そりゃーそーだろ。だって、アスタだぜ？　十歳ぐらいの餓鬼がアスタより美味うまい料理を作れるなんて、そんな話はなかなか信じられねーよ」

「ふむ。だからといって、そのように深刻ぶっているのが、俺にはよくわからないのだが」

　と、ジーダは不思議そうに首を傾げた。鋭するどい眼光と厳しい表情をあわせもつ狩人の少年であるが、そういう仕草は年ねん齢れい相応でちょっと可愛らしい。

「ミケルの話をしているときよりも、ドンダ＝ルウたちは深刻ぶっているようだ。もしかしたらドンダ＝ルウたちは、ミケルよりもマイムの話を聞きたくて、アスタをこの場に呼びつけたのだろうか？」

「んー？　そりゃーだって、そんな話を聞かされたら、誰だれだって気になるだろ？　アスタの腕前は、俺たちが一番よく知ってるんだからさ！」

「しかしそれよりも、ミケルやマイムという人間の素性を気にするほうが普通ではないのか？　その者たちは、男衆がギバ狩りに出向いている昼の間に集落を訪れようとしているのだろう？」

「右腕のきかない年寄りと十歳ていどの餓鬼なんかじゃあ、森辺の女衆をどうこうすることなんてできねーよ。ヴィナ姉に尻しりを蹴けっ飛とばされるだけで逃にげ出しちまうんじゃねーの？」

　色気の塊かたまりのごときヴィナ＝ルウが意外な怪かい力りきを有しているということは、俺も思い知らされている。というか、森辺の女衆は総じて力持ちなのである。

「……だったらミケルたちの言葉を受け入れて、森辺の集落に呼び寄せればいいではないか。そうしてその料理を実際に口にしない限り、力量をはかることなどできないだろう？」

　ジーダがいくぶん呆あきれ気ぎ味みの声をあげると、ドンダ＝ルウは「ふん」と下した顎あごの髭をまさぐった。

「アスタよ、その者たちをファの家ばかりでなく、ルウの家にも呼びつけようという目もく論ろ見みであるのだな？」

「あ、はい。レイナ＝ルウたちも、マイムの腕前には興味があるはずなので、一緒に味見でもしていただければと……」

「ならば、後の始末は女衆に任せるとしよう。俺たちの出る幕ではない」

　俺は目をぱちくりとさせながら、「あの……」と声をあげることになった。

「それじゃあ、ミケルとマイムを森辺に招くことは、許していただけるのでしょうか？」

「……それを許さぬと、誰かが言ったか？」

「いえいえ！　お許しをいただけて、何よりであります」

　ドンダ＝ルウは、のそりと立ち上がった。

「それでは、自分の仕事に戻るがいい。俺はもうひと眠りさせてもらう」

「はい。わざわざありがとうございました」

　何だか肩かた透すかしを食ったような心持ちで、俺はルウ家を辞することになった。

　玄げん関かんを出ると、荷車のかたわらで待ちかまえていたトゥール＝ディンが駆かけ寄よってくる。

「だ、大丈夫ですか、アスタ？　ずいぶん時間がかかったので、心配になってしまいました」

「うん、大丈夫だよ。マイムたちを招待することにもお許しをいただけたしね」

「それなら、よかったです。もしかしたら族長の怒りを買ってしまったのではないかと思い、わたしは気が気でありませんでした」

「そうだね。俺も最初はそう思っちゃったよ」

　しかしけっきょくドンダ＝ルウたちは、マイムが俺よりも腕の立つ料理人である、という話に好奇心をかきたてられただけのようだった。

（ほんの数ヶか月げつ前までは、料理に美味いも不味まずいもない、なんて言ってたのになあ。……まあ俺にしてみれば、こんな嬉しい変化もないけどさ）

　そんな風に考えながら、俺はトゥール＝ディンに笑いかけてみせた。

「ずいぶん出発が遅おそくなっちゃったね。ヤミル＝レイは、もう荷車に乗っているのかな？　宿場町に急ぐとしよう」

　トゥール＝ディンははにかむように微笑ほほえみながら、「はい」とうなずいてくれた。
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　そうして、ようやくの宿場町である。

　思わぬところで時間を食ってしまった俺たちは、慌ただしくその日の仕事を開始することになった。

　本日はファの家が宿屋に料理と生せい鮮せん肉にくを届ける日であったので、屋台の運うん搬ぱんはルウ家の人々とヤミル＝レイに任せて、まずは《玄げん翁おう亭てい》に向かう。

「ああ、アスタ。お待ちしておりました。ちょっと手が離はなせなかったので、お迎えすることができずに申し訳ありません」

　荷物を抱かかえて厨くりやのほうに入っていくと、何やらスパイシーな香かおりが充じゆう満まんしていた。こんなに早い時間から、主人のネイルは調理に取り組んでいたらしい。

「いい香りですね。もう料理の下ごしらえですか？」

「はい。ちょっと思いついたことがあったので、それを試ためしていました。よければ、アスタも味見していただけないでしょうか？」

　それは、願ってもない申し出である。宿場町でも自由に食材を買いつけることができるようになって、ネイルは日々、新しい献こん立だての開発に励んでいるのだった。

　ネイルが煮込んでいたのは、キミュスの肉と野菜であるらしい。《玄翁亭》は東の民の御ご用よう達たしの宿屋であり、東の民は刺し激げき的てきな香こう草そうを好むので、その鉄鍋からも実に刺激的な香りがたちのぼっていた。

　ネイルは小さな木皿にその煮に汁じるを取り分けて、俺に差し出してくれた。色合いは透とう明めいで、かすかに脂あぶらの膜まくが張っている。それを口にすると、鮮せん烈れつな辛からみが走はしり抜ぬけていった。

「これはなかなかの辛さですね。でも、深みがあって美味おいしいです」

「ありがとうございます。昨晩、お客様から珍めずらしいシムの香草を分けていただくことがかなったので、それをチットの実にあわせてみたのです」

　東の民のごとく表情の動かないネイルであるが、その面おもてにはうっすらと満足げな色が見て取れた。

　同じものを口にしたトゥール＝ディンは、「うー」と弱々しい声をあげている。

「も、申し訳ありません。わたしには、少し辛みが強すぎるようです……」

「いいのです。西の民でも、これでは辛みが強すぎると感じることでしょう。これはあくまで東のお客様に向けた味付けですので、致いたし方かたのないことです」

　ネイルは気分を害した様子もなく、鉄鍋の中身を攪かく拌はんしていた。

「きっとこの味付けは、ギバの肉にも合うことでしょう。キミュスの料理で評判を見てから、ギバの肉でも試してみたいと思います」

「はい。結果が楽しみですね」

　俺とトゥール＝ディンは料理と生鮮肉を引ひき渡わたし、そのお代を頂ちよう戴だいしてから、《玄翁亭》を後にした。

　ギルルの手た綱づなを引いて、お次に向かうのは《南の大樹亭》だ。《南の大樹亭》は宿場町の主しゆ街かい道どうに軒のきをかまえた、立派な宿屋である。受付にはご主人の伴はん侶りよである女性が座しており、その案内で厨に通されると、ナウディスもまたかまどの前に立っていた。

「ああ、お疲つかれさまであります、アスタ。荷物はそちらの卓たくにお願いいたします」

「承知しました。……料理の下ごしらえですか？」

「はいはい。煮に付つけの料理のタウ油と砂糖の配分を、少し変えてみようと思い立ちましてな。それを試していたのです」

　父親の故郷であるジャガルの砂糖がふんだんに使えるようになって、ナウディスはご満まん悦えつの様子だった。髭ひげもじゃの顔に柔にゆう和わな笑えみをたたえながら、かまどに薪まきを放ほうり込んでいる。

「よければ、アスタにも味見をお願いできませんかな？　ご意見をいただけたら幸いであります」

「ええ、喜んで」

　屋台の始業時間は差さし迫せまっていたが、それよりも好奇心のほうが上回った。またもや小皿に取り分けられた煮汁を、ありがたくすすらせてもらう。

　さきほどの刺激的な煮汁とは打って変わって、実に優やさしい味わいである。醤しよう油ゆのごときタウ油と砂糖が甘あま辛からい味を奏かなでて、そこに具材の出汁だしが溶とけ込んでいる。

「いかがでしょうかな？　アスタの作る『ギバの角かく煮に』にはとうてい及およばないでしょうが、わたしとしてはそれなりの自信作であります」

「ええ、美味しいです。……俺だったら、ちょっぴり果実酒を加えたくなるところかもしれません」

「ふむふむ。それなりに砂糖を使っているのですが、まだ甘みが足りていないのでしょうかな？」

「いえ、甘みよりも風味ですね。果実酒の風味は、この味付けにとても合うのではないかと思ったのです」

「なるほど。アスタは砂糖が使えるようになった現在も、『ギバの角煮』で果実酒を使っているのでしたな。それではわたしも、試しに使ってみることにいたしましょう」

　ナウディスは、とても嬉しそうに、にこにこと微笑んでいた。彼はこの宿場町でもひときわ料理の出来にこだわるご主人であり、それゆえに、真っ先にギバ料理の定期販はん売ばいに踏ふみ切ってくれた人物でもあるのである。

「それでは、こちらがギバ肉と料理のお代となります。明日もよろしくお願いいたしますぞ」

「はい。明日はルウ家の方々が料理と生鮮肉を届けてくれますので」

　ナウディスの伴侶にも挨あい拶さつをして、《南の大樹亭》も後にする。生鮮肉しか購こう入にゆうしていない《西風亭》には数日置きに出向いているので、本日はこのまま屋台のメンバーと合流することになる。

　そうして街道を歩いていると、トゥール＝ディンが「アスタ」と呼びかけてきた。

「さきほどの煮汁は、わたしにも美味であると思えました。あの宿屋のご主人も、料理を得意にしているのですね」

「うん。ナウディスはもともと調理に熱心だからね。昔から、かまどの仕事はナウディスが受け持っていたらしいよ」

「……それでもアスタにとっては、マイムという娘の料理のほうが格段に美味であると思えるのでしょうか？」

　俺は迷わずに、「うん」と答えてみせた。

「ちょっと説明が難しいところなんだけどね。マイムの料理っていうのは……特別なんだよ」

「特別、ですか……よければ、その意味を教えてはいただけないでしょうか……？」

　とてもおずおずとした口調で、トゥール＝ディンはそのように言葉を重ねてきた。

　昨日はマイムのことなどまったく口にしていなかったが、それは遠えん慮りよしていただけなのだろうか。彼女とて、美味なる料理への情熱はレイナ＝ルウやシーラ＝ルウにも負けていなかったので、マイムの存在が気にならないわけがなかったのだ。

「そうだね。たとえばネイルやナウディスは、他ほかの人よりも食材の扱あつかいに長たけている、という強みがあるんだ。ネイルは東のお客さんから、ナウディスは南のお客さんから、それぞれ希少な食材を買いつけることができていたからさ」

「ああ……そういえば、アスタもチットの実や乾かん酪らくやタウ油などの食材は、宿屋の主人から買いつけたというお話でしたね」

「うん。たいていの珍しい食材はサイクレウスに買いしめられてしまっていたけれど、ネイルやナウディスはそれを個人的にこっそり買いつけることができていたんだ。まあ、ジャガルの砂糖や蜜みつなんかは、それでも手に入れることができなかったみたいだけどね」
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　歩きながら、トゥール＝ディンは熱心にうなずいている。じょじょに人通りの増えてきた街道を足速に進みつつ、俺はさらに説明してみせた。

「あと、ネイルとナウディスには、もう一つの強みも存在する。自分で言うのはちょっと気き恥はずかしいんだけど……それは、俺の存在なんだ」

「はい、アスタの存在が、あの者たちの強みなのですか？」

「うん。今はこうして完成品の料理を届けているけれど、昔はそれを宿屋の厨でこしらえていたんだよ。だから、ネイルやナウディスたちは、俺やレイナ＝ルウやシーラ＝ルウがギバ料理をこしらえる姿を、何度も目にしているんだよね」

《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》のミラノ＝マスのように、俺から手ほどきを受けていたわけではない。しかしネイルとナウディスは、それはもう熱心に俺たちの調理をする姿を見届けていたのである。また、料理が完成した後は、味見と称しようして毎回それを口に運んでいたものだった。

「だからね、ネイルとナウディスは、少なからず俺の影えい響きようというものを受けてしまっているんだよ。でも、マイムというのは、そうじゃないだろう？　果実酒を使うのは俺の影響みたいだけど、それ以外はみんなミケルから手ほどきを受けた結果だと思うんだ」

「なるほど……自分が関かん与よしていないことが、アスタにとっては特別なことになるのですね……」

　そのように述べてから、トゥール＝ディンはふと顔を上げてきた。

「でも、ミケルというのは、城下町の料理人であったのですよね？　アスタたちは城下町で料理を食べた際、あまり美味とは思えなかったのでしょう？」

「うん。美味しい料理もあったけど、口にあわない料理のほうが多かったかな」

　城下町の料理人たるティマロの料理を思い出しながら、俺はそんな風に答えてみせた。

　ティマロの味付けや調理法は独特で、俺もレイナ＝ルウたちもなかなか苦労をしながら試食を果たすことになったのである。カロンの乳に酸味のきつい香草をあわせたり、カロンの肉に後付けで脂を注入したり――唯ゆい一いつ、心から美味であると思えたのは、巨きよ大だいなタラパを使った野菜料理ぐらいのものであった。

「それなのに、ミケルから手ほどきを受けたマイムの料理は、美味だと思えたのですか？」

「そうだね。城下町の料理っていうのは、さまざまな食材を使いすぎて、ちょっと複雑すぎるように感じられてしまったんだ。でも、昨日のマイムの料理は、それこそ塩と果実酒ぐらいしか味付けに使ってなかったみたいだからね」

　それに、マイムがどれだけ数多くの食材を扱っても、それで味が壊こわれることはないだろう。それはもう理り屈くつではなく、俺の直感であった。それぐらい、マイムの作る料理は見事であったのだ。

「そうですか……アスタがそのように言うからには、きっとあのマイムという娘はすごい腕を持つかまど番なのでしょうね……」

　そう言って、トゥール＝ディンはすがるような眼差しで俺を見上げてきた。

「あの……マイムやミケルという者たちを森辺に招く際、わたしも同席することは許されるのでしょうか……？」

「うん、もちろん。俺はみんなにもマイムの料理の味を知ってほしいと思ってるんだから、トゥール＝ディンを外すわけがないじゃないか。是ぜ非ひともマイムの料理を味わっておくれよ」

「ありがとうございます」と、トゥール＝ディンは幸福そうに微笑んだ。

　思わず頭を撫なでてあげたくなるような、いじらしい笑え顔がおである。しかし、十歳を超こえた女衆の身に触れることは控えるべきであるので、俺は笑顔を返すに留とどめた。

「きっと今日も、マイムたちは顔を出すんじゃないのかな。もしもまたマイムが料理を持ってきたら、トゥール＝ディンも食べてみるかい？」

「いえ、できればわたしは……その娘の作るギバの料理を味わってみたいと思うのですが……」

「ああ、それはいいね。せっかくだから、マイムにはギバの肉で料理を作ってもらおうか」

　そうして言葉を交かわしている間に、ようやく露ろ店てん区域で働くみんなの姿が見えてきた。

　下準備の進められている屋台の前には、本日もたくさんのお客が待ちかまえてくれている。心なし、普段よりもその人数が多いようだ。

「遅かったじゃない。わたし一人に仕事を押おしつけるつもりなのかと思ってしまったわ」

　冷ややかな眼差しを向けてくるヤミル＝レイに、俺おれは「すみません」と頭を下げてみせる。屋台の下準備には、ララ＝ルウが手を貸してくれたようだった。

「アスタたちが間に合わないようだったら、あたしがこのまま手伝おうかと思ってたよ。今日はただでさえ遅くなっちゃったから、お客がみーんな焦じれてるみたい」

　そのように述べてから、ララ＝ルウはトゥール＝ディンににっと笑いかけた。

「もう準備はばっちりだよ。今日も一日、頑がん張ばろうね！」

「あ、は、はい。ありがとうございます、ララ＝ルウ」

　この両名は、懐なつかしき家長会議の日に縁を結んだ間あいだ柄がらであった。熱湯で火傷やけどをしそうになったトゥール＝ディンに、ララ＝ルウが救いの手を差しのべたのである。

　当時は敵対関係にあったルウ家とスン家の悪縁も解きほぐされ、なおかつトゥール＝ディンはディンの家の家人となっている。トゥール＝ディンが人間らしい感情を取とり戻もどし、屋台の商売を手伝うようになって、ルウ家でもっとも喜びをあらわにしていたのは、このララ＝ルウであった。

「それでは、商売を始めましょうか」

　本日の当番であったシーラ＝ルウが、にこりと笑いかけてくる。ルウ家の管理する屋台のほうも、彼女とツヴァイの手によって、下準備が完かん了りようしたようだ。

　そうして本日も、賑にぎやかで充じゆう足そくした俺たちの仕事が始まった。
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　マイムとミケルが姿を現したのは、昨日と同じぐらいの時刻であった。

　族長からも家長からも森辺に招待する許しを得られたと告げると、マイムは感かん極きわまった様子で俺の手に取りすがってきた。

「ありがとうございます！　こんなに早くお許しをもらえるとは、思ってもいませんでした！」

　むやみに異性の身に触れるべからず、というのは、あくまで森辺の習わしである。マイムは俺の手を握りしめながら、今にも涙なみだをこぼさんばかりの喜びようであった。

　そのかたわらで、ミケルは深々と溜ため息いきをついている。その眉み間けんには、くっきりと皺しわが刻まれていた。

「本当に許しが出てしまったのか。森辺の民というのは、意外に警けい戒かい心しんの薄うすいものなのだな」

「それはだって、ミケルたちが森辺の民に害を為なすわけがありませんからね」

　そのように答えてから、俺はミケル自身の心情が心配になってしまった。

「だけどあの、ミケルのほうは大丈夫なのでしょうか？　大事な娘さんを森辺の集落に立ち入らせるのが、不安であったりはしませんか？」

「……森辺の民とて、俺たちに害を為す理由はあるまい。俺はただ、この馬ば鹿か娘むすめが浮うき足あし立っていることを苦々しく思っているだけだ」

　マイムは我に返った様子で、ミケルのほうを振ふり返かえった。

「わたしは大丈夫だよ！　絶対、誰にも迷めい惑わくをかけたりしないから！　……だから、許してくれるでしょう、父さん？」

「…………」

「お願い！　わたしはどうしても、アスタが料理を作るところを見てみたいの！　父さん以外の料理でこんなに心を動かされたのは、初めてなんだもん！」

　ミケルはもう一度溜息をついてから、懇こん願がんする娘の顔をじろりとねめつけた。

「……だからといって、お前のような跳はねっ返りを一人で人様におあずけすることはできんからな」

「うん、もちろん！　父さんも一いつ緒しよに決まってるじゃん！」

　マイムは両りよう腕うでを広げて、父親の身体からだに抱だきついた。

　ミケルは心底不本意そうな面おも持もちで、そっぽを向いてしまっている。

「もちろん俺たちも、ミケルとマイムを一緒にお招きするつもりでいました。ミケルを森辺に招待することができて、心から光栄に思っています」

「ふん。俺はただ、この跳ねっ返りがおかしな真似まねをしないように見張るだけだからな」

　ミケルは、あくまでぶっきらぼうであった。

　その骨ばってはいるが頑がん丈じようそうな身体をひとしきり抱きすくめてから、マイムがこちらに向きなおってくる。

「それで、日取りはどうしましょう？　明日であれば、父さんも仕事はないはずなのですが」

「あ、本当に？　こちらはいつでも大丈夫だよ」

「じゃあ、明日で！　ね、いいよね、父さん？　うわあ、なんだか夢みたいだなあ！」

　マイムは、見ているこちらが幸福な気分にひたれるぐらい、嬉しそうな様子であった。俺が調理をする姿を見られるというだけの話でここまで喜んでいただけるのは、光栄の限りである。

「それじゃあ、よかったら今日も味見をお願いします！　今日は、カロンの料理を持ってきましたので！」

　その料理は、すでに荷車の荷台に載のせられていた。本日も、俺は屋台の仕事をしばし抜け出して、マイムたちと言葉を交わしていたのである。

　草くさ籠かごから容器を取り出してみると、やはりほかほかと温かい。昨日と同じ、保温性の高そうな陶とう磁じの容器だ。その蓋ふたを開けると、また芳かんばしい香りが俺の嗅きゆう覚かくを刺し激げきしてきた。

「ふむ。昨日とよく似た料理であるみたいだね」

　カロンの肉が、とろりとした赤いスープにひたされている。肉がキミュスからカロンに替かわっただけで、スープの色合いや香りは昨日とほとんど同一であるように思えた。

　しかし、カロンの肉というのは、牛と似た肉である。ニワトリに似たキミュスの肉とは、それだけで香りも変わってくる。キミュスよりも濃のう厚こうなカロンの肉の香りが、いっそう俺の期待感をかきたててくれた。

（だけどこれは、きっとカロンの足肉であるはずだよな」

　もともと宿場町において、カロンは足肉しか購入することが許されていなかった。現在ではそれも解禁されているものの、胴どう体たいの肉は足肉の倍以上の価格であるというのだから、そうそう手は出ないに違いない。それにこの肉は、俺が宿場町の宿屋で拝見した足肉と変わりのない姿をしていた。

　カロンの足肉には、脂あぶら身みというものが存在しない。その代わりに非常に筋張っており、肉質は硬かためだ。焼いて食べるには極限まで細切りにする必要があるし、煮に込む場合にはかなりの時間を要することになる、それほどの硬さであるのだった。

　ただ、キミュスの肉よりは旨うまみが豊富で、しっかりとした噛かみ応ごたえも魅み力りよくの一つである。俺は十分な期待を込めながら、準備されていた木き匙さじをカロンの足肉に押しあててみた。

　平たく切り分けられた足肉は、何の抵てい抗こうもなく、ほろりと崩くずれる。昨日のキミュス肉に負けないやわらかさであるようだ。

　それを赤いスープとともに口に運んでみると――えもいわれぬ味わいが口の中に広がった。

　やはり、美味である。昨日の料理よりも、さらに美味だ。

　カロンの肉の味わいが、スープの素す晴ばらしさをいっそう引きたてている。果実酒の甘みと、ほどよい塩気と、すりおろされた野菜の風味――それらが見事に、カロンの肉のしっかりとした味と調和している。

「ああ、これはすごいね……昨日の料理はこれ以上もなく完成されているように思えたのに、これはその上をいく美味おいしさだよ」

「え？　それでは、昨日の料理のほうが不出来であったということですね。いったい、何がいけなかったのでしょう？」

　マイムは真しん剣けんな表情で、俺に詰つめ寄ってきた。

「あ、いや、昨日の料理が不出来だと言っているわけじゃないよ。ただ、この料理があまりに見事なだけで――」

「ですが、わたしはキミュスとカロンの肉質に合うように、それぞれ味を調ととのえたつもりでありました。それで今日のほうが美味に感じるということは、昨日の料理が不出来であったということになります」

　その言葉に、俺は少なからず驚かされた。

「昨日と今日で、煮汁の味を変えているのかい？　俺はてっきり、同じものなのかと思っていたんだけど……」

「基本の部分は、変えていません。でも、食材の分量や火加減などは、少しずつ手を加えています」

　そう言って、マイムは考え込んでしまった。

「もちろんキミュスよりもカロンの肉のほうが旨みは豊かなので、食べ比べればカロンのほうが出来がよいように感じることもあるでしょう。でも、キミュスにはキミュスにしかない美味しさがあるので、それを十全に引き出せるように、工く夫ふうを凝らしたつもりであったのですが……まだまだ考えが足りていなかったようです」

「いや、俺はどちらも美味しいと思うけど……余計なことを言ってしまって申し訳なかったね」

「いえ、そういうご感想こそを求めていたのです。もしかしたら、食材の分量に問題があったのかもしれません。家に戻ったら、色々と手を加えてみようと思います」

　マイムが顔を上げると、そこにはもう明朗そのものの笑みが復活していた。茶色の瞳ひとみには、探究心の炎ほのおともいうべき光がきらめいている。

（すごいな。これだけの熱意があるから、マイムはこれだけの料理を作れるんだろうな）

　そんな思いとともに、俺は残りの料理を噛みしめることになった。

　それを余さず食べ尽つくしたのちに、俺はマイムに笑いかけてみせる。

「ごちそうさま。本当に美味しかったよ。明日、マイムのお手並みを拝見するのが、いよいよ楽しみだ」

「わたしこそ、今から楽しみでなりません！」

「それじゃあ、明日の段取りをざっくり決めさせてほしいんだけど……マイムには二回、料理を作ってもらえないかなあ？」

「はい。二回ですか？」

「うん。俺がお世話になっているルウの家と、俺が暮らしているファの家で、それぞれ料理を作ってもらいたいんだ。いつもルウの家では人を集めて料理の勉強会をしているから、最初はそれに参加してほしいんだよね」

「勉強会ですか！　とても楽しそうですね！」

　マイムは、輝かがやくような笑顔になっていた。

　ミケルは相変わらず、他人ひと事ごとのような仏頂面である。

「それが終わったらファの家に移動して、今度は晩ばん餐さん用にひと品、作ってもらえないかな。もちろん俺も料理を作るから、それを晩餐で試食し合うわけだね。晩餐が済んだら、うちの家長が二人をトゥランまで送り届けると言ってくれてるんだ」

「ありがとうございます！　アスタの手並みを拝見させてもらえるばかりでなく、晩餐までご一緒させてもらえるなんて……心から嬉うれしく思います！」

　俺も同じ気持ちで微笑み返しつつ、大事な話が残されていることに思いあたった。

「あ、それでね、もう一つ提案があるんだった。できればマイムも、ギバの肉で料理を作ってもらえないかなあ？　森辺の民はカロンやキミュスの肉に関心が薄いので、そのほうが喜んでもらえるんだよね」

　マイムは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、再び俺の手に取りすがってきた。

「わ、わたしにギバの肉を扱わせていただけるのですか？　ギバの肉というのは、カロンの足肉やキミュスの皮なし肉より、ずいぶんと高値であるのでしょう？」

「でも、森辺の集落には有り余るほどのギバ肉があるからね。自前で準備できる分、ギバの肉のほうが安くあがるぐらいなんだよ」

　マイムはその目を潤うるませながら、何度めかの「ありがとうございます！」という言葉をほとばしらせた。

「わたし、ずっとギバの肉というものを自分で調理してみたかったのです！　あんなに素晴らしい肉を、わたしなんかに扱わせてもらえるなんて……本当に、夢みたいです！」

「それじゃあ、明日に備えて、少しギバ肉を持っていくかい？　ぶっつけ本番では、色々と大変だろうし」

「いえ！　一いち夜や漬づけでわたしの腕が上がるとは思えません！　大事な肉を無む駄だにしたくはありませんので、明日扱わせていただければ、それで十分です！」

　マイムがそれでいいのなら、俺としても異存はなかった。

「それじゃあ、明日はよろしくね。下りの二の刻までは屋台の商売をしてるんで、その頃に来てもらえるかな？」

「承知いたしました！　明日を楽しみにしています！」

　そうしてマイムとミケルは昨日と同じように、屋台のギバ料理を購入して、トゥランへと帰っていった。

　次々と押し寄せてくるお客に『ギバ肉のポイタン巻き』を受うけ渡しつつ、俺はヤミル＝レイに「すみません」と詫わびてみせる。

「今日もずいぶん屋台をおまかせしちゃいました。何も問題はありませんでしたか？」

「ええ。幸い、無法者に刀を向けられることもなかったわね」

　すました顔で作業を進めつつ、ヤミル＝レイはそのようにのたまわった。中天が近づいているので、お客の勢いは増すいっぽうである。

「それで、けっきょくあの親子を森辺の集落に招くことに決定されたのかしら？」

「はい。期日は、明日となりました。普ふ段だんやってる勉強会に参加してもらう形になるので、ヤミル＝レイも楽しみにしていてください」

「わたしはそのようなものを楽しみにするほど、かまどの仕事に熱心ではないつもりよ」

　そのように述べながら、ヤミル＝レイはふっと息をついた。

　鼻の高い横顔が、何やら物思わしげな表情を浮かべているように感じられる。「どうしたのですか？」と尋たずねると、ヤミル＝レイは「別に」と低く言った。

「ただ……スン家の人間が宿場町を脅おどかしていた時代は、こんな話が実現することもなかったのだろうなと思っただけよ。あの頃の森辺の民は、ギバと同じぐらい恐おそれられていたでしょうからね」

　俺は一瞬言葉を失ってしまったが、すぐに「そうですね」と笑ってみせた。

「それもこれも、森辺の民が一丸となって苦難を退けた成果です。これからも、力を合わせて頑張りましょう」

　ヤミル＝レイはしばらく黙だまりこくっていたが、やがて「ふん」と肩かたをすくめた。

「わたしなんて、何の力にもなれはしないわよ。一人では鉄てつ鍋なべを持ち上げることもできないような、非力な女衆なのですからね」

　俺は心を込めて、「そんなことはありませんよ」と答えてみせた。

　そのとき、街道のほうから奇き妙みようなざわめきが伝わってきた。

　見ると、北の方角から巨大なトトスの車が近づいてきている。木造りで四角い箱型をした、二頭引きの立派な車である。その手綱を引くのは儀ぎ礼れい的てきな甲かつ冑ちゆうを纏まとった武官であり、車体の側面には伯はく爵しやく家けの紋もん章しようが掲かかげられていた。

「あら、今日はどちらの貴族様かしらね」

　ヤミル＝レイが、皮肉っぽい声でこっそり言い捨てる。

　貴族の身でありながら、俺たちの屋台でギバ料理を購入しようとする人間は、今のところ二名しか存在しない。ダレイム伯爵家のポルアースか、サトゥラス伯爵家のリーハイムである。

　人々のざわめきなどどこ吹く風で、トトスの車が停車する。そこから現れたのは、大きな花束を掲げた初老の男性と、刀を下げた二名の武官たちであった。

　屋台に並んでいた人々が首をすくめつつ身を引こうとすると、初老の男性が「ああ」とやわらかい声を発する。

「皆みな様さま、どうぞそのままで。わたくしは屋台の客ではありませんので、どうぞお気になさらないでください」

　そのように述べながら、初老の男性は横合いから屋台に近づいてきた。

「仕事中に失礼いたします。こちらにルウ家の御お方かたはいらっしゃいますかな？」

　ララ＝ルウとシーラ＝ルウが、目を見み交かわした。

　こういう際は本家の人間が対応するのが常であるものの、屋台の責任者はシーラ＝ルウであるのだ。ララ＝ルウがしかめ面つらで耳打ちすると、シーラ＝ルウは一つうなずいて、「はい」と進み出た。

「わたしはルウの分家、シン＝ルウ家の長ちよう姉しシーラ＝ルウと申します。いったいどのような御ご用ようでしょうか？」

「わたくしは、サトゥラス伯爵家の第一子息、リーハイム様の使いの者です。こちらの花束を、レイナ＝ルウ様にお渡しください」

　シーラ＝ルウは、きょとんと目を丸くした。

「レイナ＝ルウですか？　彼かの女じよは今日、町に下りていないのですが……」

「存じております。リーハイム様もまた、本日は所用があって城下町を出ることがかないませんので……わたくしがこちらの品をお届けに参った次し第だいです」

　初老の男性は優ゆう雅がに微笑みながら、その手の花束を差し出した。色とりどりの花が、いかにも上等そうな絹で包まれている。森辺の集落はもちろん、宿場町でもなかなか見かける機会のない、立派な花束だ。

「この花を、レイナ＝ルウに？　失礼ですが、それはどういった理由にもとづく行いなのでしょう？　森辺においては生誕の日の他に、花を贈おくる習わしは存在しないのですが……」

「リーハイム様はもう十日ばかりもこの場を訪おとずれることができませんでしたので、せめてものお詫びとしてこの花を捧ささげたいとのことでありました。どうぞご遠慮なく、お受け取りください」

　シーラ＝ルウは、困こん惑わくしきった様子でララ＝ルウのほうを振り返った。

　ララ＝ルウは、溜息でもつきたそうな面持ちで肩をすくめている。

「……承知いたしました。それではわたしが、いったんお預かりいたします」

　やがてシーラ＝ルウは、力なく微笑みながら、その花束を受け取った。

　初老の男性は、満足そうに一礼している。

「それでは、レイナ＝ルウ様にはくれぐれもよろしくお伝えください。わたくしは、これにて失礼させていただきます」

　二名の武官を引き連れて、初老の男性はトトスの車に乗り込んでいった。その後ろ姿を見届けてから、シーラ＝ルウは屋台に戻ってくる。

「シーラ＝ルウ、お疲れさまでした。その花束は、どうするのですか？」

「ひとまずは、レイナ＝ルウのもとまで持ち帰るしかありません。後の判断は、ドンダ＝ルウやミーア・レイ＝ルウにおまかせしたいと思います」

　貴族からの贈り物ものを、自分の一存で突つき返すわけにはいかない、と考えたのだろう。俺がシーラ＝ルウの立場であっても、きっと同じようにしたはずだ。

「けっきょくあいつら、何をしに来たんだろうね。ギバの料理を買いもしないでさ」

　担当の『ギバ・バーガー』をこしらえながら、ララ＝ルウはべっと舌を出だしていた。確かにこれがポルアースであれば、ギバ料理をどっさり買いつけるように従者へと命じていたことだろう。

（まあ、ポルアースだったらそれ以前に、花束を贈ったりもしないだろうけどさ）

　サトゥラス伯爵家のリーハイムというのは、城下町で行われた親しん睦ぼくの晩ばん餐さん会かいに参席した一人であった。彼かれはその帰かえり際ぎわ、森辺のかまど番たちと挨拶を交わして以来、レイナ＝ルウに特別な感情を抱いだいてしまったようなのである。

（まあ、ロイやウェルハイドもレイナ＝ルウの魅力にまいっていた様子だったけど、まさかこんな花束まで贈りつけてくるとはなあ）

　俺がそのように考えていると、ヤミル＝レイがそっと耳に口を寄せてきた。

「レイナ＝ルウも、厄やつ介かいな相手に目をつけられてしまったものね。対応を間ま違ちがえたら、また貴族との間に諍いさかいが起きてしまうのじゃないかしら？」

「ええ、まあ、そうですね……でも、伯爵家の跡あと継つぎともあろう御方が、森辺の女衆に嫁よめ入いりを願うことはないでしょう。だからきっと、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　森辺の民たみは一連の騒そう動どうを経へて、実にさまざまな人々と縁えんを結ぶことになった。そのほとんどは祝福に値あたいする出会いであったものの、時には気持ちがすれ違ちがってしまうこともあるだろう。

　しかし、交流を広げるというのは、そういうものだ。何か誤解やすれ違いが生じてしまったら、それは一つずつ解きほぐしていくしかない。森辺の民は、まだ新しい道に踏み出したばかりであったのだ。

（いざとなったら、ポルアースやマルスタインに相談することだってできるんだからな。周りが敵だらけに感じられたあの頃ころとは、もう違うんだ）

　そんな風に考えながら、俺は鉄板の上に新しいギバ肉をぶちまけた。

　サトゥラス伯爵家のトトス車が城下町の方角に去っていくと、及び腰ごしであった人々も気を取りなおした様子で屋台に戻ってきてくれていた。
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　その後はとりたてて変事が生じることもなく、俺たちはその日の商売をやり遂とげることができた。

　そうして森辺の集落に帰き還かんして、ルウ本家のかまど小屋にまで出向いてみると、当然のことながら、リーハイムの花束について取り沙ざ汰たされることになった。

「あの貴族が、これをわたしに？　……いったい、どういうつもりであるのでしょう？」

　明日のための下ごしらえに励はげんでいたレイナ＝ルウは、困惑の極きわみといった面持ちで、その花束を受け取った。

　もちろん困惑しているのは、レイナ＝ルウばかりではない。同じ仕事に取り組んでいたミーア・レイ母さんたちも、しきりに首を傾かしげていた。

「生誕の日でもないのに、花を受け取るいわれはないよねえ。家族でもない相手となれば、なおさらにさ」

　そう言って、ミーア・レイ母さんはバルシャのほうを振り返った。

「ねえ、これはいったいどういうことだと思うね？　あんたの意見を聞かせておくれよ」

「あん？　どうしてあたしに、そんなことを聞くのさ？　自じ慢まんじゃないけど、あたしは花なんざ贈ったことも贈られたこともありゃしないよ」

「でも、あんたは町で育った人間だろう？　それなら、町の習わしってやつをわきまえてるんじゃないのかい？」

　バルシャは分厚い肩をすくめながら、「ははん」と笑った。

「あたしだってマサラの生まれなんだから、半分がたは山で育った人間さ。……だけどまあ、こんなもんは好いた相手にしか贈ることはないだろうね」

「うーん、やっぱりそういうことなんだろうねえ。あたしにだって、それぐらいのことは想像がつくよ」

　ミーア・レイ母さんは珍しく苦く笑しようめいた表情を浮かべながら、レイナ＝ルウのほうを振り返った。

「まあ、その花は水にでもつけておきな。後のことは、家長に任せておけばいいよ」

「うん……でも、こんなのは森辺の習わしにそぐわないから、返したほうがいいんじゃないかなあ？」

「それを決めるのも、家長の仕事さ。嫁入りを願われたわけでもないんだから、あんたが頭を悩なやませることはないよ」

　そのように言ってから、ミーア・レイ母さんはくすりと笑った。

「いちおう確かく認にんしておくけど、その貴族様が嫁入りを願ってきたとしても、あんたに応じるつもりはないんだろう？」

「当たり前でしょ」と、レイナ＝ルウはあっさり言い放った。小気味がいいぐらい、迷いもためらいも感じられない。
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「城下町に嫁入りなんてドンダ父さんが許すはずないし、たとえ許されたとしても、そんな気にはなれないよ」

「ふむ。その貴族様ってのは、あんまり魅み力りよく的てきなお相手じゃないのかい？」

　レイナ＝ルウは、無む慈じ悲ひに「うん」とうなずいていた。

　ちなみにリーハイムというのは、いつも皮肉っぽい薄ら笑わらいを浮かべた痩やせぎすの若者である。まだどのような本ほん性しようをしているかまでは不明であるものの、相そう互ご理解には時間のかかりそうなタイプではあった。

「そもそもあっちだって、森辺の女衆に嫁入りを願うはずがないよ。城下町の貴族が、そんな真似をするはずがないでしょう？」

「ああ、その御ご仁じんは貴族の中でも、それなりの身分にある人間なんだっけ？」

「うん。伯爵家の長ちよう兄けいだったら、かなりの身分のはずだよ。だからきっと、からかってるんじゃないかなあ？」

　レイナ＝ルウの言葉に、バルシャが「いやいや」と声をあげた。

「ジェノスの領主が、貴族と森辺の民は正しい絆きずなを結ぶべきってお触ふれを出したばかりなんだからね。こんな時期に、貴族が森辺の民をからかうことはないだろうさ」

「それじゃあ、貴族がわたしに嫁入りを願っているとでも？」

「いや、もっと軽い気持ちで好意を示してるだけなんじゃないのかね。あんたみたいに見目のいい娘だったら、たいていの男は好意を抱くだろうしさ」

　バルシャの言い分はもっともであったが、森辺においてはあまり受け入れられない概がい念ねんであった。森辺において、男女の色いろ恋こい沙ざ汰たというのは婚こん儀ぎの話と直結しているのである。

　レイナ＝ルウは納なつ得とくのいってなさそうな目つきで、手もとの花束を見下ろしていた。

「何だか、嫌いやな感じだな……ねえ、アスタ、あのリーハイムという貴族は、たしかギバ肉を城下町で買いつけようとしていた貴族なのですよね？」

「ああ、うん。俺はそう聞いてるよ」

「まさかとは思いますが……リーハイムは森辺の民に恩を売るために、そのようなことを言い出したわけではないですよね？」

「さすがに、それはないんじゃないかなあ。ただ単純に、ギバ肉には商品価値があると認めてくれたんだろうと思うよ」

　しかしその話も、ジェノス侯こう爵しやくマルスタインの判断によって、差し止められることになった。現在はギバ肉の価格を設定しなおして、カロンやキミュスの肉の売り上げにどのような影響が見られるか、経過観察しているさなかなのである。

「あんたが頭を悩ませることはないって言っただろう？　七しち面めん倒どうな話は、家長に任せておきな。きっと、丸くおさめてくれるからさ」

　と、ミーア・レイ母さんがにこやかに笑いながら、レイナ＝ルウの頭を撫でた。幼子のように扱われたことを恥はずかしく思っている様子で、レイナ＝ルウは「うん……」と首をすくめている。

「貴族様が何を考えてるかなんて、あたしらがいくら頭をひねってもわかりっこないだろう？　あたしらは、あたしらの仕事を果たせばいいのさ。うかうかしてると、アスタに手ほどきしてもらう時間がなくなっちまうよ」

　ミーア・レイ母さんの号令で、仕事が再開されることになった。

　俺が率いる精せい鋭えい部隊も、まずは明日のための下ごしらえだ。俺がトゥール＝ディンとともにギバの肉を切り分けていると、レイナ＝ルウが気を取りなおした様子で声をかけてきた。

「そういえば、マイムやミケルという者たちと言葉を交わすことはできたのですか？」

「うん。明日、森辺の集落に招くことになったよ。最初はルウ家にお邪じや魔まさせてもらうので、どうぞよろしくね」

「そうですか。それは楽しみです」

　嬉しそうにしていたトゥール＝ディンとは異なり、レイナ＝ルウは真剣そのものの面持ちであった。マイムの腕うで前まえに疑念を抱いているレイナ＝ルウとしては、お手並み拝見といった心境であるのだろう。

（でも、それでマイムの腕前を認めることになったら、レイナ＝ルウにとってもいい刺激になるだろうな。残念ながら、ティマロの料理は期待外れだったみたいだし）

　以前にヤンの屋台で料理を味見したときは、レイナ＝ルウもたいそう刺激を受けていた様子であったのだ。美味なる料理に対して人一倍の熱情を持つレイナ＝ルウであれば、マイムとの出会いも大きな糧かてとなるはずだった。

「ちなみにマイムはギバの肉で料理を作ってくれるそうなので、よかったら、みなさんも試食をお願いします」

　俺がそのように呼びかけると、ミーア・レイ母さんが「へえ」と目を丸くした。

「町の人間が、ギバの肉で料理を作ってくれようってのかい？　そいつは、楽しみな話だねえ」

「ええ。宿場町の宿屋なんかでは、もうご主人たちがギバの肉を使ってくれていますしね」

「本当に、たった数ヶか月げつでずいぶんと色々なことが変わったもんだ。……そういえば、今日もダン＝ルティムが現れて、そのまま北の集落に向かっていったんだよね」

「北の集落に？　……ああ、ドムの女衆を預かるという一件ですか」

「うん。そっちの話も、受け入れることになったのさ。何日かして向こうの準備が整ったら、ルウの集落に連れてこられるはずだよ」

　そう言って、ミーア・レイ母さんは楽しそうに微笑ほほえんだ。

「町の人間をかまど番として招くのも、ドム家の人間をルウ家で預かるのも、ちょっと前には考えられなかったことだよね。ついでに、貴族様から花が贈られる、なんてのもさ」

「貴族の話に関しては、別に喜ぶようなことではないでしょう？」

　レイナ＝ルウがすねたような口調で言うと、ミーア・レイ母さんは笑顔のまま、首を横に振った。

「そいつはちょいと厄介な話ではあるけれど、でも、相手に好かれたってことに変わりはないだろう？　だったらやっぱり、喜ぶべき話なんだろうと思うよ。これまでは、族長の他に貴族と顔をあわせることさえなかったんだからさ」

「でも……これで何か揉もめ事ごとになっちゃったら、やっぱり喜べないよ」

「揉め事の一つや二つが何だってのさ？　あたしらは、それ以上に大きな喜びを授さずかっているじゃないか。すべての揉め事を避さけて進むことなんてできるわけはないんだから、これまで通りに一番正しいと思える道を探していくしかないんだよ」

「そうですよね。俺もそう思います」

　俺が思わず賛同の声をあげると、レイナ＝ルウにうらめしげな眼まな差ざしを向けられてしまった。

「何だかそれでは、わたしばかりが聞き分けのない幼子であるかのようです」

「あ、いや、レイナ＝ルウには気の毒だと思ってるけどさ」

「もういいです」と、レイナ＝ルウはそっぽを向いてしまった。

　とても可愛かわいらしい仕草ではあるが、レイナ＝ルウには申し訳ないことをしてしまった。俺だって、貴族の姫ひめ君ぎみなんかにいきなり花束を渡わたされたら、とうてい喜ぶ気持ちにはなれなかったことだろう。

「何にせよ、まずは明日の客人だね。どんな料理を食べさせてもらえるのか、楽しみにしているよ、アスタ」

「ええ。俺も心から楽しみにしています」

　明日のこの時間には、もうマイムとミケルがこの場所に立っているのだ。

　それを想像しただけで、何だかワクワクしてしまう。マイムに対する個人的な興味だけではなく、森辺の集落に町の人間を客人として招くという行こう為いにも、俺は昂こう揚ようしているようだった。







第三章★★★森辺の客人
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　そうしてついに、その日がやってきた。

　ミケルとマイムを客人として森辺に迎むかえる、黒の月の二十一日である。

　だけどその前に、まずは宿場町での商売を無事に終えなければならない。俺は浮き立たつ気持ちをなだめながら、その日も懸けん命めいに仕事に取り組んでいた。

　そこに珍めずらしい客人が姿を現したのは、開店時の最初のピークを乗のり越こえてすぐのことだった。ダレイム伯爵家の料理長ヤンが、ひさびさに俺たちの屋台を訪れてくれたのである。

「おひさしぶりです、アスタ殿どの」

「ああ、おひさしぶりです、ヤン。今日はどうされたのですか？」

　ヤンはミケルよりも年配の、痩せぎすで初老の男性である。なかなかに堅かた苦くるしい気き性しようをしているものの、料理に関してはひとかたならぬ情熱を抱いている人物であった。

　ヤンは丁てい寧ねいに一礼してから、背後にたたずむ二名の女性たちを指し示してきた。

「今日から新しい人間が屋台で働くことになったので、少し早めに宿場町へと下りてきたのです。いちおうアスタ殿にも挨あい拶さつをさせていただきたく思います」

　それはどちらもまだ若くて、いかにも城下町の民らしく上品そうな風ふう貌ぼうをした女性たちだった。片方は、やや背が高くて生き真ま面じ目めそうな面おも立だちをしており、もう片方は、小こ柄がらで少し気の強そうな面立ちをしている。前者は俺と同じぐらいの年とし頃ごろで、もう片方はそれよりも二、三歳さいほど幼い感じだった。

「こちらはもともとポルアース殿の侍じ女じよとして働いていたシェイラで、こちらは先日からダレイム伯はく爵しやく邸ていで働くことになったニコラです」

　年長のほうがシェイラで、年少のほうがニコラであった。シェイラのほうはおどおどと、ニコラのほうはぶすっとした顔でそれぞれ頭を下げてくる。

「俺は森辺の民、ファの家のアスタというものです。どうぞよろしくお願いいたします」

　とはいえ、これまでヤンの屋台で働いていた者たちなどは名前も知らされていなかったし、新作の料理が発表されたときぐらいしかヤンの屋台に立ち寄る機会もない。今後もそれほど強い縁は生まれないのだろうな――と、俺はそのように考えていたのだが、シェイラの口から予想外の言葉を聞かされることになった。

「あの、アスタ様……家長のアイ＝ファ様は、ご壮そう健けんでいらっしゃいますか？」

「え？　どうしてあなたがアイ＝ファの名をご存じなのですか？」

「はい……実はわたしは、ポルアース様とアイ＝ファ様がトゥラン伯爵邸にアスタ様をお迎えにあがる際、一度だけダレイムのお屋や敷しきでアイ＝ファ様と言葉を交わす機会があったのです」

　そのように述べながら、シェイラは何故なぜだか頬ほおを赤らめていた。

「きっとアイ＝ファ様はわたしの名や姿などお記き憶おくに留とどめてはいらっしゃらないでしょうが……わたしは日々、アイ＝ファ様のご壮健を西方神にお祈いのりしておりました」

「そうでしたか。それはありがとうございます」

　何にせよ、アイ＝ファに対して好意的な印象を抱いてくれているなら幸いである。

　俺は相方のヤミル＝レイに屋台を託たくし、あらためてヤンたちの前に立った。

「そういえばですね、実は今日、ミケルとその娘さんのマイムという女の子を森辺の家に招くことになったのです」

「何ですと？　ミケル殿が、何故アスタ殿の家に？」

「えーっと、話せば長くなるのですが、要するにマイムという娘さんが俺の腕前に興味を持ってくれたようなのですね。ミケルはそれの付つき添そいとして、しぶしぶ同どう伴はんするだけなのですが」

「そうですか……ミケル殿が、アスタ殿のもとに……」

　ヤンもまた、ミケルの料理人時代を知る人物であったのだ。以前に一度だけ、この屋台の前で顔をあわせたこともある。思えば、ヤンが俺に心を開いてくれたのも、そのミケルとの邂かい逅こうがきっかけであったのだった。

「ミケル殿は、本当に素晴らしい料理人でありました。《白き衣ころもの乙おと女め亭てい》というのは小さいながらもとても質の高い料理店であり、ミケル殿は長らくその店で料理長をつとめておられたのです」

　そう言って、ヤンは何とも悩ましげな感じに息をついた。

「それが、トゥラン伯はく爵しやくなどに見み初そめられたばかりに、あのような目に……料理人の腕うでの筋を断たつなんて、どうしてそのように惨むごたらしい真似ができるのでしょう。わたしには理解できません」

「まったくですね。俺おれも同じ気持ちです。……そういえば、ミケルが奇き禍かにあわれたのはどれぐらい昔の話だったのでしょうか？」

「今からおよそ五年ほど昔の話ですな。当時から、ミケル殿の腕は城下町でも三本の指に入るものとわたしは確信しておりました」

　五年前――そうして城下町から追い出されたミケルは、それからずっとトゥラン領の炭焼き小屋で働いてきたのだろうか。

《玄げん翁おう亭てい》で初めて出会ったとき、ミケルは昼から泥でい酔すいしていた。そして、料理人として生きていきたいならジェノスなんかに居い座すわるべきではないと吠ほえていた。そんなミケルが、どのような思いで幼い娘を育ててきたのか――俺のような若じやく輩はい者ものには、想像することさえ難しかった。

「もしもミケル殿に手ほどきを受けていたなら、その娘御もさぞかし料理の腕が立つのでしょうな。その娘御はまだお若いのですか？」

「はい、どうやら今年で十歳であるようです」

「そうですか。トゥラン伯爵家の先代当主が裁かれたことによって、ミケル殿も自分の娘御を料理人として本格的に育てる決断をしたのやもしれません。将来が楽しみなことです」

　そうしてまた物思わしげに息をついてから、ヤンは頭を下げてきた。

「わたしもそれに負けぬよう、自分の仕事に励みたいと思います。それでは、お忙いそがしいところを失礼いたしました」

「いえ。わざわざありがとうございました」

　俺は『ギバ肉のポイタン巻き』の屋台に戻もどった。

　すると、隣となりの『ギバ・バーガー』の屋台に陣じん取どっていたリミ＝ルウが「ねえねえ」と呼びかけてきた。

「アスタ、今のって城下町の料理人の人だよね？」

「うん、ダレイム伯爵家の料理長であるヤンって人だよ。一緒にいた娘さんたちは、今日から屋台で働く新人さんらしい」

「そっかー。何だか悲しそうな顔をした女の人だったね」

「え？　あの背の高いほうの人？」

「ううん。もう一人のちっちゃい女の人」

　そちらのニコラは、けっきょく最後まで一言も口をきいてはいなかった。

　俺には気の強そうな娘さんだとしか思えなかったが、リミ＝ルウには違う風に見えたらしい。まあ俺の目は節穴認にん定ていされてしまっているので、きっとリミ＝ルウの印象のほうが正しいのだろう。

「まあ、生きていれば色々あるからね。……あ、ヤミル＝レイ、忙しいところを一人にさせちゃって申し訳ありませんでした」

「別にどうということはないわ。三人のお客がくじを引いていかなかったから、その分を抜ぬいておいてもらえるかしら？」

「はい、了りよう解かいであります」

　外れくじは料理の総数と同じ数だけを準備しているので、くじを引かないお客さんがいた場合はその分を抜いておかなければならないのだ。特別献こん立だてである『ギバ・カツサンド』の残りは、半数の十五個ていどであるようだった。

「あ、ターラだ！　わーい、いらっしゃーい」

「あ、リミ＝ルウだ！　ひさしぶりだねー」

　そこに、ドーラの親父おやじさんの愛まな娘むすめであるターラがやってきた。

　言うまでもなく、リミ＝ルウが宿場町の商売を手伝うことが許されて、本人と同じぐらい喜んでいたのは、このターラである。にこにこと笑え顔がおになりながら、ターラは屋台と屋台の間に立った。

「今日はたくさん買うから、籠を持ってきたよ！　えーっとね、ポイタン巻きを五つと、ぎばばーがーとぎばまんを二つずつ、あとミャームー焼きを一つください！」

「うわ、ほんとにすごい量だね？」

「うん！　ターラのと父さんのと、布屋のおじさん、鍋なべ屋やのおじさん、ミシルおばあちゃん、あとは宿屋のおじさんとかに、手が離はなせないから代わりに買ってきておくれって頼たのまれたの！　父さんと鍋屋のおじさんはポイタン巻きを二つずつ食べるんだってー」

「そっか。本当にありがとうね。『ギバ・カツサンド』のくじはどうする？」

「全部引くー！　父さんたちは、きっと二回くじを引きたくてポイタン巻きを二つ買うんだよー」

　それでも『ギバ・カツサンド』の当選率は、およそ十三分の一となる。十食分の注文でいくつの当たりくじを引くことができるか、ターラの運気の試ためしどころであった。

「当たるといいねー！」とにこやかに笑いながら、リミ＝ルウが木き筒づつを差し出した。

「父さんのぶーん！　鍋屋のおじさんのぶーん！」と元気のよい声をあげつつ、ターラが次々とくじを引いていく。見ているだけで目め尻じりの下がりそうな、実に微笑ましい情景である。

　が、なかなか当たりくじは出ない。運命の女め神がみがターラに微笑みかけたのは、最後の最後であった。

「ミシルおばあちゃんのぶーん！」と、十回目に引いた木の棒に、ようやく赤い印が現出したのである。

　ターラは一瞬きょとんとしてから、「やったー！」と飛とび跳はねた。

「よかったねー。でも、ターラは残念だったね？」

「ううん！　ミシルおばあちゃんは油っこいぎばかつさんどよりぎばまんのほうが好きだから、もしも当たったらターラに譲ってくれるって言ってたの！」

「そうなんだー？　なら、よかったね！」

　リミ＝ルウも一いつ緒しよになって、ぴょんぴょん飛び回っている。

　微笑ましさのあまり、溶とけ崩くずれてしまいそうな俺であった。

「それじゃあ、『ポイタン巻き』の一食分を『ギバ・カツサンド』に変更だね。値段が赤銅貨三枚になっちゃうけど、それは大丈夫？」

「うん！　おねがいします！」

　ということで、俺は自分の担当である四食分の『ポイタン巻き』を作製することになった。

　他ほかの屋台でも次々に料理が仕上げられていき、ターラの準備した草くさ籠かごがほかほかの料理で満たされていく。

「あ、そうだ！　アスタ、あのことをターラに言わなきゃいけないんじゃなかったの？」

　リミ＝ルウに呼びかけられて、俺も思い出した。

　ターラは不思議そうに、俺とリミ＝ルウの顔を見比べる。

「どうしたの？　ターラに何かお話？」

「うん、実はね、今日トゥランの知り合いが二人ほど、森辺の集落を訪れることになったんだよ」

「へえ、そうなんだ！　いいなー、ターラも行きたいなー」

「ターラは前にもそんな風に言ってくれてたよね。だから、事前に伝えておこうと思ってさ」

　ターラはあんまり理解していない様子で首を傾げていた。

「いや、以前は貴族たちとの関係性も落ち着いてなかったから、危なくてターラを招待することもできないって話だっただろう？　だけどあれからひと月ぐらいが経たって、状じよう況きようも変わってきたからさ。……ターラはまだ森辺に遊びに来たいって思ってくれているのかな？」

「うん！　……だけど、母さんたちはダメって言うんだろうなあ」

「そうだね。もう特別に危険なことはなくなったけど、それでもやっぱり森辺にはギバとかムントとかが潜んでるから、気軽に遊びに来られる場所ではないと思う」

　俺は膝を折り、ターラの小さな顔を正面から見つめた。

「でも、荷車に乗って行き来すれば道中で危険なことはないし、ファの家やルウの家の周囲では日中からギバやムントが出ることはないから、何も危ないことはないんだ。だから後は、ターラのお母さんとかが安心して送り出せるかどうかって話なんだと思うんだよね」

「うん……」

「だからいつか、ターラがドーラの親父さんなんかと一緒に集落に来ることはできないか、今からちょっとずつ相談していけばいいんじゃないかな。このひと月ぐらいで森辺の民と町の人たちはずいぶん仲良くなれた気がするから、あともう少しだけおたがいを信しん頼らいし合うことができれば、ターラが森辺に遊びに来ることもできるようになると思うんだ」

「うん」とターラがうなずく。その目には、俺が予想していたよりも遥はるかにしっかりとした理解の光が灯ともっていた。

　ターラだって、数ヶ月前までは森辺の民を恐れていた町の人間なのだ。周りの人間がどうしてそこまで心配するのか、それがわかっていないわけではないのだろう。
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「今日森辺にやってくるのも、ターラよりちょっと年上の女の子とそのお父さんなんだよ。そういう人たちでも森辺の集落を訪れたりすることはあるんだって、親父さんやお母さんたちに話してみてくれるかな？　そういう話を聞くと、きっとみんなもいっそう安心できると思うからさ」

「うん、わかった。ターラのために色々ありがとう、アスタおにいちゃん」

「いや、俺やリミ＝ルウだって、ターラを森辺に招待したいと思ってるからさ。ね、リミ＝ルウ？」

「うん！　そうしたら、リミもターラのお家うちに遊びに行きたいなあ」

　ターラは、嬉しそうに微笑んだ。

「そうなったら、ほんとに嬉しいね」

「嬉しいね」

「うん」

「うん」

　森辺の少女と宿場町の少女は、きらきらと瞳ひとみを輝かせながら、おたがいを見つめ合っていた。

　大人たちも、こうしてしっかりとおたがいを見つめ合うべきなのだろう。

　別に森辺の狩人かりうどたちと宿場町の人々が、仲良く手を取り合う姿が見たいわけじゃない――かつてカミュア＝ヨシュはそのように言っていたが、俺はその姿を見たかった。森辺にも宿場町にも大切な人たちがいる俺にとっては、それこそが最高の結果だと思えてならなかったのだった。




２




　そうして俺たちが屋台の仕事を終えて後片付けを始めていると、約束通り下りの二の刻にミケルとマイムはやってきた。

「今日はよろしくお願いいたします、アスタ！」

　上気した面おもてを深々と下げてくる。そんなマイムのほっそりとした手の先には、何やら巨きよ大だいな革の鞄がさげられていた。

　ちょっとしたトランクのような作りをした、四角い鞄だ。だいぶん古びてはいるが、蝶ちよう番つがいや取っ手には金属の使われている立派な品である。

「こちらこそよろしくね。……その鞄には、調理器具でも入っているのかな？」

「はい、父さんが譲ってくれたものです」

　その父さんであるミケルは、本日も果てしなく仏ぶつ頂ちよう面づらであった。

　仏頂面選手権を開催したら、間違いなく町の代表はこのミケルかミラノ＝マスだろう。森辺の代表格たるドンダ＝ルウやグラフ＝ザザともいい勝負を繰り広げられそうだ。

「それじゃあ、荷車に乗って待っててもらえるかな。この後は買い出しや両替なんかを済まさないといけないからさ。……ミケルも、こちらにどうぞ」

　ミケルは無言のまま、後をついてくる。

　森辺の集落で俺が調理をするさまを見学したいなどと言い出した娘むすめの行状を、いったいどのように思っているのか。強く止める様子がない代わりに、喜んでいる様子もない。

「最初はルウ家という氏族の集落なのですよね？」

「うん。ルウ家というのは、森辺の族長筋の氏族なんだよ。みんな、マイムが来ることを楽しみにしているからね」

「はい！　がっかりさせてしまわないように、頑がん張ばります！」

　マイムは期待に瞳を輝かがやかせながら、荷台に乗り込んだ。

　マイムはいったい、ギバの肉でどのような料理をこしらえてくれるのか。それを想像するだけで、俺の胸は恋する乙おと女めのように高鳴ってしまっていた。




　そうして俺たちは、無事にルウの集落へと到とう着ちやくした。

　俺の知る限り、森辺の集落に足を踏ふみ入いれた町の人間というのは、ごく限られている。カミュア＝ヨシュに、その弟子であるレイト、ファの家に客人として招いたシュミラル、ルウの集落に住みついたジーダとバルシャ――せいぜいそれぐらいのものだろうか。

　その他にも、十年前と数ヶ月前に一度ずつ、シムを目指す商団やそれを偽装した集団なども足を踏み入れてはいたが、彼らは集落には立ち寄らず、森の奥おくへと分け行ったばかりである。あと、ズーロ＝スンたちが捕らわれていたザザの集落に何者かが忍しのび込んだり、俺と言葉を交かわすためにリフレイアとサンジュラがルウの集落の入口までやってきたことなどもあったが、それも除外していいだろう。

　何はともあれ、町の人間を客人として招くというのは、森辺の集落において、まぎれもなく椿ちん事じであった。

　それでもトゥラン伯爵家にまつわる騒動の際は、カミュア＝ヨシュとレイトがひっきりなしに訪れていたし、現在ではジーダたちがともに暮らしているのだから、ルウの集落の人々にはあるていどの耐性がついてきているに違いない。荷車の手た綱づなを引いた俺が広場に足を踏み入れても、分家の女衆はいつも通りの様子で挨拶をしてくれていた。

「到着しました。ここがルウ家の集落です」

　本家の裏手のかまど小屋の前で、俺はそのように宣言した。

　荷車から地面に降り立ったマイムは「うわあ……」と周囲の情景を見回していく。

「すごい……本当に森の中なのですね」

「うん。それでもこのあたりにはギバの餌えさになるような実りはないそうだから、心配はいらないよ」

　そこに、ミーア・レイ母さんが笑顔で近づいてくる。

「ご苦労さま、アスタ。……それに町の客人たちも、ようこそルウの家に。あたしはルウ本家の家長ドンダ＝ルウの伴はん侶りよで、ミーア・レイ＝ルウってもんだ。お行ぎよう儀ぎのいい口はきけないけど、あんたたちを歓かん迎げいいたしますよ」

「は、初めまして！　わたしはトゥランのマイムで、こちらは父のミケルです」

　マイムはぺこりと頭を下げ、ミケルはうっそりと下した顎あごを引くような仕草をする。ミーア・レイ母さんは、やはり笑顔でその姿を見比べた。

「見たところ、鋼を身に帯びてはいないようだね。そのでっかい荷物の中身は、食料かね？　刀かね？」

「あ、これは調理用の刀や匙さじなどです」

「それじゃあいったんあたしが預かって、かまどの間に入れさせてもらうよ。森辺には、客人に刀を持たせたまま家の中に入れてはいけない習わしがあるもんでね」

　俺やアイ＝ファに対しては免めん除じよされつつある、森辺の習わしである。マイムはほんの一いつ瞬しゆんだけ不安そうな顔をしたが、何も言わずに革の鞄をミーア・レイ母さんに引ひき渡した。

「ありがとう。あんたはいい娘こだね。……さ、かまどの間に案内するよ。こちらにどうぞ」

　ミーア・レイ母さんの案内で、マイムとミケルはかまどの間に導かれていく。その間に俺たちも荷を下ろしたり、汚よごれた鉄板や鉄てつ鍋なべを洗う仕事に従事した。

　今日のルウ家のメンバーは、レイナ＝ルウ、リミ＝ルウ、ツヴァイ、モルン＝ルティムの四名である。間に一日置いているので、一昨日とはリミ＝ルウ以外が同じ顔ぶれだ。

　ここに我わが店のメンバー、俺、トゥール＝ディン、ヤミル＝レイ、リィ＝スドラの四名に、ミーア・レイ母さんおよびシーラ＝ルウが加わってしまうとかまどの間もいっぱいになってしまうので、バルシャは参加を遠えん慮りよするとのことであった。

「いよいよですね」とレイナ＝ルウが真しん剣けんな面おも持もちでつぶやいている。

「楽しみだなー」とリミ＝ルウははしゃいでいる。

　あとはトゥール＝ディンがいささか緊きん張ちよう気味の顔をしているだけで、その他の者たちはおおむね普ふ段だん通りであった。特にツヴァイやヤミル＝レイなどは、我関せずといった面持ちである。

「さて、それじゃあまず、明日の商売のための下ごしらえを済ませますので、それまで少々お待ちくださいね」

　俺がかまどの間に踏み込んでいくと、マイムは熱い視線を送ってきた。

　しかし、その目は俺を見ていない。見ているのは、俺が食料庫から運んできたギバの肉にく塊かいだ。

「……それがギバの肉なのですね」

「うん、こいつはメスのギバの半身だね。オスのギバは気性が荒くて無傷で捕まえることが難しいから、商売用にはメスのギバが使われることが多いんだ」

　真っ二つに断ち割られた半身の枝肉を、作業台の上にそっと横たえる。あばらや背骨の外された、およそ二十キロていどの肉塊である。

　足はつながったままなので、まずはこいつを外さなくてはならない。これは、俺とトゥール＝ディンの仕事であった。

　他の女衆は、すでにそれぞれの仕事に黙々と取りかかっている。これらは毎日の仕事であるので、いちいち指示を出さずとも、みんな為なすべきことをわきまえているのだ。

　そんな中、マイムは俺の姿のみを注視していた。

「明日の朝に仕事をしやすいように、こいつを部位ごとに切り分けておくんだよ」

　説明しながら、ジャガル産の肉切り刀を肉に入れていく。

「ギバは部位によって味や硬かたさがずいぶん違うんだ。脂あぶら身みが適度に散っている背中や胸なんかは薄うすく切って焼き料理に、脂身が周囲に寄ってる足は汁物や刻んで使うことが多いかな」

「なるほど。では、わたしが屋台でいただいていたのは、背中や胸の肉であったのですね」

「うん。屋台で汁物料理は扱あつかっていないから、そういうことになるね。……そういえば、マイムはカロンの胴どう体たいの肉を扱ったことはあるのかな？　俺は未体験なんで、あんまりギバの肉と比べることもできないんだけど」

「はい。カロンの胴体の肉は、使ったことがありません。使うのはカロンの足肉か、あるいはキミュスの皮なし肉だけですね」

　それはいちおう、予想通りの答えであった。今では銅貨さえ出せば、どのような食材でも購こう入にゆうできることになっていたものの、カロンの胴体の肉やキミュスの皮つき肉というのは非常に高値であるため、いまだきちんとした流通も確立されていないのである。

　しかしそうなると、マイムはしっかりと脂ののった肉を使ったことが一度としてない、ということになってしまう。それでギバ肉をきちんと料理することは可能なのかと、俺は少しだけ心配になってしまった。

（でもまあ、この娘さんなら大丈夫か。何せミケルに手ほどきを受けてるんだからな）

　そんなことを考えている間に、下ごしらえの仕事は完かん了りようしていた。みんな、日を重ねるごとに手て際ぎわがスムーズになっているようである。

　そうしてここからは、ルウ家の人々も交えての勉強会だ。この時間に俺とマイムはそれぞれの手並みを披露する段取りになっていたが、やっぱりまずは俺のほうから取りかかるべきだろう。

「それじゃあ今日は『ロールティノ』のおさらいでもしてみようか。来期からは《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》での仕事も、ルウ家に割り振りたいところだしね」

「はい、ありがとうございます」

　どことなく真剣な目つきで、シーラ＝ルウが静かに頭を下げてくる。同じように頭を下げながら、レイナ＝ルウは無言だ。

　やはりマイムを迎えるにあたって、この両名が一番気持ちを引き締めているのだろう。ルウ家において、もっとも調理技術の向上に熱心であるのは、彼かの女じよたちであるのだ。

「この献立はね、俺が宿屋に卸おろしている料理なんだ。こまかく刻んだギバ肉を、ティノに包んで煮に込む料理だね。煮に汁じるはタラパを味の基調にしているよ」

「はい。それはあのぎばばーがーという屋台の料理とは、また異なる料理なのですね？」

「うん。手順は少し似ているけど、料理としてはまったくの別物だと思うよ」

　俺はマイムのための試食分を、他のみんなは自分たちの修練のために、それぞれ『ロールティノ』をこしらえることになった。

　その中で、ルウ家の女衆は多めに作ってそれを晩ばん餐さんにも割わり振ふるつもりだと言っていたので、俺はこの場の束ね役であるミーア・レイ母さんを振り返かえった。

「あの、これは挽き肉を使った料理なのですけれども、ドンダ＝ルウやジザ＝ルウは大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「大丈夫だよ。ろーるてぃのってのは、あの汁気たっぷりの料理のことだろう？　だったら、はんばーぐを煮汁に沈めるのとおんなじようなもんじゃないか。……それにね、うちの家長たちだって、もうこまかく刻んだ肉の美味おいしさってもんを十分にわきまえていると思うよ？　普ふ通つうに焼いたり煮込んだりした肉と、はんばーぐみたいに刻んだ肉だと、味わいが全然違ちがってくるもんだからねえ」

「そうですか。それなら良かったです」

「それに最近では、たいてい肉の料理も二種類以上に分けて出だしてるからね。もう一品、ぶあついすてーきでも出してやれば、顎や歯がなまることもないし、いっそう家長たちもご満まん悦えつで晩餐を楽しめるだろうさ」

　ご了りよう承しようをいただけたので、俺は心置きなく『ロールティノ』の作製に取り組むことにした。この料理はそれほど目新しい食材も使用しないので、マイムに試食してもらうにも相応ふさわしいかなと思った次し第だいなのである。

「それじゃあ、まずは具材の下ごしらえからね。ギバのモモ肉や、こうして切り分けたときに余った肉きれや骨に残った分なんかを、肉切り刀でこまかく刻んでいくんだ」

「はい」

「肉を刻み終わったら、塩とピコの葉と刻んだミャームーをあわせて、粘り気が出るまでしっかりこね合わせる。そうしたら、お次はティノをたっぷりの水で茹であげるんだけど、そのときに水には塩を入れておくんだ。分量は、水の一パーセント――いや、百分の一とか、そのていどでいいんだけど」

「なぜ、水に塩を入れるのですか？」

「それは、野菜の栄養が外に逃にげるのを防ぐのと、あとは色を綺麗に保つためだね。……でもこれは俺の故郷の習わしだから、ティノにどこまで有効なのかはわからないんだ。いちおう俺の故郷では、緑色をした野菜にはのきなみ有効であるとされているんだけど」

「アスタは、渡来の民たみなのですよね」

　抑えがたい好こう奇き心しんの光を瞳にきらめかせつつ、マイムはそのように言った。

「この大陸ではない別の場所で生まれた料理人だなんて、わたしはそれだけでわくわくしてしまいます。アスタのように不思議な技術を持つ料理人と巡りあうことができて、わたしは本当に幸せです」

「あはは。俺なんかが君にいい影えい響きようを与あたえられるといいんだけどね」

「いえ。もう今の時点で、アスタの存在はわたしにとってかけがえのないものになっています」

　それは何とも、面おも映はゆい限りであった。

　そして、レイナ＝ルウの視線がいささか痛い。マイムに対する対たい抗こう心しんなのか、彼女はさきほどからしきりに厳しい視線を向けてきていたのだ。

　そんな視線に耐えながら、俺は次なる作業へと手を進めた。

「ティノが茹であがったら、火傷やけどをしないていどに冷ましつつ、硬い芯の部分を切っておく。で、さっきの具材を木匙で丸長の形に整えながら載せていく、と。いちおう宿屋で売られている分量にしておくね」

　肉の量は百二十グラムていど、店頭価格は赤銅貨三枚である。《キミュスの尻尾亭》では、この料理が一番の売れ筋であるという話であった。

「そうしたら、ティノで具材を包つつみ込み、それからフィバッハの蔓つる草くさで縛っておくんだ」

「料理を、紐ひもで縛るのですか！　そういう調理方法は、城下町にも存在するとは聞きき及およんでいましたけれど」

「うん、こいつは紐で縛るか木の針で固定しておかないと、具材がばらばらになっちゃうからさ」

　この蔓草が料理に悪い影響を与えないか、その検証にはなかなか苦労したものなのである。ちなみに城下町には、きちんと料理用の紐というものが存在するらしい。

「で、縛った具材は鉄鍋に置いて、薄く切ったアリアとネェノン、それにタラパと一緒に煮込む。煮汁は水と果実酒で、味付けに少々タウ油も入れておく。これを弱火でじっくり煮込んで、最後に味を調えれば完成だ」

　四つのかまどに火が入れられて、室内にはなかなかの熱気がたちこめることになった。

「それじゃあ煮込んでいる間に、今度はマイムが――うわあっ！」

　と、俺は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。ちょうど俺の正面の位置にあった窓から、三つの顔がにゅうっと出現していたのである。

　それは、ヴィナ＝ルウとララ＝ルウとバルシャであった。

「な、何をやっておられるのでしょうか、御三方？」

「えぇ……？　それはもちろん、お客人の手並みを拝見に来たのよぉ……」

「そーだよ！　アスタより料理が上手うまいかもしれない人間なんて、そんなの放っておけるわけがないじゃん！」

「お邪魔はしないから、あたしらにはかまわず仕事を続けておくれよ」

　バルシャもすっかりルウ本家の家風に染まってしまったようだった。それはそれで微笑ましいことであるが、ちょっとばっかり心臓に悪い。

　そして、マイムのほうは困こん惑わく気味に微笑みつつ、俺のことを見つめていた。

「わたしがアスタよりも腕が立つだなんて、恐れ多いことです。アスタはそのような話を、周りの方々に吹ふい聴ちようしてしまったのですか？」

「いや、何も大げさに話したつもりはないんだけどね」

「きっと、落胆させてしまうと思います。だけど、笑われてしまわないように頑張りますね」

　そのように言いながら、マイムは革の鞄を作業台に載せた。

　感じやすい頬を赤らめつつ、その茶色い瞳は意欲に燃えてきらきらと光っている。

「では、わたしも調理に取りかかりたいと思います。ギバの肉を少しだけお分けしてもらえますか？」
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「ギバの肉は、どの部位にしようか。調理の前に、味を確かめてもらえるかな？」

　俺はあらかじめ切り分けておいた木皿の肉を、マイムに差し出してみせた。ロースとバラ肉とモモ肉が、それぞれ一口分ずつ載のせられている。

「そうですね。焼いて食べれば、素のギバ肉の味はあるていど把握できると思います」

「それじゃあ、俺の手持ち鍋なべを貸してあげるよ」

　屋内のかまどはすべて使用中であったため、俺とマイムとミケル、それにミーア・レイ母さんの四名で外に出た。そして、荷車に積んでおいた俺の調理器具を引っ張り出す。

　この世界では手持ち鍋、片手鍋などと呼ばれている、それはいわゆるフライパンであった。もちろん平ひら鍋なべとともにディアルから購入した、俺の新たなる調理器具である。

「ありがとうございます。それでは、焼かせていただきますね」

　ミーア・レイ母さんの手で火の入れられた屋外のかまどによって、三枚の肉が焼かれていく。どの肉にも脂がたっぷりとのっているので、焦げつく心配は不要であった。

　で、その間に回り込んできたヴィナ＝ルウたち三名が、今度は壁かべの陰からじっとこちらをうかがっている。

「何なんだい、あんたたちは？　自分らの仕事は片付いたんだろうねえ？」

　呆れたようにミーア・レイ母さんが言うと、「当たり前じゃん」とララ＝ルウが応じた。

「毛皮のなめしもピコの葉の乾かしも終わったよ。ヴィナ姉と一緒に大急ぎでやっつけたんだー」

「だったら、堂々と見物すりゃあいいじゃないか。そんなにこそこそしてたら、よけい客人に気をつかわせちまうよ」

　そんなわけで、ギャラリーが三名ほど追加されることになった。

　しかし、すでにマイムはギバ肉に集中しており、そちらを振り返ろうともしない。

「ギバ肉はキミュス肉と同じように、赤みが残らないようにしっかりと焼きあげてね」

「はい、承知しました」

　俺が貸した木べらで三枚の肉をひっくり返すと、裏面にはほどよく焼き色がついていた。

「こんなに小さな肉なのに、ものすごい脂の量ですね」

「うん。これだけでも、キミュスの皮なし肉やカロンの足肉よりもたいそうな食材ってことがわかるだろう？」

　マイムはうなずき、片手鍋をかまどから離した。後は余熱で焼きあげるつもりらしい。

「焼けたら、こちらの新しい木皿に移しなよ」

「はい、ありがとうございます」

　十秒ほど待ってから、マイムは手早く鍋の肉を木皿に移した。なかなか絶ぜつ妙みような焼き加減のようである。

「それでは、味見をさせていただきます」

　真剣な面持ちで、マイムはまずロースを口に運んだ。

　一口ていどの大きさであるのに、半分だけ噛かみちぎって、残りは皿に戻す。

　そこでは感想を口にしようとはせず、今度はバラ肉とモモ肉を、それぞれ半分だけ口に運んだ。

「これは――本当に質のよい肉ですね。それに、保存には塩ではなくピコの葉を使っているのですか？」

「うん。森辺ではピコの葉がいくらでも採れるから、塩漬けにする必要がないんだよね。塩を使うのは、干し肉に仕上げるときだけだよ」

「なるほど、そうですか」

　最後に食べたモモ肉を丹念に咀そ嚼しやくしながら、マイムは木皿をミケルのほうに差し出した。木像のように静かであったミケルが、いぶかしそうに娘をにらむ。

「何だ？　俺が味見をする必要などなかろうが？」

「うん。だけど、父さんだってギバの肉には興味があるでしょう？」

　ミケルは無言で木皿を受け取った。

　そうして父親が念入りに味見をしている間に、マイムが俺を見る。

「美味でした。それに、本当に部位によって硬さや味が変化するのですね」

「うん。脂の入り方の違いが食感や味に大きな影響を与えているんだろうね。脂が端に寄っているモモ肉は赤身がしっかり詰つまっているので肉質が硬めで、赤身と脂が層になっている胸肉は、逆に一番やわらかい。で、背中の肉は適度に脂が散っているので、噛み応ごたえはあるのに硬すぎはしないって感じかな」

「はい。焼いただけでこんなに美味であるというのは、本当に驚おどろくべきことです」

　そのように言いながら、マイムはふっと小首を傾かしげた。

「そういえば、アスタは父さんから炭を買っているのですよね？　この肉ならば、塩をふって炭火で炙あぶるだけで文句なしの味になるとも思えるのですが」

「うん。俺も家では炭火焼きにすることが多いよ。でも、屋台の料理ではひっきりなしにお客さんが来るから、鉄板で一気に焼きあげないと間に合わなくなっちゃうんだよ」

「なるほど」と、マイムは華きや奢しやな下顎に手を添えて考え込む。

「下手に手を加えたら、ただ焼いただけの肉よりも味が落ちてしまいそうです。これはなかなかの難題でありますね」

「やっぱりカロンやキミュスの肉を準備しておくべきだったかな？」

「いえ。このように美味なる肉を調理することができるなんて、とても誇らしいことです」

　とても十歳児とは思えぬ力強さで、マイムは微笑ほほえんだ。

「決めました。わたしの料理には、ギバの足肉を使わせていただこうと思います」

「了解。野菜や調味料はどうする？」

「調味料は、塩と果実酒だけでけっこうです。わたしはタウ油や砂糖を使ったこともありませんので。……野菜は、アリアとチャッチとネェノンとポイタンを少しずつ分けていただけますか？」

「あいよ。それじゃあ、こっちの食料庫から選んでおくれ」

　ミーア・レイ母さんの先導で、かまどの間の隣の食料庫へと向かう。そこに足を踏み入れるなり、マイムは「うわあ」と瞳を輝かせた。

「すごい！　野菜がいっぱいですね！　こんなに立派な食料庫は初めて拝見しました！」

「ふうん？　まさか町の人間に食料庫をほめられるとは思ってもみなかったねえ」

「うちは父さんと二人暮らしですし、そもそもトゥランの住人はみんな貧しいですから、こんなにたくさんの野菜を買い集める機会はまずありません。ルウの家というのは、とても家族が多いのですね？」

「ああ、うちは赤ん坊をあわせて十三人家族だよ。最近では、一日置きに二人ばかり居候を招いてもいるしね」

　ジーダとバルシャの晩餐は、本家とシン＝ルウの家で順番に用意されているのだ。

「すごいです！　何だか夢みたいだなあ」

　喜々として、マイムは食料庫の野菜を吟味し始める。

　その小さな背中を眺めていると、「何だか初めてアスタがルウの家に来たときみたいだねー」という声が後ろから聞こえてきた。振り返ると、リミ＝ルウが姉たちの間に立っている。

「どうしたんだい？　何か野菜でも必要になったのかな？」

「ううん。こっちのほうが楽しそうだから、覗きに来たの。向こうではもうあんまりやることもないし」

　そうこうしている内に、マイムが必要な野菜を平籠に載せて戻ってきた。宣言通り、アリアとチャッチとネェノンとポイタンが一個ずつ載せられている。

「それっぽっちでいいのかい？　どうせ代価はアスタが払ってくれるんだから、好きにお使いよ」

「いえ。使いなれない野菜を使っては味が壊れてしまいますし」

　そのように言いながら、マイムはちょっと未練がましそうに棚のほうをちらちら見ている。その姿を見て、リミ＝ルウは「やっぱり昔のアスタみたい！」と言った。

　かつての俺にとって、この場所は未知なる食材の宝庫であった。まだ森辺の集落で暮らし始めてから日が浅く、野菜といえばアリアとポイタンしか目にしたことがなかったのだから、それも当然の話であろう。

　そしてこのマイムのほうは、清貧なる暮らしに身を置いているゆえに、あまり食材の知識を備えていないらしい。いかに高名なる料理人の娘であっても、銅貨がなければ高額な食材を買い求めることはかなわないのだ。

（そういえば、トゥランの住民はみんなつつましい生活に身を置いているようだったって、アイ＝ファも言ってたよな）

　俺はまだ、城下町の北側に広がっているというトゥラン領に足を踏み入れたことはない。しかしアイ＝ファは、俺がリフレイアにさらわれた際、捜索活動の一環として、その地を訪おとずれることになったのだそうだ。

　トゥラン伯はく爵しやく家けは莫大なる資産を有していたが、それは北の民という奴ど隷れいを使って得た富であった。トゥランの擁するフワノやママリアの田園は、すべてそれらの奴隷の手によって管理されているのだ。そのせいで、むしろトゥランの領民たちは働き口がなく、貧困にあえいでいるのだと、そんな風に聞いたことがある。

（マイムはさっき、タウ油も砂糖も扱ったことがないって言ってたもんな。食材の知識は、俺がルティムの祝宴を受け持ったときと同じぐらいなのかもしれない）

　だけどきっとマイムであれば、あの頃ころの俺よりも上等な料理を作りあげることができるだろう。過度な期待はすまいと思いつつ、俺はそのように考えずにはいられなかった。

　そんな思いを胸に、かまどの間に帰き還かんすると、それぞれの調理に励はげんでいたレイナ＝ルウたちが、いっせいに俺たちを振り返ってきた。

「トゥール＝ディン、火の番をありがとう。さ、マイム、君の手際を拝見させていただこうかな」

「はい、頑張ります！」

　運んできた食材を台の上に置き、マイムは革の鞄に手をかけた。金属の掛かけがねが開放され、ついにその中身が俺おれたちの前にさらされる。

　鞄の内側には、やわらかそうな布が分厚く張られていた。そして、三種類の調理刀と、計量用の匙や杯さかずき、それに攪拌用のホイッパーみたいな器具や木べらやレードルまでもが収納されている。これが城下町の料理人であったミケルから引き継がれた、調理器具の一式であるのだ。

「あ、マイムもシムの刀を使っているんだね」

　調理刀の柄つかに見慣れた渦巻き模様を見み出いだしてそのように呼びかけると、「はい！」という元気な返事が返ってきた。

「わたしなどには過ぎた道具ばかりです。家にはもうひとそろいジャガルの刀もありますが、今日はとっておきのこちらを持ってきました」

「ふうん。この一番細い刀は、何を切るためのものなのかな？」

「こちらは、魚を切るための刀と聞いています。もちろんジェノスの付近には毒のある魚しかいないので、わたしは使ったこともありませんが」

　ポルアースから野鳥の取り扱いを聞いた際、その旨むねは俺も知らされていた。だから宿場町には、魚介の食材がほぼ置かれていないそうなのである。

　しかしそんなジェノスでも、城下町では魚をさばく機会があるのだろうか。ちらりとミケルのほうをうかがったが、その答えが得られることはなかった。

「それであの……非常に申し訳ないのですが、最初の肉の切り分けは、アスタにお願いしてもよろしいでしょうか？　初めて扱う肉にわたしなどが刀を入れてしまったら、それだけで味が落ちてしまうと思いますので」

「了解だよ。使う部位は、モモ肉だったよね。どういう形に切り分けようか？」

「では、さきほどの下準備のときと同じように、できるだけ厚みのある四角い形でお願いいたします。量は、アスタにおまかせいたしますので」

　かまどの間には俺を含ふくめて十名のかまど番がいたし、すみっこにはさらに三名の観客が増えている。それにマイムとミケルを加えれば、総勢十五名だ。俺は二キロ弱の見当で、ギバのモモ肉を四角くブロック状に切り分けた。

「ありがとうございます。あと、果実酒を一本と岩塩を少々いただけますか？」

　これは別の台に残っていたものを、リミ＝ルウが「はい」と差し出した。マイムは「ありがとうございます」と微笑みながら、それを受け取る。

　マイムはまずブロック状の肉をそのまま棒で叩たたき、それから砕いた岩塩を擦すり込み始めた。そうして肉に下味をつけてから、ポイタン以外の野菜を刻んでいく。切り方は、すべてがスライスだ。

「かまどは、こちらをお使いください。わたしたちは、またのちほど温めなおしますので」

　シーラ＝ルウとレイナ＝ルウが、かまどに載っていた鍋を一つ下ろす。マイムはまた「ありがとうございます」と頭を下げてから、新しい鉄鍋を所望した。

　大きな鉄鍋にブロック肉を投じ、強火で丁てい寧ねいに表面を焼いていくと、ぱちぱちという景気のいい音色が奏でられた。

　くまなく焼き色がついたら、今度は野菜を投じ入れる。アリアは丸々一個分、チャッチは三分の二ていど、ネェノンは四分の三ていどであった。

　それにあらかた火が通ったら、最後に果実酒である。これは豪快に、分厚い肉が三分の二ぐらい浸かるまで注がれた。

　そうして木の板で蓋ふたをして、かまどの薪まきを半分ほど掻き出してしまう。弱火でじっくり煮込もうという目もく論ろ見みなのだろう。

「……特に変わった調理法ではありませんね」

　と、レイナ＝ルウが横から囁きかけてくる。

「うん」とうなずくと、今度は逆側からシーラ＝ルウが顔を寄せてきた。

「でも、何だか手順はアスタに似ているように思えます。宿屋の主人たちの手際を拝見したときは、そのように感じたりはしなかったのですが」

　確かにマイムの手際にはケレン味がなく、なおかつ俺の知る調理法とも通ずる部分が多かった。肉の表面を焼いたのは肉汁を逃さぬためであろうし、弱火で煮込むのは肉をやわらかくするためであろう。塩を擦り込んで下味をつけるのも、肉を叩いて結合組織を壊しておくのも、俺と同一のやり口である。違いといえば、野菜の切り方ぐらいであろうか。

　マイムはかまどの前に屈かがみ込み、火の具合いを一心に見つめている。とても真剣な面持ちで、ときおり薪を補ほ充じゆうしていたが、マイムはなかなか鍋の中身を確かく認にんしようとはしなかった。

　大きな動きはないと見て、レイナ＝ルウたちも晩餐の準備を再開し始める。そのまま二十分ほどが経過して、そろそろこちらの『ロールティノ』は完成かなという頃ころ合あいで、ようやくマイムは身を起こした。

　木の板を外し、持参した木匙で煮汁をすくう。その味を確認してから、マイムはミーア・レイ母さんを振り返った。

「申し訳ありません。もう一度、外のかまどを貸していただけますか？」

「ああ、かまわないよ」

　いったい何をするのかと思いきや、マイムは俺のフライパンでチャッチとネェノンを一つまみずつ炒いため始めた。それからかまどの間に戻もどってきて、フライパンの中身を鉄鍋に追加する。

　ぐつぐつと煮えたつ果実酒のスープを攪かく拌はんし、味を見ながら少量ずつ岩塩を加えていく。そうして蓋をしめ、今度は十分ほど弱火を維持してから、またマイムは身を起こした。

　果実酒はずいぶんと蒸発し、ブロック肉は半分ぐらいが露出している。その周りに沈んでいた野菜たちを、マイムは木匙で潰し始めた。このために、野菜はすべて薄切りにされていたのだ。

　そうしてペースト状になった野菜を果実酒のスープに溶かし込むと、台の上に残っていたポイタンを薄切りにしていく。鉄鍋を攪拌しながらそれを投入していき、四枚目を落としたところで手を止めた。

　スープはいっそうとろりとした質感になり、色合いもややクリーミーな赤あか褐かつ色しよくに変じている。これもまた、俺が簡単にとろみをつけたいときに使う調理法であった。《キミュスの尻尾亭》や《西風亭》のカロン乳スープでは、こうしてポイタンを投じてシチュー風のとろみをつけているのである。

　マイムは味見を繰くり返し、最後に木の串を肉に刺してそのやわらかさを確認すると、ようやく笑え顔がおに戻って俺を振り返った。

「お待たせしました。これで完成です」

「え？　肉の味見はいいのかい？」

「はい。ギバの肉を扱うのは初めてのことですので、たぶん味を見てもこれ以上には仕上げられないと思います」

　潔いさぎよいというか何というか、実に迷いのない笑顔であった。

　いくぶん緊張した面持ちで、レイナ＝ルウたちが鉄鍋を囲み始める。

「完成ですか。本当に調味料は塩と果実酒しか使わないのですね」

「はい。ですが、肉にはピコの葉の風味がしみていましたので、家で作るより煮汁の味に深みが出た気がします」

「それじゃあ、まずは俺の料理から食べてもらおうかな」

　俺は鉄鍋から『ロールティノ』をすくい取った。いったん止めた火をまた点つけておいたので、こちらも食べごろの状態に温まっているはずである。木の串で蔓草のいましめをほどき、淡いオレンジ色をしたスープをかけ、マイムとミケルの前にひと皿ずつを置く。

「よかったら、ミケルも味見をしてみてください。これは宿屋に卸している料理ですが、召し上がったことはありませんよね？」

「ああ。晩餐でまで余計な銅貨はつかえないからな」

　ならばやっぱり、ポイタンでとろみをつけるというのも、マイムかミケルが独自に思いついた手法なのだろうか。宿屋の料理を口にしていない限り、俺がその手法をもちいていることは知れないはずであった。

　マイムが「素す晴ばらしい香かおりですね！」と瞳を輝かせている間に、俺の前にはレイナ＝ルウたちのこしらえた『ロールティノ』が運ばれてきた。俺は俺で、レイナ＝ルウたちの出で来き栄ばえを確認しなくてはならないのだ。

「では、お味見をさせていただきます！」

　マイムとミケルが鉄串を取る。それを横目に、俺は自家製の箸はしを取った。

　レイナ＝ルウたちの作製した『ロールティノ』は、申し分なかった。じっくり煮込まれて甘あまみを増したティノの衣ころもをかじると、まだ熱い肉汁が口の中に広がっていく。煮汁の味付けにも問題はない。これなら明日からだって《キミュスの尻尾亭》に卸すことはできるだろう。

　俺が故郷でロールキャベツを作るときは合い挽き肉を使っていたが、ハンバーグと同様に遜色はない。俺の舌はもうすっかりギバ肉に馴染んでいたし、そうでなくってもこれは上等な肉質であるのだ。

　ミーア・レイ母さんの言う通り、挽き肉には挽き肉の味わいというものがある。ドンダ＝ルウにもそれを美味うまいと思ってもらえるようになったのなら、それは本当に嬉うれしいことであった。

「ああ……この料理も本当に素晴らしいですね。食べているだけで笑えみがこぼれてしまいます」

　マイムは、うっとりと目を閉ざしていた。ミケルは無言で、かつかつと料理を食している。

「でも、わたしは自分の感じたことを言葉で言い表すのが苦手なのです。ねえ父さん、これも素晴らしい料理だよね？」

「ああ」

「父さんは、言葉で言い表すのが得意でしょう？　わたしの代わりに、この気持ちを言葉にしてよ」

「人間にはそれぞれ別の舌がくっついているのだから、俺とお前が同じものを感じているとは限らん。それに、料理の美味さを言葉で表すことに大した意味などなかろう」

「もう！　わたしの料理にはさんざん文句をつけるくせにー！」

　そうして俺たちは、『ロールティノ』の試食を終えた。

　いよいよ今度は、マイムの料理の番である。

「うーん、よく考えたら、順番がおかしいですよね？　アスタの料理の後にわたしの料理を食べてしまったら、その差がいっそう歴然としてしまいます」

「いやあ、大丈夫なんじゃないかな。根拠はないけど」

「根拠がないなら、まったく安心できません」

　何とも複雑な顔で笑いつつ、マイムは肉切り刀を取った。

　火の消えたかまどの上で湯気をたてているギバのモモ肉に、すっすっとその刃先を入れていく。ギバでは一番肉質の硬いモモ肉も、ずいぶんやわらかく煮込まれているようだった。

　断面の中心はうっすらピンクがかっていたが、これだけ火にかけていたのだから、十分に熱は通っているだろう。細長いブロック肉を人数分に薄く切り分けて、マイムは「どうぞ」と顔を上げた。

「自信はありませんが、お召めし上あがりください。今のわたしには、これが精一杯のギバ肉の料理です」

　レイナ＝ルウが鍋の前に立ち、たくさんの木皿を抱えたリミ＝ルウがその横に並ぶ。取り分けられた肉に木匙で一杯ずつの煮汁がかけられて、それが人々の手に回されていった。

　二キロ強のブロック肉でも、十五人で分けてしまえば、百三十グラムていどの分量だ。まあ、『ロールティノ』までたいらげた俺にとっては晩餐に支障が出かねないぐらいの分量であったが、量を控ひかえる気にはまったくなれなかった。

「それでは、いただきます」

　俺は胸をどきつかせながら、たっぷりと煮汁をからめたモモ肉を頬ほお張ばった。

　まずその煮汁の美味しさに、思わずうなり声をあげたくなってしまう。

　粘度の高い煮汁がねっとりと舌にからみついてくる。味のベースは果実酒の甘みで、そこに野菜と脂の甘みがあわさって、見事な相乗効果を成し遂げていた。

　やっぱりマイムの味付けは絶品であった。わざわざチャッチとネェノンを追加したのも、この味を完成させるためなのだろう。ペースト状になった野菜たちが実にふくよかな味を生み出し、それが適度な塩加減によってきっちりまとめあげられている。

　それに、ギバ肉である。煮込んでいたのはせいぜい三十分ていどであるのだから、そこまでやわらかいわけではない。端に寄った脂身だけはぷるぷるとやわらかかったが、赤身の部分はしっかりとした噛み応えを残している。

　感かん触しよくとしては、ローストされた肉に近かった。肉汁があふれてくることはないが、しっとりとした食感が心地好い。そして、ギバ肉の強い味が、馥ふく郁いくたるソースの味とからみあって、舌の上を駆かけ回っていく。

「うん、美味おいしいよ！」

　ふいにリミ＝ルウが、大きな声をあげた。その小さな顔は、喜びに輝かがやいている。

「すっごく美味しい！　マイムは本当に料理がお上手なんだね！」

「ありがとうございます」と、マイムは微笑む。しかしその顔は、どこか寂しげにも見えた。

「でもやっぱり、アスタの後ではどうしても粗が目立ってしまいますね。わかっていたこととはいえ、不ふ甲が斐いないです」

「えー、そうかなー？　リミは美味しいと思うけど」

「いえ。ピコの葉の風味も中途半端でしたし、ギバの脂の旨うまみを十全には活いかしきれていません。不出来なものを食べさせてしまって、申し訳ない限りです」

「ずいぶん理想が高いんだねえ。町の人間がここまでギバ肉で美味しい料理を作れるだなんて、あたしにとっては驚きさね」

　ミーア・レイ母さんも、にこにこと笑っている。

　それで俺は、他ほかの人々の様子を確認してみることにした。

　大半は、至し極ごく満足そうな顔をしている。あまり感情の読めないヤミル＝レイやツヴァイなどは置いておくとしても、バルシャやリィ＝スドラは笑顔であるし、ヴィナ＝ルウもうっすら微笑んでおり、ララ＝ルウはちょっと驚いた顔をしている。

　そんな中で、三名の表情だけが硬かたかった。

　レイナ＝ルウとシーラ＝ルウと、トゥール＝ディンである。

「これは――」とシーラ＝ルウが声をあげかけた。

　それをさえぎるように、レイナ＝ルウが「とても美味でした」と発言する。

「あなたはまだ十歳さいなのですよね、トゥランのマイム？　それでこのように美味なる料理を作りあげられるだなんて、賞賛に値あたいすると思います」

「ありがとうございます」

　マイムは、また寂しそうに笑う。

「そのようなお言葉をいただけて、本当に嬉しいです。本日はお時間を取らせてしまって申し訳ありませんでした」

　レイナ＝ルウはマイムの姿から目をそらし、きゅっと唇くちびるを噛みしめた。たぶん彼女にも――そして、シーラ＝ルウやトゥール＝ディンにも、マイムの凄さが伝わったのだろう。

　マイムの料理は、美味であった。

　だけどきっと、その前に食した『ロールティノ』であったら、まったく負けていないと思う。

　しかしマイムは、今日初めてギバ肉を使ってこれだけの料理を作りあげたのだ。しかも調味料は、塩と果実酒しか使っていない。あとはギバ肉に残っていたピコの葉の風味だけであった。

　今の俺たちに、塩と果実酒だけでこれほど上等な料理を作れるだろうか？

　ルティムの祝宴でお披ひ露ろ目めした『ギバ肉とタラパのシチュー』なら、なんとか対抗できるかもしれない。しかしまた、あの料理もふんだんにピコの葉を使っていたし、それにギバ肉の味や特性をきっちりわきまえた上で完成させたものであった。俺があの料理を作りあげたのは、森辺で暮らし始めてからひと月ぐらいは経たってからのことなのである。

　もしもこの少女が一ヶか月げつ間ギバの肉を好きなように扱えたら、どれほどの料理を作りあげることができるのか。そして、タウ油や砂糖やピコの葉といった調味料を好きなように扱えたら、どれほどの料理を作りあげることができるのか。レイナ＝ルウたちは、そこまで想像してしまったのだろう。

　少なくとも、俺はそこまで想像してしまっていた。想像した上で、胸の中に熱いざわめきを覚えていた。

　このマイムという少女は、どうやら俺が予測していたよりも、さらに驚異的な存在であるのだと思えてならなかった。
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「あれ？　みなさん、どうされたのですか？」

　ルウの集落での勉強会を終えてファの家に戻ると、六名ばかりの女衆が俺たちを待ちかまえていた。フォウ、ラン、ディン、そして最近姿を見せるようになった、リッドの女衆である。その中で、たしかラン家である壮年の女衆が、白い歯を見せて笑いかけてきた。

「どうしたもこうしたも、今日は町から客人を連れてくるって話だっただろう？　そいつを歓かん迎げいしようと思って、こうして集まったのさ」

「はあ、そうなのですか」

　俺は御ぎよ者しや台だいから降りて、ギルルを荷車から解放する。その間に、連れの人々も続々と荷台から降り始めた。マイム、ミケル、トゥール＝ディン、リィ＝スドラの四名である。リィ＝スドラは途中で下車して自分の家に戻るのが常であったのだが、本日は「最後まで見届けさせていただきます」と同行してきたのだった。

「初めまして、森辺の皆みな様さま方。わたしはトゥランのマイムで、こちらは父のミケルと申します」

　マイムが深々と頭を下げると、女衆も口々に名前を名乗った。その中で俺が名前を覚えきれているのは、トゥール＝ディンの伯母であるジャス＝ディンと、アイ＝ファの幼おさな馴な染じみであるサリス・ラン＝フォウの二名のみであった。

　彼女たちはルウ家の人々ほど町からの客人になれていないので、興味津々の様子か、あるいは警けい戒かい気味の表情に二分されている。その内の前者にあたるラン家の女衆が、また笑顔でマイムに呼びかけた。

「今日はあんたもファの家の晩餐をこしらえるんだろう？　あたしらにも味見をさせてほしいんだけど、いかがなもんかね？」

「えー？　こちらでもですか？　……わかりました。頑がん張ばります！」

　この道中で、マイムはすっかり回復していた。

　ルウの集落を出るまではずっとしょんぼりしていたのだが、途中で「アスタの家ではもっときちんとした料理を作ってみせます！」と奮起してみせたのである。その姿を見ているだけで、俺は武者震いを喚起されるほどであった。

「それじゃあ、みなさんは裏のかまどでお待ちください。マイムとミケルは、いったん家の中にどうぞ。食料庫にご案内します」

　日没までは、残り二時間弱を残すばかりである。客人を含めても四名分の晩餐ならばどうということはないが、汁物料理にはなるべく早く手をつけておきたかった。

「そうだ、マイムには汁物料理をお願いできないかなあ？　それでそいつを温めている間に、俺がその他の調理をお披露目する、という形でどうだろう？」

「わかりました。承うけたまわります」

　ルウ本家に比べれば実にささやかな食料庫において、マイムは真しん剣けんに視線を巡らせる。そうしてマイムが選んだのは、アリアとティノとネェノンとミャームー――そして、フワノの粉とキミュスの卵であった。

「ふむ。ついにミャームーを使うんだね」

「はい？　ついにとは？」

「いや、俺はけっこうミャームーのお世話になっているんだけど、今のところマイムはまったく使おうとしていなかったからさ」

　ミャームーは、ニンニクと似た香りを持つ香味野菜である。塩の他にはまともな調味料を扱あつかうこともできなかった時代から、俺にとってはきわめて心強い存在であった。

「ミャームーは香りが強いので、調和させるのがとても難しいように思うのです。アスタはそんなミャームーを見事に使いこなしているので、すごいと思います」

「うーん、俺としては、ミャームーに頼たよりすぎているのかなという気がしなくもないんだけどね」

「そんなことはありません！　きっとギバ肉は風味が強いので、ミャームーが合うのでしょう。キミュスやカロンの足肉では、ミャームーの香りに負けてしまいがちなのです」

　そのようなことを言いながら、マイムは食材を積んだ籠かごを持ち上げた。俺はまたモモ肉を所望されたので、それを手に家の裏のかまどへと案内をする。

　先月の休息の期間に、かまどの近辺は大おお幅はばにリフォームされていた。頭上には革の屋根を張り、かまどのかたわらには大きな作業台を設置したのだ。大人数で勉強会や下ごしらえの仕事をするのに、これは必要な措置であった。

「とりあえず、ギバ肉を煮に込んで出汁だしをとらせていただきますね」

　家から運んだ鉄てつ鍋なべに水を張り、薄切りにしたモモ肉を煮込んでいく。とたんに浮ういてきた大量の灰汁あくに、マイムは目を丸くした。

「すごい灰汁ですね！　さっきはちっとも気づきませんでした！」

「ああ、さっきは果実酒で煮込んでいたからね。別に雑味は感じなかったけど」

「そうですね。……だけどやっぱり、そういうところでも味が壊されていたのかもしれません」

　真剣な面おも持もちでうなずきつつ、マイムは入念に灰汁を取り始める。

　アイ＝ファが帰還したのは、そのタイミングであった。しかも、巨きよ大だいなギバを背負ってのお帰りである。

「……何だ、ずいぶんな大人数なのだな」

　閉口気味のアイ＝ファに、女衆が口々に挨あい拶さつをする。その中で、アイ＝ファの幼馴染であるサリス・ラン＝フォウが進み出た。

「お帰りなさい、アイ＝ファ。どこも怪我はない？」

「……うむ。見ての通り、手傷などは負っていない」

「それなら、よかったわ。……母なる森よ、その慈愛に心よりの感謝を捧げます」

　サリス・ラン＝フォウが胸の前で手を組み合わせながら祈いのり始めると、アイ＝ファは何ともいえない面持ちで頭をかいた。

「サリス・ラン＝フォウ、そのような祈りは家族にのみ向けるべきであろう」

「ごめんなさい。でも、アイ＝ファはわたしにとって、家族と同じぐらい大事な存在だから……」

　フォウやランの人々は、そんな二人の姿を温かい目で見守っていた。

　アイ＝ファとサリス・ラン＝フォウは、長らく縁えん切きりの状態にあったのだ。スン家の脅威がなくなって、ファとランの家の間で縁が結びなおされたのちも、二人はずいぶん気まずそうに過ごしていた。それは、サリス・ラン＝フォウがアイ＝ファに対する罪悪感を解消できていなかったゆえの、気まずさであった。

　しかしその関係性は、思いがけない場面で修復されることになった。俺がリフレイアにさらわれていた間に、サリス・ラン＝フォウがファの家に押しかけて、悲嘆に暮れるアイ＝ファの心を癒いやしてくれたのだそうだ。

　二年来の不幸な関係性が修復されて、サリス・ラン＝フォウは幸福そうに微笑んでいる。どちらかといえば大人しげではかなげなサリス・ラン＝フォウであるのだが、そんな彼かの女じよが人目もはばからずアイ＝ファに親しげに接している姿は、見ていてとても温かい気持ちになった。

（まあ、アイ＝ファは相変わらずの無ぶ愛あい想そだけど、大事な幼馴染と和解できて、内心では同じぐらい喜んでるんだろうな）

　俺も思わず笑顔になりながら、そんな風に考えていると、いくぶん頬を赤くしたアイ＝ファに足を蹴られてしまった。

「えーと、俺は何か蹴られるような粗相をしてしまったでしょうか？」

「やかましい」

　サリス・ラン＝フォウは、くすりとひかえめに笑っている。

　そこでマイムが、「あっ！」と大きな声をあげた。

「おひさしぶりです！　あの、わたしのことを覚えていらっしゃいますか？」

「うむ？」

　アイ＝ファがけげんそうにマイムを見る。

　灰汁を取っていたレードルを手に、マイムはぺこりと頭を下げた。

「わたしはトゥランのマイムと申します。アスタを捜し出だすことができて、本当によかったですね」

「お前はひょっとして……トゥランで出会った、あのときの娘むすめか？」

「はい！」とマイムは瞳ひとみを輝かせる。

　驚いたのは、俺であった。

「ふ、二人は顔見知りだったのかい？　どうしてまた？」

「うむ。かつて貴族の娘にお前がさらわれたとき、私はトゥランの領内を捜索していたと話したであろうが？　そのときに、この娘とは顔をあわせることになったのだ」

　それはまた、とびきり驚きの新事実であった。

　ダレイム伯爵家の侍じ女じよであるシェイラばかりでなく、マイムとまで縁を結ぶことになっていただなんて、まったく想像もしていなかった事態である。サリス・ラン＝フォウの一件といい、あの時期にはアイ＝ファのもとにもずいぶんさまざまな出来事が生じていたようだった。

　そんな俺の驚きも余所よそに、マイムはにこにこと微笑んでいる。

「わたしのことを覚えていてくださったのですね。とても嬉しいです」

「トゥランにおいて、少しでも私たちに情けをかけてくれたのは、お前ぐらいであったからな。……そうか、トゥランのミケルの娘とは、お前のことであったのか」

　感かん慨がい深そうに言って、アイ＝ファはマイムとミケルの姿を見比べる。

「やはり正しき心を持つ親のもとでは、子も正しく育つのだな。恩人たるミケルとその娘をファの家の客人として迎むかえることができて、私もとても嬉しく思っている」

「恩人？」

　今度はマイムが首を傾げる番であった。

　アイ＝ファはそれ以上口を開こうとしなかったので、代わりに俺が説明をしてみせる。

「俺がトゥラン伯はく爵しやくの屋や敷しきに捕らわれていることを突き止めてくれたのは、ジーダっていう人なんだけどね。そのジーダに屋敷の場所を教えてくれたのは、他ならぬミケルなんだよ。だからミケルは、俺にとって生命いのちの恩人なんだ」

「えーっ！　父さん、そんなことは一言も言ってなかったじゃん！」

「……俺は何もしていない。問われたことに答えただけだ」

　苦りきった表情で、ミケルは言い捨てる。その脇腹を肘ひじで小突いてから、マイムはアイ＝ファに微笑みかけてきた。

「何だか不思議な縁ですね。わたし、あなたのことがずっと気になっていたんです。あのときは、ただ無法者に同どう胞ほうをかどわかされたのだとしか聞かされていませんでしたけど――あなたはアスタの家族であったのですね」

「うむ。私はファの家の家長、アイ＝ファというものだ」

「ファの家のアイ＝ファ……わたし、アイ＝ファやアスタと出会えたことを、何度でも西方神に感謝したいと思います」

　マイムは何だか大人びた表情でそのように言った。その真まっ直すぐな視線を受け止めながら、アイ＝ファはまた「うむ」とうなずく。

「では、私は自分の仕事に取りかからせていただく。今こ宵よいの晩ばん餐さんを楽しみにしているぞ、トゥランのマイムよ」

「はい、頑張ります！　……ところで、それがギバなんですね！　こんなに大きな獣けものを狩かることができるなんて、すごいなあ」

　もとの無む邪じや気きな様子を取とり戻して、マイムがアイ＝ファの背を覗き込む。アイ＝ファに背負われているのは、七、八十キロはありそうな巨大なギバであった。

　アイ＝ファは平然と振る舞っているが、額にはうっすらと汗あせが浮かんでいる。これだけのギバを仕留めて、家まで背負ってきたのだから、さしものアイ＝ファも疲ひ弊へいしきっているはずであった。

「かまどのかたわらで皮を剥はぐわけにもいかんな。私は向こうで仕事を果たさせてもらう」

「うん、よろしく頼たのむよ」

　アイ＝ファはうなずき、家の横手へと去っていく。

　すると、ミケルがその後を追い始めたので、マイムは「どこに行くの？」と不思議そうに声をかけた。

「お前の仕事を見物するのにも飽きた。俺はギバの皮剥ぎとやらを見物させてもらう」

「えーっ！　娘が大役を果たす姿を見届けてくれないの!?」

「何が大役だ。すべてお前が勝手に決めてやっていることだろうが」

　ぶっきらぼうに答えつつ、ミケルもその場からいなくなってしまった。

「ちぇーっ」と不満そうな声をあげながら、マイムは再び灰汁取りに励み始める。すると、フォウの女衆がマイムに呼びかけた。

「ねえ、あんたはまだしばらくそうやって肉を煮込んでるだけなのかね？」

「え？　ああ、はい。あと半刻から一刻ぐらいはじっくり煮込むつもりです」

「それじゃあ、あたしは内臓を洗う仕事でも手伝ってこようかねえ。ファの家にはお世話になってばっかりだしさ」

　そうして女衆の半数ていども姿を消した。居残ったのは、トゥール＝ディンとジャス＝ディンとリィ＝スドラ、それにリッドの女衆である。

「マイムは俺やファの家について、ミケルに何も聞かされてなかったんだね」

　俺が呼びかけると、「はい」とうなずきながらマイムはかまどに薪を追加した。

「アイ＝ファがわたしの家を訪れたことは、夜になってから父さんにも話したのですけれど、『森辺の民たみなんぞに関かかわるな』としか言われませんでした。トゥラン伯爵家にまつわる騒さわぎも、みんな町の噂話で聞いただけなんです」

「そうだったのか。……そういえば、ミケルが二人分の料理を買ってくれるようになったのも、その騒ぎが落ち着いてからだったもんね」

「はい。きっと父さんは、森辺の民ではなくトゥラン伯爵家に関わりたくなかったのでしょう。過去にはひどい目にあわされていたのですから、それが当然です」

　一いつ瞬しゆんだけ目を伏せてから、マイムはにこりと笑いかけてきた。

「でも、そんな父さんが、陰かげでは森辺の民に力を貸していたんですね。わたしはそれを、とても誇ほこらしく思います」

「うん。ミケルは素晴らしい人だと思うよ」

　そんなミケルを俺たちに引き合わせてくれたのは、シムの商団《銀の壺つぼ》の団長である、シュミラルだ。それでこうしてマイムとも出会うことができたのだから、本当に人の縁とは不思議なものだと思う。

　そうしてしばらく静かに言葉を交かわしていると、やがてランの女衆が慌あわただしい足取りで戻ってきた。

「ちょっとアスタ、こっちに来てもらえるかい？　忙しかったら、トゥール＝ディンでもいいんだけど」

「え？　どうしたんですか？」

「なんか、さっきの親父おやじさんが奇き妙みようなことを言い出したんだよ。あたしらじゃあよくわかんないから、あんたたちが聞いてやってくれないかね？」

　俺はともかく、トゥール＝ディンが何だというのだろう。とりあえず、俺はちょっと不安そうな顔をしたトゥール＝ディンを引き連れて、アイ＝ファたちのもとに向かうことにした。

「ああ、アスタ。トゥール＝ディンも来てくれたのだな」

　両手を血に濡らしたアイ＝ファが、俺たちを振ふり返かえる。その面おもてにはべつだん差さし迫せまった表情も浮かんではいなかったので、俺はひとまずほっと胸を撫なでおろした。

　ミケルも変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらで立ちつくしており、女衆は困こん惑わく気味に二人の姿を見守っている。そして、木に吊つるされたギバは白い裸身をさらしており、足もとに広げられた毛皮には山のような臓物が積まれていた。

「いったいどうされたのですか、ミケル？」

「べつだん、どうもしない。俺はただ、臓物の取り扱いについて質問をしただけだ」

「はあ。臓物の取り扱いについてですか」

　それで、臓物料理のエキスパートとして認知されているトゥール＝ディンにもお呼びがかかった、というわけであるようだった。

「臓物がどうしました？　ギバの臓物は水で洗って、美味しくいただいておりますけれども」

「それはもう聞いた。しかし、肉を腸詰めにしたりはしないのか？」

「腸詰め？」

「お前の料理を食べている内に、思い出したのだ。ジェノスでは肉をこまかく刻む食べ方などはまったく流行はやっていなかったが、そういえばシムではそのような料理も存在したはずだ、とな」

　面倒くさそうにミケルはそう言い継いだ。

「あれは干し肉と同じように、肉を保存するためにあみだされた調理法であるはずだ。しかし、臓物は腐りやすいから五日以内に始末せねばならんなどと言っていたので、いぶかしく思って腸詰めにしないのかと問うたまでだ」

「はい、腸詰めにも興味はあったのですが、まだ着手はしていなかったのですよね。保存性を重んじるなら、けっきょく干し肉と同じようにガチガチに干し固めるしかないのでしょうし」

「それは徹底的に水抜きをせねば腐ってしまうのだから、硬くなるのが当たり前だ。しかし、こまかく刻んだ肉であるのならば、普ふ通つうの干し肉よりもよほど食べやすいのではないのか？」

「そうですね。でも、森辺の民は顎も歯も頑がん丈じようなので、それほどやわらかい肉を欲ほつしてはいないのです」

「ふん。……しかし、町の旅人ならば、腸詰めの干し肉を欲するのではないか？　シムの旅人には、腸詰めのギャマの肉を持ち歩くものも少なくはないと聞くぞ」

　俺はちょっと言葉に詰つまってしまった。

　ミケルは、あくまで無愛想に続ける。

「そういえば、お前の屋台では干し肉を売らなくなったのだな。他の料理で十分に稼いでいるから、もうその必要もなくなったというわけか」

「い、いえ、以前にお話しした通り、灰の月から肉の価格を上げることになったもので、干し肉はちっとも売れなくなってしまったのです。カロンの干し肉と大差のない出来栄えなのに価格が一・五倍では、さすがに買い手がつかなかったのでしょう」

「そんな馬ば鹿かな話があるか。宿場町で売られているのはカロンの足の干し肉なのだから、ギバならばもっと上等な干し肉が作れるはずだ」

「うーん、それじゃあ、こちらの作り方に問題があるのでしょうかね」

　ミケルは小さく息をつき、左手で頭をかきむしった。

「燻くん製せい室しつはどこにあるのだ？　きっと何か不備でもあるのだろう」

「いえ、そういうものはありません。森辺では、木に吊るした肉を薪やリーロの葉の煙けむりで燻いぶすのです」

「……薪というのは、グリギの木か？」

「いや、特に薪の種類は決まっていません。グリギの木は燻製を作るのに適しているのですか？」

　ミケルは今度ははっきりと溜ため息いきをついた。

「お前はあれだけさまざまな調理の方法をわきまえておきながら、燻製作りに関してはまったくの素人しろうとであるのだな」

「はい。お恥ずかしい限りです」

　俺はちょっと興奮して身を乗り出す。

「ミケルは燻製作りに関しても知識をお持ちなのですね。よかったら、その手順をもう少しご教示願えませんか？」

「……ご教示だと？」

「ええ。実は俺も時間を見つけては美味しい干し肉の作り方を研究しているのですが、なかなか進展しないのです。もしもお嫌いやでなかったら――」

「嫌も何も、このような時間から燻製作りを始めていたら、日が暮れてしまうわ。それに、燻製室もないのに、まともな燻製肉が作れるとは思えんな」

　ぶっきらぼうなミケルの言葉に、「あの」と声をあげる者がいた。

　びっくりして振り返ると、リィ＝スドラが俺の背後にたたずんでいる。まったく気づいていなかったが、彼女も俺やトゥール＝ディンとともに、この場に駆けつけていたらしい。

「燻製室というのは、何か特別な作りの部屋なのでしょうか？　空き家でしたら、スドラの家の周囲にはいくらでも余っているのですが。……人の住まない家はすぐに朽くちてしまうので、有効な使い道があれば幸いです」

「……それがこのように立派な木造りの家なのだったら、さぞかし立派な燻製が作れるだろうさ」

　かたわらのファの家を見上げながら、ミケルはそのように応じる。

「だが、今日は時間的にもう無理だ。どうしてもと言うのなら、日を改めろ」

「また別の日に、森辺の集落を訪おとずれてくださるのですか？」

　期待を込めて俺おれが問い返すと、「どうしてもと言うのならな」と、ミケルは鼻に皺しわを寄せた。

「……それと、もう一つ問うておきたいのだがな。お前たちは、ギバの頭は捨ててしまっているのか？」

「はい？　ええ、首から上は扱い方がよくわからないので、頬の肉を削そぎ取るぐらいで後は捨ててしまっておりますが……」

「惜しい話だな。どんな獣でも、たいていは脳も目玉も舌も珍重されているというのに」

　言いながら、ミケルは吊り下げられた裸身のギバをじろじろと眺め回す。

「臓物は食うのに頭を食わんというのは、奇妙な話だ。扱い方も何も、熱さえ通せば腹を下すことはなかろう」

「それじゃあ、頭骨ごと煮込めばそれで十分なのでしょうか？」

「カロンであれば、頭骨を割って脳を剥むき出しにしてから煮込むのが一番よく聞く調理法だな。舌のほうはあらかじめ切り外し、たいていは焼き料理に使われる」

「舌にも何か下処理が必要なのではないのですか？　……いや、俺は未経験なので、そのように推測していただけなのですが」

　ミケルは横目で俺をにらみつけてくる。

「カロンの舌ならば、最初に表面だけを軽く茹ゆでて、硬かたい皮を削ぎ落としておく。ただし子供のカロンならば、皮もやわらかいのでそのまま普通に焼いて調理する。……ギバがどうなのかは、俺は知らん」

　俺は、アイ＝ファを振り返った。アイ＝ファはその指先の汚れをぬぐってから、あらためて小刀を取り上げる。

「食せるものなら、ムントの餌えさにするのも惜しい話だ。一つこのギバで試ためしてみるか」

「それじゃあ、あたしたちはこの臓物を洗っておくよ。いつまでも放っておいたら、味が落ちちまうだろうからねえ」

　ランの女衆がそのように言い、笑顔でトゥール＝ディンを振り返った。

「あんたとアスタは、頭のさばき方ってやつを見ておいておくれよ。それでそいつを、あたしたちにも後で教えておくれ」

「はい、わかりました」

　毛皮で包んだ臓物を抱かかえて、女衆は水場へと去っていく。

　アイ＝ファはまず首から下を解体し、それらを食料庫のピコの葉にうずめてから、ギバの頭と向かい合った。

　母おも屋やの広間で、床ゆかの上にまな板代わりの戸板を敷いて、その上にギバの頭を鎮ちん座ざさせる。最近では頭まで綺き麗れいに皮を剥いでいたので、骨や皮下組織が剥き出しになった、白い生首である。

「まずは、舌を切り取るのだな」

　俺とミケルとトゥール＝ディンに見守られながら、アイ＝ファはギバの頭を検分した。

「舌はずいぶん咽喉のどの奥おくのほうにまで繋つながっているようだ。下した顎あごを外すのが、一番手っ取り早いか」

　言いながら、顎の関節に小刀の刃先を差し込み、あとはめりめりと引っペがしてしまう。さすがは狩人の怪かい力りきである。

　そうしてアイ＝ファは、剥き出しになったギバの舌を、根もとから切り離はなした。

「ふむ。こうしてみると、ずいぶん巨大なものなのだな」

　淡い桃色をした舌を、アイ＝ファが指先でつまみあげる。でろんとした質感の、図太い舌だ。長さは二十センチばかりもあるだろう。見ようによってはグロテスクだが、食材として見れば、実に美味うまそうだ。

「とりたてて表面が硬いようには感じられない。これなら、このまま食せるのではないか？」

「そうだな。今回はそれで試してみて、あまりに気になるようだったら、茹でて皮を剥く工程をつけ加えることにしようか」

「うむ。お次は脳か。……しかし、ギバの頭骨は頑丈で、下手に刀を打ち込むと、刀身を折られることさえあるのだが」

「もしも頭骨に継ぎ目があるならば、そこから開くことができるはずだ」

　ミケルの言葉に、アイ＝ファは「ふむ」と首を傾かしげた。

　で、頭骨にべったりと残っている皮下組織を刀で剥いでいく。

「うむ。継ぎ目はあるな」

　頭ず蓋がい骨こつに走る黒い継ぎ目に、アイ＝ファは小刀を押し当てた。意外な容易さで、その刃先がずぶりとめり込んでいく。

　そうしてアイ＝ファがぐりぐりと刃先をひねると、ギバの頭はぱっくりと左右に分かれてしまった。それでできた隙間にアイ＝ファが指先をこじいれて、ばきばきと完全に断ち割ってしまう。

「何だ、舌は大きいのに、脳は小さいのだな」

　アイ＝ファがその中身をこちらに向けてきた。頭骨の右側のほうの裏側に、やはり淡い桃色をした丸い脳がぽこんと盛り上がっている。もとは八十キロサイズのギバであったが、その脳は人間の拳こぶしていどの大きさであった。

「これは、煮込むのだな？　目玉はどうするべきであろうか？」

「カロンの場合は、脳と一いつ緒しよに骨ごと煮込む。骨からも出汁は出るので、ちょうど良いのだ」

「なるほど」

　アイ＝ファは牙きばと角を切り取ってから、二つに分かれた頭骨を鉄鍋に落とし込んだ。

「私の仕事は、ここまでだな。後はお前にまかせたぞ、アスタ」

「うん、脳や目玉の調理なんて話にも聞いたことすらないから、ひたすら煮込むしかないんだけどな」

　俺は水みず瓶がめから水を注ぎ入れ、かまどに火を灯ともす。

「とりあえず、臭み取りでリーロの葉を少しだけ入れておくか。……うわ、すごい灰汁だなこりゃ」

　肉を煮込む際より凄まじい勢いで、ぶくぶくと泡が立っていく。これは、相当な雑味と旨みが混在している証あかしであろうか。

「舌はどうするのだ？　なかなか食いではありそうだが」

「舌は普通に薄切りにして、塩をふって焼いてみよう。みんなで味見するには、ちょうどいい分量なんじゃないかな」

　牛タンであれば、俺も食した経験はある。ギバのタンはどのような味わいなのか、想像しただけでわくわくしてしまった。

　頭骨の火の番はアイ＝ファに託たくして外のかまどに向かうと、「ああ、アスタ」とマイムが笑いかけてくる。

「それがギバの舌ですか！　いったいどのような味がするのでしょうね」

「楽しみだよね。そっちはまだ下茹での段階かな？」

「はい。ギバの肉は煮込むほどやわらかくなるというお話でしたので、もう少し頑張りたいと思います」

　ちょうどそのとき、臓物を洗ってくれていたメンバーも帰ってきたので、俺はギバ・タンを焼いてみることにした。かまどには鉄網をセットして、贅ぜい沢たくに炭を使ってみることにする。

「へえ。こうやってみると、舌もただの肉なんだねえ」

　女衆の一同が、スライスされたギバ・タンを覗き込んでくる。一センチ弱の厚みでスライスにされたギバ・タンは、どこからどう見ても美味そうだった。根もとの不格好な部位は切り落として頭骨の鍋なべに沈めておいたので、焼肉屋で見る牛タンとほとんど変わらぬ外見である。

「それでは、焼いてみますね」

　熱された鉄網に、ギバ・タンを一枚ずつ置いていく。とたんに、溶とけた脂あぶらが炭に滴したたって、じゅっという音をほとばしらせた。

　十数枚の肉を置き終えると、もう最初のやつはいい感じに色づき始めている。それでも一センチ弱の厚みなので入念に火を通し、順番に裏返していくと、辺りには肉と脂の焼けるたまらない匂いが広がっていった。

「またあたしらばっかりいい思いをして、家の連中に悪い気がしちまうねえ」

「いいじゃないか。これで明日からは、おんなじもんを家族たちにも食べさせることができるんだからさ」

　そういえば、この場にいる半数ぐらいは臓物料理の味見に立ちあったメンバーであるような気がした。そんな中、初参加のサリス・ラン＝フォウなどは、ちょっと目をぱちくりとさせてしまっている。

「よし、食べごろですね。トゥール＝ディン、そこの木皿を取ってもらえるかな？」

「はい、どうぞ」

　大きめの木皿に、焼けたギバ・タンを並べていく。そして最後に、家から持ってきておいたシールの果汁をかけて完成だ。

「どうぞ。熱いので、火傷やけどをしないように気をつけてください」

　その場にいる女衆の全員がギバ・タンをつまみあげるのを待ってから、俺は最後に手をのばした。焼きたてなので、指を火傷しない内に素早く口へと放ほうり込む。

　濃のう厚こうな脂と、それを中和するシールの果汁が、文句なしに美味うまかった。

　濃厚は濃厚だが、牛タンよりはさっぱりとした味わいであり、食感はいっそうコリコリとしている。そして、肉の味は牛よりも強い。ルウの集落でそこそこ以上に腹はふくれているはずであるのに、これなら何枚でも食べてしまえそうだった。

「どうぞ、ミケルとマイムも味を見てください」

「ありがとうございます！」

　マイムは笑え顔がおで、ミケルは仏頂面で肉をつまむ。

「美味しい！　これはまた、普通の肉とも異なる美味しさですね！」

「うん。肉と脂が一体になっているというか、他の部位では味わえない食感だね」

　これならば、カロンのように表皮を剥く必要もなさそうだ。

　こんなに美味しい部位がこんなに手軽に味わえるというのに、俺たちはすべて森に打ち捨ててきたのである。臓物料理のときと同じかそれ以上に、俺は自分の至らなさを恥じることになった。

　ギバ・タンの試食を終えたマイムは、「よーし！」と声を張り上げている。

「これに負けない料理を作れるように、頑張りますね！　そろそろ次の作業に移りたいと思います」

「うん。そちらも楽しみにしているよ」

　その前に、アイ＝ファにもこの喜びを――と足を踏ふみ出しかけてから、俺はサリス・ラン＝フォウを振り返った。

「あの、俺はマイムの手て際ぎわを拝見しないといけないので、これをアイ＝ファに持っていってもらえませんか？」

　そうして木皿を差し出してみせると、サリス・ラン＝フォウはちょっと当惑したように身じろいでから、にこりと微笑ほほえんだ。

「わかりました。きっとアイ＝ファも、家の中でやきもきしているでしょうね」

「ええ、俺もそう思います」

　サリス・ラン＝フォウはいっそう楽しそうに微笑み、アイ＝ファのもとへと走り去っていった。

　アイ＝ファもサリス・ラン＝フォウも多忙の身であるので、普ふ段だんはなかなかゆっくりと言葉を交わす時間もない。残ったギバ・タンを味わいながら、少しでも旧交を温めてもらえれば幸いであった。
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　それから、およそ一時間後。

　太陽は西の彼方かなたにその姿を隠し、ファの家においては定刻通りに晩餐を取る準備が整った。

　もちろん余所の氏族の女衆は各おの々おのの家に戻もどったので、その場にいるのはファの家人二名と客人の二名のみだ。上座に控ひかえた俺たちと下座に控えたマイムたちの間には、今宵の晩餐がずらりと並べられていた。

「せっかくの料理が冷めてはどうにもならぬからな。さっそく食させていただこう」

　俺とアイ＝ファは森辺の習わしに従って食前の文言を唱え、マイムとミケルは無言でただ頭を垂れる。

　そうして、いざ晩餐の開始であるが――これは、普段以上に食べ甲が斐いのある晩餐であった。俺がこしらえた肉料理、マイムがこしらえた汁物料理、それに焼いたポイタンと、ギバの頭の煮込み料理という献こん立だてである。

　その中で、俺とアイ＝ファの関心をもっとも引いたのは、やはりマイムの汁物料理であった。

「ふむ。アスタの作るミャームー焼きにも劣らぬ、強い香かおりだな」

　アイ＝ファは興味深そうに、その木皿を取った。

　他の女衆は味見をしてから帰っていったが、俺はまだ食していない。ただ、調理の手順は一から十まで検分させていただいている。

　十分な時間をかけてギバのモモ肉を煮込んだマイムは、まず小口切りにしたたっぷりのミャームーを炒いためて、それにギバ肉の出汁をあわせていた。それからようやく野菜を投入し、あらためてじっくりと煮込む。今回はアリアが薄切りでティノがザク切り、それにネェノンがいちょう切りという尋じん常じような切り方であった。

　で、その間に、フワノを焼いておく。水で練ったフワノを平たくのばし、五ミリぐらいの薄さでカリカリに焼きあげたのだ。

　それをひとつまみずつちぎって鍋に入れ、フワノがしんなりしたところで、塩とピコの葉で味を調える。昼間の教訓を活いかしてか、マイムもピコの葉を調味料として使用したのである。

　そうして最後に溶いたキミュスの卵を回し入れて、それに火が通ったら完成であった。

　白濁したスープにフワノが浮き上がり、さらに黄色い卵がアクセントを加えている。香りは、おもにミャームーのそれである。

　手順としては、やはり奇抜なところはなかった。ただ俺としては、汁物にちぎったフワノを入れるのはティマロと、溶き卵を入れるのはロイと同一の調理法だなと、城下町での思い出を喚起されたばかりだ。

「それでは、いただくね」

　緊きん張ちよう気味のお顔をしたマイムに笑いかけてから、俺はフワノと卵ごとスープをすくった。

　ギバの脂が皮ひ膜まくとなって、燭しよく台だいの光をてらてらと反射させている。その魅惑的なスープを、俺はそっと口に流し入れた。

　まずはミャームーの強い香りが鼻に抜けていく。

　そうして後からミャームーの辛からみ、ピコの葉の刺し激げき、そしてギバ肉の旨うまみが口の中に広がっていく。

　スープを吸ったフワノの、くしゅっとした感かん触しよくが心地ここち好よい。キミュスの卵も、そのなめらかな食感でひかえめに存在をアピールしている。

　香りは強いのに、なんともやわらかい味わいであった。

　ギバの脂と野菜の甘あまみが、じんわりと舌にしみこんでくる。

　肉や野菜を口にすると、さらなる満足感が俺の心を満たした。

「これは、美味おいしいよ」

　俺は心から、そのように告げてみせた。

「昼間の煮込み料理より、格段に美味しいと思う。もうこれは、いっぱしのギバ料理と呼んでいいぐらいだと思うよ」

「それは大げさです。やはりギバの脂が強いので、ずいぶん乱暴な味になってしまいました」

　そのように言いながらも、マイムの表情は明るかった。

「でも、家でキミュスやカロンの足肉を使ったときよりは、美味しく仕上げることができたと思います。それこそがギバ肉の力なのでしょう」

　俺は、アイ＝ファを振り返った。

　アイ＝ファは、ちょっと難しげな顔をしている。

「どうだい、アイ＝ファ？　マイムの手際は大したものだろう？」

「うむ、美味い」

「……その割には、ずいぶん難しげなお顔になっているな？」

「いや、味に不満があるわけではないのだ。ただ――」

　と、アイ＝ファは言葉を探すように視線をさまよわせる。
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「何というか……これはまるでアスタの料理のようだなと思えてしまってな……何も知らずに食べさせられていたら、アスタが作ったものと信じて疑わなかったやもしれん」

「へえ、そうなのか」

「うむ」と、アイ＝ファは少しだけ唇くちびるをとがらせた。

「アスタに手ほどきを受けたルウ家の女衆やトゥール＝ディンの料理が、アスタの味に似るのはわかる。しかし、どうしてこの料理は、こんなにもアスタの味を思わせるのであろうな？」

「うーん、それはまあ、調理の手順に似通った部分が多いからだろうなあ。俺はロイが調理をする姿をトゥラン伯はく爵しやく邸ていで何度も見たことがあるけど、良くも悪くも異文化の技術だなと思えてしまったし。それに比べたら、俺とマイムの調理法はかなり似通っているのだと思うよ」

「ふむ……」

　食事の手は止めぬまま、アイ＝ファの不明瞭な表情はなかなか消えなかった。

　もしかしたら、アイ＝ファはティマロが作るような料理が出てくるものと予想していたのだろうか。ミケルはティマロと同じく城下町の料理人であったわけだし、マイムはそのミケルに手ほどきを受けてきたわけなのだから、そのように考えるのが道理なのかもしれなかった。

　そんな俺とアイ＝ファのやりとりを黙って聞いていたマイムは、とても恥ずかしそうに微笑んでいた。

「わたしの料理がアスタの料理に似ているだなんて、光栄というよりは恐れ多いばかりです。わたしはまだまだギバ肉の美味しさを引き出すことには成功できていないのですから」

「いやあ、そんなことはないと思うけどなあ。この料理は本当に美味しいし、味も完成されていると思うよ」

「いえ。わたしの料理は、ギバ肉の存在感に負けてしまっていると思います。ギバの料理を作っていると、わたしは大暴れするトトスの背に乗っているような心地を味わわされてしまうのですよね」

「へえ、それは面白いたとえだね」

　俺が思わず笑ってしまうと、マイムははにかむように微笑んだ。

「だから、それを乗りこなしているアスタは、本当にすごいと思うのです。思うに、キミュスやカロンの足肉しか扱ったことのないわたしは、大人しいトトスに乗って平地を歩いてきただけの経験しかない、ということなのでしょうね」

「いやあ、味気ないカロンの足肉やキミュスの皮なし肉で美味しい料理を作りあげるというのは、とても難しいことだと思うけれどね」

　俺の言葉に、マイムはぴたりと動きを止めた。

「それじゃあアスタはもしかして、カロンの足肉やキミュスの肉を扱あつかうのが苦手なのですか？」

「うん。はっきり言って、今はまだキミュスやカロンを使ってマイムより美味しい料理を作る自信はないよ」

「ああ……だからアスタは、わたしのことをそのように評価してくれていたのですね」

　マイムの瞳に、明るい理解の光が輝き始める。

「ようやくわかりました。味気ない肉と味の強い肉を扱うのには、それぞれ異なる技術や経験が必要になる、ということなのですね。どうしてアスタはずっとわたしのことなどを持ち上げているのだろうと不思議に思っていたのですが……それは別に、わたしをおだてるためにそのようなことを仰おつしやっていたわけではないのですね」

「料理に関して、俺が人をおだてることはないと思うよ」

「……アスタが本心からわたしなどのことを賞賛してくれていたのなら、それは本当に誇らしいことです」

　そのように言って、マイムは自分の身体からだを抱だきすくめるような仕草をした。

「ありがとうございます。何だか幸福のあまり、咽喉が詰まってしまいそうです」

「それこそ大げさだよ。そんなことを言わずに、俺の料理も味わってもらえないかな」

「はい、いただきます」

　きらきらと瞳を輝かがやかせながら、マイムは肉料理の皿を取った。

　それは回ホイ鍋コー肉ローを模して作った、最近研究中の一品である。ギバのバラ肉をいったん茹であげてから、アリア、ティノ、プラと炒める。味付けはタウ油がベースで、それに砂糖とミャームー、チットの実、ラマンパの実などを加えている。

　豆トウ板バン醤ジヤンに類する調味料が存在しないのでかなり和風の仕上がりであるが、味付けに関しては十分な自信があった。その回鍋肉もどきを口にして、マイムは「ああ」と切なげに息をもらす。

「このように美味なる料理を口にしてしまうと、せっかく手にした自信が砕くだけ散ちってしまいそうになります。この甘さが、ジャガルの砂糖という調味料の味なのですか？」

「うん。砂糖が使えると一気に味の幅が広がるよね」

「だけど、どんなに素す晴ばらしい調味料でも、使いこなせなくては味を壊すばかりです。わたしは父さんからそのように教わりました」

　マイムはちらりとミケルを見たが、彼女の寡黙な父親は無言で食事を進めていた。

「だから、それを使いこなせるアスタの腕うでもまた素晴らしいということです。本当に感服いたしました」

「いやあ、俺の故郷にも砂糖やタウ油みたいな調味料があったから、単に使いなれてるというだけの話だよ。城下町の料理人だったら、みんな俺以上にこういった調味料の使い方をわきまえてるわけだしね」

「いえ。アスタが城下町の料理人と同列の存在であったのなら、父さんもわたしにアスタの料理を食べさせようとはしなかったと思います」

　父親を見るマイムの瞳に、何か温かい光が宿る。

「わたしは以前、父さんに頼み込んだことがあるのです。一度でいいから、城下町の料理というものを口にすることはできないかと。……わたしも五歳さいになるまでは城下町で暮らしていたはずなのですが、残念ながらほとんど記き憶おくには残っていないのです」

　俺だって、小学校に入る以前のことなど、家や公園で幼おさな馴な染じみと遊ぶ情景をぼんやりと覚えているぐらいであった。

「だけど父さんは、あそこの料理人から学ぶことなど何もない、と言っていました。城下町の料理人は、そのほとんどが豊かな食材を使いこなすことができず、言ってみれば、暴れるトトスに引きずられているだけの存在に過ぎないのだと、父さんからは常々そのように聞かされていたのです」

「ふむ、なるほど……」

「だからわたしは、塩と野菜と肉のみでどれだけの料理を作れるか、まずはその修練を積んできたのです。タウ油やチットの実はもちろん、香こう草そうやミャームーなどもできるだけ使わず、素材の味を活かすことに努めるように、父さんから学んできました。どれぐらいの分量をどれぐらいの時間、どれぐらいの火加減で熱を通すべきか――その修練を、四年ばかりも積んできたのです」

　四年間――それは、生半ならぬ歳月であるはずだ。

　俺だって料理人を父親に持つ身であったが、そのように幼い時期から修練を積んだりはしていなかった。

「そんな父さんが、ひと月ほど前からアスタの料理を家に持ち帰り、味付けに果実酒を使うことを許してくれたのです」

　マイムの言葉に、俺は驚おどろいてミケルを見た。

　ミケルは、仏頂面で料理を食べ続けている。

「あれは、アスタのような料理人を志せ、という意味だったんでしょう？　父さんはきっと、アスタの料理に昔の自分の姿を重ねることができたのだと思います」

　果たして、そうなのだろうか。

　俺とミケルはもともと料理に対する基本理念が似通っていて――そうだからこそ、俺はマイムの料理をこれほどまでにすんなり「美味い」と思えてしまうのだろうか。

　しかし、ミケルは何も語ろうとしなかった。その代わりに、不ふ機き嫌げんそうな目つきで俺とマイムをにらみつけてくる。

「お前たちは、食べることよりも喋しやべることに夢中のようだな。そちらの鍋は、いつまで煮に立たてておくつもりなのだ？」

　ミケルが言っているのは、ギバの頭の煮込み料理であった。そちらはかまどに載せたまま、最小の火で保温しておいたのだ。

「そいつをいつまでも火にかけていたら、脳も目玉もみんな溶け崩くずれてしまうぞ。それはそれでけっこうな料理に仕上がるかもしれんが、食材としての味を確かめようという目もく論ろ見みは果たせなくなってしまうだろうな」

「そうですね。それでは、こちらも味見してみましょうか」

　ミケルが語りたくないなら、無理に語ってもらおうとは思わない。俺は笑顔でうなずきながら、かまどのほうに近づいていった。

　それに、こちらはこちらで楽しみなひと品であったのだ。俺はどきどきと脈打つ心臓をなだめつつ、蓋代わりの板を取り払った。

　とたんに、生々しい肉の匂いが、もわんと室内にたちこめる。

　ギバの頭のスープには、最終的に塩とタウ油とチットの実を投じることになった。これは臓物料理に劣らず臭みが強そうだなと判断し、ひかえめながらも味と香りを加えさせていただいたのだ。

「汁物料理としては、かなり上等な出汁だしが取れていると思います。具材のお味はいかがなものでしょうかね」

「知るか。言っておくが、目玉や脳が美味であるとは限らんのだぞ？」

「え？　そ、そうなのですか？　だけどさっきは――」

「脳や目玉は、城下町でも珍重されている。ただそれは、美味ではなく珍味と評される食材であるのだ。万人が美味と評する味であるならば、珍味などと呼ばれることはなかろう」

　しかし、ギバ・タンは胴どう体たいの肉に劣らず美味であった。それに、ギバの心臓なんかも、森辺の民には好評なのである。目玉や脳にも、少しぐらいは期待をかけたいところであった。

「うーん、目玉なんかは分けようがないから、やっぱり俺とアイ＝ファで責任をもって味を見るべきだよな？」

「うむ。自分たちの食したことのないものを客人にふるまうわけにはいくまい」

　アイ＝ファは、べつだん心を揺らしている様子もなかった。

　臓物料理を初めて口にしたときも、森辺の民はとりたてて嫌悪感を示してはいなかったのだ。脳も目玉も臓物も、森辺の民にとっては「母なる森の恵めぐみ」として同列の存在なのである。味さえよければ、何も忌き避ひする道理はないのだろう。

　いっぽう俺は、もしかしたらこの森辺に住みついて以来、もっとも怖おじ気けづいているかもしれなかった。ハツやレバーやホルモンといった部位ならまだしも、目玉や脳を食する文化というものは、あまり俺の故郷でも根付いてはいなかったのだ。

　しかし、そうだからといって、俺はこの料理から逃にげる気もなかった。かつてドンダ＝ルウたちは、ギバの胴体などムントの餌だと言い捨てていたし、ジャス＝ディンたちは、臓物など不味まずそうだと言い捨てていた。それを説得してみんなに食べなれぬものを推薦してきたこの俺が、ここで二の足を踏むわけにはいかなかったのである。

「よし、それじゃあ、目玉からいってみようか」

　鍋に沈んだ頭骨を、俺は鉄串で引き上げる。

　脂や肉片はほとんど溶け落ちて、白い頭骨に白く変色した目玉だけが取り残されていた。

「……そういえば、ディック＝ドムは元気かなあ？」

「うむ？　何故なぜいきなりディック＝ドムなのだ？」

「いや、ギバの頭骨を見てたら、ふっと思い出だしただけなんだけどさ。ドム家の狩人は、みんなこいつを頭にかぶっているだろう？」

「……食事の最中におかしなことを思いつくやつだな」

　アイ＝ファも鉄串で頭骨の片割れを引き上げると、なんの躊ちゆう躇ちよもなく木き匙さじで眼がん窩かをほじくり、ギバの目玉をぬぽっと取り出した。

「ふむ、面妖な形だな」

　つぶやきつつ、至し極ごくあっさりとそれを口に放り入れてしまう。

「ど、どうだ？　美味いか？」

「うむ……これはいささか、奇妙な味わいだな」

　アイ＝ファは、軽く眉まゆをひそめた。

「味は薄うすいのに、臭においはきつい。血ち抜ぬきをしていないギバ肉に、さらにおかしな臭いをつけたような……お前が修練を重ねれば、きっともっと上等な食べ方を思いつくこともできるのであろうな」

「そ、そうか。この仕上がりだと、あまり満足のいく味ではないってことだな」

「これに満足してしまったら、お前が普段作っている料理の価値を否定することになろう」

　聞けば聞くほど、俺は怯きよう懦だの気持ちに見舞われていった。

　が、ここで引き返すわけにはいかない。改善が必要な料理であるならば、なおさら自分の舌でそれを確かく認にんしなければならないのだ。

　そんな風に覚悟を固めて、俺は、えいやっとばかりにギバの目玉を口に入れた。

「ううン」

「何だ、おかしな声をあげるな、馬鹿者」

「ああ、いや、これは……確かにちょっとばかりの調味料だけでは足りなかったな」

　これだけ入念に煮込んだのに、なかなかの生臭さが口の中に広がってしまっている。食感は、ぷにぷにというかコリコリというか……あんまりたとえようのない感じだ。

　俺はレードルで煮に汁じるをすくい、そいつとともに咀そ嚼しやくしかけの目玉を呑のみ下した。

「うー、こいつは大変だ。ギバを食べて冷ひや汗あせをかいたのは初めてだよ」

「そうか？　臭いをのぞけば、べつだん文句はない味だが」

「うん、俺に目玉を食べる経験が不足してるだけなんだと思うよ。次の機会にはたっぷりのミャームーとタラパかなんかで強めの香りと味をつけてみよう」

「では、次は脳だな」

　言いながら、アイ＝ファが頭骨をひっくり返す。ギバの脳は、アイ＝ファの持つほうの頭骨にうずまっていた。

　底部のぎざぎざに弾はじけた骨を指で割り砕き、アイ＝ファが脳を完全に露出させる。ギバの脳は、白くしっとりと茹であがっていた。

「マイムとミケルもお召めし上あがりになりますか？」

　答えは、イエスであった。

　どうやら初物に対して一番及および腰ごしであるのは、俺であるらしい。

　それで俺は平皿に脳を移動させ、刀で四等分にしてみせたのだが、こちらは臭みも少なく、それほど食べにくいことはなかった。故郷で一度だけ食したことのある、ぷりぷりとしたタラの白子のような味わいである。

「美味しいですね。でも、確かに珍味と呼ばれるのもわかるような気がします」

「……カロンに劣る味わいではないな」

　客人二人も、これといって不満はないようだった。

「それに、煮汁が美味しいです！　少し臭みがあるようにも感じられますが、アスタだったらもっと美味しく仕上げることができるのではないでしょうか？」

「そうだね。色々と模索してみるよ」

「すごいですね。肉ばかりでなく、脳や目玉や臓物までもがそれぞれ食材として使えるなんて……キミュスもカロンも宿場町では限られた部位しか売られていないので、とても羨ましく思います」

　言いながら、マイムは木皿に残っていた回鍋肉もどきをぱくりとついばんだ。

「カロンの胴体やキミュスの手羽というのは、いったいどのような味がするのでしょうね。想像しただけで、胸がどきどきしてしまいます」

「そうだねえ。俺も複雑に味付けされた料理しか口にしたことがないから、カロンの胴体については今一つわからないんだよ。キミュスの手羽というのも味見で少しいただいたぐらいだね」

「城下町の人間が買かい占しめていたぐらいなのですから、さぞかし美味な肉なのでしょう。でも、ギバより美味な肉が存在するなどとは、今のところ想像もつきませんね」

　そう言って、マイムはあどけなく微笑んだ。

「まあ、今のわたしにはキミュスやカロンの足肉を扱うのが精一杯です。暴れる心配のないトトスに乗っているようなものだとしても、気を抜ぬいて地面に落ちてしまわないよう、気を抜かずに励はげみたいと思います」
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　反射的に口からこぼれそうになった言葉を、俺は呑み込んだ。

　ミケルは素知らぬ顔で残った料理を食べている。

　そうしてマイムたちを招いた晩ばん餐さんは、とりあえず平和に終わりを迎むかえることになった。







エピローグ　～同じ道を～







「それでは、荷車でトゥランにお送りしよう」

　晩餐を終えて、しばし歓談を楽しんだのち、アイ＝ファが荷車の準備をしてくれた。

　月明かりの下もと、アイ＝ファがギルルを荷車に繋つなぐ姿を見つめながら、マイムはとても眠そうな様子である。

「だいぶ疲れたみたいだね。荷車に敷物を敷いてあげるから、横になってなよ」

「すみません。何とか仕事を果たすことができて、緊張の糸が切れてしまったみたいです」

　ちょっととろんとした目つきで、マイムが俺を振ふり返かえる。

「本当に今日はありがとうございました。この一日で、わたしは数えきれないぐらいさまざまなことを学べた気がします」

「それはこちらも同様だよ。これからもおたがい頑がん張ばろう」

　マイムは嬉うれしそうに笑ってから、よろよろと荷車に這はいあがっていく。

　思っていた以上に、マイムは限界を迎えていたようだ。しかしそれも、十歳という幼さを思えば当然のことのように思えた。

「あ、ミケル、ちょっといいですか？」

　その後を追おうとするミケルを引き止めて、俺は玄げん関かん口ぐちに招き入れた。

　そのまま自分だけ靴を脱ぎ、食料庫へと向かう。戻ると、ミケルに強い目でにらまれた。

「何だそれは？」

「見ての通り、食材です。もしもミケルに異存がなかったら、これを受け取ってもらえませんか？」

　革かわ袋ぶくろに詰めた、さまざまな部位のギバ肉が合計十キロほど。

　一リットルほどの、タウ油の土ど瓶びん。

　同じく、ママリア酢すの土瓶。

　五百グラムほどの、ジャガルの砂糖。

　両りよう腕うでに抱えたそれらの食材を、俺はいったん足もとに下ろす。

「限られた食材だけで修練を積むという方法は、とても素晴らしいと感じ入りました。だから、調味料に関してはまだ不要ということでしたら、俺も無理強いはしませんが――でも、このギバ肉だけはどうか持ち帰っていただきたいのです」

「……何故だ？」

「それはもちろん、マイムにもっとギバ料理の腕を磨いてほしいからです」

　俺よりも少し高い位置にあるミケルの目を、俺は真まっ直すぐ見つめ返す。

「マイムは食材をトトスにたとえていましたね。同じようにたとえるなら、俺はマイムがもっと上手にトトスを乗りこなす姿が見てみたいのです」

「……何故だ？」

「それは……そうすることが、俺おれにとっても刺激になると思えたからです」

　それが、俺の本心であった。

「俺はこれまで何人かの料理人と出会ってきましたが、その目指す先はずいぶん違ちがっているのだなと思えてなりませんでした。でも、マイムは俺と同じ方向を目指しているように感じられて――それがものすごく嬉しくて、ものすごく励みになったんです。それで、マイムにだけは絶対に負けたくないなとも思ってしまいました」

「負けたくないのに、食材を贈おくるのか？」

「はい。今のままでは、勝ち負けを決めることもできないので。……というか、想像の中では俺が全敗しているのに、現実においては俺のほうが勝っているっていう、この状じよう況きようが歯がゆくてしかたがないのですよ」

「だから、マイムと同じ条件で競いたいということか」

「いえ。本来料理というのは、腕うで前まえを競うものではないと思っています。だから、勝ち負けを決めたいというのが本質ではなくって……ただ単純に、マイムの力をもっと思い知りたいんです。それで俺も、今以上に奮起したいんです」

「……ずいぶん小こ癪しやくなことを抜かす小こ僧ぞうだな」

　ミケルは小さく息をつき、左手で自分の頬ほおをなでさすった。

「しかし、マイムがギバ料理の腕を磨いたところで、本人には何の益にもならぬだろう」

「そうでしょうか？　俺たちは、ギバ肉を商品として扱ってもらえるように、ギバ料理の味をジェノスに広めているのです。マイムが料理人を目指しているならば、ギバ肉の扱いを学ぶことは決して無む駄だにならないと思いますが」

「…………」

「ミケル、あなたはマイムを料理人として育てようと思っているのではないのですか？」

「……俺の考えなど関係なく、あの娘むすめは料理人になることを夢見ている」

「決して夢ではありませんよ。マイムの腕前だったら、今すぐにでも売り物にできるような料理を作りあげられるはずです。……そして、すぐれた料理人に災いをもたらすトゥラン伯はく爵しやく家けの前当主も、今はその力を失いました」

　ミケルは無言で面おもてを伏せて、軽く開いた右の手の平をじっと見つめた。

　筋を断たれて、三本の指を動かすことができなくなった、ミケルの右手である。

「マイムは俺なんかに憧あこがれていると言ってくれました。だけど俺も、この三日間でマイムに強く憧れることになりました。俺たちが同じ場所に立っておたがいを見つめたら、今よりもっと多くのものが得られるような気がするんです。……だから、これらの贈り物ものを受け取っていただけませんか？」

「……俺は別に銅貨に困っているわけではない。俺はこの五年間、あいつを外の世界に連れ出すために、必死に銅貨を貯め込んできたのだからな」

　と――ふいに感情のない声で、ミケルがつぶやいた。

「このジェノスで料理人を志したところで、最後にはトゥラン伯爵家に取り込まれてしまう。だから俺は、あいつをジェノスの外に――できうれば、セルヴァの王都アルグラッドにでも連れていってやるつもりだった。そのための路銀と、荷車と、護衛役を雇うのに必要な銅貨を得るために、俺はこのような生き恥をさらしてでも生き抜いてきたのだ」

「生き恥だなんて、そんなことは――」

「しかし、もうこの町から逃げる必要もなくなった。あいつだったら、このジェノスで料理人として身を立てることも可能だろう。……そんな商売敵がたきにもなりうる存在に、お前は情けをかけようというのか？」

「情けではありません。これは俺自身の、そして森辺の民たみのための行いでもあるのです。マイムが立派なギバ料理をこしらえてくれるようになったら、よりいっそうギバ肉の美味しさをジェノスに広めることも可能になるのですから」

　ミケルは、ゆっくりと首を横に振る。

「お前などに、ほどこしを受けるいわれはない。王都を目指す必要がなくなった今、俺の稼いだ銅貨も使い道がなくなるのだからな。食材など、買おうと思えばいくらでも買うことができる」

「そうですか……」

「だから、こいつだけをいただいておこう」

　と、ミケルが左手でギバ肉の革袋をわしづかみにした。

「もちろん、銅貨は支し払はらわせてもらう。この肉は、宿場町で手に入る肉としては最上級のものだからな」

　俺は思わず、口もとをほころばせてしまう。

　すると、驚くべきことが起きた。

　ミケルまでもが、にやりと不敵な笑えみを浮うかべてきたのである。

「お前に急かされるまでもなく、俺はマイムにタウ油や砂糖や香草などを使わせるつもりでいた」

　笑いながら、ミケルはそのように言った。

　それは俺が初めて目にする、ミケルの笑顔であった。

　まるで戦場におもむく歴戦の将軍のように、ふてぶてしく勇ゆう猛もうで――そして、魅み力りよく的てきな笑顔である。

「それはお前たちが、宿場町でもそれらの食材を使えるような状況をこしらえてしまったからだ。今後は宿場町でもそれらの食材を使いこなせるようにならないと、とうてい料理を売りつけることもできなくなるだろう。……あいつはな、お前の真似まねをして、宿場町に屋台を出そうと目論んでいるのだ」

「そうなのですか！　それは素晴らしいことですね」

　ミケルは「ふん」と鼻を鳴らす。

「この四年間で、マイムもようやく最低限の塩加減と火加減を身につけることができた。これでさらにさまざまな食材とこのギバ肉を使いこなせるようになったら、あいつはきっととんでもない料理を生み出すことになるだろう。あいつはまだ小便くさい小娘だが、きっと俺などよりよっぽど上等な料理人になれる資質を秘めているはずなのだからな。……あいつにギバ肉を与えることを後悔するなよ、ファの家のアスタ」

「後悔なんてしませんよ。俺もマイムに負けないよう精進します」

「それがどれほどの大仕事になるかは、これから身をもって思い知ることになるだろうさ」

　そのように言ってから、ミケルはもとの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻った。

　その光の強い目が、じっと俺の姿を見すえる。

「お前はきっと、マイムの力を十全に引き出してくれるだろう。……それはもう、今の俺にはかなわないことだ」

「いや、ミケルの指南があったからこそ、マイムはあれほどの――」

「だから俺は、マイムとお前を引き合わせたのだ」

　俺の言葉をさえぎって、ミケルはそう言い捨てた。

「俺が老いぼれてくたばる前に、お前のような料理人と出会えたのは、西方神の最後のはからいであったのかもしれん。……西方神は俺から妻と未来を奪い、マイムとお前を与えた。これで幸と不幸の折り合いはついた、ということか」

「ミケル、あなたは――」

「お前とて、マイムの踏み台で終わる料理人ではあるまい。マイムに潰されたくなかったら、さきほどの言葉を違たがえぬことだ。……お前には、それだけの力が備わっているのだからな」

「……わかりました」

　答えながら、俺の背中にはこれまで以上にぞくぞくとした感覚が走り抜け、胸には熱いものが満ちていた。

　そうして俺は、数すう奇きな運命と才覚を有する父おや娘こと、いっそう深い絆きずなを結ぶことがかなったのだった。
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第一話★★★ルウの末弟の小さな冒険
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　灰の月の二日――森辺の族長とジェノスの貴族たちの間で親しん睦ぼくの晩ばん餐さん会かいが開かれてから、翌々日のことである。

　悪あく辣らつなる貴族サイクレウスとシルエルの両名は大罪人として捕ほ縛ばくされていたものの、いまだジェノスには不穏な空気がくすぶっていた。その理由は、サイクレウスらが陰かげで操っていた《黒死の風》なる盗賊団が、いまだ捕縛されていないためであった。

　サイクレウスの告白によると、かつてザザの集落に侵入したのも、森辺の狩人かりうどに扮ふんしてダバッグの農園を襲っていたのも、その無法者どもであるらしい。この危険な無法者どもを一掃するまでは油断なきように、という言葉をジェノスの領主から届けられていたために、ファの家のアイ＝ファとアスタもいまだルウの集落に逗とう留りゆうしたままであったのだった。

　アスタは屋台の商売を再開させることもかなわず、日がなルウの血族の女衆を相手に料理の勉強会というものに取り組んでいる。アイ＝ファはアイ＝ファで毎日トトスを使ってファの家の狩場まで出向き、狩人としての仕事をぞんぶんに果たしてから、ルウの集落に戻ってくる。そんな日々が続いていた。

　もちろんルウの狩人たちも、自分たちの狩場で仕事を果たしている。いかに《黒死の風》なる連中が危険な存在であっても、日の高い内から森辺の集落に忍しのび込むことなどできようはずもないし、また、命令を下すべきサイクレウスたちが捕縛されている以上、森辺の民に牙きばを剥むく理由はないように思われた。アイ＝ファとアスタをルウの集落に留とどめていたのは、本当に万が一の事態に備えてのことであったのだ。

　よって、森辺の集落は不穏な空気とも無む縁えんで、誰だれもが平へい穏おんに過ごしている。そこに、ちょっとした騒さわぎが巻き起こったのが、この灰の月の二日であったのだった。




◇




「んー？　何をぎゃーすか騒いでんだよ？」

　ルウの集落の、夕暮れ時。狩人としての仕事を終えて、ぷらぷらと集落を散策していたルド＝ルウは、広場の片隅で騒いでいた一団のもとへと足を向けた。

　顔ぶれは、ララ＝ルウとシン＝ルウとミダである。ルド＝ルウが近づいていくと、ララ＝ルウは眉を逆立てながらこちらに向き直ってきた。

「あ、ルド！　ルドからも何か言ってやってよ！　無茶をしたっていきなり立派な狩人になれるわけじゃないでしょ!?」

「うるせーなあ。シン＝ルウ、いったいどうしたってんだ？」

　どうやら騒いでいたのは、ララ＝ルウ一人であるようだった。ララ＝ルウとは逆に眉まゆ尻じりを下げたシン＝ルウが、救いを求めるようにルド＝ルウを見つめてくる。

「べつだん、どうもしていない。俺はただ、ミダと狩人の修練に取り組もうとしていただけなのだ」

「だからさ！　狩人の仕事を果たしたすぐ後に修練をしようってのが、無茶だって言ってんの！　もうすぐ晩餐だって始まるんだから、少しぐらいは身体を休めなよ！」

「しかし……」と、シン＝ルウは思い詰めた眼まな差ざしになってしまう。その様子を眺めながら、ルド＝ルウは「うーん」と頭をかいてみせた。

「あのなあ、普ふ段だんだったらたいていララが悪いんだけど、今回ばかりはお前のほうが悪いみたいだな。前にも言っただろ？　身体を休めるのも、狩人にとっては大事な仕事なんだぜー？」

「うむ、それはわきまえているつもりだが……」

「修練で身体を壊して、明日の仕事で下手を打ったらどうするんだよ？　たぶん、親父おやじやリャダ＝ルウが聞いても同じことを言うだろうな」

「…………」

「大体さー、ミダは腹が減れば減るほど弱くなっちまうんだよ。晩餐前の腹ぺこの状態じゃあ、足をひっかけただけですぐにすっ転んじまうんじゃねーの？」

　言いながら、ルド＝ルウはミダのせり出た腹をぼよんと叩いた。

　その感触に、ルド＝ルウはちょっとばっかり眉をひそめる。

「ミダ、お前、また少し肉が落ちたか？」

「うん……？　よくわからないんだよ……？」

　途と方ほうもなく高い位置から、ミダのぼんやりとした声が降ってくる。自分の足もとで繰り広げられている騒ぎなど、毛ほども気にはしていない様子だ。

　ただ、肉にうもれたつぶらな瞳ひとみは、若じやつ干かん元気がないように感じられる。もしかしたら、城下町の牢獄に幽閉されているズーロ＝スンのことが気にかかっているのかもしれない。かつてミダの父親であったズーロ＝スンは、まもなくその罪を吟味されて、どこか見知らぬ場所に移送されてしまうのである。

　ルド＝ルウは「そっか」とつぶやきながら、さらにその腹をぼよんぼよんと叩いてやった。

「見た目はあんまり変わってないのに、脂あぶらが筋肉に変わってきてんのかな。今度の収しゆう穫かく祭さいでは、ぜってー負けねーぞ？」

「うん……」

「とにかくな、ミダとやりあうのは危ねーんだよ。勝っても負けてもこの腹に押し潰されたら、骨ぐらい簡単に折れちまいそうだしな。もっと時間のあるときに、おたがい万全の体調でやりあえよ」

「……わかった」と応じながら、シン＝ルウはますます思い詰めた目つきになってしまう。

「そうしてきちんと正しい道を選ぶことができないのも、俺が未熟な人間であるせいなのだろうか」

「んー？　今度は何だよ？　シン＝ルウが未熟だったら、おんなじ年とし頃ごろの狩人の半分以上は未熟ってことになっちまうんじゃねーの？」

「しかし俺は、ルド＝ルウやミダに力比べで勝つこともできないし、あの日は――アスタを守ることもできなかった」

「ちょっと、シン＝ルウ！」

　ララ＝ルウが、いっそう怒おこった顔をする。ルド＝ルウは、手をかざしてそれを黙らせた。

「えーっとな、シン＝ルウ、そいつはたしか……うーん、何だったかなあ。親父や兄貴なんかが、こういうときに使う言葉があるんだけど……」

「…………？」

「こころえちがい！　そう、心得違いってやつだよ！　自分の失敗が許せなくて、もっと強くなりたいとか考えるのは当然のことだけどよ。焦って間違った道を進んだら、強くなるどころか弱くなっちまうもんなんだぜ？」

「…………」

「俺だって、あの日のことは一生の恥だと思ってるんだ。アスタを人質に取られていても、親父だったら何とかすることができたかもしれない。それを考えると腹が立ってしかたがないから、俺だって、もっともっと強くなりてーなーと思ってるんだよ」

　アスタがリフレイアという貴族にさらわれたとき、それを警護していたのは、シン＝ルウばかりではない。ルド＝ルウとて、同じ仕事を受け持っていたのである。

　ただ、シン＝ルウはアスタのすぐそばにおり、ルド＝ルウは建物の外に待機していた。だからシン＝ルウは、ルド＝ルウよりもいっそう自分の無力さを嘆くことになってしまったのだろう。その心情は、ルド＝ルウにも痛いほど理解することができた。

「だからこそ、俺たちは正しいやり方で修練を積まなきゃならねーんだろ？　お前が間違った道を進んでたら、俺は一人で強くなっちまうからな」

「ちょっと！　少しはシン＝ルウの気持ちも考えなよ！　もうちょっと言い方ってもんがあるんじゃないの？」

　と、今度はララ＝ルウがルド＝ルウのほうに怒いかりの目を向けてきた。

「お前、面倒くせーなあ……そんなにいっつも怒ってて疲れねーの？」

「あんたたちが、怒らせるようなことばっかりするからでしょ！」

「俺は何にもしてねーじゃん。面倒くせーから、お前らとっとと婚こん儀ぎをあげちまえよ。……あ、だけどララはまだ十三なんだっけか。うわー、あと二年もこんなのが続くのかよ」

　ララ＝ルウが、ぶんぶんと拳こぶしを振り回してきた。

　それをかわしつつ、ルド＝ルウはミダの背後に回り込む。

「何だよ、どうせお前ら、婚儀をあげるんだろ？　まさか今さら他ほかの相手を伴はん侶りよに選んだりしねーよな？」

「うるさい！　ばかルド！　余計なことばっか言うな！」

　ララ＝ルウが執拗に追ってくるので、ルド＝ルウはぽけっと突っ立っているミダを中心に、ぐるぐると何周もすることになった。それを見つめるシン＝ルウは、ララ＝ルウに劣らず赤い顔をしてしまっている。

「あんたさあ！　いっつも人のことを茶化してばっかりいるけど、自分のほうこそどうなのさ！　あんたは十五になったんだから、嫁よめを娶めとれるようになったんでしょ？」

　やがて追撃をあきらめたララ＝ルウが、ぜいぜいと息をつきながらそのように言い出した。

「俺が何だって？　俺に嫁入りしたい女衆でもいるってのかよ？」

「まわりのことじゃなくって、あんた自身の気持ちを聞いてるの！　ルウ家にはたっくさん血族がいるんだから、気になる女の子の一人や二人はいるんでしょ？」

「んー、茶化されたぐらいで顔を真っ赤にするような相手はいねーなー」

　再び、ララ＝ルウの拳が襲いかかってくる。

　それを回避していると、シン＝ルウまでもが声をあげてきた。

「だが、ルウの本家は婚儀が遅すぎると眷けん族ぞくに心配されているのも事実だ。それはヴィナ＝ルウやダルム＝ルウの責任なのかもしれないが、ルド＝ルウだって、いずれ他人ひと事ごとではなくなるのだぞ？」

「別に、どうでもいいんじゃねーの？　放っておいたって、くっつくやつはくっつくよ。それはお前らが一番よっくわかってんだろ」

　けっきょく顔を赤くするのは、シン＝ルウとララ＝ルウのほうである。

　そこに、広場の向こうからちょこちょこと近づいてくる人ひと影かげがあった。

「あ、ルド＝ルウ、こんなところにいたんだね。もうすぐ晩餐が始まるよ」

「あれ？　モルン＝ルティムじゃん。こんな時間まで何やってんだよ？」

「今日は昼から、みっちりかまど番の修練を積みに来たの。それで、このまま本家の寝しん所じよを借りることになったんだあ」

　モルン＝ルティムは、ルティム本家の末妹である。ちょっと父親似の丸っこい体型をした娘で、年ねん齢れいはルド＝ルウと同じく十五歳。愛嬌たっぷりの笑え顔がおが魅力的な、気立ての優やさしい女衆だった。

「へー、ずいぶん気合いが入ってるんだな」

「うん、あのね、ルウ家が屋台の商売を再開させることになったら、あたしとアマ・ミンが交代でそれを手伝うことになったの。だからそれまでは、ルウの本家で勉強をさせてもらうことにしたんだよ」

《黒死の風》なる無法者どもが捕縛されたあかつきには、またルウ家でも大々的に屋台の商売を再開させる予定なのである。もともとルティムは女手が足りないためにその仕事を受け持つこともかなわなかったのであるが、かつてスン家であったツヴァイにオウラという女衆を家人に迎えたために、ようやく人手を出すゆとりが生じたのだという話であった。

「なるほどなー。で、今日の晩餐は何なんだ？　アスタはまた色々と新しい料理を考えてるんだろ？」

「うふふ。それは帰ってからのお楽しみだね」

「そっか。それじゃあ、とっとと帰ろうぜ！　シン＝ルウ、ミダ、また明日なー。ララはあんまり、シン＝ルウの家に迷めい惑わくかけんじゃねーぞ？」

「うるさいよ！　……モルン＝ルティム、晩餐の後はそっちに戻もどるからね？」

「うん。寝所ではいっぱいお話ししようね」

　本日も、ララ＝ルウはシン＝ルウの家で晩餐を食するのだ。それは、シン＝ルウの姉であるシーラ＝ルウが、本家のかまど小屋でぞんぶんにアスタから手ほどきを受けるために取り決められた処置である。こういう日は、シーラ＝ルウが本家で晩餐を取り、ララ＝ルウがシン＝ルウの家で晩餐を取ることになるのだった。

　同じルウの血族とはいえ、分家のシーラ＝ルウと同じ場所で晩餐を取るというのは、なかなか他にはない機会である。なおかつ、アスタとアイ＝ファもルウの集落に留まったままであるし、そこにモルン＝ルティムまで加わるのなら、何だかちょっとした宴うたげみたいだな、とルド＝ルウは楽しい気持ちになった。

「あー、腹へった！　どんな料理が待ちかまえているのか、楽しみだぜ」

　本家に向かって歩を進めながら、ルド＝ルウがそのように述べてみせると、そのかたわらを歩いていたモルン＝ルティムがにこやかに笑いかけてきた。

「ねえ、ララ＝ルウとシン＝ルウは、相変わらず仲がいいみたいだね」

「あー、そうだな。ララが十五になった翌日には、とっとと婚儀をあげてるんじゃねーかなー」

「それは大げさだよ」と、モルン＝ルティムが微笑ほほえむ。その顔が、次の瞬しゆん間かんにふっと陰ったような気がした。てくてくと広場を歩きながら、「どうしたんだ？」とルド＝ルウは問うてみる。

「え？　何が？」

「今、さびしそうな顔してたじゃん」

「そ、そんなことはないと思うけど」

「そんなことなくはないだろ。好きな男衆でもできたのかよ？」

　モルン＝ルティムは、さきほどのララ＝ルウに劣らず真っ赤になってしまった。

「ど、どうしてそこで男衆の話になるのかな？」

「だって、ララたちの話をしてた矢先だろ。そう考えるのが普ふ通つうなんじゃねーの？」

「……ルド＝ルウって、けっこうぼけーっとしてるような感じなのに、すごくよく人のことを見てるよね」

「何だよそりゃ。ぼけーっとしてても、目に入るもんは入るだろ」

「ううん。それってすごいことだと思うよ。それで、とっても優しくしてくれたりもするしね」

　ルド＝ルウは、誰に優しくしているつもりもない。ついさきほども、余計な口を叩いて妹に追い回されたばかりである。

　それはともかくとして、モルン＝ルティムはとても赤い顔をしながら、とても真しん剣けんな目つきになり始めていた。

「あ、あのさ、ルド＝ルウに相談したいことがあるんだけど！」

「おう、何でも相談に乗るぜー？」

「あたし、真剣なんだけど、真剣に聞いてもらえる？」

「俺だって真剣だよ。モルン＝ルティムは大事な眷族だし、小さい頃ころからの馴な染じみだしな」

　ルド＝ルウは足を止め、モルン＝ルティムに向きなおった。

　モルン＝ルティムは、もじもじとうつむいてしまう。男衆としては小こ柄がらなルド＝ルウであるが、モルン＝ルティムはそれよりもさらに小さい。

「あたしね……なんか、気になる男衆ができちゃったみたいなの」

「おう、そいつはわかってるよ」

「だけど、どうしたらいいかわかんないんだ……こんなの絶対、相手にとっては迷惑だろうし……」

「そんなことねーよ。モルン＝ルティムだったら、誰でも嫁に欲ほしがるだろ」

「そ、そんなことないよ。あたし、ダン父さんとそっくりになっちゃったし」

「別にそっくりってほどじゃねーだろ。怒ると、そっくりな顔になっちまうけどなー」

「…………」

「でも、怒るべきときにしか怒んねーからいいんじゃねーのか？　そんなの、怒らせるほうが悪いんだよ。にこにこしてたらこんなに可愛かわいいんだから、誰も嫁入りを嫌いやがったりはしないって」

「……迷惑じゃないかな……？」

「迷惑じゃねーよ」

　ルド＝ルウの言葉に、モルン＝ルティムはおずおずと顔を上げた。

「それじゃあ、言うけど……ルド＝ルウは、絶対に驚おどろくと思うよ？」

「驚かねーよ。嫌じゃねーなら、言ってみな」

「…………」

　ごにょごにょと、モルン＝ルティムが何事かを囁ささやいた。

「んー？」と、ルド＝ルウは顔を寄せる。

「…………ムなの」

「聞こえねーよ。何て言ったんだ？」

「…………ディック＝ドムなの」

　驚かないと宣言したのに、ルド＝ルウはきょとんと目を見開くことになった。

「えーっと？　ディック＝ドムって、俺らの親父ぐらいのおっさんじゃなかったっけ？」

「そんなことないよ！　ルド＝ルウだって、ディック＝ドムとは顔をあわせてるんでしょ!?」

　ディック＝ドムは、貴族との会談の日に護衛役として同行したことがある。

　あとは、家長会議でもちらりと顔はあわせているはずだが――何にせよ、深々とかぶったギバの頭骨に、その下でぎらぎらと燃える黒い瞳、それに傷だらけの逞たくましい手足の印象しかなかった。

「うーん、あんまり思い出せねーなあ。……でも、モルン＝ルティムはどこでディック＝ドムと顔をあわせたんだ？」

「ルド＝ルウと一いつ緒しよで、貴族たちとの会談の日だよ。あの日はダン父さんもガズラン兄さんも集落を離はなれることになったから、ルティムの人間は全員ルウの集落に集まることになったでしょ？　そのときに、ちょこっとだけ言葉を交かわしたの」

「……まさか、それだけで好きになっちまったのか？」

「うん……おかしいかなあ？」

「うーん」と、ルド＝ルウは考え込む。

　確かに森辺の民の中には、ひと目で相手に心を奪うばわれる人間も少なくはないのかもしれない。ルド＝ルウの見る限り、姉のヴィナ＝ルウやレイナ＝ルウなども、出会ったその日にずいぶんとアスタに心を引かれている様子であった。

「まあ、おかしいことはないのかもしんねーな。ギバだって、出会ったその場で子作りを始めることがあるみたいだしよ」

「……あのさ、ギバと一緒にしないでくれる？」

「ああ、だけど、モルン＝ルティムが悩んでる理由はわかったよ。ルウの眷族ならともかく、他の族長筋の眷族が相手じゃあ、色々と面倒だよな」

「うん……しかも相手はドム本家の家長で、あたしはルティム本家の末妹だもんね……どっちも本家の人間で、しかも親筋のルウやザザに次ぐ大きな氏族なんだから、そうそう勝手な真似はできないんだよ……」

　そう言って、モルン＝ルティムは深々と溜ため息いきをついた。あばら肉を食いっぱぐれたダン＝ルティムでも、ここまで悲しげな顔はしないかもしれない。

　ルド＝ルウは、また「うーん」と考え込むことになった。が、気のきいた言葉を思いつく前に、モルン＝ルティムのほうが慌あわただしく声をあげてきた。

「あの、ありがとうね、ルド＝ルウ。話を聞いてもらえて、少しだけ気持ちが楽になったよ」

「え？　何にも解決してねーじゃん」

「うん、だけど、最初から無理な話なんだからさ。……そもそもドムとルティムじゃこの先、顔をあわせることもないし、縁の結びようがないんだよ」

「だったら、ガズラン＝ルティムに相談してみりゃいいんじゃねーか？　こういう小難しい話は、あの人が得意だろ」

「ううん。こういう話はガズラン兄さんを困らせるだけだと思う」

　妙にきっぱりとした口調で、モルン＝ルティムはそう言った。

　まあ確かに、ガズラン＝ルティムがこういう話を得意にしていれば、二十三歳さいまで独り身をつらぬいて周囲を心配させることにもならなかったかもしれない。

「だから、いいんだ。しばらくは誰とも婚儀をあげる気持ちになれないと思うけど、きっとそのうち落ち着くだろうから」

　そう言って、モルン＝ルティムは普段通りの朗らかな笑顔を見せた。

「話を聞いてくれてありがとう。さあ、みんなを待たせちゃったから、急いで家に戻らないと」

　薄暗がりの向こうにたたずむ家のほうに、モルン＝ルティムがちょこちょこと駆かけていく。その小さくて丸っこい後ろ姿を見つめながら、ルド＝ルウはもう一度「うーん」とうなった。




２




　その翌日の、夕暮れ前。

　ルド＝ルウは、ドムの集落に向かってトトスのルウルウを走らせていた。

　今日はあちこちの罠にギバがかかっていたので、早々に仕事を切り上げることがかなったのだ。

　収穫が多いのは喜ばしいことだが、まだルウの集落の付近では森の恵めぐみがそこまでは育っていない。このように実りの少ない時期に寄ってくるのは、余所よその縄なわ張ばり争いに負けた貧弱なギバか、あるいは飢えに飢えきったギバばかりで、総じて傷だらけか、痩せ細ってしまっている。こうまで脂が少ないと、美味しく仕上げるのが大変だ、などとアスタは頭を抱え込んでいた。

（かまど番にも、色々な苦労があるんだな）

　そのようなことを考えながら、ルド＝ルウはルウルウを走らせる。ひさびさに道をおもいきり走ることができて、ルウルウも何だか嬉しそうな様子だった。

　びゅうびゅうと吹きすぎていく風が心地好い。ときおりすれ違う見知らぬ氏族の者たちなどは、たいそう驚いていることだろう。

　ルド＝ルウは、トトスを走らせるのが大好きだった。ルウルウが集落にやってきて、まだふた月も経たってはいないのに、ずっと昔からこのようにトトスを走らせていたような心地になってくる。

　森辺の民は、南の民と東の民が血の縁を結んで生まれた一族である、という俗説があり、また、東の民はトトスで草原を駆ける一族である、という風聞がある。だから森辺の民の血には、草原で駆けていた頃の記き憶おくが眠ねむっているのではないか――などと、アスタは愉ゆ快かいなことを言っていた。

　何はともあれ、ルド＝ルウはトトスを走らせるのが大好きなのだ。時間さえあれば、もっともっとトトスに乗っていたいと思っていた。

（俺もラウ＝レイみたいに、自分のトトスを買っちまおうかなあ）

　この先、本格的に宿場町での商売に取り組むにあたって、ルウ家では荷車を買う算段を立てていた。いつまでもアスタの厚こう意いに甘あまえて荷運びを任せるのは不義理であろう、という判断だ。

　しかしそうなると、ルウルウは日中ずっと宿場町に留まることになり、緊急の伝達などの仕事が果たせなくなってしまう。ならば、ルウの集落にももう一頭ぐらいはトトスを置いてもいいような気がした。

（明日、親父に相談してみるか）

　ちょっと懐なつかしいファの家を通り過ぎ、名も知れぬ氏族の集落を通り過ぎ、ついにはスン家の集落を通り過ぎ――そうして太陽が西に沈みかけた頃、ようやく最果ての、北の集落が見えてきた。

　長々と続いてきた森辺の一本径みちが、ここで終わっている。まさに北の最果てと言っていい集落だ。ルド＝ルウはルウルウの手た綱づなを引き絞り、歩調をゆるめて集落の内を進んだ。

　時間が時間なので、外をうろついている者はいない。が、一番手前の家に近づいたとたん、中からわらわらと黒い人影が飛び出だしてきた。ギバの毛皮を頭からかぶった、ザザかジーンの狩人たちだ。

「……お前は、何者か？」

「俺は、ルウ本家の末弟ルド＝ルウだ。ドムの集落に用事があってやってきた」

「ルウの本家……何か緊急の事態なのか？　ついに無法者どもが捕らえられたのか？」

「いや、ジェノスのほうは相変わらずみたいだ。今日は、俺個人の用事でやってきたんだよ。もちろん北の一族に喧けん嘩かを売るつもりはないから、安心してくれ」

　すると、家の中からひときわ大きな人影が現れた。上背はそうでもないが、横幅がものすごい。ルド＝ルウの記憶に間ま違ちがいがなければ、これはジーン本家の家長であるはずだった。

「ルウ家の末弟か。ひさしいな。……ドム家に用事とは、どういうことだ？」

「いや、ちょいとディック＝ドムに話があってね。いちおう親父の了りよう承しようは取りつけてあるんだけど」

　ジーンの家長はしばらく黙だまりこくってから、西の方角に指をさした。

「ドムの集落は、そこの小径を辿たどった先にある。この時間でもギバは出るので、燭しよく台だいを貸してやろう」

「ありがとう。感謝する」

　スン家が族長筋であった時代には、こうして北の集落の奥おく深くにまで踏ふみ込むことなど絶対に不可能だっただろう。ましてやルウ家の人間であるなどと知れたら、問答無用で袋ふくろ叩だたきにされていたかもしれない。

（何だか不思議な話だよな）

　アスタが森辺に現れて以来、さまざまな常識がひっくり返ることになった。びっくりするぐらい食事は美味くなり、スン家は滅ぶことになり、新たな三氏族が族長筋として名乗りをあげることになり――そしてルウ家は、宿場町で商売をすることになったのだ。

　アスタが現れる前に、このような将来が訪おとずれると予言する者がいても、誰も信じはしなかっただろう。これは、八十年前にモルガを第二の故郷と定めたときと同じぐらい、森辺の民にとっては激変にまみれた時代なのだろうと思う。このように愉快な時代に生まれつくことができて、ルド＝ルウは心の底から喜んでいた。

（それに比べたら、ドムとルティムの婚儀なんて、可愛いもんじゃねーか）

　そんなことを考えながら、ジーン家に借りた燭台を手に、道を進む。少しルウルウの足取りが重いのは、森に蠢うごめくさまざまな生き物の気配を感じ取ってのことだろう。

　ギバほど大きな獣けものの気配は感じられないが、マダラマの子と呼ばれる大きな蛇へびや、腐肉喰ぐらいのムントなどは、獲え物ものを求めて目を光らせているのかもしれなかった。

（北の一族ってのは、ずいぶん物騒なところに集落をかまえてるんだな）

　これでは森の端で仕事をする女衆たちも気を抜けないだろう。森辺の民として、もっとも苛か烈れつな生に身を置いているのは北の一族である――と言われる所以ゆえんは、こういう部分なのかもしれない。

　そうこうしている内に、行く手に灯あかりが見えてきた。それほど広くもない空間に、五つばかりの家が寄り添い合うように並んでいる。その中で、一番大きそうな家の前まで進み、ルド＝ルウはルウルウから飛び降りた。

「夜分に申し訳ない！　ルウの本家の末弟ルド＝ルウだ！　ドムの家長ディック＝ドムに用事があってやってきた！」

　しん――と、重苦しい沈黙が返ってくる。

　ルド＝ルウがもう一度声をあげかけたところで、戸板が開かれた。

「ルウの本家の末弟と言ったわね。うちの家長に何の用事なのかしら？」

　うわ、とルド＝ルウはのけぞりそうになる。それは何だか、猛烈な気配を放つ女衆であった。

　年齢は、ルド＝ルウより少し上ぐらいであろうか。むやみやたらと背が高く、ルド＝ルウより頭半分は大きそうだ。それに、胸や尻しりも大きくて、腰こしのあたりなんかは見事にくびれているのに、腕うでや足にはしっかりとした筋肉がついている。外見だけで言うならば、アイ＝ファよりも女狩人という言葉に似つかわしいような風ふう貌ぼうであった。

「えーっとな、話せば長くなるんだよ。狩人の仕事があったんでこんな夜よ更ふけになっちまったけど、いちおう手土産も用意してきたんで、良かったら家長に取り次いでもらえねーかな？」

「ふうん……だけどこちらは、これから晩ばん餐さんなのよねえ」

「あ、自分の食べる分は準備してあるから、気づかいは無用だ」

「……そういう意味で言ってるんじゃないんだけど」

　腕を組み、ルド＝ルウの顔を見下ろしてくる。そのはずみで、腰に巻きつけていたギバのあばら骨の飾かざり物がじゃらりと鳴った。

　黒色の長い髪かみを高々と結いあげており、少し目め尻じりの上がったぎょろりとした目も、高い鼻も、肉の厚い唇くちびるも、すっかりあらわになっている。美しくて色気もたっぷりだが、やはり男衆のように気き性しようの荒そうな顔つきであった。

（……どんなに色気があっても、ここまで気の強そうな女衆を嫁に迎むかえたくはねえなあ）

　などと礼を失したことを考えていると、奥のほうからくぐもった男衆の声が聞こえてきた。

「何をしているのだ、レム。お前で済まぬ用事ならば、こちらに通せ」

　勇猛にして美麗なる容姿をした女衆は、肩かたをすくめつつ引き下がる。

「それじゃあ、鋼をお預かりするわ。……あなた、本当にルウ家の人間なのでしょうね？」

「嘘うそをついたってしかたがねーだろ。トトスも玄げん関かん口ぐちに入れさせてもらってかまわねーかな？」

　実に面倒くさそうな目つきで、ドム家の女衆レム＝ドムは「どうぞ」と言った。刀と鉈なたを預けたルド＝ルウは、ルウルウとともに玄関口へと上がり込み、戸板を閉める。

「ルウ家の末弟ルド＝ルウか。このような夜更けに、どうしたのだ？」

　広間では、上座にあぐらをかいたディック＝ドムが一人で待ち受けていた。手土産と食事の入った革かわ袋ぶくろを手に、ルド＝ルウは下座に腰を落ち着ける。

「ちょいとあんたに話があってね。……ところで、他の家族はどうしたんだ？」

「家族は、このレムのみだ」

「え？　本家なのに、家族が二人だけなのか？」

「ドムの血族は十五名。その内、本家の人間は俺おれと妹のレムのみだが」

　十五名なら、ルウ家の眷族たるレイ家とちょうど同じぐらいの人数だ。しかし、勇猛で知られるドムの本家に二名の家人しかいないというのは、あまりに驚きの事実であった。

「ディガとドッドは、男衆の多い分家の家で面倒を見られている。……それで？　親筋のザザではなくこのドムに用事とは、いったいどういうことなのだ？」

　片膝を立てたあぐらの体勢で、ディック＝ドムが静かにルド＝ルウを見つめ返してくる。静かだが、とても強い光をした目だ。

　頭骨のかぶりものを外していたので、ルド＝ルウは初めてはっきりとその面相を確かく認にんすることができた。確かに、そこまでの壮年ではないのかもしれない。ごつごつとした傷だらけの顔をしているが、髭ひげをたくわえているわけでもないし、鼻筋のあたりなどは意外にすっきりしている。

　が、下した顎あごなどはがっしりと角張っているし、それにやっぱり両方の頬ほおに刻まれた傷痕が物々しい。妹と同じく髪も瞳も黒色で、手足には尋じん常じようでない筋肉が盛り上がっている。ルド＝ルウの父たるドンダ＝ルウやグラフ＝ザザをも上回る巨きよ躯くの持ち主なのだ。ルウの眷族で一番の大男であるジィ＝マァムよりは、さすがにいくぶん小さいのかもしれないが――その内からもれる力の気配は、ジィ＝マァムを遥はるかに上回っていた。

（もしかしたら……ジィ＝マァムどころか、グラフ＝ザザよりも強いぐらいなのかもしれねーな）

　ということは、父のドンダ＝ルウに匹ひつ敵てきするほど――ルド＝ルウでもかなわないぐらいの力量であるのかもしれない。そんな風に考えると、背骨のあたりがうずうずとむずがゆくなってきてしまった。

（機会があったら、力比べをさせてもらいたいもんだぜ）

　そんなことを思いながら、ルド＝ルウは手もとの革袋を引っ張り寄せた。

「その前に、まずは手土産を渡わたしておくよ。面白みはねーけど、果実酒と干し肉を用意してきた」

　いっそのことアスタの料理を分けてやりたいところであったが、余所のかまどで作られた晩餐を口にするのは森辺の習わしに反してしまう。たしか北の一族は古めかしいしきたりを重んずる石頭が多いはずであるので、そこには注意が必要だろうなとルド＝ルウも考えていた。

「果実酒と、ギバの干し肉か」

「ああ。ルウ家自じ慢まんの干し肉だ」

　二本の果実酒とひと塊かたまりの干し肉を、手前にいたレム＝ドムに差し出してみせる。家長がうなずくのを確認してから、レム＝ドムはそれを受け取った。

「晩餐の邪じや魔まをしちゃ悪いから、良かったら食べながら聞いてくれよ。俺も持参した食事を食べさせていただくからさ」

　広間の右の隅に据えられたかまどに鉄てつ鍋なべが載のせられており、そこからは懐なつかしきポイタンの煮に汁じるの匂いがしていた。また家長の意思を確認してから、レム＝ドムがそちらのほうに近づいていく。

　それを横目に、ルド＝ルウも自分の食事を革袋から引っ張り出すことにした。ゴヌモキの葉でくるまれた包つつみである。蔓つる草くさを解いてそれを広げると、中からは焼いたポイタンの生き地じが現れた。

　気をつけないと、頬がゆるんでしまいそうになる。それはアスタがこしらえてくれた、『コロッケサンド』なる料理であるのだった。

「屋台の商売を再開できるようになったら、『コロッケサンド』か『ギバ・カツサンド』のどちらかを献こん立だてに加えようかと考えているんだ。良かったら、後で感想を聞かせておくれよ」

　アスタはそのように言っていたが、感想など食べる前から決まっていた。このポイタンの生地にはさまれているのは、ルド＝ルウがこの世で一番美味うまいと思っているギバ肉とチャッチのコロッケなのである。

　こっそり生地の中を覗のぞいてみると、淡い茶色の衣ころもに包まれたコロッケの姿が見える。コロッケにはタウ油で作られたウスターソースというものが塗られており、そしてポイタンの生地とコロッケの間にはこまかく刻んだティノの葉もはさみこまれている。
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　さらに革袋には、やはりゴヌモキの葉で封印をされた深皿も入っていた。中身をこぼさぬように気をつけつつ開封してみると、そちらにはギバ肉とアリアとチャッチを炒いためた料理が準備されている。

「こっちは冷めたら味が落ちちゃうと思うけど、『コロッケサンド』だけじゃあ栄養が足りないからさ」

　アスタは、そのように言っていたのだ。

　木皿の料理では、アリアがどっさり使われていた。ミャームーとタウ油の香かおりが漂い、ますます腹が空すいてきてしまう。それらの料理を足もとに並べつつ、レム＝ドムが木皿を手に戻ってくるのが待ち遠しくてたまらなかった。

「……森の恵みに感謝して、火の番をつとめたレム＝ドムに礼をほどこし、今こ宵よいの生命いのちを得る……」

　ディック＝ドムの重々しい声が、がらんとした広間に響き渡る。

　やはりこのポイタン汁は、レム＝ドムが一人で作り上げたものであるらしい。まあ二人分の量であれば、どうということのない仕事なのだろう。

　見た感じ、以前にルウ家でも作られていたのと同じ、肉とアリアとポイタンを煮に込んだだけの汁物であるようだ。ルウ家ではそこに日替わりで色々な野菜も加えられていたが、そういったものは見当たらない。

「森の恵みに感謝して、火の番をつとめたファの家のアスタに礼をほどこし、今宵の生命を得る」

　ルド＝ルウの儀式の声に、ディック＝ドムはぴくりと眉まゆを動かした。

「ルウ家の末弟よ。食事というものは、それをこしらえたかまど番と同じ家で食べるべきなのではないのか？」

「んー？　そいつはかまど番に生命を預けるっていう覚悟と、かまど番が生命を預かるっていう覚悟を、おたがいに示す習わしなんだろ？　それだったら、食べる場所自体はそんなに重要じゃねーんじゃないのかな」

　その点はアスタも気にしていたので、ルド＝ルウは自分なりの気持ちを語る準備ができていた。

「俺にもアスタにも覚悟は備わってる。この食事で俺の生命や魂たましいが穢けがされたらそれはアスタの責任だし、そんなことは絶対に起きないっていう信しん頼らいを俺は抱いだいている。森への誓いの宣言はあんたたちが聞き届けてくれたんだから、何も問題はねーだろ？」

　あんまり納なつ得とくした風でもなかったが、ディック＝ドムは無言のまま自分の皿に手をのばした。レム＝ドムも、片頬で笑いながらそれにならう。

（なかなか前途は多難かな）

　こっそり肩をすくめつつ、ルド＝ルウは『コロッケサンド』にかじりついた。

　ポイタンの生地やフワノの衣は、いくぶんしんなりしてしまっている。やわらかいチャッチやこまかく刻まれたギバの肉は、人間の体温よりも少し冷たいぐらいである。しかし、それでもやっぱり、『コロッケサンド』は美味かった。

「そりゃあできたてのほうが美味おいしいのは百も承知だけど、俺の故郷ではこういう風に冷めた状態で食べる食べ方もあったんだよね」

　別れ際ぎわに、アスタはそのように言っていたのだ。

　確かに、フワノの衣のさくさくとした感じはほとんど失われてしまっている。が、ウスターソースがしみこんだその衣は、ほどよくしっとりとやわらかくなっており、まるで異なる歯触りでありながら、十分な満足感をルド＝ルウに与あたえてくれた。

　そのウスターソースというやつはなかなか味が強いので、ほとんど味のしないポイタンやティノと一緒に食べるのが、とても合っているように思える。そして何より、やっぱりチャッチが美味い。自分はどうしてこんなにチャッチが好きなんだろう、と取りとめのない疑問を頭の片隅に浮うかべつつ、ルド＝ルウはもりもりと『コロッケサンド』をたいらげていった。

　しかも、『コロッケサンド』は革袋にもうひと包み準備されている。まだまだこの味を楽しめるのかと思うと、幸せで幸せでたまらなかった。

「……ねえ、あなたは何を笑っているのかしら、ルウ家の末弟さん？」

　と、レム＝ドムがうろんげに呼びかけてくる。

「え？　俺、笑ってたか？　うん、あんまり食事が美味いもんだから、ついつい頬がゆるんじまったのかな」

「ふうん……それがファの家のもたらした『美味なる食事』というやつなのね」

　白いとろりとしたポイタン汁をすすってから、レム＝ドムはまた片頬で笑う。

「ザザの眷族でそれを口にしたことがあるのは、家長会議に参加した人間と、あとは南方に住むディンの者たちだけなのよね。それがいったいどういうご大層な代物なのだか、わたしもいつか口にしてみたいものだわ」

「だったらその内、ルウの集落にでも出向いてくればいいんじゃねーのかな」

　はからずも、それはルド＝ルウの用件にも通ずる話題であった。

「なあ、ディック＝ドム。これは族長である親父自身の言葉じゃなくて、ルウの中でぽつぽつあがってる話にすぎないから、そのつもりで聞いてほしいんだけどさ。あんたたち北の一族は、美味い食事を作る技術ってやつを習う気はないのか？」

　ディック＝ドムは、強く光る目でルド＝ルウを見つめ返してきた。

　新しい『コロッケサンド』の包みを広げつつ、ルド＝ルウはさらに言葉を重ねてみせる。

「アスタの作る料理には、すげー力があると思うんだ。アスタの作る料理を食べると、今まで以上の力があふれてくる。それはルウの眷族だけじゃなく、ダリ＝サウティや、フォウやスドラの連中なんかも認めていることなんだよ」

「……その話は、族長グラフ＝ザザからも伝え聞いている」

「あ、そうなのか。……でな、美味い料理を作るにはちっとばっかり修練が必要になるけど、最初の血ち抜ぬきと、あとはポイタンの焼き方ぐらいだったら、習ったその日に覚えられるぐらいのもんなんだよ。家の遠いサウティなんかでは、ルウの眷族としばらく家人を貸し合うことでその修練を積んでたんだ」

「……だから、北の一族もそうするべきだと？」

「ああ。同じ人数の家人を貸し合えば、他の仕事についても不都合はねーだろ？　ファとルウの家の商売に賛成するか反対するかって話とは別に、こいつは森辺の民たみにとって力になる話だと思うんだよな」

　ディック＝ドムは、無言で木皿をレム＝ドムに差し出した。

　きっと中身が空になったのだろう。半笑いでルド＝ルウの言葉を聞いていたレム＝ドムが、肩をすくめつつかまどのほうに引っ込んでいく。

　そういえば、この家は同じ建物の中にかまどがあるのだ。ルウ家ぐらい大きな家であれば、母おも屋やとかまどの間は建物を分けられるのが普通であった。

「……美味なる食事の価値というものについては、北の集落でも取とり沙ざ汰たされている」

「ん、そうなのか？」

「ディンのほうから申し出があったのだ。ファの家の正しさを確かめるために、ディンの家人がその商売を手伝うことを許してはもらえぬか、とな。……それで、次に婚儀や収しゆう穫かくの宴うたげなどが行われる際は、ファの家に食事の作り方を習ったというディンの家人を招いて、かまどを預けることになった」

　ディンの家人――そういえば、家長会議で出会ったスンの分家の娘むすめがディンという眷族の家に移り住んだのだ、とアスタが話していたのを、ルド＝ルウは耳にしていた。妹のララ＝ルウも、その娘とは何かしらの縁えんを結んでいたようなのだ。

「なるほどね。それで納得がいったら、あんたたちも血抜きや料理の作り方を習うことになるのかな？」

「そのような話ではない。ただ、ディンがファの家にこれ以上関かかわることを許すかどうかを決めるだけだ。……しかし、族長グラフ＝ザザには、さらにその先の考えもあるのやもしれんな」

　強く輝かがやくばかりで今ひとつ感情の読めないディック＝ドムの目が、何かを透かし見るように細められる。

「あの、ズーロ＝スンらを招いて行われたという、ルウの集落での晩餐の会。その夜の晩餐で、グラフ＝ザザは何やら心を乱されてしまったらしい。……しかとそのように言っていたわけではないが、驚くべきものを食わされた、などと述べていたからな」

「ああ、あの日の晩餐はすごかったもんなあ！　俺にとっては、生涯で最高の晩餐だったよ！　……ま、あくまで今のところはって話だけどな。三日前の城下町での晩餐も、それに負けない宴みたいな晩餐だったしよ」

「……族長グラフ＝ザザの心をあそこまで騒さわがせたのだから、お前たちの言う美味なる食事というものには、何か一考に値あたいするものがあるのだろう。家長会議で少しばかりはその力に触ふれた俺にも、それぐらいのことは想像することができる」

　そうしてディック＝ドムは、新たに注がれたポイタン汁をすすってから、言った。

「それで……お前はそのような話を、どうしてこの俺に持ちかけてきたのだ、ルウ家の末弟よ？　お前が叩くべきは、ドム家ではなくザザ家の戸ではなかったのか？」

「んー？　族長たちには族長たちで話し合ってもらったほうがいいだろ？　俺はその眷族であるあんたの意見を聞いてみたかったんだよ。ちょうど話のついでもあったしな」

「話のついでとは？」

「うん、俺はあんたがどういう人間であるのかを知りたかったんだ、ディック＝ドム」

　ルド＝ルウもアリアやチャッチの料理をひとしきりかきこんでから、次に投じるべき言葉を探した。やっぱりこっちの料理はできたてのほうが何倍も美味いんだろうな、などと考えつつ、発言する。

「その前に、一つ質問。あんたはいったい何歳なんだ？」

「……俺は、十七だ」

「じゅ、じゅうなな？　俺と二つしか変わらないのかよ！」

「ちょうど二年前に先代の家長が森に朽ちたので、長ちよう兄けいの俺がその座を継ぐことになった。それが何だというのだ？」

「いやあ、うーん、その若さで家長をつとめるなんて、大したもんだよ。……そっかあ、あんたはラウ＝レイやアスタやアイ＝ファなんかと同じ年なんだな……」

　そういえば、ラウ＝レイもアイ＝ファも同じ家長の身なのである。特にラウ＝レイは、ドムと同じぐらいの大きさを持つレイの本家の家長であった。

（ま、家人の助けが少ないアイ＝ファやシン＝ルウのほうが、そういう意味ではしんどい立場かもしんねーけどな）

　それはともかく、ここからの話が重要だった。

「そういえば、さっき婚こん儀ぎの宴がどうとかって話が出たけど、あんた自身にそーゆー話はないのか？　本家の家長で十七だったら、そろそろ周りからせっつかれる頃ころ合あいだろ？」

「べつだん、せっつかれたりはしない。嫁など、十八までに娶れば十分だろう。それまでに心をひかれる相手が現れなければ、同じように婚儀のあてのない女衆を迎えるだけだ」

　面倒くさげに言い放ち、ディック＝ドムはルド＝ルウの持参した果実酒をひっつかんだ。

「ルウ家よりの厚意に感謝する。……ちょうど果実酒を切らしていたので、この心づかいはありがたかった」

「ああ、北の集落から町までは遠いんで、買い出し一つするのにも一苦労って話だったな」

「うむ。トトスを手に入れてからは、それもだいぶん楽になったがな」

　ディック＝ドムは、父のドンダ＝ルウにも負けぬ勢いで果実酒をあおった。これでは二本の果実酒など、あっという間に飲み干されてしまいそうだった。

「しかし、嫁よめ取りに関しても軽はずみに決められない事情が持ち上がった。俺たちは、あらためて血の縁を結ばねばならない眷けん族ぞくがいくつか存在するのだ」

「え？　そいつはどういう意味なんだ？」

「これまで俺たちの親筋は、スン家であった。俺たちは、スン家を源として血の縁を交わしていたのだ。そこから中心のスン家を廃すると、血の縁をまったく持たない眷族というものができあがることになる。……たとえば南方のディン家やリッド家などは、スン家に嫁や婿むこを捧ささげるという形でしか血の縁を結んでいなかったので、北の一族とはまったく血の縁を有していないのだ」

　なるほど、とルド＝ルウは膝を打つことになった。ルウ家とて、六つの眷族すべてと直接的に血の縁を結んでいるわけではない。リリンやマァムなどといった小さな氏族は、レイやルティムやミンなどと血の縁を重ねているために眷族と認められているばかりなのである。

　しかしまた、レイやルティムには古くからルウの血が入っているため、どの氏族とも血の縁がまったくない、などという事態には至らない。が、スン家の場合は北から南にかけて手広く血の縁をひろげていたため、その最北と最南ではまったく血が交じわらない、などという事態にも至ってしまうのだろう。

　特にスン家は、モルガの森を荒らしていたという罪を隠かくすために、この十数年間は眷族に嫁や婿を出していなかったという。それではいっそうスンの集落の外では眷族同士の血の交じわりようがなくなってしまうわけであった。

「うーん……それじゃああんたは、ディンやリッドから嫁を迎えるつもりなのか？」

「そのように定められているわけではない。ただ、十八までに相手が見つからなければ、そのように定められるのだろうな」

「ずいぶん十八にこだわるんだな。十八までに嫁や婿を迎えるのが、北の集落の習わしなのか？」

「……習わしというか、一人前の狩人と認められる十五の年から三年も過ぎて伴はん侶りよを娶めとらぬというのは、強き血をのこすという仕事をおざなりにしているということになるであろうが？」

　だからその三年という期間の出で処どころがわからなかったのだが、確かにルウの集落でも婚儀をせっつかれるのは十八か十九あたりが境目であるように感じられた。

（まあ、ガズラン＝ルティムは二十三まで嫁を取らなかったし、うちのヴィナ姉ももう二十だけどな）

　ともあれ、必要な情報はそろってきた。気になる点は、あと一つだ。

「で、あんたはもう十七なんだよな？　あんたはあとどれぐらいで十八になっちまうんだろう？」

「……俺は先月、十七になったばかりだが」

　では、まだ十ヶか月げつ以上は残されていることになる。

　ようやくルド＝ルウは、一息つくことができた。

「それで、俺の何が知りたいというのだ？」

　また空になったらしい木皿を置き、ディック＝ドムがぐいっと身を乗り出してきた。かじった『コロッケサンド』を呑のみ下してから、ルド＝ルウはそちらに笑いかけてみせる。

「ああ、もういいんだ。知りたいことは知ることができたよ。あんたは立派な狩人みたいだな、ディック＝ドム」

「……言っている意味がわからないのだが」

「言っている通りの意味だよ。外見はグラフ＝ザザなみに凶悪そうだけど、何でもあけすけに喋ってくれるし、態度も誠実だ。偏屈さなら、俺の兄たちのほうが上だろうな。……それでもって、狩人としての力もとんでもねーみたいだし、うん、あんたみたいに立派な狩人は、この森辺にだってそうそういないと思うぜ？」

「……族長を凶悪などと称するのは感心せんな」

「ああ、悪い意味で言ったんじゃねーんだよ。面がまえの凶悪さなら俺の親父おやじも負けてねーし、そもそも俺は、グラフ＝ザザのことだって狩人として尊敬しているよ」

　このディック＝ドムという男衆も、きっとモルン＝ルティムが心を引かれるだけの人間ではあるのだろう。それを感じ取ることができただけで、ルド＝ルウにはもう十分だった。

「俺の話はおしまいだ。晩餐の時間をやかましくしちまって悪かったな。今日はあんたと話せて良かったよ、ディック＝ドム」

「……やっぱり言っている意味がわからないが、まさかお前はこのままルウの集落に戻もどる心づもりではあるまいな、ルウ家の末弟よ」

「え？　もちろん帰るつもりだけど？　トトスだったら、そこまで時間がかかるわけでもねーし」

「馬ば鹿かを抜ぬかすな。夜の道は、危険であろうが？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。トトスならギーズにもムントにも、なんならギバにだって追いつかれることはないんだし、危険はねーよ」

「それでは、朝と夜ではどちらが危険なのだ？」

　ディック＝ドムは、強情に言い張ってきた。

「そのように危険な道を帰すのは、ドムの家の恥となるのだ。まさかお前は俺たちに恥をかかせるつもりではあるまいな、ルウ家の末弟よ」

「いや、だけど……」

「レムよ、空いている部屋に寝しん具ぐの準備をしろ。客人の鋼は俺の部屋に片付けておけ」

「……了りよう解かいしましたわ、家長」

　誠実で力のある立派な狩人であるかもしれないが、この親切な強情さは美点と欠点のどちらに数えるべきなのだろう、とルド＝ルウは小さく溜息をつくことになった。
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　そうしてルド＝ルウは、ドムの本家で夜を過ごすことになってしまった。

　みんなが寝ね静しずまる頃ころに戻ると思う、と家族には伝えてあったので、明朝早々に戻ればそんなに心配をかけることにもならないだろうが、とりあえず最後の最後で計算が外れてしまった。

（まあいっか。どうせ後は眠るだけなんだし）

　レム＝ドムの準備してくれた寝具の上で、ルド＝ルウはうーんとおもいきり手足をのばした。

　部屋には、新しい木の匂いが満ちている。広間ではそんなに気にもならなかったが、きっとこの家もザッツ＝スンに焼き払われて、修復を余儀なくされたのだろう。かつての族長にして大罪人であったザッツ＝スンは、ジーンの狩人の咽喉のどを噛かみ破って逃亡したのち、このドムの集落に火をつけて、ディガとドッドとテイ＝スンを連れ去ったのである。

　貴族との会談を経へて、罪はなしと許されたディガやドッドは、ドムの分家でどのような思いを抱いているのか。ちょっと顔でも拝んでみようかとも思ったが、そんな筋合いでもないのでやめておいた。縁があれば、明日の朝にでも顔をあわせることはできるだろう。

（だけど、目がさえちまって、しばらくは眠れそうにねーなあ）

　ルド＝ルウがそのように考えていると、外から戸板を叩かれた。

　ぴょこんと寝具の上に半身を起こしながら、「かんぬきは掛かけてないぜ」と声を返すと、戸板がからりと引き開けられて、レム＝ドムが姿を現した。しなやかな筋肉のついた手に、果実酒の土瓶が下げられている。

「せっかくかんぬき付きの部屋を用意したのに、無用心なのね？」

「あんたたちに襲われる筋合いはねーからな。玄関にかんぬきが掛けられてるなら、それ以上の用心は不要だろ？」

「ふうん……ずいぶん自分の腕に自信があるようね」

　レム＝ドムはまた片頬で笑いつつ、後ろ手で戸板を閉めた。

「そちらからいただいた果実酒だけど、夜の供にどうかしら？」

「あー、気づかいはありがたいけど、俺はあんまり果実酒が好きじゃねーんだよ」

「へえ。果実酒を飲まない狩人などというものも存在するのね」

「そりゃあいるだろ。たしかルティム本家の次兄なんかも、果実酒は苦手とか言ってた気がするな」

「そう。だったら、わたしがいただいてしまうわよ」

　言いながら、レム＝ドムは寝具のそばで膝を折った。その艶つやっぽい姿を見返しながら、ルド＝ルウは首を傾かしげてみせる。

「えーっとさ、未婚の男衆と女衆が夜の寝所で二人きりになるってのは、古いしきたりに反するんじゃねーの？」

「そうらしいわね。でも、余所の氏族では古いしきたりも廃すたれつつあるのでしょう？」

「ああ。だけどあんたはしきたりを重んじる北の一族の女衆だろ？」

「破っても罪にならないしきたりなんて、どうでもいいじゃない」

　レム＝ドムは、うっすらと笑っている。いかにも気性は荒そうであるが、反面、女衆らしい色香も備わっているので、ルド＝ルウとしてはいささか落ち着かない気分であった。

（ま、さすがにドム家の婿に入れなんて言いださねーよな）

　ルド＝ルウは族長筋の本家の人間であるために、ディック＝ドムやモルン＝ルティム以上に正しい婚儀というものが求められているのである。

　ただし、父ドンダ＝ルウは家族も眷族もないアイ＝ファをルウ家に嫁よめ入いりさせようと考えるような人間であるので、そこまで古いしきたりにはとらわれていないようにも思える。

「俺に何か用なのか？　色々と面倒をかけちまったから、別に文句を言うつもりはないけどさ。とりあえず、家長のお怒いかりを受けるような真似まねはしないでくれよな？」

「さあ、それはちょっと請け合えないかもしれないわねえ」

　今度はちょっと含んだような笑えみを浮かべつつ、レム＝ドムはその手の果実酒をあおった。

「その前に、一つ確認しておきたいんだけど……あなたはうちの家長に、ルウの人間を嫁入りさせようという心づもりなの、ルド＝ルウ？」

「んー、どうしてそう思うんだ？」

「そうとしか思えないような話ばかりだったじゃない。まあ、うちの家長は奥手だから、さっぱり意味がわかってなさそうだったけど」

　くっくっくと、レム＝ドムは咽喉を鳴らして笑いだす。ずいぶん多彩な笑い方を備え持っているようだが、どれもあやしげで、人を食ったような笑い方ばかりである。

「そういう話こそ、親筋のザザ家を通すべきなのじゃないかしら？　ルウ家もれっきとした族長筋で、ドム家も族長筋ザザ家の眷族なんだから、それを抜きに勝手な真似はできないはずよ？」

「勝手な真似をするつもりはねーよ。だから最初に、これは族長である親父からの言葉ではないって告げただろ？」

「それじゃあ、あなたは族長である父親を通さずに、あなた一人の意思で、どこかの女衆の力になっているっていうことなのかしら？」

「それは、言えねー」

　レム＝ドムは、果実酒をもう一口飲んでから微び笑しようした。

「それはあまりに不義理な言い様じゃないかしら？」

「不義理かもしれないけど、言えねー。虚言を吐はかないだけましだとでも思ってくれねーかな」

「なるほど。あなたは義理堅い人間なのね、ルド＝ルウ。……まあ、うちの家長をおかしな企みに巻き込むつもりでないのなら、何がどうでもかまわないのだけれど」

「そんなつもりは一いつ切さいないから、それだけは信じてほしいところだな」

　レム＝ドムは、横目でルド＝ルウを見つめつつ、「そう……」とつぶやいた。

「それなら、それでいいことにしてあげようかしら。……ねえ、それじゃあその話を見過ごしてあげる代わりに、わたしにサウティの話を聞かせてもらえない？」

「サウティ？　サウティがどうしたってんだ？」

「家の遠いサウティの人間は、ルウの眷族と家人を貸し合って、それで仕事を習っているって言っていたじゃない？　その話を詳しく聞きたいのよ」

「ふーん？　別にややこしい話ではないけどな。サウティの家長ダリ＝サウティは、自分の家でも美味い食事を食べたいから、そのための技術をルウの眷族であるルティムから習ってたんだよ」

　その経けい緯いを思い出しながら、ルド＝ルウはそのように答えてみせた。

「今は貴族どもとのゴタゴタで話が止まっちまってるけどさ、ちょっと前までは二、三人ずつの家人をルティムと交こう換かんしてたんだ。で、ルティムの家ではサウティの家人たちが技術を習い、サウティの家ではルティムから出向いた家人たちが技術を教える。それを数日続けるだけで、ギバの血抜きや解体なんていう仕事はすぐに覚えられるわけだな」

「それは数日間、相手の集落に泊まり込むという意味なのね？　それは男衆だけの仕事なのかしら？」

「いや、かまど番は女衆の仕事だからな。ギバの肉をいい具合いに仕上げたって、ポイタンと一いつ緒しよに煮込んじまったら台無しなんだよ。だから少なくとも、ポイタンの焼き方ぐらいは習わねーと、美味い食事ってもんにはありつけねーんだ。……サウティの女衆も、何日かぐらいはルティムの集落に泊まり込んでたんじゃねーのかな」

　しかし数日間では、ポイタンの焼き方とちょっとした料理の作り方ぐらいしか習得することはできなかっただろう。アスタから直接学ぶことができているルウやフォウやディンなどの家には、とうてい及およばないはずだ。

「ふうん……それで、ルウの集落はファの家とも近いのだったかしら？」

「んー、微妙なところだな。トトスだったら、ひとっ走りだけどよ。まあ、少なくともスンとドムの集落よりかは、うんと近いぐらいだよ」

「そう……でも、ルウとファはとても強い縁を結んでいるのよね？」

「ああ。このひと月ぐらいは安全のために、アイ＝ファもアスタもずっとルウの集落に泊まり込んでるぐらいだからな」

　そのように答えてから、ルド＝ルウは眉をひそめてみせた。

「なあ、ファの家がどうしたってんだ？　サウティに仕事を教えてんのはルティムの連中なんだぜ？　ファの家は関係ねーんだよ」

「でも、ドムとルウとで家人を貸し合うことになったら、わたしたちがファの家の人間に近づくこともできるのでしょう？」

「ファの家の人間に近づいてどーすんだ？」

「さあ、どうするのかしらねえ」

「……おい」と、ルド＝ルウは目を細めた。

「言っておくけど、ファの連中におかしな真似を仕掛けたら、いくらドム本家の人間だってただじゃおかねーからな？　そのことだけは、きっちりわきまえておいてくれよ？」

「あら……あなたもやっぱり、ルウの狩人なのねえ。ドムやザザの男衆にも負けない迫はく力りよくじゃない？」

　そのように言いながら、レム＝ドムはまたあやしく笑った。

「でも、お生あい憎にくさま。わたしはあの家長と生まれたときから顔をつきあわせているのよ？　それぐらいの目つきで怖がってあげるわけにはいかないわ」

「怖がらなくてもいいけどよ、きちんと約束してくれよ。ファの人間におかしな真似はしないってな」

「本当にルウとファは強い絆きずなで結ばれているのね。血の縁もないはずなのに、と族長たちがいぶかるのも当然だわ」

　レム＝ドムは、怖がるどころかルド＝ルウのほうに顔を寄せてくる。

「あなたを怒らせるつもりはなかったのよ、ルド＝ルウ。……それじゃあ事情を話したら、あなたはこの先、わたしに力を貸してくれるのかしら？」

「今のところは、あんたと何一つ約束を交かわす気にはなれねーよ」

「だから、事情を話すと言っているじゃない。もしもわたしがルウの集落に出向くことになったら、ファの家の家長と縁を結ばせてほしいのよ」

「アイ＝ファとかよ。何でだ？」

　レム＝ドムは、さらにルド＝ルウの耳もとへと迫せまってきた。

　女衆と果実酒の香りが、ルド＝ルウの鼻に忍しのび入ってくる。

「誰だれにも内緒よ？　……わたしも、狩人になりたいのよ」

　ルド＝ルウは、少しだけ驚おどろくことになった。

「わたしはとても強い力を持っていたドムの先代家長の血を引いてるし、それに、この手でギバを仕留めたこともあるのよ？」

「へえ？　女衆のあんたがかよ？」

「ええ。ドムの集落に、飢うえたギバが姿を現したことがあったの。まだそれほど大きく育ってもいなかったし、飢えて力を失ってもいたのでしょうけど、わたしが小刀でそいつの咽喉もとをかき切ってやったわ」

　レム＝ドムの言葉自体が熱を持っているかのように、ルド＝ルウの耳を火ほ照てらせていく。

「それで、思ったのよ。女衆のわたしでも、狩人としての力をつけることはできるんじゃないのかって。……だから、この森辺で唯ゆい一いつの女狩人であるというファの家のアイ＝ファに、会ってみたいの」

「なるほどな。そういう話なら、まあ納得はできるよ」

　ルド＝ルウが身を引くと、それにあわせてレム＝ドムのほうも身を引いてくれた。

　やや吊り上がり気味の大きな瞳ひとみが、熱っぽく潤んでいる。レム＝ドムは、今まで以上に色っぽく、今まで以上に勇ゆう猛もうに見えた。

「どうかしら？　わたしの言葉を信じてもらえる？　こんな話、誰に話しても鼻で笑われてしまいそうだけど」

「ああ、まあ、俺はアイ＝ファともさんざん顔をあわせてきたからな。そういう風に考える女衆が森辺に生まれるってのは、ありうることなんだろうな」

「アイ＝ファっていうのは、どういう女衆なのかしら？　聞くところによると、狩人とは思えないぐらい小さくてほっそりしているらしいけど」

　レム＝ドムが、またルド＝ルウのほうににじり寄ってくる。ルド＝ルウは、「うーん」と頭をかいてみせた。

「どういう女衆って言われてもなあ。……まあ確かに、あんたよりは小さくてほっそりはしているよ。それでも俺よりはほんのちょっぴりだけ背が高いけどさ」

「それなのに、狩人としての仕事がつとまっているの？　ファの家にはアスタという異国生まれのかまど番しか家人はなく、分家も眷族も存在しないのでしょう？」

「ああ。アイ＝ファは二年前から、一人きりで狩人としての仕事を果たしていたらしいぜ。危なっかしいし馬鹿げた話だけど、俺はあいつを尊敬しているよ」

「ふうん……それなら、わたしにだって狩人としての仕事はつとまりそうよねえ」

「そいつはどうだろうな」と応じながら、ルド＝ルウはあらためてレム＝ドムの姿を検分してみた。

　女衆としては珍めずらしいぐらいに背は高いし、筋肉もしっかりついている。乳と尻が邪魔くさそうだが、きっと走ったり木に登ったりするのも得意なのだろう。

　だが――狩人としての力とは、そういう話だけではないのだ。

「そういえば、あんたは何歳さいなんだよ、レム＝ドム？」

「わたしは、十五よ」

「十五か。俺と同い年なんだな」

　まあ、兄のディック＝ドムが十七歳だというのだから、今さら驚くような話ではない。

「うーん……そうだなあ……死に物狂いで修練を積めば、二年後ぐらいには狩人としての力を身につけることはできるかもしれねーな」

「あら、今から二年もかかってしまうの？」

「そりゃあそうだろ。俺はな、ちょうど二年前、アイ＝ファが十五歳だった頃にも顔をあわせたことがあったんだよ」

　あれはアイ＝ファが父親を失って、ディガと悪あく縁えんを結んでしまった頃。ルウ家に嫁入りをするつもりはないか、と父のドンダ＝ルウがファの家まで出向いたとき、ルド＝ルウも兄たちと一緒にアイ＝ファと対面することになったのだった。

　あのときのアイ＝ファは、今よりも小さくてほっそりしていた。たぶん、今のルド＝ルウよりも小さいぐらいだったと思われる。このレム＝ドムほどの筋肉を持ってもいなかったし、あれではまともに刀をふるうことさえできなかっただろう。そんなアイ＝ファが、「狩人として生きていくつもりだ」と宣言して、嫁入りの話をつっぱねたのだ。

　まだ十三歳で狩人になりたてであったルド＝ルウは、なんて馬鹿なことを考える女衆なのだろう、と思っていた。こんなに綺き麗れいな顔をした女衆なのに、もったいないな、とも思っていた。

　だが――そんな小さくて綺麗な姿をした女衆のアイ＝ファであったが、その青い瞳には狩人としての炎ほのおが燃え、怒り狂っていた父ドンダ＝ルウを前にしても、いっかな怯ひるむ様子さえ見せていなかった。

　聞けば、アイ＝ファは十三歳の頃から狩人としての仕事を手伝っていたのだという。まだその身に十分な力はついていなかったが、アイ＝ファの魂はすでに狩人のそれであったのである。

「十五歳のとき、アイ＝ファはすでに二年間も狩人としての修練を積んでいた。だからあんたも、二年かければ狩人としての魂たましいを練りあげることができるのかなって思ったのさ」

「狩人としての魂？　……よくわからないわね。そんなものは、目に見えるものでもないでしょう？」

「目に見えないから、育てるのが大変なんだよ」

「ふうん。でも、魂がどうであろうと、力さえあればギバを狩かることはできるでしょう？　大事なのは、やっぱり肉体の力なのじゃないかしら？」

　レム＝ドムの黒い瞳が、いよいよ爛らん々らんと輝き始めている。

　しかし、ルド＝ルウとしては肩かたをすくめてみせる他ほかなかった。

「そんな風に考えている内は、狩人になるのも難しいかもしれねーな。ま、せっかく綺麗な顔をしてるんだから、大人しく女衆としての生を歩んだほうが幸せなんじゃねーの？」

「女衆は、つまらないのよ……」

　と、レム＝ドムがルド＝ルウのすぐわきに手をついてきた。

　自然、両者の距離はぐっと縮まる。

「朝から夜まで薪まきを集めて、薪を割って、ピコの葉を乾かして、毛皮をなめして――あとはせいぜい、男衆とまぐわって、子作りに励むぐらいのことでしょう？　わたしはもっと……森辺の民としての生を、身体からだの奥おく底そこから感じたいのよ……」

　熱い吐息が、ルド＝ルウの面おもてに吐きかけられる。

　大きな乳とルド＝ルウの胸が、触れんばかりの距離である。

　ルド＝ルウは後ずさったが、背中のすぐ後ろは家の壁かべだった。

「それだって、森辺の民としての大事な生だろ？　子供を産み落とす幸福は、女衆にしか味わえねーんだぞ？」

「じゃあ、その幸福をわたしに味わわせてくれる……？」

「おいおい、家長の了りよう承しようもなしに婚儀の話を進めるわけにはいかねーだろ？」

「そうねえ……だったら、子供を作らないように気をつけながら、快楽だけを貪むさぼってみる……？」

　古い習わしを重んじる北の一族とも思えぬ言い草である。

　つやつやとした肉の厚い唇くちびるが半開きになっており、その奥からかすかに覗いている赤い舌の先が、ぞくりとするほど色っぽい。いまやその肉体から発散されている女衆の色香で部屋の空気が満たされしまい、ルド＝ルウはちょっと息苦しいほどであった。

「しょうがねーなあ」

　ルド＝ルウは、やにわにレム＝ドムの両肩をわしづかみにした。

　男衆のように筋肉が張っているが、やはりその皮ひ膚ふはなめらかで、しっとりと指先にまとわりついてくるかのようである。

　レム＝ドムの瞳が、いっそうあやしく、いっそう熱っぽく輝いた。

　その黒い瞳を見つめ返しながら、ルド＝ルウはおもいきりレム＝ドムの身体を寝具の上に押し倒した。

「よし。俺おれの勝ちな」

「…………え？」

「狩人の力比べだ。背中がついたから、あんたの負け」

　レム＝ドムは、しばらくぽかんとルド＝ルウの顔を見上げていた。

　その面に、やがてゆっくりと怒りの表情が浮かびあがってくる。

「ルド＝ルウ……あなたはわたしに、恥をかかせるのね……？」

「力比べに勝つのは誇ほこりだけど、負けることは恥にはならねーよ」

「ふざけないで。最初から腰こしを下ろしているのに、力比べもへったくれもないでしょう？」

「ああ、立って仕合うのが正式だけどな。男衆は幼いとき、こうやって寝所で力比べをするもんなんだよ。半分遊びみてーなもんだけど、これだって立派な修練なんだぜ？」

「…………ッ！」

　獣けもののような形相で、レム＝ドムがつかみかかってきた。

　その両手首を空中でとらえてから、ルド＝ルウは座すわったまま腰をひねり、再度レム＝ドムの身体を寝所の上に引き倒す。

「ほい、俺の勝ち。座ったまま相手の力をいなすってのも、なかなか難しいもんなんだぜ？」

　年ねん齢れいの差があったために、ルド＝ルウがこの遊びで兄たちに勝てた覚えはなかった。しかし、同世代の分家の者たちに負けた覚えは一度としてないのだ。

「この……ッ！」

「あー、膝を立てるのは反則だぜ？」

　言いながら、爪つめをたててこようとするレム＝ドムの右みぎ腕うでに手をそえて、その勢いを受け流しつつ、身体をよじる。レム＝ドムは、前のめりの体勢で勢いよく転倒した。

「うん、女衆とは思えない力と素早さだ。あんただったら、修練を積めば狩人にもなれるかもしれねーな」

「…………」

「まあ、言葉じゃピンとこない部分もあるだろうからな。アイ＝ファとあんたで何が違ちがうのかを知るには、確かに本人と顔をあわせるのが一番手っ取り早いかもしれねーよ」

　レム＝ドムは答えず、ルド＝ルウに背を向けたまま、ゆらりと立ち上がった。

「……この屈辱は、一生忘れないから」

「あれ、あんた泣いてんのか？」

「泣いてないわよ！」

　レム＝ドムは床ゆかに転がっていた果実酒の土瓶をかっさらい、足速に寝所を出ていった。

　ルド＝ルウは一つあくびをしてから、ごろりと寝具の上に寝転がる。

（うーん、世の中にはおかしなやつもいるもんだなあ）

　それでもアイ＝ファやアスタと縁を結ぶことになったルド＝ルウにとっては、何ほどのものでもなかった。最後にほどよく身体を動かせたので、この後は安らかな眠りが得られそうである。

　まだ部屋の中に濃く漂っている女衆の匂いを鼻の先からあおいで遠ざけつつ、ルド＝ルウはまぶたを閉ざすことにした。
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「というわけでな、ディック＝ドムには今のところ、嫁のあてはないらしーぜ？　十八歳になるまでは、焦らずのんびり嫁に相応ふさわしい女衆をさがそうっていう心づもりみたいだ」

　翌日の夕暮れ時。今日もルウの集落に出向いてきていたモルン＝ルティムに、ルド＝ルウはそのように報告してみせた。

「で、北の一族も美味なる料理ってもんをどう扱あつかうべきか、これから色々と考えていくつもりらしいから、それ次し第だいでは、サウティみたいにルウの眷族と家人を貸し合うことになるかもしれねーんだよ。そうしたら、またディック＝ドムと縁を結べるようにもなるんじゃねーかな」

「ちょ、ちょっとルド＝ルウ……」

「ただ、北の集落ってのは物騒な場所に家をかまえててな。森の端はしでもムントやら何やらがうじゃうじゃ出てきそうだし、集落にギバが迷い込んでくることも珍しくないらしい。女衆の安全のためにも、もうちっと余計な木は切り倒して柵さくやら何やらで集落を囲んだほういいって助言しておいたよ。いくら好いた男衆のためでも、モルン＝ルティムをそんな危なっかしい場所に送りつけることはできねーからな」

「ちょっと！　ルド＝ルウ！」

「ん？　何だよ？」

「今日の朝、ルウの集落から戻ってきたアマ・ミンに聞いて、まさかと思ってたけど……ルド＝ルウは、そんなことのために北の集落まで出向いていたの!?」

「そんなことって言い方はねーだろ。モルン＝ルティムにとっては、一生の問題じゃん」

「そ、それはそうだけど……」と、モルン＝ルティムはまた顔を赤くしてしまう。しかし、その丸っこくて可愛かわいらしい顔には、まだルド＝ルウを責めるような表情が残されていた。

「でも、スン家が滅ぶまでは、ルウと北の一族は仇きゆう敵てきみたいな関係だったんでしょ？　そんな相手の集落で一夜を明かすだなんて、危ないじゃん！」

「危なくねーよ。危なかったら、なおさらモルン＝ルティムを送りつけるわけにもいかなくなるしな」

「……まさか、それを確かく認にんするために、一人で北の集落まで出向いてきたの？」

「そんなんじゃねーよ。俺はただ、ディック＝ドムっていう男衆がどんな人間なのかを知りたかっただけさ。生半可な男衆に、モルン＝ルティムを嫁入りさせるわけにはいかねーからな」

　ルド＝ルウは、モルン＝ルティムに笑いかけてみせる。

「ま、俺の見る限り、ディック＝ドムは立派な男衆だよ。ちっとばっかり頭は堅かたそうだけど、北の一族としては堅すぎってほどでもなさそうだしさ。あとは自分の目で見極めな」

「ルド＝ルウって、本当に――」

　と、モルン＝ルティムは後の言葉を溜ため息いきとして吐き出だした。

「……あたしね、家族の男衆がみんな立派な体格をしていたせいか、そういう男衆に心を引かれちゃうみたいなの」

「あー、ダン＝ルティムもガズラン＝ルティムも、ひときわ立派な男衆だからなー」

「……そうじゃなかったら、あたしはきっとルド＝ルウの嫁になりたいって願ってたと思うよ？」

「何だよ、モルン＝ルティムまで俺をちび呼ばわりすんのかー？」

　ルド＝ルウが唇をとがらせると、モルン＝ルティムはとてもやわらかい表情で微笑ほほえんだ。

「でも、ルド＝ルウみたいに優しくて頼もしい男衆の血族として生まれることができて、あたしは幸せだよ？」

「うっせーなー。あんま気き恥はずかしいこと言うなよ」

「だって、本当のことだもん」

　モルン＝ルティムは、いっそう幸福そうに微笑んだ。

　そのとき、二人の背後にあった本家の母おも屋やの戸板がからりと引き開けられた。

「あ、やっとルドが見つかったんだね！　おなか空すいたから、晩ばん餐さんを始めようよー」

　本家の末妹、リミ＝ルウである。

　ルド＝ルウは、そちちに向かって、べーっと舌を出してみせた。

「うるせーよ。大事な話をしてんだから邪じや魔ますんな。腹が減ったんなら木き匙さじでもかじってろよ」

「なんだよー、ちびルドのばかっ！　ばかルドのちびっ！」

「お前、ばかとちびしか悪口を知らねーのか？」

「うるさいよ！　早く来ないと、ルドの分まで食べちゃうからね！」

　ぴしゃんと戸板が叩たたき閉められる。

「にっひっひ」とルド＝ルウが笑っていると、モルン＝ルティムがちょっと心配そうに顔を寄せてきた。

「ねえ、ルド＝ルウ……今さらこんなことを言う必要はないと思うけど、心配だから、一言だけ言っておくね？」

「んー、何だよ？」

「……どんなに可愛くても、どんなに大好きでも、妹を嫁にすることはできないんだよ？」

　ルド＝ルウは、一いつ瞬しゆんで顔面に血を集めることになってしまった。

「な、何をわけわかんねーこと言ってんだよ！　あんな小生意気で泣き虫なちびリミのどこが可愛いってんだ!?　お前おかしいぞ、モルン＝ルティム！」

「うん、あたしの勘かん違ちがいなんだったら、それが一番なんだけどさ」

　モルン＝ルティムはルド＝ルウをなだめるように笑い、ぽんっと肩を叩いてきた。

「早くリミ＝ルウよりも可愛くて大好きと思えるような女衆と巡りあえるといいね？」

「うるせーよッ！」

　ルド＝ルウの雄お叫たけびは、暮れなずむルウの集落に高々と響きわたることになった。

　時は灰の月の四日。サイクレウスの手下として悪事を働いていた《黒死の風》なる無法者どもが捕ほ縛ばくされたとの急報が届けられる、その前日のことである。
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　朝、トゥール＝ディンは森辺の道を駆かけていた。

　いや、朝というよりは、むしろ夜明け前である。太陽はいまだ森の向こうから姿を現してはおらず、世界は青灰色の薄闇に包まれている。本当は昨晩の内に用を果たしたかったのだが、家人のジャス＝ディンに強くたしなめられてしまったため、夜の明けるのを待ち焦がれて家を飛び出したのだった。

　息を切らしつつ駆けていくと、ようやく目的の場所が見えてくる。余所よその家からもぽつんと孤立した、小さな木造りの家――女狩人かりうどのアイ＝ファと異国生まれのかまど番アスタの暮らす、ファの家である。

　トゥール＝ディンは額の汗あせをぬぐいながら、ファの家の戸板の前に立った。そうして戸板を叩こうとしたとき、トゥール＝ディンの本来の気の弱さがふいに顔を出してきた。

（こんな時間に家を訪おとずれて、迷めい惑わくがられたりはしないかな……？）

　トゥール＝ディンは、アスタに届けたい言葉があったために、この場所を訪れた。しかし、トゥール＝ディンにとっては一大事であっても、アスタたちにとってはどれほどのことなのかもわからないのだ。

　トゥール＝ディンは逡しゆん巡じゆんし、その結果として家の横手に回り込むことになった。

（もう目を覚ましているかな……眠ねむってさえいなければ、そこまで迷惑がられることはないと思うんだけど……）

　トゥール＝ディンは、窓からそっと室内を覗き込んだ。それはそれで非常に礼を失した行いであったものの、中の状態もわからないままに戸板を叩くよりは、まだしも許されるように思われた。

　木の格子の隙間から、外よりも薄暗い広間の様子が見て取れる。

　床に敷きつめられたギバの毛皮に、かまどと鉄てつ鍋なべと水みず瓶がめと――そして、寄り添い合って眠る、二つの人ひと影かげだ。

　その光景を目にすると同時に、トゥール＝ディンは慌あわてて首を引っ込めて、そのまま地面にしゃがみこむことになった。

（え……どうして広間なんかで眠っているの？）

　ようやくおさまりかけていた心臓が、またどくどくと暴れ始める。

　アスタとアイ＝ファは、広間の真ん中で眠りに落ちていた。なおかつ、トゥール＝ディンの見間違えでなければ、アイ＝ファはアスタの左ひだり腕うでをぎゅっと抱え込みながら、その肩に頭をのせて眠っているようだった。

（ふ、二人は別に、夫婦ではないんだよね？　それなのに、あんな風に寄り添い合って眠るものなのかな……？）

　気づくと、トゥール＝ディンの頬ほおが熱くなっていた。なんだか見てはいけないものを見てしまったような心地だった。

（もしかしたら、見み間ま違ちがいかな……？　中はずいぶん薄暗かったし……）

　そんな風に考えながら、トゥール＝ディンはそろそろと身を起こして、再び窓へと顔を近づけた。

　すると、とても強い光を宿した青い瞳が、格子のすぐ向こう側からまじまじとトゥール＝ディンを見つめ返してきた。

「きゃーっ！」と悲鳴をあげて、トゥール＝ディンは尻しりもちをついてしまう。そんなトゥール＝ディンのあられもない姿を、その青い瞳はまばたきもせずに見つめ続けていた。

「お前は、ディンの家の娘むすめだな。このような時間にどうしたのだ？」

　それは、アイ＝ファであった。ほんのつい先ほどまで安らかに寝息をたてていたはずのアイ＝ファが、じいっとトゥール＝ディンを見つめていたのだった。

「どうしたんだよ？　窓の外に誰かいるのか？」

　と、あくびまじりの声が聞こえたかと思うと、アイ＝ファの隣となりにアスタの姿まで現れる。

「あれ、トゥール＝ディンじゃないか。いったいどうしたんだい？」

　普ふ段だん通りの、穏おだやかで優しげな声である。それでもやっぱり、トゥール＝ディンはしばらくその場から立ち上がることもできなかった。
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「気配がしたので窓の外を確認してみたら、この娘が家の中を覗き込もうとしていたところであったのだ」

　上座で片膝を立ててあぐらをかきながら、アイ＝ファはこともなげにそのように述べてきた。

「まあ、息遣いを殺そうともしていなかったので、何か害意のある人間だとは思わなかったが、それにしても、いささか驚かされることにはなった」

　アイ＝ファはそのように述べていたが、トゥール＝ディンのほうがその何万倍も驚かされたというのは確実だった。

　アイ＝ファの隣に座したアスタは、呆れたように笑っている。

「本当に頼もしい家長様だな。そんな気配、俺はちっとも気づかなかったよ。トゥール＝ディンのほうこそ、びっくりしたろ？」

「い、いえ……無作法に家の中を覗のぞいてしまって、本当に申し訳ありません……」

　ここは、ファの家の広間であった。とにかく何か用事があるのだろうと、アイ＝ファたちはトゥール＝ディンを家に招き入れてくれたのだ。玄げん関かん口で丸まったトトスの視線を背中に感じつつ、トゥール＝ディンはひたすら身体を縮めるばかりであった。

「それで？　こんな朝からどうしたんだい？　何か俺たちに急用だったのかな？」

「は、はい……じ、実はその……今度、リッドの女衆がジーンの家に嫁入りすることになったのです……」

　深くうつむき、前まえ髪がみごしに二人の様子をうかがいながら、トゥール＝ディンがそのように答えてみせると、アスタは不思議そうに小首を傾げた。

「ジーンっていうのは、北の集落の氏族だよね。それでリッドはディンの血族なんだから、どっちもザザの眷けん族ぞくにあたるわけか」

「は、はい。リッドとディンは、ザザの眷族としてはもっとも南に家をかまえる氏族で……スンと血の縁えんを交わす前からの血族であったのです」

「うん。その話は、ちょっと前に聞いていたよ。でも、このあたりから北の集落までは、ずいぶん距離があるっていう話だったよね」

「そうです……ですから、これまでディンやリッドはスンとしか血の縁を結んでおらず、北の一族とはほとんど交流がなかったのですが……スン家を失った現在では血の縁というものがまったくなくなってしまうため、北の一族とも新たに絆を結ぶ必要ができてしまったのです」

「へえ。それで、リッドがジーンに嫁入りを？」

「はい……ジーンでは、スンの集落に残された分家のものたちに狩人としての手ほどきをするために、若い男衆を何人か出していたので……そこにリッドの女衆を招き、見合わせたそうです」

「なるほど、お見合いか！　それで縁談がまとまったのなら、めでたいことだねえ」

　とてもやわらかい顔で微笑みつつ、またアスタは小首を傾げる。

「それで？　とてもめでたい話だけど、それをどうして俺たちに告げようと思ったのかな？」

「ええ……実は……」

　と、トゥール＝ディンはいっそう身体を縮めてしまう。

「わたしが……いえ、わたしたちディンの家の女衆が、その婚こん儀ぎの祝宴のかまど番を任されることになったのです……」

「ふうん？」とうなずきかけてから、途中でアスタは目を丸くした。

「え？　だけど、ディンの家では血ち抜ぬきをしたギバ肉で、俺の手ほどきをした料理を作っているんだよね？　そんなディンの家の人間をわざわざかまど番に選んだってことは、もしかして――」

「はい。アスタが森辺にもたらした食事にはどれほどの力があるのか、それを見極めるために、ディンの家に祝宴のかまど番を任せたいのだと……グラフ＝ザザは、そのように述べていたそうです」

「それはすごいね！　大役じゃないか！」

　アスタは瞳を輝かがやかせて、身を乗り出してくる。その姿を見て、トゥール＝ディンはようやく全身に込めていた力を抜くことができた。

「その報は、今日の内にルウやサウティにも届けられるという話でした。ですから、その前に自分の口でアスタたちに伝えたくて、ついついこのような時間に家を訪れてしまったのです。……本当に申し訳ありませんでした」

「謝る必要なんて全然ないよ！　そいつはものすごい話じゃないか！」

　そのように言ってから、アスタはにこりと笑ってくれた。

「それに、トゥール＝ディンがそんな風に考えて、わざわざ家を訪れてくれたことは、とても嬉うれしいよ。ありがとう、トゥール＝ディン」

「い、いえ、とんでもありません……」

　その言葉だけで、トゥール＝ディンはすべてが報われたような気がした。思わず涙なみだぐんでしまったので、それを隠かくすためにいっそううつむいてしまう。

「聞いたか、アイ＝ファ？　あのグラフ＝ザザが、ついにそこまで美味なる料理というものに興味を持ってくれたんだ！　こいつは朗報だな！」

「うむ。きっとあの、ズーロ＝スンらを招いたルウ家での晩餐で、アスタの力を思い知らされたのであろうな。あれはそれぐらいの力を持つ晩餐であった」

　落ち着いた声こわ音ねで、アイ＝ファが応じている。しかしそこにも、アスタを誇りに思う気持ちがはっきりとにじんでいた。

「ディンの娘よ、わざわざ夜明け前からそのような言葉を届けてくれたことに、私からも礼の言葉を言わせてもらいたい」

「い、いえ……それであの、わたしからファの家長アイ＝ファにお願いしたい話があるのですが……」

　どきどきと脈打つ左胸に手を添えながら、トゥール＝ディンはそのように述べてみせた。

「ディンの家の女衆で、どのような料理を作るべきか、話し合ったのです……それで、あの……それが正しい料理であるかをアスタに判じてもらうために……きょ、今日のファの家の晩餐を、わ、わたしに作らせてもらえませんか!?」

　最後は、無用に声が大きくなってしまった。

　そうして、そろそろと視線を持ち上げてみると――アイ＝ファは、想像よりも遥はるかに優しげな眼まな差ざしで自分を見つめてくれていた。

「いっこうにかまわんぞ。ディンの家の女衆がどのような料理を作るのかは、私にとっても非常に気になるところであるからな」
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　トゥール＝ディンは、スンの分家に生を受けた娘であった。

　母親はディンの家の家長の末妹で、スンの分家に嫁入りを果たしたのだ。

　当時のスン家は族長筋であったので、それは誇らしい出来事であるはずだった。しかしスン家は森辺の禁忌を踏ふみにじり、先代族長ザッツ＝スンの打ち立てた禍まが々まがしい掟おきてに縛しばられた一族であった。

　その掟が打ち立てられたのは、十歳のトゥール＝ディンが生まれる数年前であったという。だからトゥール＝ディンは、物心がつくと同時に、これは秘密の掟なのだときつく教え込まれることになった。この秘密が他の氏族に露見することになれば、スンの人間は全員頭の皮を剥がされるのだ――スンの集落の大人たちは、口をそろえてそのように述べたてていた。

　どうして族長筋のスン家だけが、そのような秘密を抱え込まなくてはならないのか？　それは、悪逆なるルウ家を討ち倒すため――そして、凶悪なる北の一族をしっかりと従わせることのできる力を得るためなのだと、トゥール＝ディンはそのように聞かされていた。

　これは、正しいことなのだ。スン家は、森辺の民たみを正しい道に導かなくてはならないのだ。そのために、今は苦しくとも秘密を守り通さなくてはならないのだ。――そのように述べながら、大人たちはみんな虚うつろな目をしていた。宴などで集落に招かれる眷族のものたちはみんな猛々しく、強い力に満ちあふれているのに、スン家のものたちはみんな生気に乏しかった。

　しかし、トゥール＝ディンにとっては、それが世界のすべてであった。母などは、こんな生には耐えられぬとばかりに幼いトゥール＝ディンを残して他界してしまったが、それを嘆くことも許されなかった。

　そこに、ルウ家の女衆らとアスタが現れたのだ。

　家長会議の日の夜に、スン家の秘密は暴あばかれることになった。トゥール＝ディンの世界は、粉々に打ち砕かれることになった。

　これでみんな、頭の皮を剥がされることになるのだ。そんな絶望に打ちひしがれながら、それでもトゥール＝ディンはとてつもない解放感を得ることもできた。

　これで、母のもとにゆくことができる。もう他の氏族の目に怯おびえずに済む。そんなことを思いながら、トゥール＝ディンはわんわんと泣くことができた。そのように感情を爆ばく発はつさせたのは、たぶん赤子のとき以来だった。

　しかし、トゥール＝ディンたちが処断されることはなかった。本家のものたちは氏うじを奪うばわれることになったが、眷族に強い血の縁を持つ分家の人間は、その家の家人となることが許されたのだ。そうして森辺の民として正しく生きていくことが、トゥール＝ディンたちにとっては贖あがないになるのだという話であった。

　トゥール＝ディンは、父とともにディン家の家人となった。そこで、厳しくも温かい新たな家族に囲まれながら、新たな生を歩むことになった。

　それから、およそふた月ほどが経過して、今に至る。

　スン家に代わって親筋となったザザ家は、ファの家の行いに疑念を呈する立場であった。それでもディン家は、かろうじてアスタに血抜きと料理の手ほどきを受けることを許された。ファの家の行いは、森辺にとって薬となるのか毒となるのか。それを見極めるために、ディン家はファの家と縁を結ぶことを特別に許されたのだった。

　そして、今回の事態である。

　ディン家はファの家から何を得たのか。それを示すべしと、ザザ家の家長であり新たな族長の一人であるグラフ＝ザザに命じられた。自分たちがしくじれば、やっぱりファの家は間違っているのだと断じられてしまうかもしれない。その責任に押し潰されそうになりながら、トゥール＝ディンは婚儀の祝宴にのぞむことを決断したのだった。
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　その日、灰の月の十三日――トゥール＝ディンは、大きな鉄鍋と三名分の食材を引き板に載せて、夕暮れ前にあらためてファの家を訪れた。が、ファの家で待ちかまえていたのは、家長のアイ＝ファのみであった。

「ああ、ご苦労であったな、ディンの娘よ」

　アイ＝ファは、家の横手でぶんぶんと刀を振るっていた。ファの家もディンの家と同じように、昨日から休息の期間に入っていたので、狩人としての修練に取り組んでいたのだろう。刀を下ろしたアイ＝ファは、静かな眼差しでトゥール＝ディンを見返してきた。

「かまども薪も鉄鍋も、好きに使ってかまわぬぞ。水瓶も、朝の内に満たしておいたからな」

「あ、ありがとうございます。……アスタはまだ宿場町から戻もどっていないのですね」

「うむ。今日は日が沈む寸前まで戻らぬと言っていた」

「え？　日が沈む寸前まで、ですか？」

「ああ。晩餐をお前に任せることができるのなら、時間いっぱいまでルウの集落で女衆らに料理の手ほどきをしてやろうと思う、と言っていたのだ」

　トゥール＝ディンは、言葉を失うことになった。

　その様子を見て、アイ＝ファはけげんそうに首を傾げる。

「どうしたのだ？　ひょっとしたら、晩餐を作るのにはアスタの助力も必要であったのか？」

「い、いえ。アスタに助力を頼たのんでは意味がありませんので、それはわたし一人でやりとげるつもりでしたが……」

　ただトゥール＝ディンは、あまりこのアイ＝ファと言葉を交わしたことがなかったので、いささかならず気き後おくれしてしまったばかりであった。

　アイ＝ファは刀を鞘に収めつつ、トゥール＝ディンにうなずきかけてくる。

「案ずるな。何か重い荷を運ぶ際などには、私が力を添えてやろう。アスタを家人として迎むかえるまでは私もかまどの番を果たしていたのだから、お前を困らせるような失敗は犯さない」

「は、はい。ありがとうございます……」

「かまどは、中と外のどちらを使うのだ？　いちおう、どちらにも薪は準備しておいたが」

「あ、それでは外のかまどを使わせていただこうと思います」

　アイ＝ファの案内で家の裏手に回り込むと、トゥール＝ディンはちょっと驚きに目を見開くことになった。

　ファの家の裏手には、二つのかまどが存在する。そのかまどの上に大きな革の屋根が張られており、なおかつ丸太と割り板で組んだ作業台と思おぼしきものが、家の壁に接する形で据えられていたのだ。

　ほんの数日前にもファの家でアスタに料理の手ほどきをしてもらっていたが、そのときにこのようなものは存在しなかった。トゥール＝ディンの視線に気づいて、アイ＝ファが「ああ」と声をあげる。

「前々から、外のかまどにも屋根と台を作るべきだとアスタと話し合っていたのだ。それでようやく休息の期間が訪れたので、こうして完成させることができた」

「で、でも、休息の期間は昨日からですよね？　昨日と今日のたった二日で完成させてしまったのですか？」

「うむ。修練の他には、特に急ぎの仕事もなかったしな」

　言いながら、アイ＝ファは作業台の表面をこつこつと叩く。

「この台がななめに傾かぬように丸太を組むのがいささか手間ではあったが、アリアやポイタンが転がって落ちるようなことはないと思う。不安でなければ、使うがいい」

「は、はい。ありがとうございます」

　台の高さは、アスタの腰の位置あたりに合わせられているのだろう。トゥール＝ディンが使うには少し高かったが、それでも地面に布を敷いて座りながら作業するよりは、うんと楽であるように感じられた。

「そ、それでは仕事を始めさせていただきますね」

　アイ＝ファに見守られながら、トゥール＝ディンは持参した食材と道具を台の上に並べていく。まずは、汁物料理の下ごしらえであった。

「よいしょ」と鉄鍋をかまどの上に載せると、その中身を覗き込んだアイ＝ファが「ほう」と声をあげる。

「これは、ギバの臓物だな？」

「はい。二日ほど前に、ディンの男衆が仕留めてくれたものです。臓物でも、五日ぐらいはピコの葉で保存がきくようですので……」

「そうか。アスタに臓物のさばき方を教えたのはお前であったな、ディンの娘よ」

　納なつ得とくしたようにうなずきつつ、アイ＝ファは鉄鍋から目を離そうとしなった。

「しかし、この鍋にはずいぶんさまざまな種類の臓物が詰め込まれているようだな。アスタは部位によって焼いたり茹ゆでたり煮に込んだりしていたが、この料理ではすべて煮込んでしまおうという考えであるのか？」

「は、はい。北の一族に作り方を伝えるには、あまりこまごまとした内容にしないほうがよいように思えたので……」

　この鍋には、食用に適する臓物のほとんどすべてが詰め込まれていた。アスタいわく、心臓に肝臓、大腸に小腸、胃袋、直腸、コブクロ、肺、腎臓、横おう隔かく膜まく――などである。料理の手ほどきの合間にそれらの臓物がどのような名前でどのような役割をもっているのか、アスタはそういったことまで親切に教えてくれたのだった。

「……まずこれは、ギバの脂あぶらを使って軽く焼いておきます」

　アイ＝ファはいつまでも興味深そうにトゥール＝ディンの挙動を見守っていたので、そのように説明しながら作業することにした。アスタの真似まねをしているようでだいぶん気恥ずかしいが、ファの家の家長たるアイ＝ファにも、料理の内容は正しく知っておいてもらうべきだと考えたのだ。

「そうしてあるていど火が通ったら、今度はタラパのそーすで煮込みます」

　それはあらかじめ、自分の家のかまどで準備してきていた。こまかく刻んだアリアとミャームー、それに果実酒と塩とピコの葉を加えて煮込んだ、タラパのソースである。ジャス＝ディンが宿場町で買ってきてくれた革かわ袋ぶくろから、それを鉄鍋の中に移した。

「ふむ。アスタの作るタラパの煮込み料理と、手順は同一であるようだな」

「は、はい。……それでわたしは、ここにリーロの葉とチットの実を加えてみることにしました」

「……チットの実？」

　アイ＝ファの目が、すっと鋭く細められる。

　リーロの葉とチットの実を鍋に入れようとしていたトゥール＝ディンは、思わずぎくりと身体をすくめてしまった。

「ギ、ギバの臓物は独特の風味を持つ部位が多いので、強い香かおりと味を持つリーロとチットを入れることにしたのですが……あの、何かお気にさわってしまいましたか？」

「いや、そういうわけではない。……しかし、質実たる北の一族は、あまり馴な染じみのない食材を使うことをよしとはしないだろう。チットの実というのは、東の王国シムから伝わるものであるはずであったな？」

「は、はい。ですが、チットの実はタウ油ほど珍めずらしくも高価でもないので、ディンの家などでも普ふ通つうに使われるようになりました。それならば、北の一族にも忌き避ひされないのではないかと考えたのですが……」

「そうか。きちんと考えられているのだな。仕事の手を止めさせてしまって申し訳なかった。かまわずに続けるがよい」

　そのように答えながら、アイ＝ファの眉み間けんに刻まれた皺しわは消えなかった。

「あの……もしかしたら、アイ＝ファはチットの実がお嫌きらいなのでしょうか……？」

「そのようなことはない。ただ、それを初めて口にしたとき、私はとても痛い目を見させられてしまったのだ」

　と、アイ＝ファはすねたような口調で言う。

「以来、その名を聞いたり匂いを嗅いだりしただけで、そのときの痛さを思い出すようになってしまってな。それでもチットの実を使った料理が嫌いなわけではないから、案ずることはない」

「そ、そうですか……それは大変でしたね……」

　赤くて小さなチットの実は、強烈な辛からみを持つ食材である。が、分量さえ間違えなければ、ピコの葉と同様に適度な刺し激げきを舌に与あたえてくれる。ディンの家にもそれを嫌いやがる人間はいなかったので、アイ＝ファがそのように難しい顔をしているのが、トゥール＝ディンには不思議であり可笑おかしくもあった。

（アスタが分量を間違えたりはしないと思うんだけど……いったい何があったんだろう）

　そのようなことを考えながら、鍋の中身をかきまぜる。

　チットの実と一いつ緒しよに入れたリーロの葉は、干し肉を作るときに使う香こう草そうである。アスタは肉の風味を抑えたいときにこの葉を使うと言っていたので、トゥール＝ディンは臓物の汁物料理でこれを使うことに決めたのだ。

　タラパのソースには、他ほかの料理のときよりも多めのミャームーを使っている。これぐらい念入りに香りを強めにしておくと、初めての人間でもギバの臓物を食べやすいように思えたのだった。

「あとは弱い火でゆっくり煮込んで、最後にまた塩とピコの葉で味付けをするだけです。……その間に、他の料理の準備をしたいと思います」

「うむ」

「まずは肉団子と、野菜炒いためを作ります」

「はんばーぐではなく、肉団子か」

「はい。はんばーぐより手間がかからないので、ディンの家でも肉団子を作ることは多いのです」

　肉を刻んで、塩とピコの葉とともに入念にこねていく。ポイタンやフワノの粉やキミュスの卵などを入れる作り方もあるが、今回は何も入れないことにした。この段階で粘り気が出るまでよくこねれば、そうそう形が崩れたりすることもないのだ。

「野菜炒めは、アリア、ティノ、プラ、ネェノンを使います」

「ふむ。なかなか豪勢だな」

「はい。婚儀の祝宴ですので、これぐらいの贅ぜい沢たくは許されるかと」

　料理には彩りも大切なのだ、とアスタは語っていた。濃い緑色をしたプラや淡い朱色をしたネェノンを使うと、確かにただ野菜を炒めただけの料理も華やかに見えてくる。

　そうして肉団子に掛かけるためのソースを果実酒で作製していると、アイ＝ファがまた声をかけてきた。

「ディンの娘よ、そういえば、私はまだお前の名前を覚えていなかったのだ。よかったら、それを私に教えてはもらえぬか？」

「え……？　わ、わたしはトゥール＝ディンですが……」

「トゥール＝ディンか。優しげでよい名だな」

　アイ＝ファはアイ＝ファらしからぬことを言いながら、トゥール＝ディンのほうに近づいてきた。

「トゥール＝ディンよ、お前はルウ家の女衆ほどアスタと親交を結ぶ時間はなかったはずだが、それでもずいぶんとアスタに思いを寄せているようだな」

「え……」と、トゥール＝ディンは後ずさりそうになる。しかし、果実酒のソースが煮に詰つまりかけていたので、それもかなわなかった。

「わ、わたしは確かにアスタを敬愛しています……で、でも、それは誰だれにも恥じることのない真情だと自分では思っているのですが……」

「むろん、その通りなのだろう。だからこそ、お前には一言告げておきたかったのだ」

　真しん剣けんな面おも持もちで、アイ＝ファがさらに近づいてくる。トゥール＝ディンは、足が震えてしまいそうだった。

　しかし、アイ＝ファの顔にふっと浮うかんだのは、ややぎこちない微笑みであった。

「お前がアスタのことをそれほどまでに大事に思ってくれていることを、私は嬉しく思っている。そのお前の優しき心情に、私は礼の言葉を述べさせてもらいたい」

「ええ……？　それはいったい、どういうお話なのでしょう……？」

　困こん惑わくのきわみに陥りながら、トゥール＝ディンは焦げついてしまいそうなソースを肉団子の皿に移した。そんなトゥール＝ディンを見つめながら、アイ＝ファは目を細めて微笑んでいる。

「アスタが貴族の館から無事に救い出されて集落に戻ってきたとき、お前は涙を流して喜んでくれたではないか？　それで私は、お前もそれほどまでにアスタの身を案じてくれていたのだなと、胸を打たれることになったのだ」

「あ、あれはその……つい感情が昂たかぶってしまったもので……」

　貴族の館から救い出されたその翌日、ルウの集落に身を寄せていたアスタは、トゥール＝ディンたちにも元気な姿を見せるために、ひとたびだけ顔を出してくれたのだ。

　そのときに、トゥール＝ディンは声をあげて泣いてしまった。

　アスタが凶賊に捕らわれて、五日間も行方ゆくえ知れずになっている間、トゥール＝ディンは身を裂かれるような苦しみを味わわされることになったのである。それで、アスタの無事な姿を見た瞬しゆん間かん、安あん堵どと喜びのあまり、ついついその胸に取りすがって大泣きしてしまったのだが――思い出すと、トゥール＝ディンは全身が火のように熱くなってしまった。

「何も恥じ入ることはない。お前をそれほどまでに心配させたアスタが悪いのだ。不出来な家人に代わって、お前には詫わびと礼の言葉を述べさせてもらいたく思う」

「い、いえ、そんなことは……」

「そしてこのたびは、お前がアスタに手ほどきを受けたいと強く願ったからこそ、グラフ＝ザザの心を動かすことにもなったのだ。それもこれも、すべては森の導きであったのかもしれぬな」

　そのように言ってから、アイ＝ファは朱色に染まり始めた空を振り仰ぐ。

「さて、そろそろ日が没してしまいそうだな。残りの料理は家の中で仕上げるべきだと思うが、どうだ？」

「は、はい。そうさせていただこうと思います」

　そんな風に答えながら、トゥール＝ディンは小さからぬ驚おどろきに打たれてしまっていた。アイ＝ファがこれほど温かみのある心を持つ女衆であったとは、夢さら考えていなかったのだ。

　もちろん、アイ＝ファが薄情な人間だなどと考えていたわけではない。しかし、周囲の反発を押し切って、女衆の身でありながら、狩人として生きていくことを選んだアイ＝ファであるのだ。その気き性しようは男衆のように果断であり、ちょっとやそっとのことで心を乱したりはしないのだろうと、トゥール＝ディンはそのように信じていた。

（そんなアイ＝ファが、わたしなんかにあんな微笑みを向けてくれるなんて……なんだか、嬉しいな）

　そんな風に考えながら、トゥール＝ディンは完成した料理や残りの食材を家の中に運び込むことにした。

　道のほうからゴロゴロと荷車を引く音色が聞こえてきたのは、まさにそのときであった。
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「やあ、トゥール＝ディン。料理のほうはいかがかな？」

　家の前で荷車から降りたアスタが、にっこり笑いかけてくる。

　さきほどの余よ韻いんで頬を少し赤らめつつ、トゥール＝ディンは「はい」とうなずいてみせた。

「あとひと品で完成です。アスタも、お疲つかれさまでした」

「そちらこそ、お疲れさま。……あ、家長、ただいま帰き還かんいたしました」

「うむ」

　家の入口で腕を組んだアイ＝ファが、家長らしい厳格な面持ちでアスタを見返している。ただ、その表情とは裏腹に、アイ＝ファはとてもやわらかい眼差しをしていた。

　アスタが無事に帰ってきたことを、心から喜んでいるのだろう。貴族との争乱には決着がついたが、それを抜きにしても、やはり森辺の民が宿場町に下りるというのは、いくばくかの危険がつきまとうものであるのだ。

「では、最後の料理に取りかかります」

　アスタが後片付けをしている間に、トゥール＝ディンは屋内のかまどに火を入れた。ディンの家から持参してきたギバのラードを鉄鍋に移していると、またアイ＝ファが「ほう」と覗き込んでくる。

「最後の料理は、ぎばかつなのか？」

「いえ。わたしの腕うで前まえでぎばかつを作るのは難しいですし、北の一族の女衆ではなおさらでしょうから、もっと簡単な揚あげ物もの料理です」

　これももちろん、アスタから教えられた料理であった。ルウの集落では『ギバ・カツ』という料理がたいそう好評であるようだったが、これは調理が難しい上に、使う材料の種類も多い。ならば――と、このような料理を考案してくれたのだ。

「名前をつけるとした、何だろう。ムニエル風のギバ肉の揚げ焼きってところかなあ」

　かつてアスタは、そのように言っていた。平たく切った肉に塩とピコの葉をもみこみ、フワノかポイタンの粉をまぶした上で、ラードで揚げ焼きにする。そういう料理である。

　ハンバーグやステーキなどは、少量の油で焼きあげる。カツやコロッケという料理は、温めた油にひたして熱を通す。揚げ焼きというのは、その中間にあたる調理法であった。

　肉はアスタがロースと呼ぶ背中の部位を使う。厚さはトゥール＝ディンの手の平ぐらいで、それが三分の二ぐらいの薄さになるよう、木の棒で叩いておく。そうしたほうが適度な噛かみ応ごたえになるし、熱の通りも速いので、余分な油を吸わずに済むのだとアスタは言っていた。

　それに塩とピコの葉で味付けをして、ポイタンの粉をまんべんなくまぶしたら、熱したラードの中に漬ける。ラードの量は、肉が半分つかるていどだ。

　ぱちぱちと油の弾はじける音色が心地好い。ひとたびだけアスタに味見をさせてもらった『ギバ・カツ』は確かにとてつもなく美味な料理であったが、この揚げ焼きという料理もトゥール＝ディンには十分なご馳走に思えた。

「ああ、揚げ物を作っているのかい？　それなら、これを使いなよ」

　と、食料庫から出てきたアスタが、何やら奇き妙みような器具を手に近づいてくる。それは、金属の細い棒を組み合わせて作られた、隙間だらけの平たい板だった。

「これは金網っていってね。この上に揚げた肉を載せておくと、余分な油が下に落ちてくれるんだよ」

「ありがとうございます。使わせていただきます」

　熱の通った肉をそちらに移し、次の肉を投じ入れる。その間も、アスタはかまどのかたわらに立っていてくれた。

「丸鍋だと、揚げ焼きは一つずつしか調理できないから不便だよね。ファの家では、平ひら鍋なべを購こう入にゆうする予定なんだ」

「ひ、ひらなべ、ですか？」

「うん。底が平たくなっている鍋だね。宿場町ではあまり見かけないけど、俺おれの故郷では平鍋のほうが多く使われていたんだ」

　アスタの故郷――それは、どのような国なのだろう。

　その故郷では、アスタなど半人前の見習い料理人に過ぎなかったという。トゥール＝ディンには、なかなか信じ難がたい話であった。

「よし、これで完成です。お待たせしてしまって申し訳ありません」

「申し訳ないことは全然ないよ。トゥール＝ディンの料理を食べるのは初めてだから、楽しみだなあ」

　そんな言葉を聞かされると、トゥール＝ディンは胃袋がきゅっと縮みあがり、耳や頬に熱を感じてしまった。

　ともあれ、料理は完成した。油の落ちた肉を木皿に移し、広間の敷物へと並べていく。ギバの臓物の汁物料理。ギバの肉団子。四種の野菜の炒め物。ギバのロースの揚げ焼き料理。これに、家で焼いてきたポイタンを添えて、終しゆう了りようだ。

　揚げ焼き料理には、輪切りにしたシールの実の汁をかけておく。ギバの旨うまみを凝ぎよう縮しゆくさせたかのような揚げ焼き料理には、この酸っぱい果汁がとてもよく合うのだった。

「祝宴の当日には普通に焼いた肉も用意する予定ですが、趣向をこらした料理というのは、これですべてです」

「うん、これは豪勢な献こん立だてだね。俺がルティムの祝宴で用意した献立にも、まったく負けてないよ」

　アスタは、とても楽しそうに笑っている。トゥール＝ディンはどきどきと騒ぐ胸むなもとに手をやりながら、下座に腰こしを下ろした。

　すでに室内は暗くなっていたので、アイ＝ファが燭しよく台だいに火を灯すのを待ち、アスタがパンと手を打ち合わせる。

「森の恵めぐみに感謝して、火の番をつとめたトゥール＝ディンに礼をほどこし、今こ宵よいの生命いのちを得る。……いただきます」

　そうしてアスタは、まず臓物の汁物料理に手をのばした。

「へえ。タラパの汁物にモツを使ってるのか。こいつは美味うまそうだ」

　トゥール＝ディンはぎゅっと拳こぶしを握にぎり込みながら、アスタが木き匙さじを口に運ぶ姿を見守った。

　アスタの目が、少し驚いたように見開かれる。

「うん、チットの実がほどよくきいてるね。それにこの風味は……リーロの葉を使っているのかな？」

「……はい、その通りです」

「リーロって、タラパに合うんだねえ。とても美味おいしいよ」

　アスタは気性が優やさしいので、トゥール＝ディンはまだまだ安心できなかった。

　アイ＝ファのほうは、難しい顔で汁をすすっている。

「お、こいつはハツで、こっちはハラミか。色々な食感が味わえて楽しいな。なあ、アイ＝ファ？」

「うむ。チットの実の分量もちょうどよいようだ」

「チットの実にこだわるなあ。あれ以来、痛い思いは一度もしてないだろう？」

「思い出ださせるな！　舌が痛んでくるだろうが！」

　怖い顔で、アイ＝ファがわめく。しかし、いつでも冷静なアイ＝ファがそのように感情をあらわにするのは、アスタに対して心を開いている証あかしであるように思えた。

「あの……お味のほうは、問題ないでしょうか？」

「うん、美味しいよ！　これなら初めて臓物料理を食べる人たちにも喜ばれるんじゃないかなあ」

　そのように言いながら、アスタは肉団子をすくいあげた。

「うん、この肉団子も申し分ないね。ソースはシンプルに果実酒ベースか」

　アスタは時おり、意味のわからない言葉を使うことがある。きっとアスタの故郷の言葉なのだろう。

　ともあれ、あとはもうディンの家の男衆にも負けない勢いで、アスタとアイ＝ファは料理をたいらげていった。

　ふたりともほっそりしているのに、なかなかの食欲である。少し作りすぎてしまったかとトゥール＝ディンは心配に思っていたのだが、すべての料理は無理なくアスタたちの胃袋におさまったようだった。

「……いかがでしたか？　祝宴の料理に相応ふさわしい献立であったか、率直な意見をお聞かせください」

　自身も何とか皿の上を空にして、トゥール＝ディンは問うた。

「ごちそうさまでした」という聞きなれない言葉を発してから、アスタは「うーん」と腕うでを組む。

「味のほうは、申し分なかったよ。正直に言って、トゥール＝ディンがここまでの腕を持っているとは想像してなかったぐらいだ。ディンやフォウの人たちには、そこまでしっかりと手ほどきをすることもできていなかったからさ」

　アスタは貴族にかどわかされる以前から、ルウの集落に逗とう留りゆうする機会が多く、その間はそちらの女衆とともに商売用の下ごしらえをしたり、晩ばん餐さんをこしらえたりしていたようなのだ。

　いっぽうで、トゥール＝ディンたちはファの家を訪おとずれて、わずかばかりの修練を積むことしかできなかった。自分の家の晩餐は自分の家のかまどでこしらえるのが森辺の習わしであったので、アスタから学んだ技術を家に持ち帰り、それを自分なりに実践してみる他なかったのである。

「その上で、僭せん越えつながら、いくつか助言しようと思うんだけど」

「は、はい！　どうぞご遠えん慮りよなく、お願いいたします！」

「まず、さっきこれらの料理の他に肉を焼くつもりだと言っていたけど、汁物に関してはどうなのかな？」

「汁物ですか？　それは、このタラパの料理以外には考えていませんでしたが……」

「そっか。ルティムの祝宴では俺もタラパのシチューっていう料理を準備したんだけど、下ごしらえに時間がかかる上に材料費も馬ば鹿かにならなかったから、それとは別に普通の汁物も準備したんだよね」

　言いながら、アスタは考え深げに下した顎あごを撫なでさすっている。

「このタラパの臓物料理も、条件が近いように思えるんだ。祝宴には、何人ぐらいの眷族が参加するんだっけ？」

「は、はい。七十から八十ていどであったと思います」

「その人数分の臓物を準備するのは大変だよね。ディンは休息の期間にあるけど、肉や臓物は誰が準備するのかな？」

「はい。休息の期間にあるディンの男衆が眷族の家に出向いて、そちらで血抜きや臓物の取り扱あつかいを手ほどきする予定です。北の集落ではなく、もっと近在の氏族になると思いますが」

「なるほど。まあ、それで十分な量が準備できたとしても、やっぱり普通の汁物があるに越したことはないんじゃないかな。そういうさっぱりした料理があると、他の料理の味も引き立つし、それに汁物は効率よく野菜を摂せつ取しゆできるから、そこでアリアなんかをどっさり使うといいと思うよ」

「はい、承知いたしました」

「あとは……すごくこまかい話だけど、肉団子にかける果実酒のソースには、ポイタンかフワノの粉を混ぜるといいかもしれない。そうしたら、ソースが肉団子にしっかりからむと思うからさ」

「はい。ポイタンかフワノの粉、ですね」

　トゥール＝ディンは、アスタの言葉をしっかり心に刻みつけた。

　そんなトゥール＝ディンに向かって、アスタはにこりと微笑ほほえみかけてくる。

「うん。俺に言えるのは、それぐらいかな」

「え？」

「肉団子に関しては、きっとトゥール＝ディンもなるべく余計な食材を使いたくないっていう姿勢なんだろうから、どっちでもいいと思う。普通の汁物料理を献立に加えれば、それで十分だと思うよ」

「で、ですが、他に至らない点などは……？　献立の内容だけでなく、味付けなどに関してでも……」

「味付けは、さっきも言った通りに申し分ないよ。今の段階では百点満点なんじゃないかなあ？」

　アスタが問いかけるように視線を飛ばすと、アイ＝ファも「うむ」とうなずいた。

「私には、ルティムの祝宴や家長会議で出された料理よりも、こちらのほうが美味であるように感じられた。アスタ本人が手伝ったわけでもないのにこれほどの料理が作れるというのは、驚きに値あたいすると思う」

「そうだよな。さすがに現在のレイナ＝ルウたちの手並みには及およばないかもしれないけど、手ほどきされた時間や内容を考えたら、これは最高の出で来き栄ばえだよ」

「それでは……それではわたしも、もっとアスタに手ほどきを受けることができれば、もっと腕を上げることがかなうのでしょうか？」

　トゥール＝ディンが思わず身を乗り出すと、アスタは驚いたように目を丸くした。

「う、うん。それはもちろん。トゥール＝ディンはまだ十歳さいなんだし、成長の余地はいくらでも残されてるはずだよ」

「それならば……わたしはもっと、アスタに手ほどきを受けたいと願います」

　これは祝宴が終わるまで、アスタに打ち明けるつもりはない話だった。しかしトゥール＝ディンは、自分の気持ちを抑おさえることができなくなってしまっていた。

「アスタもグラフ＝ザザから聞いているのでしょう？　家人のジャス＝ディンが、ディンの家も宿場町の商売を手伝うことはかなわないかと、グラフ＝ザザに願い入れてくれたのです。このたびの宴でグラフ＝ザザを満足させることができれば、きっとその願いは叶い入れられるはずだと……ジャス＝ディンは、そのように述べていました」

「うん、その話は確かに聞いているよ。貴族との面倒事が片付くまで、そんな話を取とり沙ざ汰たしている余裕はないって話だったね。……それでこのたび、ついにその面倒事が片付いたから、グラフ＝ザザもついに重い腰を上げることになったわけか」

「はい……ですから、このたびの祝宴の責任はわたしに負わせると、ジャス＝ディンはそのように言ってくれました」

「え？　十歳のトゥール＝ディンが、かまど番の責任者なのかい？」

「そうです。それでアスタの力を正しく示すことができたなら、グラフ＝ザザを始めとする眷けん族ぞくの長おさたちも、わたしがアスタの仕事を手伝うことを許してくれるだろう、と……自分の望みは自分の力でつかみ取るのだと、ジャス＝ディンにはそのように言われました」

　気づかぬ内に、トゥール＝ディンの身体からだが震えていた。それをこらえるために、トゥール＝ディンは自分の両膝をわしづかみにする。

「ですから……もしもわたしがこのたびの仕事をやりとげることができたら……わたしを、アスタのもとで働かせていただけませんか……？」

「うん、もちろんだよ、トゥール＝ディン」

　アスタは優しげに微笑みつつ、しかしとても真剣な口調でそのように言ってくれた。

「実はね、ちょうどこちらも人手を増やそうって話になっていたところだったんだ。ルウやルティムからはもうたくさんの人手を出しているし、フォウやランでは女手が余っていないっていう話だったから、レイやミンあたりから借りるしかないかって話に落ち着きそうだったんだけど、トゥール＝ディンだったら申し分ないよ」

「……本当ですか？」

「うん。だから、祝宴のかまど番をしっかりとつとめあげられるように頑がん張ばっておくれよ、トゥール＝ディン」

　トゥール＝ディンは、涙なみだをこぼしてしまいそうになった。

　しかし、今は泣くべきではない。トゥール＝ディンは、いまだ何を成し遂げたわけでもないのだ。

　もしも祝宴の仕事を成し遂げて、アスタの仕事を手伝うことがかなったら――そのときは、少しぐらい泣いてしまっても許されるのだろうか。そのようなことを考えながら、トゥール＝ディンは「ありがとうございます」と述べてみせた。

　アスタとアイ＝ファは、そんなトゥール＝ディンをこれ以上ないぐらい温かい眼差しで見つめてくれていた。
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「うむ……こいつはひどい目にあった」

　そのようにつぶやきながら、ダン＝ルティムはむくりと上体を起こした。

　夕暮れの近い、森の奥おく底そこである。足もとは石まじりの砂場であり、右手の方向からはどうどうと水の流れる音が聞こえてくる。ここは名も知れぬ川の川べりであるようだった。

　視線を背後に飛ばしてみると、暗緑色の茂みがかなりの高みにまで威容を広げている。茂みに覆われていてわかりにくいが、これは断だん崖がいの壁へき面めんであるのだ。

　この茂みをばりばりと突き破りながら、ダン＝ルティムたちはこの川べりまで滑落してきたのだった。その際に、枝葉で傷つけられてしまったのだろう。顔や腕のあちこちがちくちくと痛む。が、目玉や指先に取り返しのつかぬ負傷はなかったので、どうということはなかった。

「おい、ディム＝ルティムよ。お前さんは大だい丈じよう夫ぶか？　生命があるなら、返事をしてみろ」

　と、ダン＝ルティムは周囲の状じよう況きようを確かく認にんしてから、腕の中の少年に呼びかけてみた。黒こつ褐かつ色しよくの長い髪かみをした少年が「うう……」と苦しげな声をあげる。

「とりあえず、生きてはおったか。いったん地面に下ろさせてもらうぞ？」

　言いながら、その身体をそっと地面に横たえると、とたんにディム＝ルティムは「ううっ」とさらに苦しげな声をもらした。

「暴れるな。ひょっとしたら、あばらが何本かやられているのやもしれん。無用に動くと、折れたあばらに内臓を傷つけられてしまうぞ」

「家長……ダン＝ルティム……」

　少年の力を失った目が、ダン＝ルティムを見上げてくる。

「申し訳ありません……俺が判断を誤ったばかりに……」

「気に病むな。お前さんを正しく導くのが、俺の仕事であったのだからな。この不始末は、すべて俺の責任だ」

　そのように答えると、少年の瞳ひとみには涙が浮かんできてしまった。

「本当に申し訳ありません……もしも家長の身に何かあったら、俺はルティムのみんなに顔向けできません……」

「だから、それはこちらの台詞せりふだというのに。頼むから、俺より先に死んでくれるなよ？」

　ディム＝ルティムは、十三歳になったばかりの見習いの狩人かりうどであった。ゆえに、ダン＝ルティムが狩人としての手ほどきをしていたのだ。

　現在ルティムの集落は、休息が明けたばかりの時期にある。集落のそばの恵みは手ひどく食い荒らされて、まだしばらくギバが寄ってきそうになかったので、ルティムの狩人は一日で戻れる限界ぎりぎりの森の奥深くにまで足をのばして罠わなを仕掛けていた。昨日仕掛けたその罠にギバが掛かっているかどうか、本日は手分けをしてその確認におもむいてきたところであったのだ。

　その罠に、一頭のギバが掛かっていた。図体は大きいが、がりがりに痩やせこけた、年寄りのギバである。毛皮はすりきれ、角は二本とも折れてしまっている。そんな年老いたギバが、左の後ろ足を蔓つる草くさの罠に巻かれて、木の枝に高々と吊り上げられていた。

「ずいぶん弱り果てたギバですね。あれなら俺一人でもとどめをさすことはできるでしょう」

　茂みの陰かげからその姿を確認したディム＝ルティムは、そのように言いながら立ち上がろうとした。その腕を、ダン＝ルティムは横から引っつかむことになった。

「いや、あのギバは危険だな。弓の準備はしてこなかったので、ガズランらと合流してから、また戻ってくることにしよう」

「何故なぜですか？　あのように弱ったギバに、弓など必要ないでしょう？　刀で首を掻かき切ってやれば済むことです」

「待て待て。死に瀕ひんしたギバというのは、時としてとてつもない力を発揮するものなのだ。しかもあのギバは飢えきったところで罠に掛かってしまい、相当に気が立っているようだしな」

「どこがですか？　もはや死んでいるかのように、ぴくりとも動かないではないですか？」

「それは、力を溜ため込んでいる最中なのであろうよ。俺には、匂いでわかるのだ」

「……匂い？」

「うむ。ギバは怒ると、ほのかに甘酸っぱい匂いを発するのだ。これで人間の姿を目にしたら、最後の力を振ふり絞しぼって怒いかりを爆ばく発はつさせてしまうやもしれん」

　ダン＝ルティムはそのように説明したのだが、ディム＝ルティムは「納得いきません」と首を横に振った。

「俺が森に入ったばかりの若造だからといって、そこまで用心する必要はないでしょう。俺だって、狩人になるための修練を積んできたのです」

「別にお前さんがどのような狩人であっても、俺は同じことを言っておるよ。お前さんの力を見くびっているわけではないのだ」

「だったら――俺があのギバを仕留めたら、牙きばと毛皮は俺の家にいただけますか？　角は失われているし毛皮もすりきれてしまっていますが、まあ俺のような若造の最初の獲え物ものとしては、あれぐらいが相応でしょう」

　少年の目に、若々しくも向こう見ずな激情の光がきらめく。

　が、ダン＝ルティムは「ふむ？」と首を傾げるしかなかった。

「ルウの集落では、その働きによって牙や毛皮の分配を定めているという話ではないですか？　強い狩人は多くの富を得て、弱い狩人は貧しさにあえぐ。そうした厳しい生活こそがルウの力となったのではないかと、俺には思えます」

「そいつは、どうであろうかな。血族の間では等分に富を分配するというほうが、森辺では普通であるはずだ。そうでない氏族はルウ家と北の一族ぐらいであろうと俺は考えているぞ」

「北の一族というのは、ザザやジーンやドムのことですね？　そうだからこそ、彼かれらもルウに劣らぬほどの卓たく越えつした力を得ることができたのでしょう。……そして、我々ルティムとて狩人の数では彼らに負けていないのですから、もっともっと強い力を得ることはできるはずです」

「そうかもしれんし、そうではないかもしれん。が、とりあえず俺はルティムの習わしを改めるつもりはない」

　笑いながら、ダン＝ルティムは少年の頭を軽く叩いてやった。

「まあ、お前さんがそのように考えているのなら、いずれガズランに話してみるがいい。ルティムの行く末を担うのは、若いガズランやお前さんたちなのだからな。俺が家長を退いたのちは、お前さんたちがどのような道を進んでいくのかを楽しく見守らせてもらうぞ」

「……ならば、その場でお見守りください」

　そう言い捨てるや、ディム＝ルティムは身をひるがえして茂みから飛び出した。

　完全に虚をつかれてしまったダン＝ルティムは、一いつ瞬しゆん遅おくれてディム＝ルティムの後を追う。

「馬鹿者！　そのギバに近づくな！」

　ダン＝ルティムは、ルティムの集落でもっとも足が速い。よって、十歩と進まぬ内にディム＝ルティムの肩かたまで手が届きそうであったが――それでは、遅おそかった。ディム＝ルティムの姿を認めた瞬間にギバは狂ったように暴れだし、その勢いで蔓草の結ばれた枝がぼきりと折れてしまっていた。

「うわ！」と、ディム＝ルティムが立ちすくむ。その間に、ギバは蔓草と折れた枝を引きながら、地を蹴っていた。

　ギバの巨きよ大だいな頭が、ディム＝ルティムの胸もとにめりこむ。ギバに角が残されていたら、その一撃でディム＝ルティムは絶命していただろう。ディム＝ルティムの真後ろにいたダン＝ルティムは、正面からその身体を受け止める格好になった。

「うむ。これは逃にげの一手だな」

　ダン＝ルティムは少年の身体を抱だきかかえたまま、迷うことなくギバに背を向けた。

　窮きゆう屈くつな場所に逃げ込めば、ギバに追いつかれることはない。そう考えて、ダン＝ルティムは茂みの中に身を投じたのだが――ここは、滅多に足を踏ふみ入れない森の最奥部であった。背後にギバの足音を聞きながら右に左にと逃げまどっている内に、まったく覚えのない場所に出てしまい、そして、茂みに隠された断崖から滑り落ちることになってしまったのだった。

「まったく、迂う闊かつなことであった。お前さんを無用の危険に巻き込んでしまい、俺はとても申し訳なく思っているぞ」

　砂場に横たわった少年の頭に手を置きながら、ダン＝ルティムはそのように言ってみせた。するとディム＝ルティムは、ついにその瞳から涙をこぼしてしまった。

「どうしてダン＝ルティムが、そのように詫わびるのですか……？　悪いのは、すべて考えの足りていなかった俺ではないですか……？」

「だから、そういう未熟者を正しく導くのが、俺の役目であったのだ。俺もそうして先達に導かれてきたというのに、まったく不ふ甲が斐いないことだ」

　右手側に流れる、大きな川。その向こうには、背後の茂みよりもなお鬱うつ蒼そうとした森の威容があった。

　モルガの山である。

　何人たりとも立ち入ることを許されていない、これがモルガの山であった。

　森辺でもかなり南寄りに位置するルティムの集落からは、こうして半日をかけて足をのばすだけで、モルガの山を間近に見ることがかなったのだった。

　しかし、山さん麓ろくの森に住むことを許された森辺の民たみですら、モルガの山に踏み入るのは禁忌とされていた。モルガの山を荒らせば、その災さい厄やくはジェノスを滅亡させる。そのような伝承が、この地には残されていたのである。

　また、モルガの山にはギバよりも恐おそろしい獣けものが棲すんでいる。聖域たる山を守る、モルガの三獣――マダラマの大だい蛇じや、赤き野人、そしてヴァルブの狼おおかみである。

　ギバはそれらの獣から居場所を追われて、山麓の森にまで追いやられたという話であるのだ。そんな森の最果てに追い詰められた上での、この苦境であった。

（ふむ……これはなかなか剣けん呑のんな事態だな）

　そのようなことを考えながら、ダン＝ルティムは我わが身を見下ろした。

　砂場に両足を投げ出した格好で座り込んでいる。その右の足首に、大きな違和感があった。

　痛みというよりも、熱を感じる。外見的におかしなところはなかったが、もしかしたら骨が外れているのかもしれなかった。

（こいつは処置を間違えると、骨を折ったり筋を切ったりすることもある、と父ラーは言っていたな。そして、正しく骨をはめなおすまでは、決して体重をかけてはならじ、と）

　そしてディム＝ルティムのほうは、どうやらあばらを何本かやられている。歩くこともままならないというのは、そちらも同様であった。

　辺りにはすでに夕闇が下りかけており、風に冷たさがまじり始めている。今すぐに帰り支度をしなければ、日没までに集落へと帰りつくことも難しいだろう。

（もしかしたら、今日この日が森に魂たましいを返す日であったのかもしれんな）

　ダン＝ルティムは、ごくあっさりとその考えに行きついていた。

　ギバに襲われたとき、ディム＝ルティムの身体を放ほうり捨てて、刀を抜くべきだったのかもしれない。そうした判断を一つ間違えただけで、狩人はたやすく森へと魂を返すことになるのだ。

（そうだとしたら、ディム＝ルティムには本当に悪いことをしてしまった）

　ダン＝ルティムは五人もの子を生しており、末妹のモルン＝ルティムを除けば全員がすでに伴はん侶りよを娶めとっている。長ちよう兄けいのガズラン＝ルティムも立派な狩人に成長しており、明日からでもルティムを導くことは可能であるはずだった。

　しかし、ディム＝ルティムはこれからの人間だ。このような場で生命を散らしてしまうのは、さぞかし無念なことだろう。まだ見習いの十三歳では、森に朽くちる覚悟なども育っているはずがなかった。

（ならば、この身にかけても守ってやる他ないな。一晩を越せるように火の準備でもしておくか）

　そのように考えて、ダン＝ルティムは立ち上がろうとした。

　その者がふわりと姿を現したのは、まさにその瞬間であった。

　腰を浮かせた中途半端な体勢のまま、ダン＝ルティムはきょとんと目を丸くしてしまう。

「お前さんは……まさか、あのときのあいつか？」

　ダン＝ルティムは、驚きを込めてその者に呼びかける。

　幻影のように出現したその者は、理知的に輝かがやく瞳で静かにダン＝ルティムを見つめ返してくるばかりであった。
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　ダン＝ルティムがその者と出会ったのは、今から二十五年も前――ようやく一人前の狩人と認められた、十五歳の頃ころだった。

　そのときは、今以上にひどい有り様であった。今日と同じように森の最果てまで足をのばしたところで飢うえたギバの集団に襲われて、やはり断崖から突き落とされてしまったのだ。

　崖下に転落したダン＝ルティムは、かろうじて生命を落とすことはなかった。しかし、右の腿ももをギバの角でえぐられてしまい、びっくりするほど大量の血を失うことになった。

　着ていたものを破って傷口を縛ったが、身体に力を入れることができなかった。そのときも茂みに覆われた断崖の下であったので、ダン＝ルティムはその樹木の一本にもたれかかりながら、眼前に立ちはだかるモルガの威容をぼんやり見つめることになったのだった。

（うむ……今日が森に魂を返す日であったのか）

　そのときも、ダン＝ルティムはそのように考えていた。

　辺りは、すでに薄暗い。一いつ緒しよにいた二名の狩人はきっと生命を落としてしまっただろうし、他ほかの場所に散っていた狩人たちにもダン＝ルティムを捜索する時間は残されていないはずだった。

　このような身体で、一夜を無事に過ごせるはずがない。この血の臭においを嗅ぎつけて、いずれ腐肉喰らいのムントやギーズの大おお鼠ねずみも寄ってくるだろう。それを追い払う力すら、今のダン＝ルティムには残されていなかった。

（ああ、せめてルティムに自分の血を残したかった……かえすがえすも、それだけが心残りだなあ）

　ダン＝ルティムは、十五歳になると同時に嫁よめを娶っていた。相手は二歳年長の、分家の女衆であった。絶対に自分が幸せにするからと二年前から言い続けて、ついに先月、婚こん儀ぎをあげることがかなったのだ。

　もう、あの身体を抱きしめることもできないのか。自分が森に朽ちてしまったら、妻は別の男衆と添い遂げることになってしまうのか。そのように考えたら、悔しさのあまり涙がにじんできた。妻を幸せにするという約定を果たせない、自分の無力さが腹立たしくてしかたがなかった。

　そのとき――何の物音もないままに、静かな気配が右手側に出現した。

　かすむ目でそちらを振り返かえると、驚くべき存在がその場には立ちはだかっていた。

「な、何だお前は？　いったいどこから現れたのだ？」

　その者は、何も答えず、ただ静かにダン＝ルティムを見返してくる。それもそのはずで、それは純白の毛皮と強きよう靭じんな四肢を持つ、人間ならぬ野の獣であったのだ。

　ギバではない。ムントでもない。それはダン＝ルティムが初めて目にする獣であった。

　体長は、まだ身体の育ちきっていないダン＝ルティムとそれほど変わらないぐらいもあっただろう。その逞たくましくもすらりとした身体には、一面に純白の毛皮が生えている。首が長く、鼻面が突き出ており、大きな三角の耳がぴんと立っている。なんというか、作り物のように美しい立ち姿であった。

　目のふちの皮ひ膚ふは黒色であり、そこに黄色い瞳が静かに光っている。四肢の爪は、ムントよりも鋭そうだ。そして、その肉体からはムントどころかギバをも凌りよう駕がする圧あつ倒とう的てきなまでの生命力が感じられた。

「まさかお前は、噂に聞くヴァルブの狼なのか？　ヴァルブの狼が山麓にまで姿を現すことはないとされているのだが――」

「…………」

「それに、見事な毛並みだな！　ヴァルブの狼は灰色の毛皮をしていると聞いていたが、伝承というのはあてにならぬものなのだなあ」

「…………」

　当然のこと、獣は何も答えなかった。

　しかし、その黄色い瞳にはずいぶん理知的な光が灯ともっていたので、人間の言葉を理解することぐらいはできるのではないかと思えてならなかった。

　そんなことを考えている内に、獣がじりっと近づいてこようとしたので、ダン＝ルティムは慌あわてて手の平をかざしてみせた。

「待ってくれ！　お前さんは、腹が空すいているのか？　そうだとしても、俺を喰らうのは勘弁してほしいのだが」

「…………」

「生命を惜しんでいるわけではない。しかし、人間の味を覚えたヴァルブの狼は、その後も人間を襲い続けるという伝承が残されているのだ。お前さんがヴァルブの狼だとしたら、俺もお前さんにだけは喰らわれるわけにはいかん。……俺の死が、森辺の同どう胞ほうたちに災さい厄やくを招いてしまうだなんて、そんなのは絶対に耐えられないことだからな！」

「…………」

「俺には狩人としての誇ほこりと、鉄の刀がある。傷ついているとはいえ、お前さんにとってもたやすく討ち取れる相手ではないはずだ。それに――なんとなく、俺はお前さんと生命のやり取りをする気持ちにはなれんのだ」

　ヴァルブの狼は、ほんの少しだけ首を傾けた。それはまるで、ダン＝ルティムの言葉をいぶかしんでいるかのような仕草であった。

「頼たのむ！　本来お前さんの狩場はこの川の向こう側、モルガの山の奥深くなのだろう？　俺たちだってお前さんの狩場は荒らしていないのだから、なんとか俺の願いを聞き入れてはくれぬか？」

　すると――白き狼は、ぷいっとそっぽを向いて、その場から立ち去ってしまった。

　ダン＝ルティムは安あん堵どの息をつき、背後の樹木にあらためてぐったりともたれかかる。大きな声を出してしまったので、わずかに残されていた体力も相当に削られてしまったようだった。

（なんとも不思議な獣であったな……まるで人間が獣に変じたような、そんな不思議な目つきをしていた）

　だから、ダン＝ルティムはあの獣と生命をぶつけ合う気持ちになれなかったのだろうか。

　狩人の刀は、獣を狩かるための武器だ。決して人間に向けるべきものではない。あのように人間じみた獣を斬きるのは、人間を殺あやめるのと同じぐらい罪深いことであるように思えた。

　そのとき――右みぎ頬ほおのあたりに熱を感じた。

　まぶたを開いたダン＝ルティムは、思わず「うわーっ！」と大声をあげてしまう。

　顔のすぐ横に、白き狼の細長い顔があった。白き狼は、背後の茂みに回り込んで、そこからダン＝ルティムの顔を覗き込んでいたのだった。

　大きな口に、何やら朱色がかった果実をくわえている。慌てふためくダン＝ルティムを見つめながら、白き狼は黄色い瞳を静かに光らせていた。
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「な、な、何だ？　まだ俺に何か用事なのか!?」

　惑乱するダン＝ルティムの胸もとに、ぽとんと果実が落とされる。

　ちょっと青臭いが甘あまい匂いのする、美味うまそうな果実であった。

「お、俺に食えと言っているのか？　しかしな、森辺の民は、森の恵みを口にすることを禁じられているのだ」

「…………」

　黄色い瞳が、不思議そうにまばたきをする。

　湿り気のある黒い鼻が、ダン＝ルティムの頬に触ふれてしまいそうなほどの至近距離である。

「森辺の民が森の恵みを荒らしてしまうと、そのぶんギバが飢えることになる。そうすると、飢えたギバによっていっそうジェノスの田畑が荒らされてしまうため、俺たちは森の恵みを口にすることを厳しく禁じられているのだ」

「…………」

　白き狼は、ダン＝ルティムの胸に載った果実を再びくわえた。

　白い牙が生えそろった、大きな口である。その牙で、白き狼は朱色の果実を噛み砕いた。

「ふむ。お前さんもギバと同じように、肉ばかりでなく果実を喰らうのだな。……いや、せっかくの好意を無にしてしまって申し訳なかった」

　本当に言葉が伝わっているとは信じ難かったが、とりあえずはそのように述べてみせた。

　白き狼は、がさがさと音を鳴らして背後の茂みへと消えていく。

「ああ驚おどろいた。……しかし、野の獣が弱った人間に救いの手を差しのべるだなんて、そんな話が本当にありうるのだろうか？」

　ひとりごちつつ、また木の幹に寄りかかる。

　すると、間を置かずに白き狼が舞い戻もどってきた。

　その口にくわえられていたのは――なんと、七色に鱗うろこを光らせる蛇である。白き狼のとがった鼻面に余った身体を巻きつかせつつ、七色の蛇はシャーッと牙を剥いていた。

「……ううむ。俺たちの祖も南の黒き森に暮らしていた時代は、蛇でも蜥蜴とかげでも喰らっていたらしいがな。しかし、この森辺ではその蛇もまたギバの餌えさとなるので、食することを禁じられているのだ」

「…………」

　幸いなことに、白き狼はその蛇をダン＝ルティムの胸もとに落とすことなく、茂みの中へと戻っていった。

　あの狼は、蛇を喰らうのだろうか。まあ今のは毒を持っていない蛇であったので、食べて悪いことはなさそうであった。

（この森に、俺たちが食べていい食料など存在しないのだ。人間に食べられるものは、たいていギバも食べられるからな）

　例外は、強い香かおりを持つピコやリーロの香こう草そうぐらいのものである。あとは食用でないラナの葉やグリギの実――それに、熱冷ましのロムの葉ぐらいであろうか。どれも現在のダン＝ルティムには無用のものばかりだ。

　そのようなことを考えていると、今度は騒そう乱らんの気配が背後から近づいてきた。

　ダン＝ルティムに立ち上がる力は残されていなかったので、感覚の鈍ってきた指先で刀の柄つかをつかむ。

「むう!?」

　白と黒褐色の塊かたまりが、眼前の砂場に落ちてきた。

　白き狼と、ギバである。

　しかもこのギバは、さきほどダン＝ルティムたちを襲ったうちの一頭であった。同胞が負わせた刀傷が、眉み間けんのあたりにざっくりと残されている。体長は狼と同じぐらいで、胴どう体たいの図太さはその倍ほどもありそうな、大物のギバである。

　そのギバの咽喉のどもとに、白き狼は牙を食い込ませている。

　ギバは、怒りと苦く悶もんの咆ほう哮こうをあげていた。

　身体は倍ほども太いのだから、きっと力ではギバのほうがまさっていただろう。しかし、咽喉もとに噛かみつかれていると、ギバの角や牙は白き狼に届かない。死に物狂いで暴れても、白き狼はその動きに合わせて巧みに力を逃がすばかりであった。

　ブギアアァァッ……と、物凄い雄お叫たけびをあげて、ギバががくりと崩れ落ちる。すかさず白き狼はその顔面を前足でおさえつけつつ、ギバの咽喉もとをばりばりと噛み破った。

　真っ赤な鮮血がほとばしり、ギバはそのまま動かなくなる。

　ギバの返り血で真っ赤に染まりながら、白き狼はダン＝ルティムを振り返った。

「見事な手並みだ。聞きしにまさる力だな。いや、感服した」

　腰の刀から手を離はなし、ダン＝ルティムは白き狼に笑いかけてみせた。

「そいつはお前さんの獲物だ。思う存分、喰らうがいい」

「…………」

「どうした？　お前さんは、ギバを喰らうのだろう？　だからこそ、ギバはお前さんたちを恐れて山麓に棲すみ家かを移したのだと聞いているぞ？」

　白き狼はまたちょっと首を傾けてから、巨大なギバのほうに向きなおった。

　その牙が、ギバの腹のど真ん中を食い破る。

「ほう。お前さんは、臓物を喰らうのか」

　白き狼は、一心にギバの腹の中身をあさっていた。

　強い血の臭いが、ダン＝ルティムのほうにまで漂ってくる。その間に、世界はいよいよ夕闇に包まれつつあった。

（みんなはそろそろ集落に帰りついた頃ころ合あいであろうかな……）

　ダン＝ルティムは本家の長兄であり、そして本家に他の男子は存在しなかった。このままダン＝ルティムが森に朽ちれば、いったん妹が家長となって婿むこを取るか、あるいはもっとも血の近い分家に本家を継がせるしかないだろう。

（妹はレイの家に嫁よめ入いりしたいと言っていたのに、悪いことをしてしまった）

　妻も妹も、泣いているだろうか。父のラー＝ルティムはどうだろうか。人前で涙をこぼしたりはしないだろうが、その悲しみの深さは妻や妹にも負けないはずであった。

　森に朽ちる覚悟は固めつつ、呼吸が止まるその瞬しゆん間かんまで、すべてをあきらめるつもりはないが――ダン＝ルティムの心も、いずれは悲しみの気持ちに塗ぬり潰されることだろう。

　覚悟を固めるという行こう為いと、もっと生きたいと願う気持ちは、決して相反するものではない。むしろ、生命いのちを大事にしない狩人は、狩人失格とされている。もっと生きたいと願いながら、それでも森に朽ちる覚悟を胸に秘めつつ、一頭でも多くのギバを狩る――それが森辺の狩人なのだった。

（だから俺おれとて、死を恐れたりはしない……だけど俺は、まだ十五歳なのだ！　愛する女衆を嫁に娶ったばかりで、いまだ自分の子を生すこともできていないのだ！　母なる森よ……慈悲あらば、この一夜を乗りきれるだけの力をこの身に与あたえてくれ！）

　そのようなことを考えながら、ダン＝ルティムは肉体からじわじわと力が抜け落ちていくのを感じていた。

　せめて、ひとたびの食事とひとたびの眠りがあれば、この身に力も戻るものを――と、ダン＝ルティムは息をつく。

　そのとき、白き狼がギバのもとを離れた。

　ゆったりとした足取りで、川のほうに歩を進めていく。その姿を、ダン＝ルティムはかすむ目で追い続けた。

　いったい何をするのかと思いきや、白き狼はどうどうと流れる川の流れに、その上半身をどぶんと投じてしまう。音色からして、川の流れはなかなかの強さであろう。川べりに残った後ろ足が必死に身体を支えているのが、何やら愉ゆ快かいな有り様である。

　そうしてしばらくの時間を過ごした後、白き狼は水面から身体を引き起こし、ぶるぶると首を振って水滴を払った。そして、またダン＝ルティムのほうに近づいてくる。

「身を清めたのか？　つくづく賢いやつなのだな、お前さんは」

　すっかりもとの白さを取り戻した狼は、ぎりぎりダン＝ルティムの刀が届かないあたりで足を折り、砂場に身を横たえた。その黄色い瞳が、じっとダン＝ルティムを見つめてくる。

　ダン＝ルティムは、その姿からギバのほうへと視線を転じた。

　巨大なギバが、砂場に倒れ伏している。腹の中身は、ほとんど空っぽになるまで喰らい尽つくされてしまったようだ。だが、それ以外は咽喉もとを噛み破られているばかりである。

「お前さんは、ギバの臓物しか喰らわぬのか？　まあ、自分よりも大きなギバを一人で喰らい尽くせるわけもないが」

「…………」

「まもなく夜になる。そうすればムントやギーズが寄ってきて、朝にはこのギバも骨しか残らぬであろうな」

「…………」

「その前に、この肉を少し分けてもらってもかまわんだろうか？」

　白き狼は、折りたたんだ前足の上に顎をのせて、静かにまぶたを閉ざした。その穏やかな顔を見つめつつ、（よし――）と、ダン＝ルティムは腹をくくった。

　最後まで、生きるということにしがみついてやろう。ダン＝ルティムは、そのように決意したのだった。

　じょじょに力を失っていきながら、ただ漫然と死を迎むかえるなどというのは、自分の気き性しようにも森辺の狩人の習わしにもそぐわない。そうと決めるや、ダン＝ルティムは身体をねじって背後の茂みへと頭を突っ込んだ。

　立ち上がる力はないので、そのままずるずると茂みの中へと這はいずっていく。そうしてなるべく水気のない落ち枝を選んで、それを茂みの外へと放り捨てた。

　細い枝しか落ちていないので、足りない分は茂みの枝葉に体重をかけてべきべきとへし折ってみせる。それらもすべて茂みの外に投じてから、ダン＝ルティムは力を振り絞って砂場に這いずり出た。

　そこら中に散らばっていた枝を一ヶ所に集め、ふうっと大きく息をつく。

　足の傷は、ずきずきと痛んでいる。なんとなく、体温が下がってきているようだ。血とともに、身体の熱も外に逃げだしてしまったのだろうか。額には、脂あぶら汗あせが浮うかんでいる。

（それでも、生きるのだ）

　ダン＝ルティムは砂場に爪をたて、今度はギバの亡なき骸がらのほうに這っていった。

　小刀を抜き、ギバの後ろ足のつけねにそれを突きたてる。なかなか刃やいばが入っていかなかったので、刀の尻しりを腰こしにあて、体重をかけてずぶずぶと押し込んだ。

　そうして毛皮と肉を裂き、後ろ足を胴体からもぎ取る。ダン＝ルティムの足よりも太い、短くも立派な足だった。それを胸むなもとに抱え込み、もとの位置へと帰き還かんする。

　ここからが、また大仕事だった。今度は毛皮を剥はぎ取らなくてはならないのだ。

　いっそのこと毛皮ごと焼いてくれようかとも思ったが、川まで這いずる力は残されていない。毒草の上などを歩いたかもしれないギバの毛皮を洗いもせずに口にしてしまうのは、あまりに危険なことのはずであった。

（途中で力尽きてしまうとしても、正しい道を進まねば、生きながらえることはできんのだ）

　いよいよかすんでいく目をこすり、指先を傷つけてしまわぬよう気をつけながら、ギバの毛皮に刃を入れていく。普ふ段だんならば何の苦もない皮剥ぎの仕事が、今のダン＝ルティムにはとてつもない負担であった。

　それでも何とか半分ぐらいは剥ぐことができたので、剥き出だしになった肉を可能な限り薄うすく削そいでいく。これもまた、汚よごれた指で肉をさわらないように注意を払うのがとても難しかった。

　削いだ肉は、狩人の衣ころもに隠し持っていた鉄串や刀子に刺して、地面に立てておく。二本の鉄串と三本の刀子を使いきったところで、ダン＝ルティムは小刀を鞘さやに収めた。

　あとは、火の準備だ。

　また狩人の衣から、火つけのラナの葉を引っ張り出す。

「…………」

「ああ、なかなかの手間であろう？　人間がギバの肉を喰らうには、こういった手順が必要なのだ。俺たちの胃袋は、お前さんほど頑がん丈じようにできていないのでな」

　気づくと、前足に顎をのせた体勢のまま、白き狼はダン＝ルティムのことを見つめていた。

「これから火を灯すが、大丈夫か？　野の獣というやつは、たいてい火を忌き避ひするはずであるのだが」

「…………」

「まあ、お前さんなら大丈夫か」

　ダン＝ルティムは地面に積んだ枝の上にラナの葉を置き、その表面を枝の先端ですばやく擦すった。

　瞬時にラナの葉は燃えあがり、下側の枝に火を移していく。が、やはり生木もまざっているので、ぶすぶすと景気の悪い音をたてながら、黒みがかった煙けむりをあげ始めた。

「うむ。これではちと心もとないな」

　ダン＝ルティムは狩人の衣と胴衣を脱ぎ捨てた。

　その胴衣を引き裂いて、火の中にくべていくと、やがて炎ほのおは大きくなり、それでようやく太めの生木にも火が移ったようだった。

　それを見届けてから、鉄串や刀子に刺した肉を火のそばに移動させる。

　赤い炎がギバの肉を炙り、たまらない匂いが漂い始めた。

　溶とけた脂あぶらが火に落ちて、いっそう勢いを強めていく。

　空腹感などまるで感じていなかったのに、突然「ぎゅるり」と腹が鳴った。

「ふむ。ようやく俺の身体も生きたいと願い始めたようだ」

　赤い肉が、褐かつ色しよくに焼けていく。その匂いを嗅いでいるだけで、口の中が生なま唾つばでいっぱいになってしまった。腹のほうは、いよいよ激しくわめきたてている。

「そう急せくな。生焼けの肉を喰らって痛い目を見るのは御ご免めんであろう？」

　己おのれの胃袋に語りかけつつ、素す肌はだに狩人の衣を纏まとう。

　夜が近づき、冷えてきている。そしてそれ以上に、自分の身体は熱を失ってしまっている。これしきの炎ではどうにもならないぐらい、ダン＝ルティムの身体は冷たく強張り始めていた。

（それでも、生きるのだ）

　余っていた布地で指先を守りつつ、熱い鉄串を引っつかむ。

　ぽたぽたと脂の落ちるギバの肉を、ダン＝ルティムは渾こん身しんの力でかじり取った。

　ギバの力が、森の精気が、体内に流れ込んでくる。

　目の覚めるような熱であり、味であった。

「うむ、美味うまい！」

　ギバの脂は、瑞みず々みずしく、甘い。

　肉は硬く、乱暴な臭いが鼻に抜けていく。

　しかしこれが、森辺の民の糧かてであった。森のもたらす恵めぐみであった。ギバの肉など食えたものではない、と町の人間はそのように抜ぬかしているようだが、美味いものは美味いのだ。

　南の黒き森において、先人たちは蜥蜴や蛇の肉を喰らっていたという。それがモルガの森辺に移り住み、ギバの肉を喰らえるようになって、先人たちは狂喜したのだそうだ。

　それはそうだろう。これほど強靭なギバの肉を、己の内に取り入れることができるのだ。臭かろうが硬かろうが、これは力の源である。カロンだのキミュスだの、そんな軟弱な肉を喰らって狩人としての仕事が果たせるとは、少なくともダン＝ルティムには考えられなかった。

　最初に切った肉は、瞬く間に胃袋へと消えてしまう。火が弱まらぬ内にダン＝ルティムはさらに肉を切り、それを三回繰くり返したところで、火は尽きた。

　図太いギバの足肉を、けっきょく四分の一ぐらいもたいらげてしまったようだ。アリアやポイタンはなかったが、普段以上の量を食べることができたような気がした。

　そして――非常な満足感を得るとともに、ダン＝ルティムは猛烈なる眠気に襲われることになった。

「うむ……？」

　身体がぐらりと傾き、地面に手をついてしまう。

　心はとても満足しているのに、肉体のほうが危急を告げていた。

　頭から、すうっと血の気が引いていき、視界が一気に暗くなった。

　十分に食べたのだから、次は十分に眠るべきだ――身体のほうが、そのように命じている気がした。

「いや、わかっている。力を取とり戻すには、そうするしかないのだろう。だが、ここは森の真まっ只ただ中なかなのだ」

　森はすでに、夜を迎えようとしているのである。

　しっかりとした火の準備もなく眠りに落ちれば、そのまま息絶えることになる。ムントやギーズはいつでも腹を空かせているし、それに――これはあまり知られていないことだが、極限まで飢えたギバなら、人間をも喰らうことがある。人間が無防備に森の中で眠ねむっていれば、それらのいずれかがダン＝ルティムの肉体を夜の糧としてしまうことだろう。

「せめて、どこかの高い木の上に――そうすれば、ギバやムントは近づけなくなる」

　ギーズだけが相手ならば、かじられる部位によっては一命をとりとめることもあるだろう。しかし、このような場では、駄目だ。

　ダン＝ルティムは地面に手をついたまま、全身を襲う虚脱感に耐えた。

　気を抜けば、一いつ瞬しゆんで意識を失ってしまいそうだった。

　世界が、ぐらぐらと揺れている。

　どうどうと流れる川の音が、じょじょに遠ざかっていく。

　愛する妻や家族らの顔が、無秩序に脳裏を過ぎ去っていった。

（母なる森よ、俺に力を――！）

　決死の思いで、上体を起こす。

　すると――目の前に、白き狼の姿があった。

　その口が、ぞろりと生えた牙を剥き出しにする。

（何だ？　まさか、俺を肥え太らせてから喰らうつもりであったのか？）

　その牙が、ダン＝ルティムの右肩を噛んだ。狩人の衣を通して、その圧倒的なまでの力が伝わってくる。

（おい、やめろ――）

　そのように思ったが、声は出ないし、身体からだも動かない。

　ダン＝ルティムの身体が、軽々と宙に振り上げられた。

　まだ狩人としてはそれほど大きくもないダン＝ルティムとはいえ、信じ難がたいほどの怪かい力りきであった。

　そして――ダン＝ルティムの身体は、何かやわらかいものの上に落ちた。

（うん……？）

　視界が、白く染まっている。

　素肌の胸に、温かい毛皮が触れている。

　どうやらダン＝ルティムは、白き狼の背に乗せられているようだった。肩に食い込んでいた圧力も、いつの間にか消えている。

「何だ……お前さんは、俺をどうするつもりなのだ……？」

　かすれた声で、ダン＝ルティムは問うた。

　とたんに、世界が揺らぎ始めた。白き狼が、ダン＝ルティムを背に乗せたまま移動を始めたのだ。

　反射的に、ダン＝ルティムは白き狼の首を抱きすくめてしまう。白き狼は一瞬非難がましくうなり声をあげたが、歩を止めようとはしなかった。地面にこぼれたダン＝ルティムの足先は、ずるずると砂を掻いているようだった。

（お前は、いったい何なのだ……？）

　ふいに、白き狼が跳ちよう躍やくした。

　ダン＝ルティムは、死に物狂いでその身体にしがみつく。

　ばさばさと茂みをかきわける音色が聞こえた。

　樹木の枝葉が、背中や手足をかすめていく。

　そうして気がつくと、ダン＝ルティムは静寂に包まれていた。

　時間の感覚が消えている。もしかしたら、いくらか意識を失ってしまっていたのかもしれない。

　しかしダン＝ルティムは、まだしっかりと白き狼の首を抱きすくめていた。冷えきった身体に、狼の温ぬくもりが伝わってきている。

「ここは……？」

　ダン＝ルティムは、顔を上げて周囲を見回した。

　暗緑色の葉が視界をふさぎ、その隙間から藍色に染まった空が見えた。

　そこは、木の上だった。とてつもなく巨大な樹木の、幹と枝の狭はざ間まであった。

　枝といっても、その太さはダン＝ルティムの胴体より太い。幹などは、十人の人間が手を繋つないでようやく囲めるぐらいの太さがありそうだった。

「何だここは……お前はどうやって、こんな場所にまで登ってみせたのだ？」

　問うたが、もちろん返事はなかった。ただ、うるさそうに首を振っている。白き狼はダン＝ルティムを背に乗せたまま、木の上でゆったりと身を横たえていた。

　白き狼が身を落ち着けたのは、太い枝のつけねであり、そこは平たいくぼみのような形状になっていた。これならば、下に落ちる恐れはなさそうだった。

　ダン＝ルティムも、半ば滑り落ちるようにして、そのくぼみの上に移動した。枝葉が邪じや魔まではっきりとはわからなかったが、相当に高い木の上であるようだ。ここならば、ギバやムントに襲われることもないだろう。

「呆れたな……お前さんは、いつもこうやって眠りに落ちているのか？」

　大樹の幹に背を預けながら、ダン＝ルティムは問いかける。

　白き狼は、答えない。

「いやしかし、お前の本来の棲家はモルガの山の奥おく深くであるはずだな。山中には、マダラマの大蛇や赤き野人といった獣が潜んでいるのだろう？　そういったものたちなら、木の上にでも這いあがってきそうなものだ……と、いうよりも、むしろ相手のほうがヴァルブの狼を恐れて、木の上に逃げたりしそうだな」

「…………」

「モルガの三すくみという言葉を知っているか？　ヴァルブの狼は野人よりも強い、野人はマダラマの大蛇より強い、マダラマの大蛇はヴァルブの狼より強い、これぞモルガの三すくみ、というそうだが……お前さんだったら、野人にもマダラマの大蛇にも遅おくれを取ることはなさそうだな」

「…………」

「うむ。少しでも休んで力を取り戻すべきなのだろうな。しかし、血を失ってしまったせいか、凍こごえるように寒いのだ。……重ね重ね申し訳ないが、今少しお前さんの温もりを分けていただいてもかまわないだろうか？」

　言いながら、ダン＝ルティムは白き狼のほうに這いずっていった。

　白き狼は動こうとしないので、ダン＝ルティムはその白い毛皮に身体を寄せる。まるで母親に抱かれているような安心感が、ダン＝ルティムの心を満たしてくれた。

「む……これは何だ？」

　再び猛烈な眠気に襲われながら、ダン＝ルティムは白き狼の咽喉もとをまさぐる。ひとかかえもあるその太い首には、複雑に編み込まれた蔓つる草くさが巻かれていた。毛皮にうずもれていたのでまったく気がつかなかったが、ところどころに木の実や綺き麗れいな石までもが編みこまれた、たいそう立派な首くび飾かざりである。

「ふむ……だからお前さんは、無用に火や刀を恐れたりもしない、ということなのであろうかな……？」

　言いながら、とろとろと睡魔に呑のみ込まれていく。

　そうしてその数すう奇きなる一日は、ようやく終わりを迎えることになったのだった。




３




「あれから二十五年もの歳さい月げつが過ぎ去っているのだ。ヴァルブの狼とは、そこまで寿命の長い種族なのであろうかな？」

　その白き勇壮なる姿を見つめ返しながら、ダン＝ルティムは問うた。

「以前に出会ったときよりも、お前さんは少し小さく見える。ならば、あの白き狼ではなく、その子か何かと考えるのが自然なのであろうが……しかし、俺のほうが大きくなっているので、小さく見えるだけなのかもしれん。なんとも判じ難いところではあるな」

「…………」

「だが、一つだけわかることがある。お前さんのその瞳ひとみは、二十五年前に見た者と同じ光を浮かべている、ということだ。だからきっと、お前さんはあのときの白き狼そのものであるか、あるいはその子か何かなのであろう。まったく異なる血筋であるということはないはずだ」

「…………」

「ならば一言、言わせてもらいたい」

　そう言って、ダン＝ルティムは深々と頭を下げてみせた。

「あのときの俺は、白き狼の慈悲によって生きながらえることができた。かの者の助力なくして、今の俺はなかっただろう。その点について、俺は深く、深く感謝している」

「…………」

「翌朝、目を覚ますとお前さん――か、お前さんの親か何かは、幻まぼろしのように姿を消してしまっていたからな。俺はけっきょく、礼を言うこともできなかったのだ。あの日の無念を晴らすことができて、俺はとても嬉うれしく思っているぞ？」

　ダン＝ルティムは、にっこり笑いかけてみせた。

　白き狼は、静かに黄色い瞳を瞬まばたかせている。

「あの後は、痛む足を引きずりながらも、何とか集落に帰りつくことができてな。妻や妹などは大泣きしてしまって、それはもう大変な騒さわぎであったのだ！　お前さんのことを話しても、あんまり信じてくれる者はいなかったが、しかし、お前さんは生命の恩人だ。重ねて礼の言葉を述べさせていただきたい」

「…………」

「お前さんのおかげで、俺は満ち足りた生を生きることができた。残念ながら、妻は早くに亡くしてしまうことになったが、それでも五人もの子を生すことができたのだ！　本当に――本当に、幸福な生であったよ」

「…………」

　白き狼は、けげんそうに首を傾かしげる。

　そのとき、かたわらのディム＝ルティムが弱々しく声をあげた。

「家長……ダン＝ルティム……いったい誰だれと言葉を交かわしているのですか……？」

　ダン＝ルティムは、その青ざめた顔と白き狼の姿を見比べた。

　それから、ゆっくりとうなずいてみせる。

「そうだな。今のはまるで、生きることをあきらめたかのような言い草であった。もちろん満ち足りた生を生きたからといって、すべてに満足してしまっているわけではない。俺はもっともっと満ち足りて、この身体が弾はじけ散るほどの満足感を得たいのだ！　……だから、何としてでも、この苦境を乗のり越こえてみせよう」

「…………」

「火の準備などは、不要であったな。お前さんのおかげで、俺も正しい道を思い出すことができたぞ。こういう際は、高い木の上で一夜を明かすべきであるのだ」

　そのように語りながら、ダン＝ルティムは狩人の衣の内側をまさぐった。

　そうして、ゴヌモキの葉に包まれた干し肉の塊かたまりを差し出してみせる。

「あの日以来、俺は干し肉を余分に持ち歩いているのだ！　だから後は、安全な寝ね床どこさえ確保すれば、生きながらえることができる！　しかも今回は足の骨が外れただけだから、眠らずに済ますことだってわけはない。夜が明けたら、ギバどもが眠りこけている内に、集落へと帰ればよいのだ」

「…………」

「だから俺が、この傷ついた同胞を一晩守り通してみせよう。……あの夜に、お前さんがそうしてくれたようにな」

　ダン＝ルティムは、ゴヌモキの包つつみをほどいて、その中身を白き狼のほうに放ほうり投げた。

「食ってくれ。干し肉はまだまだ余分があるので、遠えん慮りよは不要だ。ちいとばっかり塩気がきついので口に合うかはわからんが、あの夜のせめてもの礼の気持ちだ」

「…………」

　白き狼は、しばらくダン＝ルティムの顔を見つめてから、足もとの干し肉をひょいっとくわえた。

　ダン＝ルティムは満足し、ディム＝ルティムの顔を見下ろした。

「ディム＝ルティムよ、この身体で日が沈むまでに集落へと戻るのは難しいので、一夜を森で過ごそうと思う。俺を信じて、その生命を預けるか？」

「はい……あなたを信じます、ダン＝ルティム……」

「よし」

　ダン＝ルティムは、可能な限りゆっくりと少年の身体を抱だきかかえた。

　苦痛のうめき声をこらえつつ、ディム＝ルティムはダン＝ルティムの首にすがりついてくる。

「しっかりつかまっているのだぞ。まずは、崖がけの上に這い上がるからな」

「はい……」

　片かた腕うでで少年の身体を支えつつ、ゆっくりと身を起こす。とたんに、ずきりと右の足首が熱くうずいた。

　しかし、二十五年前のことを思えば、どうということもない。

「それでは、息災にな。またどこかで会える日を楽しみにしているぞ、白き狼よ」

　白き狼は、やはり理知的に黄色い瞳を光らせるばかりであった。

　そちらに笑いかけてから、ダン＝ルティムは頭上を振り仰ぐ。

　眼前には高い断崖がそびえたち、周囲には闇のとばりが下り始めていたが、ダン＝ルティムの心に不安はなかった。

　生きて、同胞のもとに帰るのだ。

　すべては森が導いてくれよう。

　白き狼に見守られながら、ダン＝ルティムは満ち足りた生に向かって、最初の一歩を踏ふみ出した。
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　このたびは本作『異世界料理道』の第十四巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　目次をご覧になるとおわかりになる通り、今巻はちょっと普段と異なる構成で書かれております。後半部分に「群像演舞」なる編が収録されているのですね。こちらは、アスタ以外のキャラクターの視点で描かれる、いわゆる番外編となります。

　ただ、普段の「箸休め」や「食前酒」と異なるのは、こちらは本編にも大きく関わる内容が描かれている、ということであります。言ってみれば、視点が異なるだけでこれも本編の一部と解釈していただければ幸いであります。




　何故にこのような構成になっているかというと、ウェブ版の発表当時、新章はまるまる番外編で構成されていたのです。長らく続いたサイクレウス編が無事に完結したので、新しい編を始める前に、番外編だけで構成された章をさしはさんでいたのですね。

　それに準拠するならば、今巻はまるまる番外編となっていたはずなのですが、諸事情あってすぐに新しい編をスタートさせたいという話になり、ならば同時進行で進めようということで、このような構成と相成りました。




　さらに付け加えるならば、番外編「群像演舞」はとても長い章でした。全部で十三のエピソードで構成されており、書籍に換算すると一・六冊分の文字数であったのです。

　もともと一冊に収まらない文字数であるならば、さらに小分けにして少しずつお目にかけるのも一興なのではないかと愚考した次第であります。




　内容としましては、本編で描かれなかった時間軸のエピソードが中心となっております。

　作中においては、前巻のエピローグから今巻のプロローグまでに一ヶ月半ほどの時間が過ぎておりまして、その空白期間に起きた出来事を、アスタ以外のキャラの視点で描いている、といった具合でありますね。

　ただし、それ以外のエピソードもいくつか盛り込まれております。たとえば今巻収録の「ルウの末弟の小さな冒険」などは、前巻のエピローグ直前の時間軸となっておりますね。




　さしあたって、今回は十三のエピソードの内、三つのエピソードを収録させていただきました。今巻を頭から読み通していただくと、まずは本編が粛々と進行し、その後で過去に起きた出来事が明かされて内容が補完される、という構成になっております。




　そして、今巻の書き下ろしについてなのですが、これも普段とは異なる形式を取ることになりました。

　普段はそれこそアスタ以外の視点で描かれる番外編を「箸休め」として収録させていただいていたのですが、今巻はもともとたっぷり番外編が収録されております。これで書き下ろしまで番外編にしてしまうと、本編の比率があまりに小さくなってしまうために、本編のほうに書き下ろしを加えることになりました。

　本編の第二章「紡がれし縁」が、まるまる書き下ろしの内容となります。ウェブ版においては第一章と第三章の間に空白の一日があったので、そこにエピソードをさしはさんだ形となりますね。分量としましては、三十八ページぐらいに及ぶかと思われます。




　とりあえず、次巻も同じような構成として、それ以降は残りの「群像演舞」を適度に収録させていただければと考えております。

　中には本編とあまり関わりのないエピソードも含まれますので、そちらは普段通りの番外編としてお楽しみいただければ幸いであります。




　という感じで、「群像演舞」の説明だけであとがきが埋め尽くされてしまいましたが……今巻と同時期に、コミック版の単行本も発売されているかと思われます。当作のイラストも担当していただいているこちも様の手によるコミック版も、当作と同様にお楽しみいただけたら何よりの喜びであります。




　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当各位様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一八年四月　ＥＤＡ　　
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